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本 調査は,日 本 自転車振興会の機械工業振興 資金に よる 「昭和45年 度情

報処 理に関す る調査研究補助事業 」の一環 として実施 した もの であ ります。
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社会,経 済の発展に ともない各種情報の蓄積 ・加工 ・供給を有機的かつ効果的 に行な う方法 として・

と くにコン ピュータに よる情報処理 の役割 りの重要性が認識され てお ります。

また,最 近は通信回線との有機的な結合 によ り,そ の利用が地域的に拡大す るのみならず〆時分割

による コンピュータの情報処理能力の同時共 同利 用が可能 にな り,さ らに情報 自体の共 同利用 もコン

ピュータを通じ拡大 され る傾向にあ ります。

このよ うな情勢において通信回線 とコン ピュータを結合し各種の処理を行な う,オ ンライン ・シス

テムの技術を確立 し,発 展 させることは,非 常に重要 なことと考 えます。

当財団では,情 報処理 に関する諸問題の解決のため各種の調査を実施してお ります が,こ の調査報

告書は,今 後のオンライン ・システ ムの技 術動向を把握す るため昭和45年 度 に当財団のオンライン

システ ムの技術動向調査委員会が取 りまとめた ものであ ります。

ここに本報告書取 りまとめにご尽力下さった各委員およびアプ リケーションの実例の紹介に ご支援

を賜わ った コンピュータ ・ユーザ各位に心から感謝 の意を表 します とともに,本 報告が各方面に利用

され,わ が国情報産業発展の一助 として寄与できます よ う念願いたす次第であります。

昭和46年5月

財団法人 日本 情報処理開発 セ ンター

会 長 難 波 捷 吾
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第7章2節 オ ンライン ・アプリケー ションの実例 につい ては次の方々に ご執筆いただきました。
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日 産 自 動 車 株 式 会 社
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気 象 庁

京 都 大 学

日 本 竜 信 電 話 公 社

日 本 電 信 電 話 公 社

日 本 竜 信 電 話 公 社

株式会社野村電子計算センター

日 本 電 信 電 話 公 社

日 本 航 空 株 式 会 社

国 際 電 信 電 話株 式会 社

川 崎 汽 船 株 式 会 社

日 本 電 信 ・電 話 公 社

言

㌔1

:

●



目 次

■

ム

●

1総 論

1・1

1。2

1・2・1

1・2・2

1・5

1・4

オ ンライン ・システムの発展

アーキテ クチ ャとシステム構成

アーキテクチ ャ

システム構成

ハ ー ドウ エア

ソ フ トウ ェア

〔1〕 オ ンライン ・システムの特質

〔2〕

〔5〕 サポー ト・プ ログ ラムの重要性

〔4〕

〔5〕

〔6〕 データ ・ベー ス管理 システム

1・5通 信 網 ・

〔1〕 既存電話網の利 用

〔2〕

〔5〕 将来の通信網

〔4〕 新データ網 の条件

1・6コ ンピュータ ・ネ ッ トワーク

1・7オ ンライン ・アプ リケーシ ョン

臼 〕

〔2〕

オンライン ・システムのソフ トウェアの生産

タ

オ ン ラ イ ン ・.ア プ リケ ー シ ョン ・ハ ッケ ー シ

オベ レーテ ィング ・システム開発用言語

e

諸外国におけるデータ伝送網構成に対する考え方

オ ン ラ イ ン.ア プリケー シ ョンの実例が示す もの

ユ ー テ ィ リ テ ィ ・シ ス テ ム の 発 展

1

1

1

1

2

3

4

4

4

5

5

5

5

6

6

6

.
∩

6

7

7

7

8

●

,

●

2ア ー キテ クチャとシステム構成

2・1ア ー キ テ ク チ ャ

2・1・1最 近 の 動 向

〔1〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

〔5〕

〔6〕

(7〕

互 換 性

Firmware

新 しいハー ドウェア技術

周 辺装置

ア ベ イ ラ ビ リテ ィ

バ ッフ ァ ・メ モ リ

Virtualmemory

9

9

9

0

1

i

2

4

4

6

1

1

¶

1

1

1

1



〔8〕

2・1・2

〔1〕 使 い 易 さ

〔2〕

〔3)

2・2シ ス テ ム 構 成

2・2・1

2・2・2

2・2・5

2●2●4TSS

〔1〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

〔5〕

〔6〕

〔7〕

2。5

オン ライン指向性

アーキテ クチ ャ上の問題点

ハ イ ・パ ー フ ォマ ンス

16

18

18

20

21

22

22

25

25

25

26

26'

26

27

27

27

27

27

●

信頼性,保 守性

ア ベ イ ラ ビ リテ ィ

フ ァイ ル 中 心 の シス テ ム

ミニ ・コ ン ピ ュー タ の 利 用

ハ ー ドウ ェア と ソ フ トウ ェア のtrade-off

'

プログラム言語

大容量 ファイル

護

性

保の

頼

タ一

信

デ

処理 コス トと課金 方式

端 末装置

将来の動向

3ハ ー ドウ エ ア

轍
霧

海

4

論

主

固

パ

C

通

周

端

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

0

・

0

3

3

5

5

5

5

3

3

3

O

■

●

9

9

9

9

0

■3

ZJ

アーキテクチャとハ ードウェア技術

ヤ ネ ル

9

9

2

4

6

7

8

0

1

2

2

5

4

4

2

2

5

3

5

5

5

4

4

4

4

4

4

4

.●

●

の動向

と端末装置

らみた端末機器の多様性

各種端末装置の現状

4ソ フ トウ ェア 47



●

●

4・1

4。2

4・2。1

〔1〕

〔2〕

〔5〕

〔4〕

4・2・2開 発 態 勢

〔1〕

〔2〕 グ ル ー プ 編 成

〔5'〕 開 発 工 程

4・2 .・3

〔1〕 質 の 評 価

〔2〕

4・2。4開 発 用 言語

〔1〕 意 義

〔2〕 現 状

4・5

4・5・1

4・3・2

〔1〕

〔2〕DBMSの 言 語

〔5〕

〔4〕

4。5・5

〔1〕 概 観

〔2〕IDS

〔3〕TDMS

〔4〕GIS

4・5・4

4「4会 話 形 シ ス テ ム

・4・4・1

〔1)1956年 以 前

〔2〕 バ ッチ 式OS

〔5〕

ソフ トウェアの危機 と最近の動き

オンライン用 ソフ トウェアの開発

ソ フトウェアの生産性

スクジュールの立案

プ ログラマの レベル と能力

サポー ト・システムの重要性

コンピュータの効果的な使用方法

オンライン ・システムの特徴

ソフ トウェアの評価

ソフ トウェアの能力評価

デ ー タ ・ペ ー ス 管 理 シ ス テ ム

データ ・ベース管理 システ ムの背景

データ ・ペース管理技術

DBMSの 基本構造

データ構造と記憶構造

DBMS技 術の問題点

具体的なDBMSの 現状

DBMSの 問題点と展望

システムとの会話形態

会話形システ ムの成立

7

8

8

8

9

0

1

2

2

5

5

5

5

6

8

8

9

0

0

1

1

5

4

5

5

5

6

7

7

8

0

0

0

0

f

4

4

4

4

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

7

7

7

7

7



4・4・2会 話形 システ ム技術

4・4・3会 話形言語

〔1〕 コマ ン ド言語

〔2〕 会話形言語 プロセ ッサ

〔5〕 ファイルの編集 と対話

4・4・4入 出力形式の問題

4・4・5そ の 他

4・5

5通 信 網

5。1通 信網の役割

電話網 の発展5・1・1

交換方式の発達5・1・2

伝 送方式 の発達.5●1・3

新 しい情報通信需要5・1・4

,5'2わ が国の通信網の現状

5・2・1電 話網 の構成 と機 能

市外帯域制 と局階位〔1〕

〔2〕 番 号 計 画

〔3〕 交 換 機

〔4〕 信 号 方 式

〔5〕 伝 送 路

〔6〕 通信の品 質

〔7〕 通 話 料 金

5・2。2加 入電信網

5・2・ ろ 専 用 線

〔1)各 種 の専用線

〔2〕 回線専用料金

端末装置の技術基準〔5)

〔4〕 準 専 用

5。2・4デ==タ 伝送方式

〔1〕 市 内直流伝送

〔2〕 高速データ伝送

〔5〕PCMデ ー タ伝送方式

5・2・5

オ ン ラ イ ン ・ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・パ ッケ ー ジ

データ通信のための通信網利用

f

2

2

5

5

4

4

5

7

7

7

7

7

7

7

ア

9

9

9

1

5

9

f

1

1

4

4

4

5

5

6

7

9

1

2

5

5

5

5

5

5

8

7

7

7

8

8

8

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

'1

1

1

41

'1

1

1

♂
1

●

4

■

6



6

●

5・5

5・3・1

5・5・2

5・3・3

5。3・4

5・5・5

5・3・6

5・5・7

5・5・8

5・4

5・4・1

5・4・2

5・4・5

諸外国の動向

CCITTの 動 向

ア メ リカ

西 ドイ ツ

フ ラ ン ス

イ ギ リス

カ ナ ダ

そ の 他

総 括

将来のデータ通信網

通信網の発展動向

新データ網の条件

新データ網の構成法

6.コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク

6・1 コ ン ビ ュー ・ネ ッ トワ ー ク に 対 す る期 待

6・2通

・6・2・1

6・2・2

6・2・3

6・2・
.4

6・2・5

6。2・6

6・2・7

6・3

6・3・1

6・3・2

6・5・3

6・3・4

6・3・5

信 網

通信網の形態 とネ ットワークの制御

回 線

通 信 制御

ルー トの選択

誤 り制御 ・障害監視

トラヒックの見積 り

通信 フォーマ ッ ト

コンピュータ ・ネ ットワークの利用法 と問題点

信頼性向上

コンピュータの余力の融通

ファイルの共用

特 殊 な ハ ー ドウ ェ ア,ソ フ トウ ェア の 利 用

そ の 他

7オ ン ラ イ ン ・ア プ リケ ー シ ョ ン

7・1

ア ・1・1

7・1・2

オ ン ラ イ ン ・ア プ リケ ー シ ョンの 概 要

オンライン化の進展と普及

オ ンライ ン化の背景

9

9

1

0

0

1

41

1

1

8

9

0

ウ
」

5

4

4

1

1

2

2

ウ
」

2

ク
一

4
-

f

1

1

1

1

4
1

4

7

8

ウ
」

ク
亀

ク
」

1

1

4
`

5

6

6

6

8

8

9

9

9

0

0

0

0

1

2

2

5

3

5

5

5

3

5

5

5

4

4

4

4

4

4

4

'1

4̀

1

1

1

1

1

4̀

1

4̀

41

1

4̀

4̀

41

f

145

145

145

144



3

4

1

2

3

4

5

6

7

8

9

●

・

●

■

●

●

O

●

●

■

●

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

。

●

2

。

・

・

。

・

・

●

●

。

7

7

・

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

データ通信の開放

オ ンライン化普及上の問題点

オ ンライン ・アプ リケー シ ョンの実例

日本航空における旅客サ ービス

運輸省車検登録システム

富士銀行におけるオ ンライ ン・アプ リケーシ ョン

5

5

6

6

0

4

2

4

1

8

5

1

2

7

5

0

9

6

6

7

8

9

4

4

4

4

5
.

6

7

8

0

0

1

5

5

5

4

5

5

6

6

6

6

6

1

1

1

1

1

1

†

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

6

近畿相互銀行データ通信システム

野村証券 における総合オ ンライン ・システム

日産 自動車におけるオン ライン ・システ ム

新 日鉄君津製鉄所におけるオンライン ・システ ム

海運企業 のオンライン ・システム(川 崎汽船)

西友ス トアのEDPS

7・2・10気 象 業 務 に お け る オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム

7・2・11京 都 大学TSS

7・2・12DRESS

7。2・15DIALS

7・2・14国 際 デ ー タ通 信

ア ・5オ ン ラ イ ン ・ア プ リ ケ ー シ ョ ンの 今 後 の動 向

7・3・1オ ン ラ イ ン ・ア フ'リ ケ ー シ ョン の 実 例 に つ い て

7。 ろ ・2ユ テ ィ リテ ィ ・シ ス テ ム の 発 展

7・5・5ネ ッ トワ ーク 構 想 の 展 開

7・5・4オ ン ラ イ ン技 術 に 対 す る 需 要 側 か ら の要 求

8海 外 調査報告(ア メリカにおけるオンライン・シ万 ムのソフトウェアおよ0汁 ンライン・サービス)… …271

1

2

5

4

5

6

7

8

9

総

・

.

・

.

。

.

。

.

。

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

…

●

●

●

・

・

●

●

●

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8 論

オ ンライン ・システムの技術動向

275

275

273

274

275

275

276

277

277

278

278

■

オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム 。サ ー ビス の 動 向

TSSの 動 向

TSS会 社の成功例

デ ータ通信専用のマイグ ロ網

通信網 とコンピュータ との結合

デ ー タ ・バ ン ク

コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ ト ワ ーク

最近のMIS動 向

・10職 業 紹介等のオ ンライン化



'

●

も

8・1・11生 ま れ 変 っ たWU・ 一 … … … … … ↓・・… ・… 一 … 一 ・'・ ・ … …278

8・1・421BＬNt-WTCの 意 見 ・… … … … … ・… ・… … ・… ・・一 … ・… … … … ・… …279

8・1・13む す び`… … … … ・… … ・ ・ 一 ・… … ・… ・ 一 ・… … ・…279

8●2ComputerSciencesCorp・ ◆…"・ ・・・・・・・・・・・… ▲・…'・ ・'・∵・・・・・・・・・・・・・・・…281

8・5XeroxDataSystems'Inc,… … … ・… … ・・… … ・・… … … … … …287

8・.4WisconsinstateEmploymentServiceDivision・ ・… ・291

8・5UniversityCompu.tingCo・ … … … … … … ・・… … ・… … … … ・… ・・… …500

8・6Carnegie-MellonUniversity・ ・… … … ・・… … … ・… … … …508

8・71nteractiveDa.taCorp.・ … ・… … … … … ・・… ・… … … … … ・… … …516

8・8WesternUnio口 ∴・… ・… ・・… … … … … … ・・… ・… … … ・… …'・ … … …'一 ・…520

8・9Mckins,ey&Company,Inc.… … … … … … 一 … … … … … ・… … ・… …550

8・10QuantumScienceCorp.… ・… ・… … … … … … … ・・… … ・'… … … … …554

8・111BMWorldTradeCorp.… … … … … … … … ・… 一 … … … ・… ∴・_544

8・12U.S.DepartmentofLabor… … … … … … ・・… ・… … … … … ・… ・・…549

8・15SmithonianInstitution… ・・… … … … … ・… … ・・… … … … ・… …554

、

■

●



●

'

●

・

●



・

・

論

、

総

 

01

●

●

■



イ、

●



オ ン ラ イ ン ・・シ ス テ ム 技 術 の 動 向

1 総 論

1・1オ ン ラ イ ン ・ シ ス テ ム の 発 展

コンピュータの普及発展 とともに,コ ンピュータと通信回線 とを結合 して行 なう遠隔情報処理シス

テムすなわちオンラ,イン情報処理システムの利用は,増 加の一途をた どってい る。 この ような情報処

理 のオ ンライン化の傾向は,わ が国 においては,電 電公社が最近開 始した加入データ通信サー ビス と

専用データ通信サー ビスの例によって もこれが示されてお り,・また近 くいわゆ る通信回線の開放が実

施され ることにな ると,こ の傾 向は一層顕著な ものとなろ う。

アメリカにおけ るオンライン ・システムは,タ イムシ ェア リング ・システム,リ モー ト・バ ッチ シ

ステ ム,そ の他種 々のオ ンライン ・リアルタイム ・システム,リ モー ト・コンピューテ ィング 。シス

テム等の領域 において発展を続けてい る。 アメリカにおける今後の予測 としては,1970年 現在

オ ンライン ・システムの年間売上げが1,240億 円,1975年 には この5倍 の6,500億 円 とな り,

また端末装置は現在19万 台,1980年 にはその15倍 の245万 台 となるだろ うとい うものがあ

る。

とのよ うなオンライン ・システムの発展を支 える ものはオン ライン ・システム技術の進歩であり,

これがコンピュータ ・パ ワー ・ユーテ ィリテ ィやイ ンフ ォーメーシ ョン ・ユーテ ィリテ ィへの発展の

道 を開拓 しっつあるのである。

オ ンライン ・システムは通信 システムとコンピュータ ・システムとが結合 された新 しいシステムで

あ るが,コ ンピュータ/通 信間に存在する業務上 技術上 の諸問題 の解明 とその解決に多数の国民が

参加 した ことは,日 米両国 ともその軌 を一にしてお り,情 報化時代 におけ るこのシステムの重要 さを

物語 るもの として興味深 い。

オンライン ・システムの技術動向調査委員会では,オ ンライン ・システムを構成するアーキテクチ

ャ,ハ ー ドウェア,ソ フ トウェア,通 信網 とアプ リケー ションの諸項 目についてそれぞれ専門家によ

り技術の動向の調査 を行な う外 アメリカに調査団を派遣 して本件 についての実情を視察 し輪

以下本調査報告書 のあらましを記述 し,総 論に代えたい。

1.2ア ー キ テ ク チ ャ と シ ス テ ム 構 成

1・2・1ア ー キ テ クチ ャ

〔1〕 オンライン ・システムの具備すべ き条件

(1}シ ス テムの信頼性 の高い こと。

② オンラインで使用 できる大容量の ランダム ・アクセス記憶装置があること。

(3)レ スポ ンス ・タイムが速 く,シ ステムの効率がよいこと。
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(4)使 い易い端末装置がある こと。

〔2〕 アーキテクチ ャの改良の方 向

(1)使 い 易 さの追求

② 高 い パ フ ォーマ ンスの実現

⑤ システムの総合信頼性の向上

〔3〕 最近発表された コンピュータ機種の特徴

最近発表 された コンビ'一 夕の主な機種は,IBM370シ リーズで見 られるように,新 しいハー

ドウェア ・テク ノロジーを導入 して,パ フ ォ ーマンス/コ ス トの改善がはかられてい る。そ して新

技術 の特 徴 としてオン ライン機能が強化 されてい ることがあげられる。

〔4〕 互 換 性

新機種 と従来機種 との互換性については,そ の大部分が プログラムおよび周辺装置に関し,

upwardcompatibleと な っている。

〔5〕 その 他 の 特 徴

マ イクロ.プ ログラミング技術を採用す るもの(フ ァーム ウェア)が 多 くな ったこ と,ICメ モリが多

く用い られるよ うにな り,主 記憶装置 をすべてIC化 した ものもあらわれた こと,特 に高性能デ ィス

ク装置 の出現は オンライン ・リアルタ イム ・シス テムの機能向上 に役立 つことな ど。

1・2・2シ ス テ ム 構 成

〔1〕 アベ イラビ リテ ィ

オ ンライン ・リアル タイム 。システムでは コンピュータのアベ イラビリテ ィ・(有効稼動率)の 大と

なることを厳 し く要求す る。このため各装置の アベイラビリテ ィの向上だけでな く,シ ステム構成の

上において も対策が講ぜ られねばならない。 これにはfailsafesystemとfailsoft

systemが あ り,装 置の二重化やマルチプロセ ッサ ・システムの採用等 が行なわれる。今後 マルチ

プロセ ッサ ・システムが広 く用いられるよ うにな るであろ う。

また特殊 な,コ ンピュータ ・ネ ッ トワークを組む ことによ り,1シ ステムが ダウンした とき近隣の

システム がこれをバ ックア ップす るような ことも考えられ る。

〔2〕 データ ・ベース管理 システム

オンライン ・リアルタ イム ・システムの需要 が多 くなるにつれて,ラ ンダム ・アクセス記憶装置特

にデ ィスク ・パ ック記憶装置を中心 としたシステムへの移 行が見 られる。 このため,従 来個々のアプ
エ

リケ ーシ ョンごとに作られていたフ ァイルを総合 して,デ ータ ・ペ ース ・システムで管理す ることが

行なわれるよ うにな?た 。

〔3〕 ミニコンピュー タ

最近 ミニコンピュータは従来 の簡単な科学技術計算や韻脚 用 に使用される外 に,通 信分野へ の応用

が盛んにな り,オ ンライン ・システ ムの端末装置や通信回線の制御用,集 配信用,メ ッセ ージ交換用

な どに使われ始めたことは特記 に値す る。
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〔4〕TSS

TSSに ついては,技 術的 になお多 くの問題 をかかえているが・ コンピュー タのオンライン●シス

テムの主流 として定着 しつつある。

〔5〕 今後の期待

コンピ ュータ ・テクノロジーに対 する今後の期待は数多 くあるが,そ の中の二,三 をあげれぽ コ

ンピュータのパ ター ン認識が画期的 に進歩 し,デ ータの入力が手書文字や音声で行なえるようにした

い こと,ま た光メモ リや半導体 メモ リな どの大容量 で安価なアクセス ・タイムの短かい メモ リが使え

るようになること,液 晶や半導体技術な どを利用した安価なデ ィスプレイ装置の出現な どがある。

●

●

1・3ハ ー ド ウ エ ア

〔1〕Cacheの 出 現

最近 におけるコン ピュータ本体の方式設計上の進歩と して,1.BM560/85やIBM570/

155な どで見られる"Cache"と 称ばれるICを 使 ったバ ッファメモ リの採用が あげ』られよ う。

これを使えば,ビ ット当 りの単価の安い 比較的低速の大容量 の主記憶装置に対 してその実効的速度 を

著 しく高めることができる。

〔2〕 マ イクロ・プログ ラミング方式 の一般化

新機種の方式設計で変 ってきたことの一 つとして固定記憶装置 を使 うマ イク ロ・プ ログ ラミング方

式が一般化 してきたことがあげ られ よ う。 コン ピュータの基本的な動作は,す べてマ イクロ ・プログ

ラムによって表わされ,そ の構成は きわめて簡単 になる。 また マイク ロ ・プログ ラ ミングの技術は,

各 メーカの新 旧機種間は もちろん,他 メーカの機種との間 に互換性 をもたせる上 に重要な役割 を果す .

ものである。

〔5〕 論理素子の動 き

コンピュータの論理素 子として種 々のICが 使 われてきたが,こ れらのICの うち,高 速の ものは

CML(CurrentModeLogic).低 速 ない し中速 のものはTTL(Transistor

TransistorLogic)と い うことに収敏 されたよ うである。LSIに つ いては,当 初(1965

年頃)予 期したほどには発展を見 な かった。 その原因は技術的な困難さ よりも,多 種少量生産とい

うことを半導体 メーカが嫌 うことにある。

〔4〕 主記憶装置の動 き

フェライ ト磁心は,主 記憶装置の主流 としてまだその生命を保 ってい るが,最 近はCacheの 出現

等 により,磁 心メモ リの速度 の向上 よりも価格を安 くす ることに努力の重点が移行 したように見える。

磁性薄膜や メッキ線な どが,フ ェライ ト磁心 に代る主記憶装置 になるだろ うとの予測 も・種 々の原因

から当らず に終 った と見 られる。

IBM社 が 使ってい るICメ モ リは,バ イポーラのもの であるが,近 い将来バ イポーラは高速 を必.

要 とするCache用 に使い,主 記憶装置用 にMOSが 使 われ るだろ うとの観測 が行なわれてい る・
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〔5〕 固定記憶装置 の動 き

マ イクロ・プログラムを入 れる固定記憶装置は,従 来は受動素 子を用い,書 き換 えの困難 な ものが多

か ったが,最 近提案され ているものに半導体を使 ったICが あ る。 これはマ イクロ・プログ ラムの書 き

換えが可能の ものである。

〔6〕Grosc.hの 法 則の成 り立たない分野

コンピュータは大形機種ほ どコス トが割 安となるとのGroschの 法 則がある。 しか し優れ た パ

フ ォーマンスを もつ ミニコンピュータが量産に より低価格で売 り出 されている今 日では,も はや

Groschの 法 則は この分野では成 り立たない ことが証明されてい る。

〔7〕 ミニコンピュータの影響

安価 で パ フ ォーマンスの高い ミニ コンピュータの出現に より・小規模な計算をTSSで や るより

は,自 家用の ミニ コンピュータでやろ うとする者がふえ ること,こ れを端末制御 集信,通 信制御な

どに使 うことに より,オ ンライン ・システムのコス トが下が るな どのことが考えられ る。前者はオン

ライン ・システムの発展を阻む要素であり,後 者は これを助長す る要素 であ る。

〔8〕 入 出力装置 の進歩

入出力装置 において最近注 目すべき ことは,IBM570で 発 表 された磁気デ ィスクの記憶密度の

大 きい こと,コ ス トの安い こと,ア クセス タイムの短い ことであ り,磁 気テープについて も同様の進

歩が見 られ ることである。

〔9〕 端末装置 の多様性

端末装置の開発 の方向と しては,二 つがあ る。一つは多 くの利用者への普及を 目指して価格 の安い

簡 易な ものへの追求,他 に高度 の操作性 と機能を もったいわゆるインテ リジ ェン ト端末への追 求であ

る。そしてこの間 を埋 める各種の端末装置があらわれつつあ り,オ ンライン・システムの普及におよ

ぼす端末装置の影響は大きい。'

▲

1・4ソ フ ト ウ エ ア

〔t〕 オンライン・システムの特質

オンライン ・システムの特質 としてはつぎの ような ものがあげられる。

o

口

ほ

図

りアルタ イムで応答がなされる こと。

フ ァイルの集中化が必要な こと。

マルチプ ログラムの切替頻度が高 く,管 理 プログ ラムの走行比率が「般 より高いこと。

システムの総合処理能力や,障 害時 の対策などについては運用 に入 る前 に十分検討されね ばな

●

＼
'
`

らない こと。

⑤ フ ィール ド・テス トの実施は,シ ステムの規模が大 きくなるにつれて,非 常な困難 を伴な

うこと。

〔2〕 オンライン ・システムのソフ トウ ェアの生 産

オンライン.シ ステムのソフ トウェアは.ま す ます複雑膨大化 し,そ の作成 のための時間と費用は
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増大の一途をたど り,そ の非線形的な急激な増加に"ソ フ トウェアの危機"と い う声が上 っている。

その原因はオ ンライン・システムのソフ トウェアの一品生産的性格 と規模の拡大に伴な う内部関連の

非線形的な増大による生産性 の低下 にある。 この困難 に対処するため,正 確な ソフ トウェア開発スケ

ジュールの立案 優秀なプログラマの確保 プログ ラム作成の合理化が重要な問題 となる。実際のと

ころ,オ ンライン ・システムのソフ トウェアの生産性は まだきわめて低いものであ り,経 験によらな

ければならない点が多い。 しかもこの経験は他人に伝えに くい ものであ り,特 に リアルタイムのソフ

トウェアは然 りである。

〔5〕 サポ ー ト・ブ・グラムの重要性

オン ライン.シ ステムを構成するソフ トウェアはε 管理プ ログラム,サ ポー ト・プ ログラムに大別

されるが,'こ の うちサ ポー ト。プ ログラムは とか く軽視されがちである。 しかしこれは きわめて重要

なプログラムであ って,リ アルタ イム ・プ ロジ ェク トの日程計画に対 し,サ ポー ト・プログラムの開

発が遅 れたことによってもたらされる被害は実に莫大な ものであることを知らねばならない。

〔4〕 オペ レーテ ィング ・システム開発 用言語

ソフ トウ ェアの設計 ・製作の方法論が まだ確立 されない まま,大 形めオペ レーテ ィング ・システム

(OS)の 製 作を行なってい るために,そ の生産性は低 く,プ ログラムの オーバ ーヘ ッドが増大する

結果 となっている。

コンパ イラにっいては ここ数年来,設 計 ・製作の方法論があ る程度確立し,コ ンパ イラ ・コンパイ

ラなどが実用 に供 され ようとしている。

08全 体 については,ア センブラよりも高水準の開発用言語を用いる試みが行 なわれている。 これ

は見かけ上 プログラムを小形 にし,誤 りの頻度 を少な くし,作 成工数を短縮 しようとす るものである。

これに用いられる言語 には,ハ ー ドウェアに依存す る開発用言語 とハー ドウェアに依存 しない開発用

言語 とが あ り,ま だ適切な言語 として確立 されたものではないが,こ の種の言語を用いると・ プログ

ラムの生産性は,従 来に比 し5～10倍 に 向上する。

〔5〕 オンライン ・アプリケーシ ョン ・パ ッケージ

オ ンライン ・システ ムの うち,多 数の端末利用者にサービスす る汎用 タイム シェア リング ・システ

ムでは,ア プ リケーシ ョン・プログラムの充足が重要 である。

アメ リカのTSS会 社 では,各 種のアプリケーシ ョン ・パ ッケージを用意 して,顧 客の獲得に努力

してお り,今 後 も引続 きユニ ークなアプ リケーシ ョン・パ ッケージの開発が行なわれるであろ う。

現在科学技術計算,設 計計算 のパ ッケージは相当充足 された状態にあるので,今 後は ビジネス ・ア

プリケーシ ョンの分野 にお けるパ ッケージの開発に努力が移行するのもと考えられる。この分野 の情

報処理量は,科 学技術計算 の分野 とは 比較 にならない程大きな もの とな るであろ う。

〔6〕 デ ータ ・ベ ース管理 システム

データ ・ペース管理 システムは,過 去8年 位の間に,続 々と開発 されて きたが,ま だこのシステム

の技術は未熟で,今 後試行錯誤を重ねて,技 術的定着 をはからねばならない。

現 在この システムの技術的問題 としては,フ ァイル の機密保持,破 壊 からの保護を含めた信頼性の
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確保,使 い易い高級言語の開発,シ ステ ムの処理 に要 す る時間の短縮な どがある。

また これのソフ トウェアの大形化 に 伴 う困難は,一 般 の場合 と変 らず,そ の対策 として,デ ータ

・ペ ース管理 システ ムの階層化,機 能分類 に よるモジ ュール化などが考えられている。
■

t・5.通 信 網

〔1〕 既存電話網の利用

オ ンライン ・システ ムに必要 なデータ伝送には,電 話通信のため に設備 された既存 の電話網が利用

されることから,オ ンライン ・システムによるサー ビスが急速な発展 を見るに至 ったが
,電 話網はア

ナログ通信のために設計 された もので,パ ルス符号を送るデータ伝送 には不向きなものであ る
。

そ こでデータ伝送 の需要 の増大に対処するため には,現 用の通信網 に何等 かの変革 を加えるか
,も し

くはデー タ伝送に適 した新 しい通信網を作成す るかな どの方法が考え られるが
,何 れ後者の方法 によ

ることになるであろ う。

〔2〕 諸外国におけ るデ ータ伝送網構成に対する考え方

諸外国 におけるデ ータ伝送網構成 に対す る考え方に二つの流れがある。一つはテ ヒックス網をペー

ス として,メ ッセージ通信主体の網からデータ伝送のための要求条件 を満足する網 を実用化 しようと

する動 きである(西 独,フ ランス,イ タ リー等)。 も う一つは,電 話網 と専用線 によって当面のデー

タ伝送 の需要を満たし・将来は蓄積交換機能 をもったコンピュータを中心に新 しいデータ専用網 を作

ろ うとす る動 き(ア メ リカ,イ ギ リス等)で ある↓

これ ら二つの行 き方には一長一短があ り,現 在の ところ,一 つ の行き方にまとめることは困難 とさ

れてい る。 しかし将来の構想 として,蓄 積交換機能を もったコンピュータを中心に新 しいデータ専用

線を作 ることは各国 とも異存のないところである。

〔5〕 将 来 の 通 信 網

わが国 におけ る将来 の通信網は,音 声,デ ータ
,画 像等の伝送 が必要 とな り,ネ ットワークとして

は,電 話網,デ ータ網,ビ デオ網 に分けられ これが一 体化 した総合通信網が形成 され よう
。網の中

心的な制御は電 子交換機 によって行なわれるであろ う。

〔4〕 新データ網の条件

わが国 において将 来形成 される新 しいデータ網が具備 すべき条件については
,電 電公社が以前か ら

検討 を進 めてお り,い ずれ結論が出されるであろ うが,こ れはおよそつぎのような もの とな るであろ

うと想像 される二

(1}電 話網利 用に よるデータ伝送サービスは ,公 衆電気通信法の改正により,昭 和47年 度 から開

始される ものと予想されるが,将 来のニーズを考えると,現 在の電話網 よりも高度な機能 をもっ

たデータ網を構成 する必要がある。'

(2)要 求 される通信速度は,低 速(200B/S以 下)
,中 速(1,200～4,800B/S),高

速(96～48KB/S以 上)の 中から数 種類 が選ばれるであろ う。

⑤ 符号形式 や制御手順は,網 の制御用 のものを除いては,利 用者が自由に選べ るようにする。,

●
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(4)接 続 に要する時間は数10msを 目標 とする。

{5)各 種 の端末間の通信 を可能のようにする。

(6)低 コス トで網 を利用 できるようにする。

(7)網 の ビッ ト誤 り率は10-8以 下 とすることが望 ましい(た だし端末装置は含 まない)。

⑧ 十分な信頼性を もったものとす る。

(9)交 換 方式 としては,回 線交換 蓄積交換 パケ ッ ト交換あるいは これらを混合 したものが考え

られる。

lOデ ー タ網 と電話網 およびビデオ網 とが相互接続 が可能なものとする。

1・6コ ン ピ ューータ ・ネ ッ トワ ー ク

最近 アメ リカに おいて,コ ン ピュータを電力網中の発電機 と同様にみな し,相 互の間を通信網で結

ぶコンピュータ ・ネ ットワークが 提唱されている。この研 究はまだ始ま ったばか りで多 くの 問題をか

かえているが,こ のネ ッ トワークに対する期待 はつ ぎの よ うなもの である。

すなわち,TSSの ユ ーザは,端 末装置を このネ7ト ワークに接続 し,ネ ットワーク内の多数の コ

ンピュータを利用で きる。その結果 ①信頼 性の向上 ② 多種類のデータ ・ファイルの利 用,◎ 特殊

なソフ ト・ウェア,ハ ー ド・ウェアの利用,④ 最適 なコン ピュータの利 用の可能性が あ り,コ ンピュー

タ能力の相互融通に より ⑤待ち時間の短縮 ⑥ 旧式装置の寿命延長を図 り,情 報源が地域的に広 く

分布 してい るとき,の ローカルな処理 と総合処理の併 行実施等がその特長 として説かれてい るもので

ある。

●

8

t・7オ ン ラ イ ン ・ア プ リケ ー シ ョン

〔1〕 オンライン ・ア プリケーシ 。ンの実例が示す もの

オ ンライン ・ア プリケーシ 。ンの実例 として本報告書に収録 したもの には 日本航空の座席予約シス

テムのほか多数 のシステムがあるが,こ れらの実例か らつぎの ような ことがい えるもの と思われる。

(1)い ず れのシステム もその開発に多大の時間 と人手がかかってい ること。

② システム相互間に類似性が少ない こと。 これはオ ンライン ・システムば開発の初期の段階であ

り,試 行錯誤が行なわれていることを示す ものであること。

⑤ システムの規模は官公庁,金 融システムは比較的大規模であるが,製 造業 や流通業は 中規模の

ものが多い こと。

(4)す べ てのシステムがMISへ の アブm－ チを目標 としてい ること。 さらに情報交換のための企

業間 あるいは業界間 のネ ッ トワークの形成を指 向していること。

⑤ システムの信頼性を確保するため,デ ュアルまたはデ ュプレックス ・システムが推奨 されるこ

と。

(6)電 電公社のDRESS,DIALSは5年 の歳 月をかけ て開発されたもので,わ が国 のコンピ

ュータ ・ユーテ ィリテ ィ・システムの最初のものであ るが,こ れは通信回線の開放後,こ の種の
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サービスが民間企業 として行なわれる場合に必要な貴重な資料を提供するものであること。

〔2〕 ユーテ ィリテ ィ ・システムの発展

今後わが国 において,コ ンピュータ ・ユーテ ィリテ ィや インフォーメーシ ョン ・ユーテ ィリテ ィが

どの ような経過をたどりつつ発展するものか予測することは困難 であるが,恐 ら くアメ リカと同様

技術 の進展 にともない盛衰 を くりかえしつつ定着の方向へ進む ものと考えられる。

現在の ようなオンライン ・システム技術 の初期の段階 においては,完 全設計形 でシステム開発を進

めるよりは,フ ィー ド・バ ック による追加修正方式つ まり経験主義 に基づいて開発を進める方が,シ

ステムの発達を促す上 でも元普及を促進す る上 でも有効であろ うと考え られる。

`

⑨

ぼ
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2.ア ー キ テ ク チ ャ とシ ス テ ム構 成
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2.ア ー キ テ ク チ ャ と シ ス テ ム 構 成

●

`

2・1ア ー キ テ ク チ ャ

2・1・1最 近 の 動 向

過去1,2年 間 に開発 された主な機種は表1・ 、1に 示す とお りである。

1964年 にIBMSystem/560b;発 表 されてから7年 が経過 した。 この間に技術の著 しい進展

があ り,現 在のシス テム と技術的断層を持 った新 しい システムの出現が期待されて きたが表 に示す機

種を見 る限 りでは,こ れ らは現存機種の技術の延長上 に存在 してい るといえ よう。

表1・1最 近 発 表 さ れ た 主 な機 種

●

機 種 出 荷 時 間 記 憶 容 量 サ イクルタイム 加算時間 備 考

IBMSySIem/570

165
19714 512KB～3MB 2.0μs Oj6μs

155 1971.2 256KB～2MB 2.1μs 0.8μs

145 1971・3Q 114KB～512KB
RO.54μs

WO.61μs
22μs

RCA7 1971・3Q 256KB～2MB 0.765μs ? vir匡ualmemory

6 19ア1・3Q 256KB～2MB 0765μs ?

3 1971.5Q 128KB～256KB 1.44μs ? virtualmemory

2 1971.5Q 64KB～256KB 1.44μs ?

Burroughs7700 1972・1Q～2Q 128KW㌔1MW 1,5μs ? マルチプロセッサ 可
'

6700 1971.2 48KW㌔1MW

q・5μs

1.2μs

1.5μs

? マルチプロセッサ 可

5700 1970.12 16KW～32KW 4μs ? マルチフbセ ッサ 可

Honeywell3200 1970.1Q 128KC～512KC 1μs 14μs

NCRGentury300 19ア2・1Q 128KB～2MB 0.65μs ?

Univac1110 1971.11 96KW～256KW
RO.52μs

WO.52μs
? マルチプロセッサ 可

HITAC8700 1972・1Q～2Q ～8MB 0.9μs ?
virtualmemory

マルチプロセ ッサ 可

FACOM230/ア5 1972・1(ビ2Q 32KW～256KW 0.55μs ? マルチプロセ ッサ 可

NEAC2200/700 1971.1 128KC～2MC 0.5μs 05μs マルチプロセッサ 可

IBMSyStem/5 1970.1 8KB～48KB 1.52μs 26μs

IBMSystem/5ア0

155
1972.9 96KB～192KB

RO.77μs

WO.94μs
?

F

MELCOM7500 1971.10 64KB～512KB 0.85μ § 2.0μs マルチフ,ロセッサ 可

MELCOM7700 1970.10 128KB～512KB 0.85μ 匙 1.8μs

セルチプロセッサ 可

・irtualmemgry
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すなわち,こ れらのコンピュータに共通する特徴は従来の機種の延長 として旧プログラムを使用で

きる ようにしつつ,新 しいハー ドウェア ・テクノロジーを導入 して パ フォーマンス/コ ス トの改善

をはか り,信 頼性,稼 動{生や保守性を改善 し,強 力な新 しい入 出力装置や外部記憶装置を開発して接

続で きるようにし,全 体としてはオンライン ・リアルタイム処理 やTSSに 適 した機能をハー ドウェ

ア,ソ フ トウェア両面で強化 している。

これらの特徴 については個 々に とり上 げ て後述す る。

国内の動向に目をむける と,通 産省大形 プロジェク トに よる超 高性能電子計算機 の開発 電電公社

のデータ通信サービス計 画の具体化 とそのためのDIPSの 開発 などが大 きな技術活動 として挙げら

れ よ う。

また ミニ ・コンピュータの急速な普及 も最近のシステムの特徴 の一つとして挙げることができよう。

〔1〕 互 換 性

新機 種 と従来機種 との互換性は プログ ラム及 び周辺装置 に関し上方向(upwardcompatible)

に保 たれているのがほ とん どである。ただし,そ の互換性が重要でない小形 ～超小形領域ではIBM

System/5の よ うにまった く従来機種 と互換 性のないものが現れてい る。

主な新機種 と旧機 種 との互換性は表1・2に 示すよ うである。

表1・2新 旧 シ ス テ ム の 互 換 性

シ ス テ ム 名 互 換 性

IBMSystem/370 IBMSystem/360に 対 しupwardにcompatible

・ 個々の特殊ケースは別とし
,実 質的にSystem/360の

プ ログ ラムは無修正で使用できる。

'SyStem/560の 周辺装置はそのまま使用できる
。

RCA2,3,6,7 RCASpectraア0に 対 し(upward)compatible

・ プログラム
,周 辺装置 の互換性は,System/570の 場 合と

同様。

UnivaC1110 Univac1108に 対 しupwardcompatible

・ プログラム
,周 辺装置 の互換性はSystem/570の 場 合 と

同様。

Burroughs700 B5700はB5500に 対 し,B6700はB6500に 対 し
,

B7700はB7500に 対 し てupwardcompatible

(B5500とB6500/7500,及 びB5700とB670U/

7700の 間 に互換性はない)。

・ プログ ラム
,周 辺装置の互換性はSystem/570の 場 合

と同様。
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●

●

このように旧機種 との互換性が重視され てい ることに関してはつ ぎの理 由が考えられる
。

(1)新 機 種が旧機種を置換す る,あ るいは,併 置 して使用 され るケースが多 くなってきていること。

これはコンピュータの普及度が高 くな るに従 って,新 規ユ ーザ よりも既 ユーザの上位システム

への移行に よる需要が多 くなってきてい ることに起因する
。この よ うな場合,大 きな問題は従来

蓄積 されてきた プログ ラム とデ ータ ・ファイルが変更な しに使用 できるか,併 置 システム間でデ

ータの交換 が容易にで きるかであ り
,新 システムにプ ログラムやデータの互換性が要求 される。

② メーカの立場からみれば新 システムの開発に 伴 う ソ フ トウェア及び周辺装置の開発の負担を

軽減するため にすでに開発 されているソフ トウェア,周 辺装置を できる限 り利用 したいと考える

であろ う。例えばIBM/370に して も従来 のソフ トウェアを利用できるから現時点で発表で

きるのであって,も しIBM/560が 持 っているだけの ソフ トウェアを新規 に開発 しなければ

ならないので あったら もっと発表は遅れていたことであろ う。

しかしなが ら新 しい システム としては当然旧機種の弱点は改良 しな ければならずそのため に新 しい機

能を導入する場合は上方向に互換性のある形,即 ちその機能を有していない旧システムのプログラム

は新 たに導入 された機能 を利用 しない形で新 システムで使用できるように実現 されている。た とえば

IBM/570に 新 し く設けられたブ ロック 。マルチプレクサ ・チ ャネルは従来IBM/360に あ

るセレクタ ・チ ャネルとしても動作す るように作 られているし,命 令機能の改善 も従来の命令の変更

でな く多少機能が重複 して も新命令を追加する方法で実現 されている。

超!」・形の領域 で発表 されたIBMSystem/5は 従来のIBMシ ス テムと互換性がな く,さ らに

紙カー ドも,80欄 カー ドとまった く異なる96欄 カー ドを使用 する点で特異 であるが,最 近では

80欄 カー ドの入出力装置 も接続でき るよ うにしてきてい る。

〔2〕 ファーム ウェア

ソフ トウェア とハー ドウェアの中間 に存在す るマイク ロ ・プログラムの応用技術をファーム ウェア

とよんでいる。その応用技術 として一例をあげれば,マ イクロ ・プ ログラムを書換え可能 にしてシス

テムのアプ リケーシ ョンにもっとも適 した命令セ ットや機能を実現したマイク ロ ・プログラムをロー

ドす るな どである。

IBM/5ア0の 発表前 にはこれが採用 される とい う噂 もあったが,実 際に発表にな った内容をみ

ると書換え可能な(reloadable)ReadOnlyMemoryは 採 用されたが
,そ の内容を 自由

にユーザがコーデ ィングすることは許されない ようである。ただ し,コ ンソール に設けた専用の小形

デ ィスクからマイク ロ・プログ ラムを ロー ドできる形にな ってお り将来のそ うい う使い方へ の拡張性

は残 されているとみることは でき よう。

以上のよ うな こともあってフ ァーム ウェア とよぶか否 かは別 として,書 換え可能なマイクロ ・プロ

グ ラム用 メモ リが注 目されている。

〔3〕 新 しいハー ドウェア技術

新システムにはア ーキテクチ ャの面で著 しい変化 がないと同様ハー ドウェア面でも従来の技術 の改

善が中心 とな ってい るがICメ モ リの急速な普及は著しい特 徴として挙げることができる。
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IBMは360/85の バ ッファ ・メモ リ(cache)で は じめて容量の大きなICメ モ リ(80

。,,16kバ イ ト～52kバ イ ト,k-・1,024)を 導入 して注 目されたが,さ らに570/145

では 主記憶をすべてICメ モ リ(600ns,最 大512kバ イ ト,k・-1,024)と し,ICの 専

業メーカ も 同様 のICメ モ リを発売す るに至 った。現在主記憶 は コア ・メモ リが中心で一部のメー

カ が ワ イ ヤ ・メモ リを採用 してい るが,将 来の主記憶が磁性 メモ リか10メ モ リかの議論が盛んで,

ICメ モ リへの期待が大き くな りつつあ る。

〔4〕 周 辺 装 置

最近発表された新 システムでは周辺装置 に高性能の ものが追加 された ことが見逃せない。 これは従

来の大規模 なシステ ム特にオンライン ・リアルタイム ・システムにおいて補助記憶装置の性能がシス

テ ム ・スループ ットのネ ック とな りがちだ った点を改善 しようとする もの と考えられる。

注 目されるのはIBM3350形 磁気 デ ィスク装置 の発表 であ る。その性能は表1・5に 示す ような

もの でその後新 シス テムを発表 したメーカーに大きな影響を与 えているよ うである。

■

表1・5大 容 量 外 部 記 憶 装 置

メ ー カ ー Burrough.s Univac
'IBM

形 名 B9484-5 UnivaC8440 IBM5530

タ イ プ デ ィ ス ク パ ッ ク デ ィ ス ク パ ッ ク デ ィ ス ク パ ッ ク

記 憶'容 量 800Mバ イ ト 895Mバ イ ト 800Mバ イ ト

平 均 アクセス 時間 38.4ms 4ス5ms 38.4ms

最 大 転 送 速 度 806Kバ イト/秒 624K㍉ ト/秒 806&ぐ イト/秒

適 用 機 種 ,B7700
B6700

Univβc1110 System370/

135

145

155

165

●

この他表1・4に 示す よ うな固定ヘ ッ ド・デ ィスクあるいはそれに相当す る ドラムが発表 されてい

るし,ラ イン ・プリンタに関 しても表1・5に 示す ような高性能な装置が発表されてい る。

一12一



1

↓

ω

1

● ■ ← ●

表1・4高 速外 部 記憶 装 置

メ ー カ 日 本 電 気 日 立 三 菱 電 機 Univac IBM IBM

形 名 N271B H8567-2 M-7212 FH-452 IBM2505-1 IBM2505-2

タ イ プ ド ラ ム ド ラ ム 固定ヘットデ ィスク ド ラ ム 固定ヘットデ ィスク 固定ヘッドディスク

記 憶 容.量 1.8M字 4.2Mバ イ ト 5.5Mバ イ ト 1.57M字 5.4Mバ イ ト 11.2Mバ イ ト

平均アクセ塒 間 1ス2m's 10.5ms 17ms 4.25ms 2.5ms 5.Oms

最大転送速度 095M字/秒 2.OMバ イ ト/秒 5.OMB 1.44M字/秒 50Mバ イト/秒 15.Mバ イ ト/秒

適 用 機 種 NEAC-2200/

700

HITAC8700 MELCOM-7500

/77000

、
Univac1110 System370/

165

System370/

145

155

165

表1・5ラ イ ン プ リ ン タ

メ ー カ RCA Univac IBM 日 立 富 士 通 日本 電 気

形 名 RCA8244 UnivaCO768 IBM3211 H-8246-11 F-645L
一

タ イ プ トレイン ・プ リンタ ドラム ・プリンタ トレイン ・プリンタ ドラム ・プ リンタ ドラム ・フ「リンタ ドラム ・プ リンタ

活 字 種 類 48種 96種 48種 64種 109種 64種

印 字 速 度 t200行/分

(48字)

840行/分

(96字)

2,000行/分

(14字)

2,000行/分

(48字)

2,500行/分

(56字)

1,000行/分

(64字)

1,250行/分

(48字)

650行/分

(109字)

1、500行/分

(19字)

1、400行/分

(64字)

印 字 位 置 152 132

.

・132¢
。Z15・)

152 136 144

適 用 機 種 RCA2,3,6,7
'U
nivaC1110 System570/

145

155

165

HITAC8200

～

8500

FACOM230/

25

55

60

DIPS



また高性能 のデ ィスク装置 に回転位置 検出機構,多 重 リクエス ト機構 をつけ,さ らにそれを活かす

よ うに改良された入 出力チ ャネル(ブ ロック ・マルチプ レクサ ・チ ャネル)が 採用 され てお り,最 近

の システ ムにおけ るデ ィスクの重要性 を示している。

注:回 転位置検出機能はデ ィスクの各 シ リンダをセクタに分割 し,各 ドライブにセク タ ・カウンタ

を設けて制御装置がデ ィスクの回転位置を常 に知 ってい るよ うにして,必 要な レコー ドが読取/

書 込ヘ ッドの近 くにきた ときには じめて入出力動作をはじめるよ うにしてチ ャネル ・ビジーの時

間を短 くする ものである。 さらに多重 リクエス ト機構 との組合わせ により,複 数個 の リクエス ト

をア クセス時間の短 い順 に処理 していくことが可能 にな り,デ ィスクのスループ ットを大巾に改

善できると予想 され る。

〔5〕 アベ イラビリテ ィ

アベイラビ リテ ィの向上はオ ンライン ・リアルタイム ・システムが一般化するに従 って厳 しく要求

されてきてお り,最 近の新 システ ムに もこれが反映 されてアベ イラビリテ ィの機能が強化される方向

にある。

そのために多 くのシステムがモジュラリテ ィを向上 してマルチ ・プロセ ッサ ・システ ムを構成 でき

るよ うにし,い わゆるfailsoftな システム構成を可能 にしてい る(Univac1110,

Burroughs700シ リーズ,HITAC-8700,FACOM230/75,NEACシ リーズ2200/

700)。

IBM570は マルチ プロセ ッサ機能 はないがRAS(Reliability,Availability,

Serviceability)と よばれるアベイラビリテ ィ機能を持 ってお りつぎのような機 能がある。

・主記憶の1ビ ット。エ ラーの自動修正。

・命令実行中のエ ラーに対するretry。

・retryし 成 功 したエラーの記録を とる。

・マイク ロ ・プ ログラムを利用 した障害個所の検出。

な どであ る。

また保 守の効率をよ くし,障 害時の処置 を速やかに行ない,か つ保守要員を減 らすための手段 とし

てデー タ通信 回線を利用 した保守 システ ムがUnivac及 びIBMか ら発売 されてい る。これは各

システム と保守セ ンタを通信回線 で結び,保 守センタのコンビュー一夕に蓄積 された保守のためのデー

タを利用すると共に,セ ンタ側か らもオ ンラインで各 システムの診断等を行なお うとするもので,保

守体制に対す る一つの方向を示 していると思われる。

アベイラビリテ ィの向上は中央処理装置のみならず周辺装置,特 にデ ィスク装置などでも強化され

てマ イク ロ・プ ログラムを利用 した診断機能を内蔵した り,入 出力 コマン ドのretry機 能 をもっ

た ものが出てきてい る。

〔6〕 バ ッファ ・メモ リ

大形 コンピュータにおける方式で最近注 目されているものにバ ッフ ァ・メモ リが あ る 。 こ れ は

IBM560/85で は じめて実現された記憶装置制御方式で,主 記憶 と中央処理装置の演算
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制御部 の間に高速のバ ッファ・メモ リを置 き,主 記憶 からブロック単位で情報をバ ッファ 。メモ リに

写 し,こ れを用い て命令を実行するものである。

本方式 の利点は主記憶を低速 にでき,ま た主記憶 までのアクセス ・タイムが長 くなることの影響が

軽減できる点である。システム設計上はプログ ラムにバ ッファ ・メモ リが見えない よ うに作 られるの

でバ ッファ・メモ リのないシステム用に作成 されたプ ログ ラムを使用可能なことも利点 であるが,ど

の位の容量のバ ッファ ・メモ リを用意 したら何%の アクセスがバ ッファ・メモ リで満足されるかの判

断はむずか しい問題の一つであ る。 また主記憶がIC化 され高速,コ ンパク トになった場合の有効性

に関しては疑 問がある。

最近発表 された機種ではIBM/155,165,DIPS,HITAC-8700な どがバ ッファ 。メモ リを

使用してお り,NEACシ リーズ2200/700で も同様の考 え方でassociativememory

を利 用 している。

バ ッファ ・メモ リ方式の動作原理は図1・1に 示す とお りである。

図1・1バ ッフ ァ ・メ モ リ方 式

■

θ

Write te

/℃PU

●
Read/Write

▼

3・ 5 6 2

◆

ハ ツ フ
9 13 11 16

18 19 20 17

31 28 52 26

▼

■

Read(ブ ロック 単 位

1 2 5 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31 32

バ ッ フ ァ ・メ モ リ

主 記 憶

注:各 ブ ロック内の数字はブ ロック番号
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バ ッファ ・メモリと主記憶は52～128バ イ ト位 のブ ロックにわけられ,一 つのデータがアクセ

ス され るとそのデータを含むブ ロックが主記憶からバ ッフ ァ・メモリに ロー ドされて以後 そこか ら使

用 され る。Write動 作 はバ ッフ ァ ・メモ リ及び主記憶に対 して行なわれ て常 に主記憶 とバ ッフ ァ・

メモ リの内容が一致す るよ うに制御される。このようにしてバ ッファ ・メモ リがい っぱい になると適

当なアル ゴリズムで使用頻度の低いブロ ックがつぶされる。バ ッファ・メモ リに主記憶 の何番 目のブ

ロックが入 っているかはassociativememory(あ るいは同等 の機能をはたすメモ リ)に よ

り判断 され る。

〔7〕Virtualmemory

VirtualMemory(仮 想 メモ リ)は 主記憶 の記憶容量 の物理的制限から解放 され,自 由にプ

ログラムを作成 したい と～・う要求から生 まれたもの℃ 論理的ア ドレス空間 と物理的記憶容量を切離

した ものである。実現の方法 と しては二次元ア ドレスあるいはセグメンテーシ ョンとよばれるア ドレ

ス方式 とページ ・ア ドレス方式が組合 わされ ることが多い。

本格的 にこれを実現しよ うとした システ ムにMITのMulticsが あ り,最 近ではRCA5,7

が も っと簡単な方式 のVirtualMemoryを 採 用 している。 、

二次元ア ドレス方式は図1・2に 示す ように,セ グメン ト・ア ドレスとセグメン ト内ア ドレスに分

け,セ グメン ト・ア ドレスでセ グメン ト・テーブルをひいてセグメン トの記述(セ グメ ン トの大 きさ,

主 記憶上の位置,ア クセスの保護 の制御な ど)を 得 る。これとセグメン ト内ア ドレス によりセグ メン

トにアクセスす る。 ところが,こ の ようにして必要なセグメン トをすべて主記憶 に格納できない場合

にはセグメン トをさらに小 さいページ とよばれる単位(通 常1,024～4 ,096バ イ ト位)で 区切 り,

必要 なものだけを主記憶 におき,他 は外部記憶装置にお く。そしてち ょうどバ ッファ・メモ リ方 式で

バ ッファ ・メモ リを主記憶 ,主 記憶 を外 部記憶装置 に対応 きせた場合 と同 じ動作が行なわれる。ちが

いは,バ ッファ 。メモ リ方式 ではすべてハー ドウェアで行 なわれ るがペ ージ ・`アドレス方式では ソフ

トウェアで行 なわれる点 にあ るといえ よ う。

従来この方式 の難 点はスルニプ ットが上 らない とい う貞元あ りその原因 としてページのス ワッピン

グ(swapping)に 用い られ る外部記 憶装置がネ ックkな っているといわれてきた。高性能の外部

記憶装置 と主記憶装置 の大容量化などで今後 は性能が改善 されてい くであろ う』

〔8〕 オンライン指向性

以上の特徴を総括 してみるとそ の一つ としてオンライン指向性をとりあげ ることが できよう。

一般 にオ ンライン ・システムに対する要求条件 としては
,

-
ー

ウ
↑

7◎

'4

システムの信頼度が 高いこと。

オ ンラインで使用 できる大容量の ランダム ・アクセス記憶装置があること。

レスポ ンス ・タイムが速 く,シ ス テムの効率 が よい こと。

使いやすい端末装置 があること。

などをまずあげ ることが できる。新 しい システ ムの特徴の多 くはこの辺 に集 中している と思われる。

すなわち,(1)に 対 しては,エ ラーの自動訂正,命 令等のretry及 び 障害個所検出の 自動化などの
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対策の他,マ ルチ プロセ ッサ方式 によるfailsoftな システム構成な どが考えられさらに通信

回線 を利用 した リモー ト保 守なども考 えられている。

(2)に対 してはIBM3330に み る ような高性能なデ ィスク装置 が出現している。

⑤ を実現 するには,速 い中央処理装置,大 容量の主記憶装置.ア クセス ・タ イムの短い ランダム ・

アクセス記憶装置 そしてオ ーバヘ ッドの小 さいオペ レーテ ィング ・システムが必要であると考えら

れ,新 しい システムは この方向にむかって改良 されつつあ るとい える。

また システムの効率 をよくす るためにはオンライン ・ジ ョブの空いた時間 にバ ッチ ・ジ ョブを処理

できることが要求 され,マ ルチ ・プログ ラムを効率 よく行 なえ ることが必要 で,そ のための改善がな

されている。

(4)に対 しては プログラム可能な端 末装置 とかOCKOMRあ るいは カセ ットMTを 用 いた端末装

置な どが開発されてきている。

▲

2・1・2ア ー キ テ ク チ ャ上 の 問 題 点

コンピュータのアーキテ クチ ャの有す る現在の問題点 と将来の動向について述べる。

アーキテクチ ャ改良の方向には つぎの三つ のポ イン トがあると思 われる。

第1は 使い易 さの追求であ る。計算機 の使用分野が急激 に拡大 し,使 用法 も複雑化 してい くと予想

されるが,そ れに応 じて熟練 した要員 を確保することは困難にな るであろ うから,専 門的な知識,経

験 を有 しない人 でも容易に扱えることに対する要求が強 くなるであろ う。

第2は 高いパ フォーマ ンスの実現である。 これにはハー ドウェア ・テク ノロジーの進歩による高速

化 の要 素を見逃せないが,ア ーキテクチ ャ的にもアプ リケーシ ョンをしぼ ってそれに最適化 されたも

の も出現す るよ うにな るであろ う。IlliacIVやCDC-STARに そ の例をみ ることができる。

第5は システ ムの総合的信頼度 の向上である。 これにはハー ドウェアの信頼度 の向上,保 守性 の向

上 と共に ファイル等の情報の機密の保護 と安全性に対する考慮が必要 である。

〔1〕 使 い 易 さ

使い易 さを実現す るにはつぎの ような点 で改良が必要 であろ うと思われる。

(1)高 レベル言語指向性

コンピュータの出現当初 ま機械言語によるプログ ラミングが主体だ ったが
,よ りプ ログラムを作 り

やす くす るためにア ッセンブラ言語が考えられ,つ いでFORTRAN,COBOL,PL/1な どのコ

ンピュータの機械構造 に独立な高 レベ ル言語が開発されその使用頻度が増加する傾向にある。前述

のように コンピュータに対す る熟練度 の低 い人 がプログラムを作成 す るよ うにな るとます ます この傾

向が強まるであろ う。

ここで問題 となるのが これ らの高 レベル言語 に対するコン ピュータの適合性である。高レベル言語

で記述 されたプ ログラムは通 常 コンパイルされて機械語のプ ログラムとな り,そ れが実行 され るので,

コンパ イル時間 と実行能率の両方が問題 となる。 これに対 して現在のア ーキテクチ ャは まだ改善の余
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② マン ・マシン ・コ ミュニケーシ ョンの改善

使い易さとい う観点からみれば コンピュータ ・システムと人間 との情報交換は,人 間が通常社会生

活において用いてい る方式がそのまま利 用できることが望 ましい。その意味 で重要 と思われるのは,

OCR,各 種 デ ィス プレイ,音 声応答装置 漢字 プリンタなどである。

OCRは 現在読取可能な文字がかな り制限されてい るが これの融通性が 高まり,手 書文字 の認識 も

実用的なレベルで可能にな ることが予想 される。 そ うなると現在の紙テープや カー ドに替 って情報入

力手段 として広 く用い られ るよ うになれるであろ う。

デ ィスプレイ装置は発光ダイオー ド,プ ラズマおよび液晶 ・デ ィスプ レイな ど新 しい原理 による装

置 の開発 もあ り今後大 きく発展すると予想 され る。特にキ ャラク タ ・デ ィス プ レイはすでにオ ンライ

ン ・システムの端末装置 として不可欠なものにな?て お り,今 後も需要が増大するであ ろ う。グ ラフ

ィック ・デ ィスプ レイは価格も高いので普及が進んでいないが図形で情報交換す る方式はマン ・マシ

ン ・コミュニケーシ ョン改善の手段として最も有効な ものの一 つであ り,大 きな発展が期待される。

音声応答装置は現在音節録音(compiledspeech)方 式がほ とん どであるがこれが音声合

成(terminalanalog)方 式 になれば融通性が格段 に増大す るので簡易型の端末装置の出力用

として広 く使用 され るよ うになろ う。すでに電電公社 の簡易計算サービス に使 用されてい るように電

話機(特 に押釦電話機)を 用いた タイム シェア リング ・システムな どには 最適である。

漢字は従来は情報処理 システ ムで十 分に扱 うことができなか ったが,漢 字 プ リンタや漢字デ ィスプ

レイが開発 されてきてお り,将 来は重要 な位置を占め るものと予想される。 しか しアプ リケーシ ョン

による要求のちがい,コ ス ト,漢 字 コー ドの標準化 など今後の解決 を待つ 問題 は多い。

⑤ 端 末 機 器

オ ンライン ・シス テムを構成す る重要なマ ン ・マシン ・コ ミュニケーション装置 であ る端末装置は

現時点では価格やアプ リケーシ ョンへの適合性 とい った点で今後の発展に期待する ところが大きい と

考 えられる。適用業務 に最適な安価な装置 を実現するためには単なる多様化でな く,多 様化の中に標

準化を導入す る必要があると思 われ る。

そのためにはアプ リケーシ ョン分野 ごとに標準化 したり,programmab1'eterminalの よ

うな融通性の大きい端末装置が開発 されてい くであろ う。

(4)標 準 化

ユーザにおけるコンピュータの使用が増 大し,プ ログラムとデータの蓄積量が多 くなるに 伴 って

その互換性に対す る要求は ます ます強 くな り標準化が促進 され るであろ う。

すでにメーカ内では コンピュータのファミリイ化に よってプログ ラムとデータの互換性がかな り実

現されて きているが異 なるメーカ間 の互換 性に対する要求 も強 くな るであろ う。 プ ログ ラムの互換性

は高 レベル言語の使用 と高 レベル言語 自身の標準化に よ'り実現 されるが すでにFORTRAN,ALGOL

はJISが で き,COBOLもJIS化 を検討 中,PL/1に ついて も検討がはじまっている。

データの互換性は記録媒体と媒体上の記録形式の標準化が進め られてお り,す でに磁気テープ,紙
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テープ,紙 カー ド,デ ィスク ・パ ックな'どでその作業が進められ てい る。

また入 出カインタフエースの標準化 も検討 されてい る。

標準化には互換性を得 るとい う利点がある反面,技 術進歩を阻害す る可能性があるので情報処 理技

術 の如 く,技 術の確立 されていない点が多 く進 歩 の はげ しい分野 では慎重 に進める必要があると思

われる。

(5)シ ス テムの運用

オペ レーテ ィング ・システムは システムの効率 よい運転 のために不可欠なものであるが現在はオー

バ ヘ クド・ロスが問題 とな ることが多いのでその改善は システム ・スループ ッ トを増大させ るために

是非実現しなければな らない。 ファームウェアの導入な どが有効かもしれない と考えられ る。

機能的にもオペ レータの介入を極小 にす る方向で強化 されると共に,ハ ー ドウェアも磁気テープ装

着の 自動化など省力化 のための機 能が強化されてい くと予想 される。

(6)モ ジ ュラリテ ィ

適用 システムに応 じて処理装置,周 辺装置,ソ フ トウェアを選択し,こ れを組合わせてシステムを

構成す る方式は一般的にな ってきたが,今 後は このモジュール化が さらに進められて,よ りきめ細か

に各 システムに適合 した構成が組 めるよ うにな ってい くであろ う。 それに よりユーザは経済性 を高め

ることができ,メ ーカは 生産性を高めることが可能になるので重要な問題 としてとりあげてい くこと

が必要 と思われる。

〔2〕 パ フ ォーマンス

高 い パ フ ォーマ ンスを実現するには処理速度 の向上 とオーバヘ ッド・ロスの低減の両方が必要で

あ る。

(1)速 度 向 上

処理速度は,過 去におい ては主 として素子の進歩に よって大巾な改善が達成 されてきた。 この傾向

は今後 も続 くと予想 されるが,す でに信号 の伝播速度が問題 とな ってきてい る現状,そ して光の速度

とい う限界が存在 している限 り,従 来 のアーキテクチ ャの延 長だけで過去 に達成 してきた ような高速

化を実現してい くのは 限界があると思われ る。すなわち個 々の命令 の実行時間の高速化には限度があ

り,結 局総合的にみた処理速度 の向上がはかられ るであろ う。

そのためにはアプ リケーションに密着 したハー ドウ ェアの導入に よりその処理に特有な処理を高速

化す る方向が考えられ,た とえば111iacIVで 試 行 されている高度の並列演算やCDC-STAR

で ね らっているpipeline方 式 な どが考えられる。

また現在は プログラムで処理 してい ることの中から定形的な処理 をハー ドウェア化することに より

高速化することも行なわれ るであ ろ う。そのためには各システムごとに異な る要求に柔軟性を有する

ハ ー ドウェアでなければな らず ,マ イクロ ・プ ログ ラムを利用した ファームウェアの導入 などが有望

である。

パ ターン認識 もそれに適 した処理装置が開発されれば現在のコンピュータで処理 するのに比べ格段

の速度向上が可能 になるであろ う。この辺は次期大形 プロジ ェク トと しても取上げられてお り成果が
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期待される。

一方LSIを 高度に利用することについては まずメモ リのようにrepeatabilityの 高 い分

野から普及 しつつある。

② オーバヘ ッド・ロスの低減

上記のパフ ォーマンス向上 をシステム ・スル ープ ッ トの増大 として引き出す にはオーバヘ ッド・ロ

スの低減が必要 である。現在オ ペレーテ ィング ・システム{ち システムの処理 効率を向上するために

種々の リソースをきめ細かに管理すると管理のためのオーバヘ ッドが増大 してシステムのスループ ッ

トを低 下させ るとい う矛盾がある。 この傾 向はTSSの よ うに同時に多数のプ ログ ラムを処理す るシ

ステムでは影響 が顕著 であ る。

これを解決す るには,現 在大部分 ソフ トウェアで行なわれている処理 をファームウェアのよ うな形

でハー ドウェア化す ることであろ う。

オーバ ・ヘ ッドの減少のためには入 出力処理能力の強化 も重要であ り,オ ンライン 。システムの普

及に 伴 っ て通信制御能力の強化 に対する要求が特に強 くなるであろ う。

それを処理するには,現 在プログラムで処理 しているものをハー ドウ ェア化 した り,ミ ニ ・コンピ

ュータ等を利用 して専門に処理 させ ることが考えられている。例えば,通 信制御を専門に ミニ ・コン

ピュータに行なわせ る 「FrontEndCommunicationProcessor」 な どの考え方が出

てきてい る。

こうした考え方を拡張 していけば,各 種処理 ごとに専門の プロセ ッサを用いるマルチ 。プロセッサ

・システムも考えられ よう。

〔3〕 信頼性,保 守性

コンピュータ ・システムが企業内において,よ り重要な役割 りを果たす よ うになるとそのダウ ンの

及ぼす影響が重大 とな りシステムの信頼度 に対する要求は強 くな るが,一 方システ ムが複雑 にな り構

成要素 もふえると必然的に信頼度は低下す る。 ここに信頼度に対す る要求が より一層強 くなる要因が

あると思われる。

システ ムの信頼度はMTBFの 延長 とMTTRの 短縮 によって向上 される。

MTBFの 延長 には個 々の部品の信頼度向上 と部品数を減す ことが必要であるが,実 際には完 全な

故障でないいわ@るintermittenterrorも かな りあ るもの と考えられ それを装置全 体

の故障 とせず,な ん とか回復する手段が とられ るようになるであろ う。たとえば命令のretryと

か主記憶の エラーの自動修正な どがそれである。

さらに故障が起 ってもその部分の機能を使用 しないで装置を運用 してい くことが考えられるであろ

う。

MTTRの 短縮 には故障個所を見つけるまでの時間 とその切離 し及び修理が短時間 に出来なければ

ならない。このために,コ ンピュータ 自身が故障個所の 自動検 出を行な う,あ るいは診断プログラム

を実行 するような方法が とられる。 また前述 したintermittenterrorで 回 復されたもの

も,記 録 しておき,故 障しかか っている装置 を事前に発見す ることも有効であろ う。
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以上はシステムの構成装置個々の問題であるがシステム全体としては後述するように一部の装置が

故障 して もシステム全体を止めることがない よ うFailSafe,あ るいはFaiISoftの 構成

にす ることが重要である。

■

,

2・2シ ス テ ム 構 成

2・2・1ア ベ イ ラ ビ リテ ィ

現在オ ンライン ・シス テムは急速に発展してお り,そ の応用分野 もしだいに組織 の活動 と密着 して

きてい るのでア ップ ・タイム(uptime)に 対 する要求は より強 くな ってい る。

そのため前述 のようにシステムの ア ベ イ ラ ビ リ テ ィ(稼動性)を 改善することが重要で,こ れは

各装置 ごとの ア ベ イ ラ ビ リテ ィの向上 だけでな くシステム構成上 の工夫 によっても達成す る必要

がある。

ア ベ イ ラ ビ リテ ィを向上す るために とられ る方式にはつぎの二種 がある。

。FailSafeSystem:一 部装置 が故障 してもシステムの本来の目的のための機能は低

下 させないシス テムで,こ れを実現するには二重 化(あ るいは三重化)シ ステムや,待 機 シス

テ ムが考えられている。

。FailSoftSystem:一 部 装置が故障 して もシステムの能力
,機 能を低下 させて運転

を継続 できるようにしたシス テムでマルチ 。プロセ ッサ ・システムな どがあ る。

図1・5マ ル チ ・プ ロセ ッサ 構 成

M.M

CPU

I/OCH

I/DD 糠三り

◎

ψ
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⑨

マルチ ・プ ロセ ッサ ・システ ムは今後広 く用いられるよ うになると予想され,中 ・小形のシステム

でも容易にfailsoftsystemが 組 め る よ う に な る で あ ろ う。現在考えられているマ

ルチ ・プロセ ッサはプロセ ッサ間には区別がな く,単 な るシステムの リソース(resource)と し

て管理 され ているので1台 が 故 障 し て 切 り離 さ れ て も,処 理 能 力 が 低 下 す る だ け で あ

る 。

将来は各 々異 った処理 に適合 した処理装置が多数マルチ ・プロセ ッサの形 で接続 されるようなシス

テムも考えられるであろ うが,こ の場合は故障した装置の処理を能率は悪 くても他の装置が代行する

よ うにしてfailsoftsystemに で きよう。

単 に1シ ステムとして考えず大きなコンピュータ ・ネ ット ワ ー ク として見て,故 障 したシステ ム

をネ ットワ ー ク 中の他のシステムがバ ック ・ア ップすることも当然考えられよう。

◆

2・2・27ア イ ル 中心 の シ ス テ ム

コンピュータ ・システムは磁気テープをベースとした ものからランダム ・アクセス記憶特 にデ ィス

ク ・パ ック記憶装置を中心 としたシステ ムに移行 してい る。

これは デ ィスク ・パ ックの性能,価 格が大巾に改善 されたことが大 きな原因と考えられるが,応 用

分野 でオ ンライン ・リアルタイム処理 が多 くな った ことも見逃せない。 これ らのシステムでは ファイ

ルへのアクセス,更 新が中心であ り,シ ステムがファイルを中心 に設計 され るが,最 近の傾向として

は,従 来個 々のアプ リケーシ ョンごとにつ くられていた ファイルを総合化して管理 しよ うとす るデー

タ ・ベース ・システムが発展 しつつあ り,オ ンラインとかバ ッチ とかの区別な くファ イルが中心 とな

りつつある。

デ ータ ・ベ ースの定義はまだ確立 された ものはないが,構 造面よりとらえれば 「処理 との独立性を

指向した構造 を有し,実 際にできるだけ忠実にモデル化 されたデータの集合体である。」といえよう。

従 ってその特徴 としてアプリケーシ ョンごとに重複 したデータがな く,記 憶の効率がよい,デ ータの

更新がむ じゅんな く行なえる,デ ータをプログラムと分離 して集中管理できる等 の利点 をあげること

ができる。 しかしながら現状では このための処理,制 御に時間がかか り,時 間効率の点 で十分でない

よ うである。

最近発表 された主なデータ ・ペース ・システ ムとしては,IBMのIMS(Information

ManagementSystem),RCAのUL/1(UserLanguage/1),lnformatics

のMarkIVな どがあ る。

データ ・ペ ースは将来実用化が予想される大規模な情報検索システム,MISあ るいはNISな ど ・

の基礎 となる技術であ り,今 後の発展 普及が予想される。

それをサポー トす るためには ソフ トウェアのみな らずハー ドウェア面で も工夫が必要 と思われるが,

特 に大容量 ファイルの開発が重要になる。 現在大容量 ファイル として図1・4に 示すよ うな装置があ

り,将 来はデ ィスク ・パ ックの高性能化 と光技術を利用 した記憶装置が主流になるのではないか と予
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想 され る。

フ ァイル ・システムに関す る重要な問題 の一つは情報の秘密 と安全性に対する保護 であろ う。

これは 同一のハー ドウェアを共 用するTSSの フ ァイルな どで特に厳 しく要求 される。保護すべき対

象としては,

・ ファイル中の情報の盗用防止

・ フ ァイル中の情報の故意 ならび に不注意による破壊 の防止

・ 記録媒体の消失 破壊からの防止

な どである。

■

2・2・5ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タの 利 用

最近の一つの傾向 として ミニ ・コンピュータの急速 な発展をあげる ことができる。は じめ ミニ ・占

ンピュ一夕は簡単な科学技術計算用や制御用 として出現 したが,性 能が向上 し,量 産化に よって価格

も下 って1万 ドル ・コンピュータ といわれ,最 近で"t'5千 ドルを切るものも出現してい る。

ミニ ・コンピュータの応用分野としては,従 来の領域以外 に通信分野の発展が著 しく,オ ンライン

・システムの端末機や通信回線制御用 ,集 配信装置,メ ッセージ交換な どの用途が考えられ る。

端末機 として用いた場合にはプログラム制御可能とい う利 点により,シ ステム ごとに異 なる制御手

順な どに対する融通性にす ぐれ,ま たオペ レータの負担を減 してマン ・マシン ・インタフ ェースを改

善 できるであろ う。

適齢1御 用に用い る場合はFrontEndCommunicationProcessorと 呼ば れて、・

て,通 信回線でのデータ伝送のための制御手順 の処理な どを行な ってMainProcessorの 負 荷

を軽減する。また簡単なメ ッセージ交換な どは ミニ ・コンピュータ自身ででも行なえるので ミニ 。コ

ンピュータを用いた通信 ネ ッ トワーク も考えられる。米国のARPA(AdvancedResearch

ProjectAgency)で 計 画を進 めているComputerNetworkで はIMP(Interface

MessageProcessor)に ミニ ・コンピュータが使用 され,通 信回線の有効な利用 をは かろ う

としている。

2・2◆4TSS

TSSは 大形機の機能を時分割 で多数 のユーザ が利用す ることに より安価に コンピュータが使える

点と,集 中 して記憶,管 理 されてい るデータ を多数のユーザが共用 できる点の二 つの利点を有 してい

ると考え られ,技 術的には多 くの問題があるがコンピュータの利用法として確立 されつつあ る。

理想的なTSSを 目ざして開発が開始されたMITのMulticsはactiveuser40名

位 で稼動 してい るそ うである。

また,米 国においては近年商業ベースのTSS会 社が急 速に発展し,年 々10%位 の伸びを示して
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図1・5 FrontEndCo㎜unicationProcessor

きたが,1970年 には全般的な不況 の影響 もあ って5%位 の 伸びに低下 した ようである。1969

年 末現在で約170社 が2万 台位 の端末装置を有 してサー ビスしてい るといわれてお り売上げ も約

600億 円 と推定 されている。

日本 においては,電 電公社による加入デ ー タ通信サービスが開始 されている。 サービスの種類 には

簡易計算サービス,科 学技術計算サービス,販 売 。在庫管理サー ビスがあ り,い ずれも加入電話網 を

利用 してサ ービスが受け られる。

TSSの 技 術的な問題 については次の ような点が考えられる。

〔t〕 ハー ドウェア とソフ トウェアのtrade-off

現 在 のTSS特 にconversationalな 処理 を中心 にしたシステムでは システムのオーバー

ヘ ッドが大きい といわれ てお り,こ れを解決す るための有効なハー ドウェア ・サ ポー トにっいて今後

の検討が必要 と思われる。 この点 に関してはmemoryhierarchyの 有 効な活用法などは一 つの

焦点となろ う。

・〔2〕 プ ログ ラム言語

TSSで 使 用するプログ ラム言語 の標準化が,現 在 のCOBOL,FORTRANと 同様に重要 にな っ

て くるものと思われる。 またプログラム作成言語だけでな く,コ マン ドな ども標準化する必要がでて

くるであろう。 これ らが達成 されるとユーザは多数のTSSを 自由に使用 できるよ うにな り,各 々の

TSSが 有 している特徴 あるアプ リケーシ ョンを使い分けることな どが可能になろ う。

〔3〕 大容量 ファイル

前述 した ように高性能の フ ァイル装置が特 にT8Sの 分野で望 まれる。大きなシステムとなれば

1、000人 か らの=一 ・ザを有 し,必 要な フ ァイルの容量は膨 大なものにな ると予想 される。
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〔4〕 信 頼 性

大規模なTSSで は システム ・ダウンによる影響は広範囲に及ぶので高い信頼性 がユーザ確保 の必

要条件であ る.9の ためにはf・il・af・ やf・il・ ・f・ なシステムとする以外 に・〔2〕で

述べた ような互換性 を有す るシステムが相互にback-upで き るような ネ ヅ トワーク を構 成して

お くことも必要であろ うが この場合 でもダ ウンしたシステム個有の ファイルは使用で きない点 に問題

が残るであろう。

〔5〕 データの 保 護

同一 システム内に利益 の相反するユーザのファイルを収容する可能性のあるTSSで は情報の機密保

持に十分の考慮が必要である。

完全な保護のため には個人の識別が完全にできることが必要であるが,パ タ ーン認識技術の進歩等

に より解決 されてい くであろ う。

また集中 して管理 されている記録媒 体の保管上の問題などもあ る。

〔6〕 処理 コス トと課金方式

ミニ.コ ンピュータとTSSが コス トの面で比較 され るがTSSで はナー ビ ス ・プ ログラムの

多様性な どによりミニ ・コンピュータではできない処理が可能で通信回線 端末装置の費用がかか っ

て も十分に成立する と思われる。

TSSの 課金 についてはユーザの納得 できる合理的な方式が望 まれ,今 後 も研 究が必要 であろ う。

〔7〕 端 末 装 置'

TSSで は端末装置はマ ン ・マシン 。インタ フェース の中心 的存在 として機能的には高い要求が

あ るが,コ ス ト面でも要求は厳 しい。すなわち,た とえ時分割で安価にコンピュータが使用 できて も

端末装置の コス トが高い とその利点が半減するであ ろう。多 くのTSSで テ レタ イプが用いられてい

るのも少 々使いに くくて騒 音が大き くて も安価であるためだ と思われる。一方アプ リケーシ ョンに応

じた多様な端末装置 も要求されてお り,端 末装置の重要性は ます ます大 きくなろう。

■

、

2・3将 来 の 動 向

2・1～2・2に おいて現状お よび現在の動向について述べたが,こ こで少 し将来の動向について

触れてみたい。

・ パターン認識:パ ターン認識はOCRが 実用化されてい るが手書文字は まだ初期の段階で

あ り,音 声認識は,実 験的に簡単な単語の識別が できる程度 であ る。物体の認識 などについても

研 究がっ つけられてお り,ま た次期大形 プロジ ェク トとしてパ ターン情報処理がと りあげ られて

い るので今後10年 間位 に著 しい発展があ るであろ う。

パターン認識が実用化 されればデータの入力方法が大きく改善され,デ ータ処理 システ ムにか

な りの変化が起 こるであろ う。 また多 くの分野 において省力化が 大巾に促進 されると予想 され蚕

・ 新 しい記憶装置:大 容量で安価でアクセス ・タイムの短い記憶装置は光 メモ リな どにより
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実現 される可能性があ る。 また最近注 目されているバブル ・ドメ イン ・メモ リも実用化されるで

あろ う。

半導体メモリも急速な発展が予想され,将 来は論理回路を含んだ連想記憶装置の大容量なもの

が実現 されるであろ う。

'デ ィスプレイ装置=現 在のCRTデ ィスプ レイにかわ る安価なデ ィスプ レイ装置が
,液 晶

や半導体技術 を利用 して実現 されるであろ うし,ホ ログ ラフィを利用 した立体デ ィス プレイも考

え られる。

・ 学習機能:人 間 との対比において
,現 在の コンピュー タに欠けてい る機能をあげ ると第一

に学 習機能が考えられる。 これは今後10年 間位 にどの程度可能にな るか予想はむずか しい坑

パターン認識 を自由に行な うためにも学習機能は必要 と考えられ
,こ の面から実用化が進むので

はないか と思われ る。

コン ピュータの応用面 では経営情報システム(MIS)が 高度化 し
,オ ペ レーシ ョン ・レベルから

戦術,戦 略 レベル にまで適用 され るよ うにな ってい くであろ う。

また情報処理網が拡大 し,一 般 家庭 において もTSSサ ー ビスが気軽 に利用 されるようにな り
,い

わゆ る情報化社会が実現されてい くと思われる。そして各 システムが結ばれ単に国内 だけでな く国際

的な情報処理網 へと発展するであろ う。 ハワイ大学のALO耳Aシ ステ ムでは通信衛星 を用いて太平

洋を囲む諸国 が コンピュータを共同使用する構 想も考えられてい るよ うであ る。 このよ うなシステム

で世界的な情報のサービスな どが行なわれるよ うになるであ ろ う。

このよ うに今後の コンピュータの発展は,従 来以上に急速にそして広範囲に展開されてい くであろ

う。

■

■
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◎

5 ハ ー ド ウ エ ア

5・1ア ー キ テ ク チ ャ と ハ ー ド ウ エ ア 技 術

プ ログ ラマからみ たコンピュータの論理的な性質はアーキテクチ ャによって定 まる。 しかしその性

能は,

1)方 式 および論理設計

2)使 用 するハー ドウェア技術

によって著 し く異なる。

性能 の広い範囲にわた って同一のアーキテクチ ャをもつコンピュータのシ リーズ を提供す ることに

よって,ソ フ トウェアお よびユーザプログラムを共通にしようとい う努力がメーカ各社 によ って行な

われているが,ま た使用するハー ドウェア技術をできるだけ共通にすることによって,そ の開発に要

す る費用,部 品の単価,保 守用部品の量な どを下げ る努力も行 なわれている。 したがって同一 シリー

ズ内の各 モデルの性能の差は主 として方式お よび論理設計によって形成 されることにな る。アーキテ

クチ ャとい う言葉 を,前 述のよ うな意味 ではな くて,こ こにい う方式お よび論理設計によって作られ

た個 々の論理的な構成 を指すのにも使 うことがあるので注意 を要す る。

コン ピュータ本体の方式設計上の進歩で最近特に注 目すべ きものの一つに,IBM360/85に

始めて使用され,つs'い て560/195,ま た 最近の570/155,370/165に も採用 さ

れている"Cache"を 使 う方式 がある。"Cach♂ とい うのは元来"隠 してある袋"と い う意味で

この場合,具 体的には高速でかな り大きな容量(560/85で は サ イクル時間80nS,容 量16

kB/32kB)の バ ッファ ・メモリをさ している。このバ ッファ・メモ リをハー ドウェアの制御の

下に,プ ログラマにはみえない(transparent)よ うにして使 うので,"Cache"と 呼 ぶので

あるが,こ の"Cache"に よ って,こ れ よりは るか に容量の大きな主記憶装置 には,ビ ット当 りの

単価 の安い比較的低速(サ イクル時間1μs程 度)な ものを使 っても,そ の実効的 な速度を著 しく高

めることができるのである。

この方式 では第5・i図 に示すように,演 算装置はCacheを 介 して記憶装置に結ばれている。

Cacheは 例 えば1kB単 位 のセクタに分れてお り,記 憶装置制御部には各セクタに対応 して1個 の

レジスタがある。第5・2図 に示すよ うに主記憶装置 も1kBを 単位 とす る多 くのセクタに分かれていて,

あ る記憶場所から情報を読み出そ うとする と,そ れが属するセクタはハ ー ドウェアの制御によって自

動的にCacheの 一 つのセクタ に移 り,そ れに対応するレジスタに主記憶装置 でのセクタ番号が登

録 される。記憶装置から読み出す ときには,ま ず この レジス タ群 に所要のセクタ番号が あるかないか

を調べ,あ ればそれをCacheか ら取 り出し,な い場合には主記憶装置 からCacheに 移す。

(1)C.J.Contietal.:StructualaspectsoftheSystem560Mode1

85(1Generalorganization)IBMSystemsJour.Zma1(1968)
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記 憶 装 置

制 御 部

演 算 制 御

装 置

禽

入 出 力 チ ャ ネ ル

第3・1図"Cache"を 使 う方式の計算機

01254

主 記 憶 装 置

1mn vxyz

*C
ache

141・1・1・121ml・1・1レ ジス・群

*注 図を簡単 にするため8セ クタだけ示してある。

第5・2図Cacheと 主 記憶装置との対応
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●

その場合Cacheの セクタが全部使われていれば一定のアル ゴ リズム(例 えば最 も古 くコピー一され

たセクタを追い出す)に 従 って移すべきセクタを定める。書 き込みの場合 にはCacheに あ れば

Cacheと 主 記憶装置の両方に,Lな け れば後者に書 き込む。

この方式で期待 していることは,た いていの場合読み出すべ き情報はCacheに 見 出され,結 果

として主記憶装置の使用頻度が大巾に減るとい うことである。 これはシステム ・プ ログ ラムお よびユ

ーザ ・プログ ラムのア ドレスパター ンに よるわけであ るが
,多 くの シ ミュレーシ ョンの結果 この期

待は十分満 足され ることが知 られている。すなわちサ イクル時間80nSのCacheと サ イクル時

間約1μsの 主記憶装置とに よって得 られるパ フォーマ ンスは,サ イクル時間80nSの 主 記憶装置

によ って得られるパ フォーマンスの70～90%に 達 する。

コンピュータの主記憶装置の容量 ま,ユ ーザの応用の複雑化,シ ステム ・プログラムの発達 コン

ピュータの速度 の増大にともな うマルチ ・プログ ラミングの一般化,な どによって,年 々増加する傾

向にあ り,単 価の低下 を上回 ってメモ リのコス トは増大 している。大形機 では演算制御装置 よりも主

記憶装置のほ うが高価であ り,そ の高速化に要す るコス トは膨大 である。 これを主 記憶装置に比べれ

ばは るかに容量の小 さいCacheの 採用 によって逃げる構成方式はみ ごとな もの といわなければな

らない。

方式 設計上の動向 で,い ま一 つ見逃 してはならないものに,マ イクロ ・プログ ラミング方式が ます

ます一般化 してきた ことがある。性能の広い範囲にわた って同一 のアーキテクチ ャ(第 一 の意味)を

保 つためには,小 形機 にも大形機 と同 じ く多種類の命令を用意してお く必要があ り,ま た科学計算に

主眼をおいた大形機 でも一応事務データ処理用命令 まで持 っていなければならない。 コス ト・パ フォ

ーマンスを犠牲にすることなしに
,こ れを可能 にしているのがマイク ロ・プログ ラミングである。

コンピュータが実行す る命令は,こ れをさらに基本的ない くつかのマイクロ命令 に分解することが

できる。たとえば,乗 算命令は加算 けた移動,テ ス トな どのマイク ロ命令に分解できる。 また命令

そのものの実行のほかに,こ れに ともな うコンピュータの基本的な動作であるところの記憶装置か ら

命令一つをとり出し,こ れを解読し,実 行に移す とい うこともマ イク ロ命令の組合せで表わされる。

また前述 のCacheの 制御 もマイク ロ命令 に分解できる。

そこで与えられたアーキテクチ ャ,与 えられた性能のコン ピュー タを直接作 るかわ りに,い くつか

のマ イク ロ命令を十分高速に実行できる機械を作れば,命 令の実行を含めて機械の動作はすべ てマイ

クロ命令の組合わせ,す なわちマイク ロ ・プログラムに よって表わ され ることにな り,そ の構成はは

るかに簡単にな る。その代わ りにマイク ロ・プログラムを貯え る特別な記憶装 置(命 令やデータを貯

える主記憶装置 よ りかな り高速の もの)が 要 るが,内 容は固定(ふ だんは読み出しだけで,書 き込み

の必要はない)で よい。

第5世 代以降の コンピュータの特長の一つは,こ の ような固定記憶装置(read-onlymemory)

に よるマイク ロ・プログラ ミングの技術を採用 していることにあ る。このよ うな機械で命令の種類を

増す ことは,配 線や論理素子を増す ことではな く,固 定記憶装置の容量を増 してマ イクロ ・プログ ラ

ムを追加することにな り,あ まりコス トの上昇 にはならない 。
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マイク ロ ・プ ログラ ミングの技術に よって良 くな った ことがほかにもある。それは旧機種,他 メー

カ機種 との互換性をもたせ る道が開けたとい うことである。すなわち,固 定記憶装置を入れ替えるか,

あ るいは それに記憶されているマイク ロ・プログ ラムを入れ換えることによって,一 つのアーキテク

チ ャの コンピュータを他のアーキテク チ ャのものに変 えることができる。 たとえば,HITAC8300

をIBM1401に 変 えることは固定記憶装置を追加するこ とによって容易にできる。 これによってそ

れ まで1401を 使 っていたユーザが,HITAC8300を 導入 しても直ちにプ ログ ラムを全部書き

かえる必要はない。8500を1401に 化 けさせて(も との1401よ り高速 である),も とのフ'

ログ ラムをかけて使い,余 った時間は8300本 来の姿 にもどして新 しいプログ ラムを開発する,と

い うぐあいに徐 々に切替 えて行 くことができる。 この ように化かして使 うことをエ ミュレーション

(EmulatiOn)と 呼 んでいる。

↓
、

5・2論 理 素 子

コンピュータの論理素 子として集積回路が用いられるよ うにな ってからすでに久しい。その間種 々

の形式の ものが試みられたが,よ うや く,

1)高 速 の ものはCML(CurrentModeLogic,別 名EmitterCoupled

Logicで 略 してECLと も呼ばれる)

2)低 速 ない し中速の ものはTTL(Transistor-TransistorLogic)

とい うことに収敏 して きたよ うであ る。

IBM社 は360に はbラ ンジスタとダ イオー ドのチ ップを抵抗や配線を印刷 したセラ ミック基板

の上 にソルダ ・リフロー(Solderreflow)方 式 に よって組立 てるいわゆるハ イブ リッド形式

の集積回路 を使 ったが,360/tg5以 降,570で も,ま た小形のシステム/5で もモノリック ・

シリコン ・チ ップをセラ ミック基板上にソルダ ・リフu－ でつけ るMST(Monolithic8ilicon

②T
echnology)を 採 用してい る。その基本回路は第5・5図 に示すCMLで あ る。

集積回路 が登場 した当時 の集積度 はチ ップ当 り数 ゲー ト止 りであった。CMLに つい ては現在 でも

この集積度にあ まり変 わ りはないが,TTLに つ いては

1)

2)

5)

4)

5)

メーカ間での標準化

価格の低下

需要の増大

メーカの増加と競争

品種の拡大

、

喝♪

な どが順調に進 んで,著 し く普及 し,チ ップ当 り平均30ゲ ー ト程度 のMSI(MediumScale

(2}0.BilousaodE.」.Rylnaszewski,"MediumDensityMonolithic

I、ogicTechrtology",ISSCIECPSymposiumRecordVoL10
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第5・5図IBMのMST回 路

o

ρ

IntegratiOn)が カ タログのなかから選べ るよ うにな った。

1965年 頃,論 理素 子につい ても集積度の向上が急速に進み,1970年 頃 にはチ ップ当 り

1
.… ゲ ー ト顧 でゲー ト当 りの・ス トカ・最・」・になるだろ うと予想した訣5)も あ り,チ が 当り

100～1000ゲ ー トのLSI(LargeScaleIntegration)が 使 われるのが普通 にな

るのではないか とい う期待がかけられていたようであるが,現 時点で見 るとその時期 はかな り遠のい

た ようであ る。LSI化 が進 まないのは,技 術的な困難 さもさることながら
,本 質的 には半導体メー

カが最 も嫌がる多種少量 につながるからである。従 って皮肉なことに,高 速化の面でLSIを も っと

も切望 してい る大形機用のものは相手にされず,小 形機(特 にミニ・コン ピュータ)用 あるいはデータ

通信端末用 などは,か りに1台 に1種1個 として も台数が多いだけに見込みがあることにな る。

事実 ミニ・コンピュータでLSIの 使 用を特長 として宣伝 しているもの もでは じめた。

この よ うに第2世 代の トランジス タ,ダ イオー ドか ら,通 常の集積回路(SmallScale

Integration略 してSSIと い うことがある) ,さ らにMSI,LSIと 論 理回路の集積度を

高めるね らいは,

1)

2)

き)

4)

5)

高 速 化

高 信 頼 性

低 コ ス ト

小 形 化

低 電 力 化

にある。集積度を上げれば配線が短かくなるから,勢 い高速化が可能になる。また集積度を上げれば

ゲー ト当りの接続点数が減るので信頼度 も向上する。歩留 りが同じであれぽ 当然のことながら集積

(5)G・E・M…e:"C・ammi・gm・ ・ec。mp・n・ 。t・ ・。t。i。t,g,at。d

circuits",Electronics鎚,pp114-117,Apri119
,1965
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度が高い方がゲー ト当 りのコス トは安い。 しか しあ まり無理 をすると歩留 りが悪 くな って逆になる。

小形化は当然である。低電力化はパ ッケージ内では振巾 も小さ くてよ く,ま た接続線をパ ッケージの

外 での よ うに送 電線 として取扱 う必要がないので可能 にな る。

前述 のように低 中速用のTTLで はMSI化 が かな り行なわれているが,CMLで は それほど進

んでいない。論理素 子の良さを表わす一つの指数 として,ゲ ー ト1段 当 りの遅れと,ゲ ー ト当 りの消

費電力の積が用いられることがあ るがSSIの 領 域ではCML,TTLと もに この指数は

150nS×mw==150ピ コジュ_ル 程度 である。(4)TTLを 用 いたMSIで は この値}t,一 例 では

あるが,56ピ コジ ュールに改善 されてい る。

電気通信研究所で醗 された論理 回路であるNTL(N。n-Th,e,h。1dL。gi。)(5)は 始 めか

らLSIを 念頭において,振 巾を小さ くと り,ゲ ー ト当 りの消費電力を小 さくして,こ の指数を5ピ

コジ ュール程度にすることをね らってお り,将 来が注 目されている。

寸

〉

3・5主 記 憶 装 置

主記憶装置 の主流が フ ェラ イト磁 心とな ってからす でに久 しい。磁心の直径が次第に小 さくな った

が,現 在は18～20ミ ル程度 で落着 いている。速度 もサ イクル時間O.8～1.oμsの あた りで落着

いて,い まや価格の競争 とな ってきた。

IBMだ け についてみても,560で は512kBで レンタル20k$/月 で あった ものが,370

では,Cache方 式 の出現によって速度 も多少下げたが,512kBの レ ンタルは6k$/月 に下が

ってい る。

このよ うに主記憶装置での努力が速度から価格に移行 したのは,

1)高 速 を特に必要 とする大形機で5・1に 述べたCacheに よ る方式が用いられるよ うにな

ったこと。

2)こ れ も大形機 の分野で,特 にオ ンライン実時間 システムの場合 に,二 つ以上 の計算機本体に

よる主記憶装置 の共用(me㎡orysharing)が ふえてきたこ と。

による。

2)に つい てはなお少し説明を要す る。主記憶装置を共有す るか らには,本 体と主記憶装置 との間

にいわゆるメモ リスイ ッチが必要であ る。そこで主記憶装置ばか り如何に速 くしても,ス イッチでの

遅れ,そ れにこれ らの間 のケーブルでの遅れな どが加わ る(こ れらは通常200～500nSに 達す

る)の で,努 力の効果があ まりないとい うことである。

磁性薄膜やメ ッキ線がフェライ ト磁心にとってかわる主記憶装置素 子の有力候補 に上ったのはかな

り以前であ り,最 近まで絶え間 なく努力が続け られてきたが,遂 に磁心にとってかわることな く,そ

、

叱.

(4}平 井 実:ICに つ いて4),施 設2」 ・1610,p145(昭 和44年)

(5)今 井,渡 辺"大 規模集積論理回路の回路設計に関す る考察"昭 和44年 連大2151
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診

の立場を失ないつつあるように見える。 これらの素子が磁心に優ると考え られ る唯一の点は,サ イク

ル時間200～400nSと い う磁心 ではかな り骨の折れる領域で比較 的低 コス トのメモ リを提供で

きることであ るが,

1)Cacheを 用い る方式の出現 主記憶装置の本 体による共用方式の 出現な どのために,主 記

憶装置 自体の速度が以前ほ ど重視 されな くな った こと。

2)メ ッキ線メモ リは フェライ ト磁心 によるメモ リよりも元来寸法が大き く,絶 え ざる努力にも

かかわらずあまり小さくならない。 これをメモ リ容量増大の傾 向と合わせて考えると,ケ ーブ

ルでの遅れがい っそ う問題にな ること。

3)フ ェライ ト磁心によるメ モリは現在大量に使用 されてい るために,絶 えず コス トが下 って行

くこと。

4)ICメ モ リが出現 し,磁 性薄膜や メ ッキ線が得意 とす る分野は十分 カバーする見込 にな った

こと。 しかも本質的 にバ ッチ 。プ ロセスに向いているため,コ ス トが下がる見透しが強 く,そ

れこそ フェライ ト磁心 にとって代わる勢い にな ってきたこと。

な どのために,つ いに主流 とはならずに消え去るのではないか と考えられる。

一方ICメ モ リは本質的 に少種大量 とい う半導体 メーカが最 も歓迎す る性質をもっているため,

LSI化 の 努力も熱心 に続けられてい る。しか し現在 までの ところの分野で リーダ シップをとってい

るのはIBMで あ り,半 導体メー カではない。IBMの 最 初の インパク トは1968年2月 の360/

85の 発 表であ った。すなわちこの計算機 には容量16kB/32kB,.サ イクル時間80nsの

ICメ モ リに*るCacheを 使 うことを発表 したことである。 このころか ら,CogarCorp.

やIntelCorp.の よ うなメモ リ専門の半導体メーカの活動が始まった。IBMの 第2の インパ

ク トは1970年9月24日 の570/145の 発 表であ る。 この計算機 ではeacheと い うよ うな

特別な用途では な く,容 量112kB～512kB,サ イクル時間540nsの 主 記憶装置 として,従 来の

フェライ ト磁心記憶装置の代わりにICメ モ リを採用 してい るところに重大な意義があ る。なお当然

の ことなが ら,IBMは570/145に 続 いて1971年5月9日 に発表した57〔 レ/155に も

ICメ モ リを主記憶装置(容 量96kB～240kB,サ イクル時間275ns)と して採用 してい る。

IBMが 使 ってい るICメ モ リはいずれ もバイポーラであるが,近 い将来に,

1)バ イポーラ:高 速を必要 とするCache用

2)MOS:主 記 憶装置用

とわかれるだろ うとい う観測が強い。 その理 由は,

1)バ イポーラに対す るMOSの 唯一 の弱点は速度であるが,主 記憶装置では速度よ りは コス ト

の方が重視 され る。速度の方 もシリコン ・ゲー ト技術などによりサ イクル時間300nSの 領

域に入 ってきた。

2)コ ス トの面ではバ イポーラに比べてチ ップ上でのビ ット当 り必要面積が1/4以 下 で済むた

めに,少 な くともコス トが半分以下 になると考え られる。

3)MOSの 方が圧倒的に消費電力が少ない。
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とい うことである。

MOSメ モ リには現在次の二つの回路形式があ る。

1)ス タ テ ィック形

2)ダ イナ ミック形

前者は フリップ ・プロ ップを基本とす るもの,後 者は漂游容量を積極的に利用 して,そ れに貯えられ

る電荷を リフレッシュ(refresh)回 路 を使 うことにより,定 期的 に リフレ ッシュして保持す る

ものである。現時点では後者 の方が チ ップ上での必要面積が 小さ く,し かも消費電 力も少ないので,

注 目を集めている。

ICメ モ リは

1)小 形 であ る。

2)高 速 である。

3).量 産 によって著 しくコス トが下がる可能性がある。

とい うよ く知 られた特長 の他 に, 、 、

4)単 位 容量を小さ く(例 えば8kB)と ってもコス トに影響 しない。

とい う利 点がある。現在 コン ビ一一タの主記憶装置の容量は,大 形 の場合小 さくても64kB,場 合

によ っては512kBに もとってい るが,こ れか8kB単 位 にできるこ とは 一つの魅力であろ う。

ザ

・

■

3・4固 定 記 憶 装 置

5・1に 述べたマ イク ロ ・プ ログラムを貯 えるために固定記憶装置が必要である。固定であること

は必要条件ではないが,固 定で十分であ り,そ の制限 の下に高速で低 コス トの メモ リが用いられてき

た。現在使われ てい るものには,

t)変 成 器 形

2)静 電 結 合 形

5)抵 抗 結 合 形

な ど受動素子を用いた ものが多い。その速度はアクセス時間50ns程 度 までである。

最近提案 され ているものには,半 導体に よる集積回路が多い。 これには

1)最 初からパ ター ンを所定の通 りに作 るもの。

2)ダ イオー ドあるいは トランジス タ(エ ミッタフォロワ)が マ トリクスの各交点 に入 っている

回路 を作 っておいて,こ れに情報を書 き込む(マ トリクスのX線 とY線 との間に故意に大 きな

電流を流 して素子を溶断する)も の。

▼

ピ

の二つの形が ある。

1)の 形 のものは量産 には適 してい るが,設 計変 更な どでパ ターンの変更が必要にな った ときには

初めか ら作 り直す必要がある。

1),2)と もに速度は アクセス時間20nS程 度 が期待で きる。
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`

マイク ロ 。プ ログ ラムの技術は早 くも1951年 にケンブ リッジ大学のProf.M.V.Wilkes

に よ って提案 された ものであるが,そ の頃から,マ イクロ・プログラム を自由に書 き替えることによ

り異 なる計算機 にすることが考え られている。 この考えはエ ミュレー ションとして今 日実現され てい

るわけであるが,.さ らに進んでマ イクロ ・プ ログラムを書 き替え可能なメモ リに収容し,オ ペ レーテ

ィング ・シス テムにその書き替えを許す ことが考えられる。

IBM560/25で は マ イクロ・プ ログ ラムの大部分は従来 と同様の固定記憶装置に入れてい るカ…

一部は主記憶装置の特定の場所に入 れられるように して,融 通性を持たせ,エ ミュレーションな どに

使 っている。このように書き替えができる部分は 固定記憶装置(Read-onlymemory,ROM)

とは 呼ばずに,WritableControlStorage(WCS)と 呼 んでいる。IBM370/145

では 主記憶装置に高速のICメ モ リを作 っているの℃ マイク ロ ・プログラムもその特定場所に収容

す ることにした。すなわちROMは な くな って,全 部がWCSに な ったわけである。WCSはROM

と異 な り揮発性(Volatile)で あ り,電 源を切れば 内容は消失するか ら,電 源 を入 れた直後マイ

クロ ・プログ ラムを書き込んでやる必要があ る。そのために5ア 〔1/145は コンピュータ本 体にフリー

ップデ ィスク と呼ばれ る小形の磁気デ ィスクを内蔵 しなければならな くなった。 これは すべ てをWCS

に した場 合の欠点である。

しかもWCSを プ ログラマが勝手に変 更できるよ うにす ると,ソ フ トウ ェアの共通性がなくなる

(マ イクロ命令は シー リズ内の各モデルで著 しく異 なる)の で大問題である。570/145で の よ う

にROMを すべてWCSに す ることに より,メ モ リが1種 類 にな ってコス トが下がる場合は別 として,

大形機 では マイクロ ・プ ログラムはやは りROMに 大 部分を収 容し,一 部WCSに 入 れるのが最 もよ

いのではないか と考えられる。診断機 能に関連す るマイク ロ・プログ ラムについては,ROMに 収 容

してお くことが,特 に望 ましい。

,

'

3・5パ ッ ケ ー ジ ン グ

論理素 子を集積化 したものは,通 常

1)Flat-pack(ピ ン間隔50ミ ル)

2)DIPΦual-IrlinePackage)(ピ ン間隔100ミ ル)

のいずれか に収容 され る。IBMは 自社のFishkill工 場 で製造 した独 自のMSTパ ッケージを

作 っているが,半 導体 メーカが作 って一般市場に も販売する ものは すべて上記 の二つの型に標準化さ

れている。特 にTTLの 関 係はTI(TexasInstrument)社 がは じめた54/74シ リーズ

に自然 に統一 されてきた。

ピンの数 としては14ピ ン,16ピ ン,24ピ ンなどがよ く用、'られてい る。

集積回路 のパ ッケージはプラグ イン基板 にと りつけられ,プ ラグインは コネクタでさらに大きな基

板にと りつけられるのが普通 であ る。 これらの基板 には当然配線が印刷され るが,

1)実 装 密度 が上 っていること。
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2)回 路 が高速であるため,あ る長さ以上は配線はすべて送電線 と見倣 さkそ の インピーダン

スをできるだけ一定に保つ必要があること。

5)コ ン ピュータに よる設計 自動化システムの援助なしには設計は不可能に近い こと。

な どから,こ れらの基板は通常

1)論 理 配線面(少 な くとも2面)の 他,接 地面,電 源布線面な どを絶縁層 を介 して重ね合わせ

た 多層 プ リン ト基板である。

2)論 理 配線面は通常2面1組 で,1面 には縦方向の布線,他 の1面 には横 方向の布線を収容 し,

こ れらを必要に応 じてplated-through-holeで 接 続した ものであ る。

3)論 理 配線は接地面あるいは電源配線面(交 流的には接地 と同 じ)に 対して一定インピーダン

スの マイク ロ 。ス トリップ線にな っている。

とい う構成にな っている。

第2世 代のコン ピュータに くらべ ると,プ ラグイン1枚 の論理的構成が1桁 以上高 くなっている

(第2世 代の プラグインは現在のSSI1コ 程度の論理機能 しか もっていなか った)の で,プ ラグイ

ンレベル での リピ一夕ビ リテ ィ(repeatability)は 著 しくな った。

また実装密度が高くなったほどには回路当 りの消費電力は小 さくな っていないので,冷 却が大きな

問題であ る。IBMの570/165で は水冷方式の採用に踏切 った。

▼

●

5・6CPUお よ び チ ャ ネ ル

CPUの パ フォーマンスをP,そ の 価格をcで 表 わすと,年 代を同 じくす るものについては,kを

定数 として,

P=kc2

あ るいは

P/c=kc

とい う関 係(Grosch .の 法 則)が 成立つことが よく知られ ている。 この法則の意味す るところは,

大 形機 ほど割安だとい うことであ る。

一方kの 値は年代 とともに急速 に増大しているが
,し か しその速度はやS鈍 化 しつSあ るように見

え る。 すなわち1968年 頃6)に は5年 で5倍 になる と見 られていた坑1964年 にアナ ウンス さ

れたIBMの シ ステム/560と,1970年 にアナウンスされたシステム/570と を比較 してみ

ると,そ のコス トパ フォーマンスの改良はせいぜい3～4倍/6年 で ある。

チ ャネルに要求 され る速度は,

●

ボ1

(6)E・Bl・ch・ndR・A・H・nl・ ・Ad・ ・nce・i・Ci・c・itTech・ ・1・9yand

theirImpactonComputingSyst.ems,Proc.IFIPCongressp24

(1968)
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,

e

1)1964年 にアナ ウンス された代表的な磁気 デ ィスク装置IBM2511に 比 較 して,1970

年 に アナ ウンスされたIBM3530の 転送速度が4倍 にな ってい ること。

2)磁 気 テープ装置の転送速度は,テ ープの記録密度が800BPIか ら1600BPIと な ったた

め2倍 にな ってい ること。

3)タ イムシェアリングな どの応用では転送速度 の大きな磁気 ドラム装置 が用いられること。

4)CPUの パ フォー マンスが増 したため,シ ステ ムに接続 される入出力装置の台数 が増えたこ

と。

な どによ って,CPU同 様 に5～4倍 に増加してい る。

な おチ ャネルについては,ア ーキテクチ ャには関係はないが,そ の実現方法 としては計算機 の大き

さに応じて次の5方 式が採 られてい る。

1)入 出 力処理装置 としてチ ャネルを一 まとめにす る方式(大 形機)

2)チ ャネルをCPU本 体 に組込む方式(CPUを 制御す るマイク ロ・プログ ラムによってチ ャ

ネルまで制御す るのが普通である。)(中 形機)

5)チ ャネルだけ ではな く,入 出力制御装置 までCPUと 一 体にして構成す る方式(マ イクロ ・

プログラムによって これ を逐 次的に制御する。)(小 形 機)

1),2)の 方式ではチ ャネルと入 出力制御装置 との間 に,メ ー カごとに異な ってはい るが,一 つ

の標準化 された インタ フェースを設けてい るのが普通である。5)の 方式では種 々の入 出力装置が直

接にCPUの 本 体に接続 されるので,こ のような インタフェース(入 出力装置の種類によらない)は

存 在しない。

と ころで近年 の傾 向の一つ として,い わゆるミニ ・コン どユ一夕の著 しい進 出がある。大形機ほど割

安だとい うGroschの 法 則は,量 産効果の及ばぬ範 囲で成立つ もので,ミ ニ・コンピュータの分野

では成立たない ものと考え られる。第1世 代の終 りごろには加算に10ms程 度 を要 していたコン ピ

ュー タが,メ モリ容量4k語 程度,最 小限度の入 出力装置をつけて40M¥程 度で あった。今 日の ミ

ニ ・コンピュータでは価格は1/10,速 度 は5000倍 に なっている。す なわち コス ト・パ フォー

マンスは実に3×104倍 にな ったわけである。 ミニ ・コンピュータがこの ように良いパフ ォーマ ン

スで安 く作れるよ うになったのは,

1)コ ア メモ リの価格の低下

2)ICの 価 格の低下

5)同 じ ものを何台 も作ることによる量産の効果 特 に ソフ トウェアなどのオーバヘ ッドが台数

に逆比例す る効果

4)テ レタイプ#33と い う安い入 出力装置の 出現

に よる。

ミニ 。コンピュータはオ ン ラ イ ン ・システムに次の二つの点で影響 を与 えるものと考えられる。

1)小 規 模な計算をタイム ・シェア リングでや,るよ りは,手 元 において独 占できる ミニ ・コンピ

ュータでやろ うとするユーザが増え る。
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2)ミ ニ ・コ ンピュータを端末制御 集信,通 信制御 などに使 うことにより,オ ン ラ イ ン ・シ

ステ ムの コス トが下がる。

前者はオ ン ラ イ ン ・システムの発展 を阻む要素 であ り,後 者は これを助長す る要素である。

▼

●

3・7通 信 制 御 装 置

通信線に接続 された端末装置を 中央処理装置側から見た場合に,一 般の入出力装置 と著 し く異 なる

のは次の諸点であ る。

1)情 報 のやりとりが徹底的に直列である。

2)一 般 に低速で数 が多 く,し か も同時性を要求す る。

3)端 末は遠 くはなれているために,端 末側 では 中央処理装置の状況を知らないのがたてまえで

あ る。

(1>従 って勝手な ときにどんどん入 力しようとする。

㈹ 逆 に中央か ら出力 しようとして も,端 末に電源が入っていな か った り,用 意のできていな

い ことがある。

1),2)の 特異性を吸収す るためのハ ー ドウェアが通信制御装置であ る。5)の 特異性は,通 信

制御 プ ログラム とある程度 のバ ッフ ァリングのための記憶装置 が用意 されないと吸収 されない。

通信筒脚 装置は方式上

(a)字 の単位 で計 算機 と情報をや りとりす るもの。

(b)メ ッセージの単位 でや りと りす るもの。

の二つに分かれる。第2世 代後半 のIBM7740やGE社 のDatanet30な とは後者であ り,

入 力を メッセージに組立て,出 力をメ ッセージから字,さ らにビッ トに分解するために内部記憶装置

を もった一つの計算機にな っていた。 しか しIBMは 第5世 代で2)を 処 理す るため のマルチプ レギ

サ ・チ ャネルを計算機本体 に持たせる方が経済的 であるとし,方 翼a)に 転 向した。

IBMは3ア0で も原則的には この方向 を変えては いないが,一 方ではASP(Attached

SupportProcessor)と 呼 ぶ方式を560/65以 来 支持 している。この方式は第5・4図 に示

す ように,例 えば360/65を 主 計算機 とすれば,560/50を 支 持計算機と し,こ の2台 をチ ャ

ネルで接続し,支 持計算機 に通常の(a}方式 の通 信制御装置 を接続するのであるが,支 持計算機には磁

気 ドラムのよ うなバ ッファ記憶装置 をもって前述の3)の 問題を吸収 し,主 計算機から見ると支持計

算機 ま単 なる通常の入 出力装 置であ り,主 計 算機は単純 にパ ッチ処理 に専念できるという方式 である。

ζの場合支持計算機は 方式b}の 通 信制御装置と見 ることができる。

ミニ ・コンピュータの出現は,ま す まずb)方 式 を流行 させている。IBMが360で 方式Kb)か ら(a)

に移 ったのは プ ログラム記憶方式 の計算機の方剤a)方 式 の通信制御装置 より高いからであるが,ミ ニ

・コンピュータの出現 によ って,大 勢ぱb)に 戻 ると考えられる。 この ように通信制御 に使用する小形

計算機を前置計算機(front-endprocessor)と 呼 ぶことがある。
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支持計算機 主 計 算 機

第3.4図AttachedSupPortProcessorに よ る 方 式

なお前節に述 べたよ うに,ミ ニ ・コンピュータは集信装置や端末の制御装置 として も広 く使われは

じめた ことに注意する必要がある。

■

5・8周 辺 人 出 力 装 置

IBMシ ス テム/370が 他のメーカに与 えたシ ョックは,コ ンピュータ本体よりはむ しろ周辺人

出力装置 特 に磁気デ ィスク装置お よび磁気テープ装置 にあるといわれている。

パ ック形の磁気 デ ィスク記憶装置は1965年 末IBM1440用 と して初めて発表されたが,そ の

記憶密度は新 しいモデルが発表されるたびに2倍 とな り,シ ステム/370と と もに発 表された

5550形 の デ ィスクでは モジュール当 り1億 バイ トとい う容量に達 した。 ビッ ト当 りの単価 もこれ

にっれて著 しく低下している。

またヘッドの位置決 めに要す る時間 についても著 しい改良が行なわれ,1440用 の モデル1511

では500msで あ ったものが,360と と もに発表 されたモデル2511で は75msと な り,モ

デル5550で は ボイスコイル方式を採用す ることに よって50msに 改 良された。

磁気テー プ装 置 につい ても同様である。第2世 代 では7ト ラック,556BPI(bitperinch)

が標準 であ ったが,第3世 代 とともに9ト ラ ック,800BPIが 標 準 とな り,さ らに1600BPIへ

と変わ りつxあ る。1600BPIの 装置 では,従 来のNRZ(non-returntozero)方 式 に

かわ って位相変調方式 を採用 して おり,従 来 のように奇数パ リテ ィを採用して各 トラ ックの論理和を

とり,そ れによってタイ ミングを、作る方式ではな く,各 トラック独立にタイ ミングをとっているため,

ス キ ウ(skew)の 影 響がほとんどない。また1600BPIの 到 達 とともに 操作性についても入

手を介 さずにテープを通せ る自動ス レッド(auto-threading)方 式 が採用 され るよ うにな っ

た。

第3世 代になってか ら周辺入出力装置に関 し特 に目立 った傾向 としては,.IBMの 機 械と同一 イン
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タフエースを もつ磁気デ ィスク装置 や磁気 テープ装置 を作る独立 の入 出力機器 メーカが続 々と出現 し

た ことである。最近IBMは 磁 気 デ ィスク装置2519を 発表 したが,こ の装置は従来の標準 インタ

フェースの2314の 制御装置部 分を とりはず し,コ ンピュータ本体に組込んだものであ る。 これ

は標準 インタフェースの入出力装置を安 く作ろ うとする独立 メーカの追随を振 り切 るための一つの手

段であ ると見 られている。

▼

■

5・9端 末 装 置

端末装置は,人 間 と機械 との接点 に位置するゆえに,情 報処理の応用面の広範囲 と多様性をそのま

ま反映し,千 差万別の感を呈してきた。

今 後情報化社会 の進 展 に 伴 って コンピュータの身近な使用のため,オ ンライン情報処理サ ービス

における端末装置 の占め る位置は,非 常 に重要 にな ってきている。

現在 までにコンピ ュータによる情報 の伝達手段は,「 見る」,「 書 く」,「 話す」のいずれ も可能

とな り,そ れに応じた新 しい端末装置が次 々と実用化 されてきている。

ろ●9・1端 末装 置 の動 向

端末装置の動向は,大 別すると一つは,多 くの利用者への普及を目的としたもので,機 能は多少犠

牲にしても,価 格が安 く,容 易に扱える簡易形端末装置への方向であろ う。

もう一つは高性能化への方向であり,高 度の操作性と機能を有する端末装置とに分けられる。

しかし,こ の間を埋める各種の端末装置も,目 的に応じた種々の階層のものがあり,ま た特殊端末

装置も期待されている。

現在の代表的な端末装置および将来支配的位置を占めるであろう端末装置を適用業務と対比してま

とめると次の表のようになるであろう。

第5・1表 各 種 端末 装 置 とそ の適 用 業務
,

讃
キ"ボ ー

トフ'リン

タ

CRTデ

」スプレ

イ

カードリ
卓ダ

カート穴

み

紙テープ
リーダ
紙テープ
パンチ

磁 気

テープ

複 合

端 末

マ ーク リ

ータ'

OCR

カーブ

プロプタ

デ ータ

収 集

ミニ・
コンピュ
ータ

端 末

その他専用端末装置

科学技術計算 ○ ○ O ○ ○ ○ ○ リモー ト・パ ッチ用機器

情 報 案 内 ○ ○ ○ 音声応答装置.表 示器

情 報 検 索 O ○ ○ ○
マイクロフィルム

磁気テープ検索機

金 融 関 係 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 預金窓口機

交通運輸関係 ○ ○ ○ o ○ O O ○ ○ O 予約窓口横 切符発売機

製 造 業 O ○ ○ o o ○ ○ ○ ○ ○ リモー ト・パ フチ用機器

流 通 関 係 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ O o 電子式レジスタ
ク レジッ トカード端末

教 育 O 1つ ○
'

o ○ 音声出力装置
スライド映写装置
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5・9・2通 信 回 線 と端 末 装 置

端末装置は,通 信回線を通 して遠隔よ り入出力す るため,そ の発達 と通信回線の状況 とは密接な関

係にある ことはい うまでもないが,こ の両者はお互いに前後 しなが ら発展の方向をた どってい る。

高速の回線が実用化 されれ礒 それを最高度に利用す る端末装置が出現 し・ また端末装置の高性能

化は それを活用す るシステムの必要性から,よ り高速の通信回線を要求している。

わが国では,従 来50bit/sec,200bit/sec,1,200bit/secの 速 度の回線がサー

ビスされていたが,こ れに2,400bit/secの 回 線が加えられてからは,端 末装置 にもこれを 活

用す るいくつかの機種が開発 され ている。

オンライン ・システムの分野 では,TSSと か,リ モー トバ ッチ ・システムの用途が多 く,高 速複

合端末 いわゆる リモー トステーシ ョンや磁気 テープ端末 ラインプリンタ端末などの機種がある。

リモー トステ ーションには,我 が国に於て もミニ ・コンピュータOKITAO-・4500,FACOM-R,

HITAC-10,NEAC・-5200な どが多 目的端末 として使われている。

アメ リカでは,IBM-2770デ ー タ通信 システムやPDP-8な どが代表的な端末装置であろ う。

インプ ット用としてはカー ド,紙 テープ機器が使用 されア ウトプッ ト用 にはカー ド,紙 テ ープ機器

のほか,ラ イン プリンタなどが使用 されてい る。

このほか,高 速用の端末装置 としては,イ ンク リメンタル磁気テープ装置 とか,静 電 プリンタな ど

が使用 され る 。2,400bit/sec程 度 の速度を生かす機器 として,OKIDATA-2400プ リンタ,

東 芝ア ンペックスIDR-500イ ンク リメンタル ・データコーダな どが既 に実用化に入 ってい る。

2400bit/secを 越 える高速化 の動 きについては,ア メ リカにおい てはすでに専用線において

5600bit/secや,4800bit/secが 使 用 されてお り,TELEPAKの 名称で40.8Kbit

/secの 高速伝送サービス も実施され,計 算セ ンターを結ぶ高速回線 として,あ るいは コンピュー

タ ・ネ ットワークの集配信用に使用されてい る。

わが国においても,4800bit/sec,9600bit/sec,48Kbit/secな どが電電公社で

検 討されてお り,将 来 これら高速回線の利用 も可 能になるであろう。

回線 におけるもう一つの トピックは,分 岐使用の許可であ る。

分岐使用の制度化によって,多 数の端末装置 を収容する伝送 ネ ットワークの構成が,合 理的かつ経

済的に可能 となった。

端末装置 の分野においては,在 来機種 に分岐使用を可能 とす るための,ポ ー リング機能 を追加する

付加機構が発表 された り,新 しい端末装置 では分岐使用を前提 としたもの も出現している。

アメリカにおける驚異的なTSS普 及 の背景には回線の 自由化 と端末装置 の普及がある。端末装置

の普 及には,彼 等がタ イプライタを 自由 に打てる習慣から,キ ーボー トプリンタ/CRTに 音響 カッ

プラーを組 み込んだ ものが容易に受け入れ ることができた ことが大きな理 由であろ う。音響カ ップラ

は,一 般の電話 の送受器 と音響的に結合させて信号 を伝送する簡単なMODEMと か らな り,端 末装

置のポータブル化への方向に大きなメ リッ トがある。

海外では この音響 カ ップラの使用が認められてお り,わ が国において も電話回線の開放が待たれて
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5・9・5利 用 面 か らみ た端 末装 置の 多 様性

わが国℃ もっと広く使用されてきた端末は,紙 テープ送受信機 とキーボー ドプリンタであったが,

最近これらに加えて,CRTデ ィスプレイ端末が一般に使用されるようになった。

このほかの端末装置として,カ ー ド端末,磁 気テープ端末 複合端末,デ ータ収集装置,光 学読取

式端末,各 種窓口装置,な どがあり,こ のほか多 くの専用端末装置がある。

一方 適用業務としては科学技術計算 情報案内
,情 報検索をはじめとして金融関係の為替,預 金

業務・交通運輸関係の予約業務,製 造業の生産 ・管理,流 通関係の販売管理 在庫管理 教育面にお

けるCAIな ど多方面にわたっている。
り

また70年 万国博においては計算機 の活用,特 に各種の端 末装置 を含む総合 オン ライン ・システ

ムが,わ れわれの記憶 に新 しい ところであ るが,こ のシステムにおい てはキーボー ドプ リンタ120

台,CRTデ ィスプ レイ30台,人,車 の検 出器250A,各 種表示板20台,押 ボタン ・ダ イヤル

電話器200台 が接続 され,内 外 にも例を見ない大形 システムであった。

3・9・4各 種 端 末 装 置 の 現 状

つぎに,支 配的な代表機種 ごとの状況を展開 してみ よう。

(1)キ ーボー ドプリンタ

キーボー ドプ リンタは,汎 用端末装置の主流をなすものであるが,従 来 から使われてきた低速型に

かわ って100/200bit/secの ものが標準 とな りつつある。

この種の代表は,電 電公社のDT-121/221デ ー タ宅装置で,沖 電気,日 本電気,富 士通の も

のが公社直営のシステムに使用 され,そ れ と同種のプ リンタを使用 した機器 も「般 に向けて製品化さ

れ てい る。

ア メ リカにおいては,テ レタイプ社のモデル53型(10ch/sec)が 普及台数 において首位 を占め

てい るが,こ の速度 にあきたらないユーザは より高速,高 性能の ものを望み同社のモデル57型(15

ch/sec)と か,イ ンクジ ェッ ト式印字機構 によるテ レタ イプ ・インク トロニ ック(420ch/sec)

な どがある。また,テ キサス ・インスチ ューメン ト社のSilent-700シ リーズ(10/20/30/

40ch/sec)に 見 られ る感熱式,GE社 のTERMINET-300(10/20/30ch/fSe(シ な どが出

現している。

(2)CRTデ ィス プレイ

eRTデ ィスプ レイはキーボー ドブ'リンタとともに広 く実用化 され始めた。

従来か ら各社で発売 されていたが,比 較的高価のた め,や や普及が遅れていたが,マ ン・マシン・

コ ミュニケーシ ョンにおける利点,高 速性 などから照会業務 には最適 であ り,各 社の新機種 発売によ
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って確実な伸び を示してい る。

ISOコ ー ドの標準 品は,電 算機各社のほか通信機器メーカからも発売されてお り,カ ラーテ レビ

方式 のカラー ディスプ レイも東芝 と三菱から発表 されている。

アメ リカにおけ るこの分野 の特 色は,非 常 に多 くの会社から各種 のものが発表 されてお り,価 格も

$4,000以 下 の低価格 を実現し,INFOTOATKDTIAな ど,$1,500ク ラ スの ものも出現し

てい る。

グラフ ィック ・デ ィスプレイは周辺機器 として多 く使われ,端 末装置 として一般 に使用されるに至

っていないが,病 院 とか企業内では構内回線端末 として既に実用化 されている。

これらは今後発展 の方向であろ う。

(3)OMR,OCR端 末

マ ーク読取装置(OMR)は
,比 較的古 くから使われてはいたが,オ ンライン端末として使用され

始めたのは最近である。我が国の労働省の労働市場 センタシステ ムおよび,運 輸省の 自動車局システ

ムが実用化の面で先べんをつ け,ま た同一マーク シー トへの印字機構を有す る汎用形 のものも,国 鉄

において検討 され ている。

このよ うなマーク読取装置は,直 接 インプ ッ ト方式 の利点 とともに,タ ーンアラウン ド・システム

に使用で きるので一般 ユーザ も注 目してお り,国 内各社 において製品化がな されてい る。

外国製では,モ トローラ社 を初めい くつかの製品があ るが,あ まり多 く使われていない ようである。

マーク とともに,文 字読取 いわゆ るOCRも 重 要な入 力手段であるが,現 在ほとん どのものが周辺

機器 として,あ るいはオ ンライン機器 として売 られてお り,価 格な どの点で端末装置として使用 され

るのは今後 の課題 である。

(4}特 殊端末装置

販売管理,在 庫管理な ど流通,販 売業界における省力化 合理化の動 きも活発で電 子式 キ ャッシュ

レジスタ とか,ク レジ ット・カー ド端末な どが百貨店,ス ーパー ・マーケ ッ トなどで試験 的に採用さ

れ始めている。

セール スマンなどが携行 し,近 くの公衆電話な どから本社のコ ンピュータと対話するIBM2721

ポ ー タブル'オ ーデ ィオター ミナルなどは・今後の情報化時代の方向を示す一例であろ う。

⑤ その他の端末

生産管理用のデータ収集装置は,従 来オ フラ インの用途が多か ったが,こ の種の装置 のオ ンライン

化が進ん 唱 ・る。

鉄道関係では,磁 気 カー ドな どを使 った定期券の自動改札とか,コ ンピュータと接続 した定期券

乗車券な どの発行機な どが研究され,既 に一部 実用化に入 っている。

このほか,電 話 回線を利用 したガス,水 道,電 気 などのメータの自動検針な ども寛々公社 をは じめ,

ガス,水 道,電 力な どの各社で実験 が行なわれてい る。

これらはいず れ も省力化,合 理化のための有力な手段 として期待 されてお り,こ れらのシステムの

成否は使いやす く,安 価,か つ信頼度の高い端末装置 の開発にかか っている,と い っても過言ではな

一45一



い であろ う。

⑤ お わ り に

オンライン端末装置の うち,そ の支配的な代表機種の動向について,以 上述べてきたが,こ れ らは

電 子技術の発達 とそれ にともな うハー ドウ ェア技術 と,シ ステムの利用技術の向上に よる ところが大

きい。

これ ら機器 に対す る要求は,従 来の方式のものの改良にとどまらず ,今 後 ます ます システムの発展

の前提 となる各種条件を備えた新方式 が種々開発 され,目 的 に合致 した ものへ と変 ってい くもの と思

われ る。

端末装置のこのよ うな発展 とともに,中 央処理装置 のチ ャネル との接続条件あ るいは伝送回線,伝

送機器 との接続条件が規格化され,い かなる機器 でも容易に接続 され ることが必要であるし,ま た多

種 多様化する機器の標準化 を行な ってい くことが必要 であろう。

¶●

■

●
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4 ソ フ ト ウ エ ア

4.1ソ フ トウ エ ア の 危 機 と 最 近 の 動 き

オンライン ・システ ムの開発において,ソ フ トウェアの 占める比率は,現 在非 常に高 くなっており,

まださらに増加す ることが予想されている。 この ことは,根 本的には,オ ンライン・システムの需要

が急激 に増大 していることに起因す るのであるが,こ れがいわゆる"ソ フ トウ ェア危機"問 題 として

現われるのには,ソ フ トウェア特有の(計 算機特有の,と い って もよいが)事 情がある。

オ ンライン ・システムは その規模 と利用形態からして,一 品生産的な ものである。現在よ り,は

るかに需要の増大した将来 には,量 産効果 が強 くな って くるであろうが,現 状 では まだ一 品生産的特

徴が大勢である。この一品生産 的特徴は,主 として ソフ トウェアの上 に反映 され る。 とい うのは,個

々のシステ ムに個有の機能は,主 としてソフ トウェアによって実現されるからであ る。

ハー ドウェア については,シ ステ ム構成を別にして装置 レベルでいえば,共 通性があ り,現 在でも

相当の量産効果 をあげている(自 動車 生産ほ どにいかない にして も)。

オ ンライン ・システムの ソフ トウ ェアには,ま ず この一 品生産的特徴からくる生産性の低 さが(ま

だ当分)つ きまとう。1

オ ンライン ・システム(の ソフ トウェア)は 一般 に大規模ヵ・つ複雑な システムで あり,内 部関連の

非線形的な増大から,(プ ロ グラム ・ステ ップ数の ような観点からの)生 産性はその分 だけ低下す る。

ニーズの方からは,ま すます大規模なシス テムが要求されつつあ り,こ の点か らす ると,需 要が増大

す るにつれて生産性が低下するとい う逆説的な状況 が現われる。

一方 ソフ トウェア技術は まだ若いせいもあ り,絶 対的に も生産性は高 くない。 この ことは,人 件

費 と設備費を他の技術 と比較す ることによって,間 接的に察せられ よう。 ソフ トウェア生産の場合 に

も,必 要 なのは人力だけでな く,生 産手段 もある。 この手段は,計 算機 自身であり,高 水準言語(と

コンパ イラ)あ るいはサポー ト・システムの開発 によって,ソ フ トウェア開発 のための計算機 使用量

すなわち,生 産設備量は増大してきてい る。 このことは全般的 に生産性が増大してきてい ることを物

語 っている(よ り少ない設備投資 で同じ生産量を出す ことも生産性の向上 であ り,技 術はそれをも目

指すものであるが,し か しマクロな議論 としては上 のことがあてはまる)。 それにして も,オ ンライ

ン.シ ステムの ソフ トウェア の,と くにその中核的な部分は,そ の内部関連が複雑であるがゆえに,

かえ って,高 水準言語の使用 も十分 の成功をおさめていない。

上 のよ うな事情で,需 要の増大に対して非線形的に多くの開発人員数が必要 となるが,要 員の数は

多 くはない。要員の育成 が急務 とされているが,人 間を育てるには年数がかかる。また教育施設 も十

分 とはいいがたい。 したがって,教 育効果 による生産性の向上 も現在は まだ十分 にあらわれがたい。

人数の急激な増大 にともなって,一 人当 りの生産性が下 りかねない状況にもある。

これらの事情で"ソ フトウェア危機"が 招来され るのであ る。

しかし一 方では,危 機的状況をの りこえるため の努力が着 々とすすめられているとい うべ きであろ
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う(こ のよ うな場 合に即効性を期待するのは,か え って事態を悪化させるものであろう)。

その ような努力のひ とつは,ソ フ トウェア開発体制の整備である。 ソフ トウェア も"も の"で あ り,

生 産されるものであるとい う認識が深 まるにつれて,ソ フ トウェアの生産性,生 産過程の分析が行な

われ,そ れに よって,生 産 体制が整備 されて きつつあ る。

第4・2節 では,オ ンライン用 ・ソフ トウェアの開発の問題 を取扱 う。その中には,オ ンライン用

ソフ トウェアの開発手段 として の高水準言語 の開発状況 も述べられている。

オ ンライン ・システ ム開発の生産性 にかかわる他の問題は,そ の ソフ トウェア体系 自身の整備 と発

展であり,そ れ らの中 の共通項 の発見 である。

最近の発展でいちxる しいのは,デ ータ ・ペースの考え方の展開である。第4・5節 では,そ の状

況 を述べる。

オンライン 。システムの眼 目のひ とつは,入 間 と機械 との会話 であるが,そ のために会話形 システ

ム(と 言語)が 開発されている。 これの調査は従来比較的 よく行なわれているが,第4・4節 ではそ

の最近の状況を分析 する。 ..㌔

オ ンライン ・システムの利用の発展は,オ ンライン用 アプリケーション ・パ ッケージとして整理 さ

れる。第4・5節 では,そ の概観を試みる。

以上,第4章 では,オ ンライン ・システ ムの ソフ トウェアについて,最 近の動向の うちの重要 と思

われ る点に問題 をしぼ って考えてみることにする。

●

●

4・2オ ン ラ イ ン 用 ソ フ ト ウ エ ア の 開 発

4・2・1ソ フ トウ ェ ア の 生 産 性

情報処理 システ ムは,近 年,ま す ます大形化 し,複 雑化 して きている。現在 のような,い わゆる,

ス トア ドプ ログ ラム方式 のコンピ ュータが出現 した当時は,プ ログラムにかかる費用は,シ ステム全

体の費用の数パーセン トから十数パーセン ト程度であ り,ほ とんどは,二 ・一 ドウェアの費用でしめら

れていた。

それが現在では,IC技 術 な どの発達に より,ハ ー ドウェアは小形化 し,量 産化されるよ うになり,

コス トはだんだんと安 くな ってい る反 面,ソ フ トウェアは,オ ンライン・システムな どにみ られるご

と く,ま すます複雑化 し,ソ フトウェアの作成 のための費用は,増 大の一途 をたどってい る。

このよ うな背景から,ソ フ トウェアの開発 にあた っては,早 く,安 い費用で仕上げるとい う要求が,

ますます強 く求められている。これに応えるには,正 確な開発スケ ジュールの立i烏 優秀なプ ログラ

マの確保,プ ログラム作成の合理化が重要な問題である。

〔1〕 ス ケジュールの立案

オ ンライン ・システムのソフ トウェア技術は,日 進 月歩で進んでい る。 したが って,一 定の枠には

まったル ーチ ンワーク的な仕事はほ とん どな く,シ ステム検討に入 った時点では,不 明確な事項 の山

積 である。ソフ トウェア開発のスケ ジュール について,過 去の プロジェク トを調べてみる と,遅 延し

てい るものが多 く,む しろ遅れるのが,あ た りまえであ るかの ような印象を受けかねない。 この原因
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は,ど こにあるのであ ろうか。

(1)不 完 全な工数の見積 り

プロジ ェク トの最初 においてな され る見積 りは,ま えに も述べた ように,不 明確な要素 を多分に含

んでいる。作業が進ら 細 かな部分につい ての検討が十分に進み,経 験 も積んできたときに,ス ケジ

ュールを改訂 した り,更 新 を した りする手順をとらなけれ ぱならない。見積 りの作成 にあた っては,

現状を十分に把握し,正 確な工程に対す る評価 をスケジュールに反映 さぜなければならない。多 くの

場合,ソ フ トウェア作成関係者は,そ のソフ トウェア作成に見積 った,必 要な時間数 プログラム数

にもとついてスケジュールを作成す るのではな く,む しろ,手 持の要員数や,経 営 者 が そのソフ ト

ウェアを必要としてい る時期な どのような別の原因に よって,ス ケジ ュールが決定 される ことが多い。

(2)機 能 の 変 更

ソフ トウェア作成に際しては,明 確にそのソ フ トウェアに要求 される機能が定 められてから,プ ロ

グラミング などの作業を開始す るが,か な らず,作 成途中において,外 部的な要因や,他 のプログラ

ム とのインタフェース上な どの内部的な要因 によって,プ ログ ラム仕様の追加 変更に遭遇する。

プ ログラムをできるだけ,サ ブルーチン化 した り,そ の他の方法をとりモ ジュール化を行なって,仕

様の変更に容易に対処 できるよ うに工夫 しておかない と,全 面的にプ ログ ラムを作 りなお さなけれぱ

ならない ような事態になることもある。

J.Gallagherは 「企業そのものが絶えず変化 し,修 正 されるとい う観点からすると,コ ンピ

ュータの計 画は常に対応す る ものでなければな らない」 とい っている。

(5)要 員 の 変 動

オ ンライン ・ソフ トウェアの開発にさきだち,か りにオンライン ・ソフ トウェア作成 の要員が集 ま

った として も,オ ン ラインのソフ トウェアのよう吟 完成 まで,数 年間もの長い期間を要するプロジ

ェク トにおいては,事 故や,プ ログラマとしての適性 に欠けているために脱落 してい く者 もいる。

欠員が生じたか らとい って,た だちに補充できるものではない。通常は多少余裕を もったスケジュー

ルを組み,突 発的なオ ーバー ロー ドにも耐 えられるようにスケジュールに柔軟性がなければならない。

しか し,R.Headは 「あ まりにも余裕のあるスケ ジュールは,緩 慢な態度をチームの中にはびこら

せて しま う」と警告 してい る。

〔2〕 プログ ラマのレベルと能 力

現在のよ うに,熟 練したプ ログ ラマの供給が需要 にと うていおよばない現状において,経 験 も不十

分で,限 られた能力 しかもたない人 びとをかき集めて,チ ー ムを結成 しなければな らない。作業を始

める前に,十 分 な教育を行な ったとしても,経 験者 との間には,相 当の レベルの差がある。オンライ

ン ・ソフ トウェアの うちの基本的な部 分をアセ ンブ ラで作成す る場合を例 にと ってみると,経 験者が

1,000ス テ ップのプログ ラム を作 る期間に,未 経験者は勉強をしながら約半分の500ス テ ップ以

下の作成能力しかない。 出来上 った ソフ トウェアの質 を評価に加えると,そ の差は さらに大きな もの

となる。 また熟練者 に以前に作 った と同じような性格をもったプログラムを作成 させると,ス ピードは

さらに2倍 以上 にな るであろう。 そ こでR,Headは 「優秀な プログラマは,プ ログ ラムの複雑さ
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を判断する場 合に,実 際にコ ーデ ィングをしてい るあ まり有能 でない初心者 のコーダのことな ど考え

ずに,自 分自身の見地か らのみ判 断する傾向があ るか ら,こ れらのプ ログラマが提 出す る楽天的な見

積 りは十 分に検討 しなけ ればならない」と注意 してい る。 第4.1表 に,あ る程度の経験のあ るプログ

ラマの プログラム作成能力を示した。

,

応 用 プ ログ ラム

管 理 プログラム

サポー ト ・フ'ログ ラム

リアルタイムの試験や監視用のため

第4・1表

〔5〕 サポー ト・システムの重要性

オ ンライン ・システムを構成す るソフ トウェアを大別すると次のよ うな三種類のプ ログラムに大別

できる。

(1)管 理 プログラム

管理 プログラムは,Supervisorprogram,Controlpro'gram,Monitor・

Executive,Operatingsystemな ど と呼ばれ,シ ス テムの働 きを総合的に管理するプ

ログ ラムである。すなわち,入 出力操作,多 重 プログ ラムの制御,メ ッセージおよびデ ータの待ち行列

を扱い,オ ンライン ・システムの中核部を示す もので,こ のプログ ラムの出来 不出来がシステ ムの

能力を大 きく左右することになる。 したが って,作 成 にあた っては,速 度 を早 く,コ アを小さ くとい

う要求が強 く,「 般にアセ ンブ ラ言語 で作成 される。

② 応用フ'ログ ラム

メ ッセージまたは,ト ランザク ションの処理を行なうプログラムで,シ ステムごとにユーザによっ

て作成 され る。本格的 なオ ンライン ・システムの場合には,プ ログラムの作成の容易 さよりも能力向

上のために,プ ログ ラムの主要な部分はアセンブラ言語 によりコンパク トに作成す る場合 が多い。

一 方簡単なオ ンライン ・システムや
,パ ッチとのコンカレン トで手軽にオ ンライン ・システムを作成

しようとす る場合 には,少 数 のプログラマで短期間 に作 りあげるために,PL/1やCOBOLの よ

うな コンパ イラ言語で作られることが多い。

(3)サ ポ ー ト・プログラム

システムの基本的な運転は,管 理 プ ログラムと応用 プログラムによって行なわれる。しかし,シ ス

テムを効率 よく作成 し,運 転を円滑にす るため には,サ ポー ト・プログラムが必要である。

」.Martinは,サ ポ ー ト・プログラムの重要性 について,「 サポー ト・プログ ラムは,リ アル

タイム ・システムを稼働 させ るにあた って,き わめて重要 な ものであ り,非 常に莫 大な労力を必要と
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す るものである。 しか し,海 面下に隠された氷山の部分のよ うに,そ の重要性は,リ アルタイム ・シ

ステムを計 画し,設 備する人びとに とって必ずしも認識されてい るとはいえない。応用 プログ ラムを

工場 の労働者や機械設備にたとえれば,管 理 プログ ラムは事 業所のスタ ッフ,.経 営者,現 場監督な ど

に相 当する。 これに対 し,サ ポー ト・プ ログ ラムは新 しい工場 の建 設に力をかした り,機 械類を常時

保守した りす る一団の保守 員だ と考えてよい。」 と述べ てい る。

サポー ト・プログラムは,そ の種類が多 く,広 範 にわた っている。 プログラムのデバ ッグ手段 テ

ス ト方法 について十分な考察が行なわれない場合には,管 理プログ ラムや応用 プログ ラムのよ うにそ

の必要性がきわめて明白なものの方へ技術上の注意の大半 が注がれ,サ ポー ト・プログ ラムの重要性

が軽視されがち であ る。サポー ト・プ ログラムの質 によっては,管 理 プログラムや応用 プログ ラムの

作成 に要する人数 作成期間,テ ス トのための コン ピュータ使用時間が大巾に左右され る。

R.Headは 「サポー ト・プ ログラムが,他 の プログラム ・ルーチンに比べて,本 質的 にあまり重要

でないとい う理 由によって,他 のプログラム より下位に置 くことは,経 済的にも誤 った考えである。

リアルタ イム ・プロジ ェク トの 日程計画に対し,サ ポー ト・プログ ラムの開発が遅れた ことによって

もたらされ る被害は,他 のいかなる理 由による場合 よりもはるかに大きなもの となるであろ う」と述

べている。

サポー ト・プ ログ ラムの開発促進に対 して多大な努力をはらわない限 り,必 要が生じたときに,サ

ポー ト・プログ ラムが完成 されていない場合がある。プ ロジェク トの計画者は,ま ず最初の段階で,

将来必要 と考えられるすべ てのサポ ー ト・プログラムに対して考慮 をは らわなければ,ま ず計画 どお

りに作業が完成 できないと思わなければならない。

〔4〕 コン ピュータの効果的な使用方法

コンピュータが使 われはじめてまもない ころは,プ ログラム ・デバ ッグを行な う場合 に,プ ログラ

マ自身が コンピュータのオペ レーションを行ない,コ ンピュータを一人 で長時間独 占し,十 二分にコ

ンピュータを使用することができた。 しか し,現 在 のように,コ ンピュータが大形化 し,か つ ソフ ト

ウェアが ます ます複雑化して くると,デ バ ッグのため に高価なコンピュ ータをます ます長時間使用 し

なければ ソフ トウェアの開発がむずか し くな ってきてい る。

(1)ク ローズ ド・シ ョップ制

コンピュ ータを有効に使用 しようとする立場 から,専 任のオペ レータがつけられ,プ ログ ラマ橘

オ ペレーシ ョン仕様書を提 出し,そ れ にしたが ってオペ レータはオペ レーシ ョンを行ない,結 果をプ

ログ ラマへ返す方法 であ る。オペ レータは,指 示 どお りにコ ンピュータを操作するのみであ るから,

思 考によるコン ピュー タの中断がな くな り,コ ン ピュータの稼働率をあげることができる。 しか し,

依 頼から結果が戻 って くるまでの時間(タ ーンアラウン ド・タイム)は 数時間から数 日かかるのが普

通であ る。 オンライン ・システ ムの ように くり返 し,く り返しテス トを行なった り,複 雑 なタイ ミン

グ状態を作 り出す場合 には,ク ローズ ド・シ ョップ制は不可能 である。

(2)オ ー プン ・シ ョップ制

ク ローズ ド・シ ョップ制では不可能な,オ ンライン ・プログ ラムの結合テス ト等に使用される。
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回線制御関係 や管理 プログラム等は,プ ログラムのル ーチン ・チ ェック以外 ではほとん ど,オ ー プン

・ショップ制でコンピュータを使用 しないと逆に能率低下をきたしてい る。今後,オ ンライン ・フ'ロ

グ ラムのテス ト方式 を確立 し,ほ とん どのテス トをク ローズ ド・ショップ制に持 っていける,テ ス ト

のためのサポー ト・システ ムの完成が期待 されている。オープン ・シ ョップでのプログ ラマがコンピ

ュータを有効に使用 できるのは,月 当 り10～15時 間以下である。

R.V.Head

J.D.Gallagher

J.T.Martin

S.STIMLER

J.T.Martin

中 原 啓 一

中 原 啓 一

4・2・2開 発 態

〔1〕 オンライ ン・システ ムの特徴

オンライン管理 プログ ラムの開発態勢を考えるためには,以 下の ようなオンライン ・システムの持

つ特徴 を把握 してお く必要がある。

(1)オ ン ライン ・システムでは,シ ステムの処理能力の不足,障 害時の対策などに他の計算機

システムをバ ックア ップとして考えることは困難 である。 これは即時的な応答 フ ァイル の集

中化の必要性な どの点から生 じる条件であ る。

② 管理 プログラムの走行比率 が一般に高い。マルチ ・プ ログラムの切替頻度が高 くなるので,

こ うい った傾向がある。

⑤ 端末機 の操作,障 害対策 な どの運用 面からい っても,ま たプ ログ ラムの安定度テス トの

困難さか らい って も,シ ステムはい ったん運用 に入 ると変更は著 し く困難 である。

(4)最 終 的なフ ィール ドテス トの実施は,シ ステ ムの規模が大きくな るにつれて非常な困難を

ともな う。
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この ような点からオンライン管理 プログ ラムの開発には,

① 開発当初 よりシステムの綜合処理 能 力の検討,特 に管理プ ログ ラムの走行時間の短縮 を終始検

討 することが必要であ り,

② 障害対策 負荷テ ス トの方法な どは開発 と並行 して早期か ら検討 してお く必要がある。

〔2〕 グループ編成

規模の大小によりグルー プ編成は異な るのが当然であるが,大 体次の ような機能グルー プが必要で

あ る。

Oシ ステム検 討グループ

運用形 態 機能 システ ム処理 能力,シ ステム構成,な どの 目標を設定 し,遂 行度 を確認する。

ハー ドウェアの機能細則 保守用 プログラムの整備 な どの確認 も行な う必要が ある。

O設 計,製 作グループ

開発作業グル ープと支援システム作成グル ープに大別 される。支援 システムは,開 発に使用する言

語,デ バ ッグ ・ユーテ ィリテ ィ,開 発途上 で使用 される運営管理 システムなどを主作業に先行 して整

備す る必要があ る。

開発設計グループは,開 発 システムの規模に応 じて,い くつかの機能別グ ループに分割 されるカ～

各サ ブグループ間のインタフェース確認 システム統合手順の立案な どに熟練 プ ログ ラマを配置する

必要がある。

ソフ トウェアはハー ドウェア と違 って,経 年変化 による障害はないが,実 際のプ ロジェク トでは

システム提供後に発見 され る障害,細 部の手直 しはつきものであ り,保 守態勢 も考慮 してお く必要が

ある。

Oテ ス ト・グループ

フ ィール ド・テス トにな ってからのbugの 修 正は,障 害個所の確認が困難なことが 多く特に障害

再現の周期によっては修正 に旬 日もしくは月単位 を要す ることもある。 モジュール段階 での十分なテ

ス トが必要 で,で きるだけ早期 からテス ト環境の整備を行な う必要がある。

O計 算機運営グループ

シス テム開発 コス トの50～50%を 占め る開発用 コンピュータの運営は作業効率 を左右する重要

な ファクターであ り,保 守,オ ペ レーシ ョン,プ ログ ラム管理など充実した運営グループが必要であ

る。

〔5〕 開 発 工 程

開発工程 を計画,設 計 製作,テ ス ト,の4段 階に分けて,各 段階での生産物と注意す べき点を列

挙 してみ る。

(計 画 段 階)

(1)基 本 概 念

システムの主要 目的,目 標性能,機 能,な どを明確 にする。 使用 目的を限定 した専用システムか,

汎 用 システムか,運 用機能の拡張性は どの程度まで考えてお くか,な ど。
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(2)主 要 作業の開発計 画

サ ブシステムの構成 とその主要機能

(3)支 援 作業の開発計画

開発 システムの構成 とその主要機能

(4}大 日 程 計 画

大 日程,必 要資材,人 員,な ど。

(5)ド キ ュメン トの運 営計 画

規模 が大 きくなるにつれて,ド キ ュメン トの運営管理は より重要な意義を もつ。各工程の生産物と

は別個 に運営上必要 と思われ る ものには 次の ようなものがあ る。

パー ト実行線表
,

進捗状況報告,(通 な い し月報)

コンピュータ使用計画

作業工数報告,

連絡表(設 計変更,問 題処理状況)

ドキュメン ト標準(用 紙,用 語 の統一,配 布,管 理方法な ど)

(設 計 段 階)

(1)機 能 設 計 書

システ ムの構成要素 とその機能,要 素間 インタフ ェース,な ど。

(2)詳 細 設 計 書

サブシステム内の プログ ラム構成,プ ログラム間 インタフェース,フ ローチ ャー ト,

ス テ ップ数報告,テ ーブル設計

㈲ デバ ッグ計画書

モ ジュールのデバ ッグ方法,サ ブシス テム統合計 画,な ど。

(4}シ ス テ ム評価書

システム処理能 力 運用機 能検討,な ど。

(5)シ ス テム ・テス ト計画書

テス ト対象機 能とこれ に必要なサポ ー ト手段(擬 似デ ータ,擬 似障害の発生法など)

(製 作 段 階)

(1)コ ー デ ィング ・シー ト,リ ス ト類

(2)プ ロ グ ラム ・フ ァイル

(3)デ バ ッグ項 目表

(4)テ ス ト・プ ログ ラム詳細設計書

外部機能別 の実用化スケジュールとこれに応 じた構成要素の統合,組 合せテス ト段階,を 適正な規

模 に保つ よう留意す る。

(5)マ ニ ュ ァ ル
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ソフ トウェア ・システムのユーザ用説明書,オ ペ レーシ ョン説明書 など。

(6)各 種 報 告 書

単体デバ ッグ結果 システム統合結果 など。

oテ ス ト段 階

サ ブシステム検査報告書

システム統合検査報告書

テス ト段階は,検 査 プログラムによる製品テス トの他に,実 際の運用状態 での フィール ドテス トの

期間(5～4カ 月)を 意識的に設定 して,障 害 の収敏を早期に行な う必要がある。

4.2・5ソ フ トウ ェ ア の 評 価

〔1〕 質 の 評 価

ソフ トウェアの完成時点におい て,完 全無欠な ものは,ま ずあ りえない。完全なものになってか ら

使用しようと思 って も不可能であ る。なぜな らば,テ ス トはチ ェックできないことがあるからである

テス トでは,プ ログラマやテス ト関係者で考えられ るすべてのテス トが行なわれ る。 しかし,テ ス ト

関係者の頭で考えつかなか った ことが実際 の運用で発生することが,し ば しばあ り,そ こに ミスがあ

ることがあるからである。 したが って,ソ フ トウ ェアの完成時点をいつ と考え るかが問題 である。

毎 日毎 日システム ・ダウンが発生す るようでは,完 成 した もの とはいえない。1ヵ 月に1回 程度 であ

れば どうであろ うか。一般には,ハ ー ドウェア障害の発生頻度のi桁 下 になれば完成 とみてよい。

第4.1図 は 運用開始前後におけるソフトウェア障害 の発生頻度の分布 である。注意 しなければな らない

ことは,テ ス ト期間中に一時的 に,エ ラーの発生が減少す るこ とが しば しばある。 これは,テ ス トが

不完全 であ った り,重 大な エラーがあったために,そ の影に隠れてい て気がつかないエラーがあ った

り'することがある。大 きな エラーが解決されてい くと,こ れらの目立たなか ったエラーがだんだんと

目立つよ うになって くる。 しかも,複 雑な条件下で発生す るよ うな悪質な ものばか りが残 り,そ れ ま

でよ りも解決す るまでの時間がかかるよ うな ものが多 くな づて くる。
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〔2〕 ソフ トウェアの能力評価

実際に,こ れか ら稼働 させ ようとしているオンラインのプログ ラムが,そ のプ ログラムを設計する

際に考慮 した条件を満 足し,目 標 としてい る能力が出し うるものか どうかを測定す ることは,不 可欠

な ものとされている。システムの設計段階や,作 成中には,シ ミュレーシ ョン手法を用いた り,解 析

的手法 を用いて能力を推定 している。システムが出来上 った時点では,そ のソフ トウェアを用いて,

実 際に処理を行 なわせ て,能 力を測定し,シ ミュレーシ ョンや解析 によ り求め た能力から大きくかけ

はなれ ていない ことを確認す るとともに,将 来 の レベルア ップの ため の登科 とする
。以下に,処 理能

力測定の実例を示す 。

これは,あ る銀 行のオンライン ・システムについての能力評価を行な った もので,デ ュープ レック

ス ・システムの予備システムを第4 .2図 の よ うに端末装置 に見たてて,端 末装置から送られて くるデー

タと同 じものを,定 められた平均呼間隔でポアソン分布 になるよ うにデータを発生 させ ,被 テス ト・

システ ムに送 りだせるようにした。 また被テス ト・シス テムよりの応答メ ッセージをテス ト・システ

ムは受け入れ,送 信時間を記録で きるように した。被テス ト・システムは,チ ャネルの負荷,デ バイ

スの負荷,を 計測 できるよ うにプ ログラムを追加 してある
。第4.5図 は,デ ータの到着間隔 とレスポン

ス ・タイムとの関係を一例 として示 した ものである。
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4・2・4開 発 用 言 語

〔1〕 意 義

コン ピュータのオ ペレーテ ィング ・システムは
,第5世 代に入 ってから急激 に大形化の一途をたど

ってお り,利 用者及び製作者の双方にとって大 きな負担 となっている。利用者 にとってはいわゆるオ

ーバ ・ヘ ッドを
,ま た製 作者 にとっては開発工数の非直線的な増大を意味 しある大きさ以上 のオペレ

ーテ ィング ・システムの開発が実際上きわめて困難 にな るか らである
。 したが って この よ うな問題

点を解決す る手段を早急 に見出す必要があるが,一 部を除いてオペ レーテ ィング ・システ ム全般に関

しては,い まのところほとんどその ような手段がない とい ってよいであろ う。

上に述べた事情は,換 言すれば ソフ トウ ェア設計製作の方法論が確立 されない ままオペ レーテ ィン

グ ・システムが急激 に巨大化 したせいであ り,そ のためにオーバ・ヘ ッドの増大や生産性の低下をもた

らしているといえる。

これに対 し,話 をコンパ イラに限定 すれば多少事情が異な る。 コンパ イラは,言 語の相違にかかわ

りな く,そ の機能 と構造 を定式化 して取扱 うことが原理 的に可能なので,こ こ数年来設計製作 の方法

論がある程度 まで確立 されてきた。すなわち,コ ンパ イラ ・コンパ イラとかブー トス トラップ法など

がその例である。 これらは現在実用化の一歩手前 に達 している といえ るであろ う。

しか しながら,オ ペ レーテ ィング ・シス テムに対 しては,コ ンパ イラの特殊性 に基づ くこの種の方

法 を適用す るこ とはできない。そ こで,オ ペレーテ ィング ・システム全体に関 しては,ア センブラよ

りも高水準の開発用言語 を用いる試 みが現在行なわれつつある。 これに よって,見 かけ上プ ログ ラム

を小形 にし,誤 りの頻度 を少な くし,作 成工数を短縮することができるからである。

実際,一 般利用者がFORTRANやCOBOLな どの コンパイラ言語を用いれば,ア センブラに比

べて1/5～1/10の 短 期間 でプ ログラムを完成 させ ることができる
。それは,こ れらの言語で

書かれ たプ ログ ラムの1行 が,ア センブラの場合 の5～10行 に相当するか らである。

一方
,高 水準 の開発用言語 を用 いるとい うことは,ハ ー ドウ ェア に対比させて考えた場合,実 は実

装設計 の自動化を行な うことに他 ならない。すなわち,ア センブラでプログ ラムを書 く場合は,論 理

を記述するほかに実装設計(コ ー ドの割付 け)も 併わせて行な ってい るのである。そのため,や やも

すれば実装情報のみが表面化 し,プ ログラムの論理が背後に押しやられてしま うことになる。 したが

って,他 人の書いたプログラムを理解するには よほどの忍耐強さが必要 である
。

これに対 し,高 水準の開発用言語を用いた場合は,プ ログラムの論理設計と実装設計 とは分離され
,

後 者は コンパイラにゆだねられ る。 そこで この種の言語で書かれた プログラムは,論 理による誤 り

の検 出が容易 とな り,ま た情報伝達用の手段 と して利用す ることがで きる
。

高水準 の開発用言語の問題点は,し たが って,コ ンパイラによる実装 自動化が,ア センブラを用い

て システ ム ・プログラマが直接行な う場合のそれに対抗 し得 るか どうかにあるといってよい
。オペ レ

ーテ ィング ・システムの 中枢部は
,時 間的空間的効率が特 に強 く要求されるのであるか ら,こ れは 是

非解決 しなければ ならない問題で ある。

その場 合注意すべ きことは,解 決の方法 として,コ ンパイラの最適化技術を向上 させるほかに,コ ン
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ピュ一夕の命令 コー ド体系を改良す ることも十分考えられるのである。実装設計 の自動化は・ 必然的

に機械語への展開に統一性 を もたらすので,コ ー ド体系をそれに適合 させ ることは きわめて有効であ

ろう。 これは また,高 水準 の開発 用言語を用いた場合の,ソ フ トウ ェアから八三 ドウェア に対するフ

ィー ドバ ックでもある。

〔2〕 現 状

高水準の開発用言語 を用い る場合は,前 に述べた ように,コ ンパ イラによって生成されるコー ドの

品質が問題 になる。現在の ところ,こ の点は まだ未解決 なので・実際のオ ペレーテ ィング'シ ステ ム

への適用には慎重な態度が とられている。一方,開 発用言語の面でもこの点を考慮 して二つの レベ ル

が設 けられ てい る。Lつ は ハー ドウェアに依存するものであ り,他 の一つはハ ー ドウ ェアに対 して独

立の ものであ る。

●

これは,ア セ ンブラに問題向き言語の表現形式を持たせた もので,こ れによって,ア セ ンブラの持

つ柔軟な実装設計能 力と問題向き言語の論理的な記述性を両立させ ようとした もので次の ような特徴

・ を有す る。

川 デ ータの割付 けが,機 械語 との対応関係が明 らかな ようにな され る。

② 手続きの部分はアセ ンブラと同程度の柔軟性を持 つ。

⑤ 演算子は順位関係を持たない。

この レベルの言語では,明 らかに生成 される コー ドの品質が低下す る心配がないので,本 格的 な開発

用言語が確定す るまで実用上の意味 を持つ 。この種 の言語 として,現 在次のようなものが作 られてい

る。 第4・2表

書 芸五
日 口口 作 成 者 年 月

PL560 N.Wirth 68.1

SL 富 士 通 70.12

コンパ イラ記述言語 物 性 研 71.1

MPL560 原 子 力 研 7t1

SL/8 J.Heidt,eta1. 70

」
一般にオペ レーテ ィング ・システムでぽ 数値計算や事務計算の場合 と異 なり,複 雑な算術演算は

不要で,そ のかわ りに,

(1)ビ ッ ト列,文 字列の操作

(2)番 地 の 操 作

③ 整数の簡単な操作

(4)条 件式,論 理式の多様性

(5)テ ーブル,行 列,リ ス ト,ス タックの簡単な操作

な どの機能が必要 とされ る。
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したが って,そ の開発用言語はFORTRANやCOBOLな どの問題向 き言語 とは異なることにな
ソ

る。 しか し,数 値計算な どの ように長い伝統がないので,適 切な開発用言語 とい うものは,ま だ蚕挺

していない 。現在作られてい るものは,以 下に示すよ うに,ほ とんどがPL/1に 基 づきその部分集

合的 体裁をとっている。

第4・5表

言 蚕£
口 回ロ 作 成 者 形 式 用 途

SWL 富 士 通 新 言 語 コ ン パ イ ラ,OS

SYSL 通 研 PL/1サ ブ セ ット コ ンパ イ ラ

PL/1* 日 本 ソ フ ト
/

〃

A

コ ン パ イ ラ

BPL 日 電 PL/1サ ブ迦ット+α

・「べAプ

コ ン パ イ ラ

PI、D 情 開 セ ン タ 〃 PL/1

PL/IW 日 立 PL/1サ ブ ヒッ ト コン パ イ ラ,OS

TWT 東 芝 〃 PL/1

ESDL{電 線 研!ALGOLC
…

OS

SPLi富 士 通lPL/1サ ブ セ ッ ト コ ン パ イ ラ}

β

■

◆

この種の言語を用いた場合,プ ログラムの生産性は5～10倍 に向上す るが,コ ー ドの品質 に関し

ては,1.5～2.5倍(時 間)及 び1.2～2.0倍(空 間)に 低下 するとい うのが現状の ようである。

4・5デ ー タ ・ベ ー ス 管 理 シ ステ ム

4・ ろ・1デ ー タ ・ベ ー ス 管 理 シ ステ ム の 背 景

データ ・ベース管理 システム(DataBaseManagementSystem;DBMS)は 過 去

7年 位 にわた ってあちこちで雨後 のタケノコのよ うに開発されてきた。 コンピュー タのもつ多量デー

タ処理能 力を拡張 し,人 間一機械系 として見た場合,よ り人間の領域 にまで情報処理能力を近づけ る

こと,かつ系(シ ステム)自 身の柔軟性 拡張性 を初め,使 い易さ,作 成 ・保守の容易さ等 々それ に関す る人

間(使 用者,開 発者,保 守者な ど)の 負担をで きるだけ小さい ものにすることを意図 した努力がなさ

れ てきた。種 々の企業 体 政府 ・官庁などの組織体は取扱 うべき情報(そ れは,保 存 されかつ生かさ

れねばならないし,内 容自体が時間的に変化す る)の 量が指数関数的 に増大している。いわゆるMIS

(ManagementInformationSystem)Q技 術 的基盤を与えるDBMSの 技 術的定着が

待たれ るゆえんである。

言葉 の問題 として,DBMSは 実 に多様な表現がな されているま)釣 ヒ,デ ー タ定義の際のデータ

要素に対す る表現も共通 した概念 に対して システムに よって様 々な用語 が用いられている詐*)

■

*)文 献 〔1〕 の脚注 にそれ らの内代表的な14の 表 現があげてある。

**)本 稿 ではCODASYLの システム委員会DBTG(DataBaseTa.skGroupe)の 報

告書 〔2〕 で定義 され ている用語を基本 とした。
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■

◆

こうした事実はDBMSの 技 術的未成熟 を示す ものであ り,種 々の試行錯誤 による経験 の積重ねによ

って解決 されねばならない課題である。

従来の・。イ・噌 理 システ ム***)と ・・う用語は,オ ペレーテ,〃 ・システム(OP,,a,－

ingSystem;OS)の ひ とつの構成要素 としての機 能を表現す るものであ った。一方,

DBMSは,い くっかの 目的 に共用され る情報担 体の集合 としての データ ・ベース をOSに 上 載せし

た形で管理又は制御す るシステムであ る。その場合 データを多目的に使用す るため,基 本 となるデー

タ形式 が定められそれ らの集合 としてデータ ・ベースが定められる,****)デ ー タ ・ペースか らは,

適 時有効な情報 をと りだした り,あ るいは情報を新 し く追加 した り,変 更,削 除などの操作 を容易に

行 ない うる機 能をもつことが要求される。この ように,DBMSは 広義の情報処 理システムとしての

コンピュータに対する応用 面からの意義づけ に大 きい意味 をもつ。その結果DBMSを 使 用す る人間

の レベルがi*****)一 般 の組織 の管理者 とか窓 口で受付をする入 といった コンピュ_タ につい てほ

とん ど知識を持た ない レベルまで引上げ られることが必要である。

4・3・2デ ー タ ・ベー ス 管 理 技 術

〔1〕DBMSの 基 本構造

DBMSに 関係 した コンピュータ技術はハ ー ドウェアがら,言 語の問題 まで,様 々の特徴的な側面

を もっている。大別して,

・利用者言語(Userlanguage)

・情 報構造 の管理

・ハー ドウェア,特 に記憶媒体

s

***)IBM用 語 ではデータ管理 システム(DataＬManagementSystem)に あ たる。

****)定 め られた標準 形式を もつデータの集合 として のデータ ・ペースを,デ ータ ・システ ム

としてその利 用 目的に独立に扱 うアプ ローチ 〔3〕 が検討されている。現在 の多 くの

DBMSは それの有するデータ定義機能 によって種 々の 目的 に応 じてデータ形式 を定義 す

るようにな っている。

*****)T.W.Olleは,DBMSに 関 係した使用者 レベル として次の4レ ベルを.与えてい る

〔4〕 。

t

(∠

3

4

administrator;シ ス テ ム の 最 高 責 任 者 で,設 計,開 発 及 び 保 守 な どの 業 務 を 行 な う。

applicationprogra㎜er;DBへ の 手1財 ログ ラ ム を 作 成 し,応 用 的 に 合 ・

た 機 能 を 付 加 す る 。

nonprocedural,user-orientedlanguageuser;

DBMSを な ん ら か の 目的 の た め に 使 用 す る利 用 者 で,シ ス テ ム の 与 え る 言 語 を 用 い て,所

要 の 情 報 処 理 を行 な う。

parametricuserl1.2,5,の 人 間 に よ って 既 に 確 立 され て い る 手 順 に よ って,適 当

な パ ラ メ ー タ を 与 え る だ け で 所 要 の 情 報 を 受 取 る 。
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の5つ に分けられ よう。図4.4はDBMSの 基本構造を示す。

」__________」

二 次 記 憶 装 置

一 一 ー ー ーー ー ー ー ー ー ー ー 一 一 ーー ー ー ー ー 一 一 ー ー ー ー 一 「

情 報 構 造

管理 システム1プ ロ'セッサ

DBM

L___________________一_.一.一__一_______J

主 記 憶 装 置

'

図4・4DBMSの 基 本構造

図では 多数の1,/O装 置*)を もつオ ンライン ・システムの場合を示 しているカ㍉ バ ッチ処理専用の

もの もあ る。言語,情 報構造管理の問題は後に述べ る。OSは,1/℃ 処理,タ クス管理,ジ ョブ管

理 さらに基本的なフ ァイル管理 を行 な うもの℃ 一般には既存のOS**)b;使 用 されるが,DBMS専

用あるいはTSSのqsが 用 い られ る場合 もある。

利用者 プログ ラムは,利 用者が1/℃ 装 置を通 して入 力した所要の処理プログ ラムである。

図では主記憶内にそれぞれ利用者 ごとに格納されてい るが,言 語 プロセ ッサが インタプリタ方式であ

れば入 力情報が直接処理 され,コ ンパ イル方式 であれば入力情報が直接処理 され コンパ イル方式

(図 の場合)の ようにプログラムのオ ブジ ェク ト・コ「 ドを主記憶内に生成しない。

ハ ー ドウェア については,2次 記憶媒 体の容量,ア クセス速度 信頼性,1/0装 置 としての端末

の使い易さ(通 信回線 を通している場 合はその伝送速度,信 頼性)な どが,DBMSの 有 用性を決める

重要 な技術的問題 となる。

*)オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム の 場 合 は,遠 隔 端 末 装 宣 が そ れ に 相 当 す る。 パ ッチ 処 理 シス テ ム の場 合

は,通 常 のCR,LPを 始 め,MTな ど も使 用 され る。

**)IBM用 語 ℃TDOS.DOS,OSな どを さ す 。 そ れ らは 基 本 的 な フ ァ イル 管 理 機 能 と して,

SequentialAccess.Method(SAM),IndexSequentiaiAccessMethod

(ISAM)な ど を もつ 。 さ ら に タ ス ク 管 理 機 能 と してMultipleFixedTask(MFT),

MultipleVariableTask(MVT)な どが 使用 さ れ る 。
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■

〔2〕DBMSの 言 語

利用者言語 の側面からDBMSを 見 た場合,そ れを特徴 づけ る二つの方式がある。その一つは,

ホス ト言語 シス テム(hostlanguagesystem)と 呼 ばれる もので,COBOLと か

FORTRANな ど既存の高級言語をホス ト言語 としてそれに新 しくDBMS用 機 能を付加する方式で

ある.、DS,DM-・1,・MS*)な どがそれ嘱 す る.そ の場合,ホ ス ト語 のC・liス テ 〒 トメント

を用いる方法と新 し く専用のステー トメン トを添加する方法があ り,ど ち らの場合 もホス ト言語のス

ーパー ・セ ッ トを作成す るこ とになる。他の一つは,DBMS自 身が,情 報 の検索や,変 更,追 加など

の機能を もち,そ の処理 プログラムを内包するもの でセルフ コンテ イン ド・システム(Self-

、。n,、inedS,',,。m)と 呼 ばれ る.言 語が前部 りも,利 用者向 託 つ くられ使用 し易い**)

が,複 雑なデータ構造や,演 算処理などきめの細い使い方で機能的に劣 る。

。 れ 嘱 す る もの と し て,G・S,TDMS,M、,krV,UI/1'lo'c*〉 ・ED;あ る.い わ ゆ る ・R

(InformationRetrival)シ ス テムは後者 に属す る特殊目的のDBMSで あ る。

言語仕様を見た場合,主 要 な機能 として

・データ記述(ま たは定義)
.

・デ ータ操作

の二つ****)に 大別 される。前者 は,デ ータ構造お よびデータ 自身の属性 などを,各 デー タ要素

(。 。仇 グ・一 ブ,ア イテム****㌔ ど)の 大きさ,タ イプ と共 に記述するものである・

DBMSの 特 徴 として,デ ータの正当性確認や,機 密保護な どの機能 を「般にはシステム自身がもっ

てい る。さらに,デ ータの使用頻度な どシス テムの効率を上げることに役立 つ統計量を 自動的に収集

す る機構 をもつ ものや,記 憶媒体上の位置関係をア クセス速度が早 くな るように指定することが可能

な ものである。

データ操作機能としては,各 データ要素 の値に関 して適当な条件式(複 数個 の条件が論理的関係で

結ばれることもある)を 与えて,所 要の情報 を読み出す検索機能,デ ータ ・ベースの内容を変更する

更新機能,新 しくデータ ・ベースあるいはその一部を作成す る新製機能,デ ータ ・ペース内の情報を

■

a

*)IDS(IntegratedDataStore)はGE製,DM-1(DataManager-t)は

Auerbach製,IMS(InformationManagement8ystem)はIBM製 で あ る 。

**)前 者 の 場 合 は 手 順 言 語 であ る が,後 者 の 場 合 多 く の も の が 非 手 順 言 語(Non-procedural)の

方 式 を と る。 さ らに 入 力 形 式 が テ ー ブ ル 形 式 で あ る もの 〔例Mark]V〕 な どが あ る 。

***)GIS(GeneralizedInforma1ionSystem)はIBM製,MarkIVは

INFORMATICS製,UL/1(UserLanguage/1)はRCA製 で あ る 。

****)GISで は,夫 々DataDescriptionLanguage(DDL),DataManipulation

Language(DML),IDSで はDataDivision.IDSCommandVa相 当 す る 。

*****)CODASYL用 語 で,groupeはrecord,segmentな ど に,itemはfield,

elementな ど と 一 般 に 呼 ば れ る単 位 で あ る。 詳 細 は 文 献 〔2〕 参 照 の こ と 。
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破壊 から保護した り,適 時索引効率を高め るための二次記憶媒体中のデータ再配置などを行なう保守

機能 などがDBMSに 特 徴的な機能 といえる。その他 通常の演算機能や レポー ト作成機能 もある。

〔5〕 データ構造 と記憶構造

ある ファイル中のデータ要素 ・グループの構成 する利用者に とって有意な構造をデータ構造(data

、,,UC,ure)と 呼ぶジ これ閲 して,利 用都 は見えな・こ 次記鰍 体上の髄 を記憶髄

(sloragestruqture)と 、・う。 前 者 を論 理 構 造(logicaIstructure),後 者 を 物

理 構 造(phys輌caistructure)と 呼 ぶ 場 合 も あ る。 デ ー タ 構 造 は 言 語 とデ ー タ ・ベ ー ス を

また 記 憶 構 造 は デ ー タ ・ペ ー ス とOSを 通 じ て 二 次 記 憶 媒 体 を 関 連 づ け る もの で あ る。

デ ー タ構 造 の 構 成 方 法 と し て,G.G.Dodd〔6〕 は 図4.5の よ う な 分 類 を 行 な って い る。

'

A

1.シ ー ケ ン シ ャル 構 成

2.ラ ン ダ ム構 成

3.リ ス ト構 成

図4・5

a.直 接 ア ク セ ス 法

b.デ ィク シ ョナ リ参 照 法 〔7〕

c.計 算 法

a.単 純 リ ス ト構 造

b.イ ン バ ー テ ィ ッ ド ・ リス ト構 造 〔8〕

c.リ ン グ ・ リ ス ト構 造 〔9〕 〔10〕

デ ー タ 構 造 の い ろ い ろ

1は 一 般にグループの共通属性に対応するキー ・ア イテムによって順序 よくならぺられる。 索引にあ

たって,2分 探 索(binarysearch)を 用い うる。あるグループから隣のグル ープをアクセス

す るのは容易 である長所を もつ が,一 般には 索引速度が遅 く,新 しいグループの挿入や削除に時間が

かかる欠点をもつ。2は 索引 のキー ・アイテム値(前 もって定められ ておかねばならない)に よ って

直接グルー プの存在する場所に到達でき,そ の対応づけを行な う中間操作法 としてatb,cの5種

がある。欠点 とし ては中間操作 において前 もって用意すべき表の大きさとか,同 じキーの値による

Conflict,計 算 のオーバ フロー一一の発生などの不確定要素の処理が困難であること,共 通の中間操

作 を行 な うグループの集合の各要素が全 て同一グループ長であ ることが望 ましい ことなどである。

3は1の 順序 関係が リス トによってつけられている構造 で,そ の形式 としてa,b,cの 三つ がある。

これらの長所は,要 素の挿入 追加が容易であること,リ ス ト構造を階層化することで索引効率を上

げることが できるなどがあげられる。一方欠点 として,ポ インタ用領域の負担(Spaceover-

head)が 大 きいことなどである。5.bは グ ループのい くつかの キー ・アイテムについて,そ の同 じ

属性値を もつものを リス トで結合 した構造である。普通 グループを索 引しそのアイテムを読 み出すが,

この場合は所要の属性値を もつアイテムに よってグルrブ を索引す る形をとるのでinvertedの

名 があ る。5.cは リス トを リング状に したもので,多 くの場 合それを階層構造にして使用される〔10〕。

i

■
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▲

記憶構造 につい ては,固 定長のブ ロ ックを二次記憶媒体に対応づけ,デ ータ構造は主記憶 内のみで

独立 してつ くられ る方式 と,デ ータ構造の要素(例 えばグループ)が 二次記憶媒体の物理的単位 に対

応づけられる方式がある。前者 の場合,TSSに お け るページング方式 のよ うにデータ ・ブロ ックの

管理がなされ る。後者 の場合はデータ構造のポインタ関係が二次記憶媒体での関係 と密接につなが り,

既 存のOSの もつファイル管理機能を有効に利用 できる。データ量が多い場合,索 引 に要す る1/'O

オ ーバヘ ッドが過大になる恐れがある。前者の場合は,デ ータ構 造が物理的な ものに独立であ り,ブ

ロ ッキ ングによって索引効率を上 げるが,ブ ロ ック内の領域管理,Missing-page-faultに

相 当する状況に対する処理などの問題がある。

〔4〕DBMS技 術 の問題点

システムの利用者からみた技術的問題 としては,機 密保護,破 壊 からの情 報保護を含めた信頼性の

課題が重要である。また使い易い高級言語の必要性はい うまでもないが,シ ス テムの有用性 について

は,所 要の処理の要する時間の短縮お よびその分散が 少ないことが望 まれる。

DBMSの 内部におけ る問題 としては,ソ フ トウ ェアの大形化 にともな う開発の困難 さ,処 理時間 の

予測の困難 さ,さ らに所要の可用性(availability)を 与 える信頼性管理 の問題な どが今後の

課題 となっている。開発 の困難さについては,DBMSの 階層化,機 能分類に よるモジュラー化 な ど

システムの形式化あ るいはそれを記述する高級言語の必要など,一 般の大形ソ フ トウェアに対す る課

題 と同 じことがいえる。データ構造,記 憶構造 についても,様 々な方式が とられ,処 理速度 を早 くか

つ空間的オ ーバ ヘッ ドを少な くするとい う従来の方向 に合わせて,デ ータ量 の増大によってそれ程有

用 性が落ちない とい う努力 もなされ ている。

4・5・3具 体 的 なDBMSの 現 状

〔1〕 概 観

現在開発中あ るいは市販 され ているDBMSに は,コ ンピュータ ・メーカ製の もの と,ソ フ トウェ

ア会社製の二つの ものに分類 され る。前者に属す るもの として,GIS,UNINS(Univac

InformationManagementSystem;UNIVAC),IDS,UL/1,FORTE

(Burroughs),TDMS,MARS(CDC)な どがあ る。後者 には,MARK→V,DM-1,ISL-

1(InformationSystemsIＬeasing,COGENTll(ComputerScience),

SCORH(ProgrammingMethods),AEGIS(Programmatics),AS‥ST

(ApplicationsSoftwareInc.)tINFORMS(GeneralAnalytics)な ど

がある。 これらの システムのかな りの ものが開発 中,あ るいは実験的運用中とい った段階であ る。

ソフ トウェア価格 としては,1～10万 ドル程度であ り,使 用計算機はIBM560/50程 度 以上の

レベルのもの,二 次記憶媒体としては磁 気デ ィスクを必要としている。操作モー ドも会話形式 ,コ ン

パ イル形式な どがある。システ ム記述 に用 いた言語は多 くのものがアセ ンブラ言語 で あるが,そ の一 .

部 をFORTRANな どの高級言語 を用いた ものである。データ構造は,有 限 レベルの階層構造をシー

ケンシ ャル,イ ンデ ックス ・シー ケンシャル ・アクセス法 でもって体現 しているものが多い。 データ

情報の保護機能は,フ ァイルを単位 として行な うもの,グ ル ーカ ア イテムを単位と して行な うもの
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などがある。保 護の種類は,検 索,変 更 追加などがあ り,利 用者 が保護 キーをあらか じめセ ットし

てお く方法や,保 護条件が発生 した時 に合言葉 をたずねさせる方法がある。

以下では,上 掲 のDBMSの うち代表的*)で あ るIDS,TDMSに つ いて,そ れぞれの特 徴を述べ

る。

〔2〕IDS(IntegratedDataStore)

概 要1963年 に最初 につ くられ,現 在 では バ ッチでもオンラインでも使用できる。ホス ト言

語 としては,COBOLを は じめ計算機 によってはFORTRAN,ア セ ンブラが ある。・・一 ドウェァは

CPUと してGE625/655,425/435,225/235,二 次記憶 として磁気デ ィスク,ド ラムな

どである。

言 語 データ構造の定義は非手順文でなされ るが,基 本的には手順 ホス ト言語 と組入 れられ る手

順言語である。形式はCOBOLの ス トリング形式 であ る。 利用者は 自己の応用 目的に最 も適 したデ

ータ ・ペースを作成し
,所 要の機能をもたせ うる。 した がって,直 接IDSプFグ ラムを書 く人間は

デー タ構造 についての正確な知識が必要であ り,セ ルフコンテ ィン ト㌔ システ ムの利用者 レベル より

低 い。 言語機能 としては,RETRIEVE,STORE,UPDATE,D肌ETEな どの コマンドがあ り,

NEXT,PRIOR,MASTERな どのチ ・インをたどる制御語が ある。データの保護は01レ ーv・**)

の定 義中にAUTHORITY指 定 で保護?一 を与え ることができるが,検 索にたいしては効力をもたな

いo

デ ータ構造 グル ープ間の階層関係あ るいはネ ッ トワーク(network)関 係 をIDS言 語 で 定

義する ことがで き,蹄 のDBMSの 中 で}雌 一のグ ラ。構 造***〕 ・捉 るシステムである。

階層関係をマス タ(master)・ グ ル ープ,デ ィテ イル(derail)・ グ ル ープ,横 の関係をチ

ェイ ン(chain)と い う言葉で表 わす。階層は何段でも許 され,同 じデ ィテイルを複数 のマズタで

共有す ることもで きる。

記憶構造は データ構造 と独立 にページ ・イメージで構成 され,ペ ージ番号 とそのページ内の相対番

地 でもってデータのア クセスがなされ る。使用者はPLACENEARに よ って,あ るグループがそれ

の属 してい るマスターグルー プの近 くに物理的 に蓄積 され るよう指示できる。

問題点 言語 レベル的に低い点,リ ス トであることによる領域効率の悪いこと,リ ス トをた どる索

引効率****)が デ ー糧 砒 例して悪 くなることな どが短所 としてあげられ よ う。

●

吟

i

▲

*)IDSは ホ ス ト言語 システムとして,GISは 既存のOSフ ァイル管理 機能を拡張するとい う基本

的な一つの流 れを代表する もの として,ま たTDMSはTSSを 基盤 にしたインパーテ ィド・ファイル

構造 をもつ特異 な存在 としてそれぞれを取上げた。いずれも,現 在一応 使用 できるシステムである。

**)COBOLのDataDivisionの01レ ベ ル。

***)サ イクルを含む有向グラフは制限事項 とな っている。

****)領 域 索引効率 については,ペ ー ジ化 し主記憶 内処理をすること,さ らに定められたキー・

ア イテムについては直接アクセスすることができる工夫がなされてい る。
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〔5〕TDMS(Time-sharedDataManagementSystem)〔8〕

概 要SDC(SystemDevelopment)に よってQ-32計 算 機によるTSSで あ る

LUCIDを もとにしてデーータ ・ベース管理用に開発 された ものであ る。現在はCDMS(Commercial

DMS)と 名前を変えて,IBM560/50以 上 の計算機 で使用で きる。GE655,UNIVAC1108

につ いても開発が進められている。 システム ・プログ ラムはそのほ とん どがJOVIALで 記述 され,

1割 程度 がアセ ンブ ラで記述 されてい る。

言 語 利用者向きの非手順言語 で,そ の形式 も自由形式 で主 として コマン ドの後に目的語 や修飾

語がつづ くよ うにな っている。言語 仕様的には単純な割に優れた高級 な機能 をもち,イ ンタプリタ方

式 である。*)『 グル ー プの検索には条件式 を含 んだWHEREス テ ー トメ ン トが用い られ,デ ータは

DESCRIBE,SHOW,PRINTな どによって抽出される。 その他 ソー ト,編 集,演 算 報告機

能を もつコマン ドが用意 されてい る。更新に関 しては,ADD,REMOVEな どがあ り,保 守用に'

COPYとCLEAN-UPが あ る。 これ らの機能は,標 準 的報告を構成 ・作表するCOMPOSE機 能

とデータ ・ベ ースから特定の事象や集計結果を求め るQUERY機 能 に分類 されてい る。機 密保護 にっ

いてはTDMSー で は扱 っていないが,CDMSで は フ ァイルを単位 として,検 索,追 加についての保i護

が可能である。".

デ ータ構造DEFINE操 作 でアイテム ・グループの記述を与 えて階層構造を定義す る。 使用者の

関与で きない内部構造と してインバーテ ィドなク ロス ・インデ ックス構 造を もち,-索 引効率を速め て

いる。利用者 の定義したア イテムの定義表 その各要素について共通の属性をもつデータの集合表な

どがシス テムの有 する ファイルとして存在 し,デ ータの更新な どに際 してシステ ムに よらて 自動的 に

それらの内容 ・構造 も更新 される。 したが って,索 引速度は速 いが,新 製,更 新,追 加な どの処理速

度は非常 に遅 い。

問題点 機密保護機能に乏しい,特 殊 なOSを 用 い ている(ソ フ トウェア として非常・に大 きく,最

低256Kbyteを 必要 とする),更 新 な どの効率が悪い**)な どの短所があ る。

〔4〕GIS(GeneralizedInformationSystem)〔12)

概 要 バ ッチ処理用 のBasicGISと 単 にGISと 呼 ばれ るオンライン処理 用 とがあ る。

マニ ュアル等は完備しているが現在の ところは,あ まり実用化 され てないようである。'

IBMのOS/560の 標 準記憶構造 を用いているので,GISで 作成 されたデータ ・ベ ースは互換性

がある。BasicGISは,128Kbyte以 上を もつ360/40,.GISは512Kbyte以 上 をも

つ550/50以 上 の計算機 で使用 できる。システ ム記述 はア センブ ラである。

言 語 ス トリング形式 でデータ構造の定義はデ ータ記述言語(DDL1)に よ って,フ ァイルの検

索 ・更新 などの操作は レベルの高い手順言語であたえ られ る。 データを取 りだ し,印 字 または一時フ

*).会 話 モー ドの利用者 に対 して,広 汎 なエラー検 出,訂 正機能があ り,MOREコ マ ン ドによつて

システムに質問す ることができる。

**)時 間 を要 する更新,追 加などはバ ッチ ・モー ドで処理できる。
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アイルに記録するQUERY,複 数 個のマス タ ・ファイルの内容を複数個の ソース ・フ ァイルをひとつ

のソース ・フ ァイルによって更新す るUPDATE,新 し くマス タ ・ファイルを作成 するCREATE

の他,SORT,EDIT,な どがある。位置 ぎめecGa,LOCATE,WHEN,EXHAUSTな るコマン

ドがある。ユーテ ィリテ ィ機能 として,他 の手順を保存,修 正あるいは呼び 出しなどを行な う機能が

ある。機密保護は フ ァイル,ア イテムを単位 として,検 索,変 更に関する保護が可能である。保護キ

ーは
,使 用者 ごとに機密テーブル中におかれ,利 用者はSECに よ ってキーを指定 して,使 用可能に

なる。

デー タ構造OS/560の デ ー タ管理 システムの有するSAM,ISAMな どの機能を用いているの

で,そ うした記憶構造 に適合 したデータ構造 がとられている。 グループ ・レベルで階層構造が16ま

.*〉θ(
repeatedgroupe)が 許 され る。データの共で,最 下位グループにのみ繰返 しグルーフ

有は許 されない。基本要素のファイルは,OSの フ ァイルの単位 に対応 し,各 マスタ ・グル ープに属

す る全 てのグルー プが物理 レコー ドに上位から下位への階層順 に入れられ,1対1に 対応してい る。

問題点 複雑なデータ構造は取 り扱えないし,記 憶構造上,索 引効率 もあまりよい とは考えられな

い。高度 の手順処理が可能で言語機能 も高級 であるが,処 理速度 など有用性 の点では疑問がある。

4.5.4DBMSの 問 題 点 と展 望

組織 体の管理情報は増大の一途をた どってい、る。 それを効率的 に管理 し,所 要の情報 のみ をとり出

すDBMSは,現 状 では まだ応用サ イドからの要請 に十分応 えているとはいえない。 その点で,現 在

は1950年 代後期の言語の状況に似てい る。何種類 もの言語 が生まれ陶汰され現在に至 った過程を

DBMSも 歩むであろ う。 〔4〕

技術的課題 として検索効率の向上,シ ステムの信頼性 の問題がある。前者については,有 効なデー

タ構造の検討は勿論,二 次記憶媒体な どのハー ドウェアのあ り方 に関 して も議論されねばならない。

光学的記憶装置な ど新 しい記憶装置の開発 によって,ア クセスの高速化,大 容量化,低 コス ト化がは

か られ,そ れに よってDBMS設 計 方法は大 巾に異な ったものになるだろ う。 また,フ ァイル処理を

目的 とした特殊 目的 コンピュータによって,従 来 ソフ トウェアで処理 していた機能 をハー ド化し,高

速の検索が可能 となるだろ う。

信頼性の問題は,現 在TSSの 普 及を妨 げている最大の要因 ともなってい るものであ り,機 密の保

護のみではな く,情 報のバ ックア ップに関しても周到な配慮が はらわれねばならない。システムの可

用性,ハ ー ドウ ェアな どに よるシステ ム ・ダウン時の制御の回復 の問題 も当然のことながら重要であ

り,DBMSの 実 用 普及化の過程 でぶつかる壁の一つである。

T.W.0川e〔4〕 は○ 今後少な く見積 って10～15の ホス ト言語 システ ムと100程 度 のセル

*)GISで はfieldと 呼 ばれ,グ ループに対応す るものは,segmentと 呼 ばれる。

**)同 じ形式のア イテムの集合を同 じ記述を探さな くて定義 できる機能。

***)特 徴 の一つは,デ ータ構造に策を用いず正統なや り方 をとりバ ッチ処理 のデ ータ管理機能 を

拡張 し,高 度 の言語機能 による有用性を意図している点 である。
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フコンテ ィン ト㌔ システムが商用化されると予測 している。 ソフ トウェアの大きさからい っても,言

語 プ ロセ ッサよ り1桁 位 大きいので,今 後数年はなおさまざまなシステムが割拠しDBMSの 底 辺を

拡げて行 くものと見 られる。言語炉歩んできた よ うに,用 語やその概念の標準化,プ ロセ ッサ内部の

形 式 化 が い ず れ 重 要 な 課 題 と な る で あ ろ う。CODASYLの ア プ ロ ーチ は そ の 一 つ の あ らわ れ で あ る

が,そ れ で 全 て が 解 決 さ れ え な い と見 ら れ る 。

こ こ 数 年 は,IDS,GIS,TDMSの 三 つ の 流 れ が 主 流 とな る と思 わ れ る が,特 にGISは デ ー タ

量 の 増 大 に 現 在 の 方 針 で ど こ まで 汎 用 性 を満 足 しつ つ もち こ た え る か は 疑 問 で あ る。
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4・4会 話 形 シ ス テ ム

会話形 システ ムの代表例は,座 席予約 システム,あ るいはTSSな どであ り,オ ンライン ・システ

ムの主流 である。会話形 システムの特徴は
,コ ンピュータに素人のオペ レータが コンピュ一夕 ・シス

テムと会話 しつつ仕事を進めることであ る。プロのオペ レータが コンピュータ ・システムと会話す る

バ ッチ ・システ ムは,会 話 システムとは よばない。

4i4・1シ ス テ ム と の会 話 形 態

〔1〕1956年 以 前

OSの 原形の 出現は1956年 頃 である。㎝(GeneralMotors)とNAA(North

AmericanAircraft)がIBM704用 に開発 した。1956年 以 前のプログ ラム作成者はコ

ンピュータ使用者を兼ねてお り,プ ログラマとオ ペ レータの分離分業はなか った
。 プログラマは,コ

ンピュータ ・システムの全てを熟知 しなければならず
,コ ンピュー タ・システ ムに取 り付けられたパ

ネルのス イ ッチ,ラ イ トを直接操作 して,プ ログラムの実行 デバ ッグを行な っていた。 こうした操

作が,コ ンピュータ ・システムとシステム使用者 との主要な会話手段,意 志疎通手段であった。

会話 に身ぶ り手ぶ りが利用され 言語 の用いられない時代である。

会話におけ るこうした操作の繁雑 さ非能率性が後のバ ッチ式OSを 生 み出した。 しか し,こ の時代

のプ ログラマは コンピュー タ ・システムの全ての資源を 自己の ものとして 自由に直接使用できた
。

プログ ラマがコンピュータを占有 していた時代で後に会話形 システムとしてこれが復活す る
。

〔2〕 バ ッチ式OS

1956年 以 後,パ ッチ式OSの 原形が出現す ると,プ ロ グラム作成者 と コンピュータ使用者の分
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業がはじまる。プログラマとオペ レータの出現である。 こ うした分業は,プ ログ ラマを コンピュータ。

システムか ら時間的空間的に引き離すこととして作用す る。 プログラマの側 からの コン ピュータ ・シ

ステ ムは,暗 箱 の闇に埋 も礼 じかに触れ,じ かに会話する機会は極度に減少 した。 このプ ログ ラマ

とコンピュータ ・システ ムの時間的空間的距離 の拡大は,プ ログラマが プログ ラムの実行結果を得 る

までの時間の拡大としてそのまま作用した。このことがデバ ッグの困難 さとして表面化 し,会 話形 シ

ステムの開発を 促す ことになった。

〔5〕 会話形 システムの成立

会話形 システムは,プ ログ ラマと コン ピュータ・システム間の時間的空間的距離を短縮 した。

同時に多数の使用者の要求をさば く必要 からシステムの構造は一段 と複雑化 した。 その複雑 さは,主

としてソフ トウェアの構造にその まま投影 され,ソ フ トウェアは解決すべ きさまざまな問題を包含す

るにいたる。

会話形 システムにおけ る会話は"言 語"を 用い て行なわれ る。会話形言語 の誕生である。会話形言

語は,会 話形 システ ムの重 要な問題 として,ク ローズ ア ップ された。

4・4・2会 話 形 シ ス テ ム 技 術

会話形 システム技術 の基本は,ハ ー ドウェア,ソ フ トウェアの双方が一定 の成熟段階に達 しては じ

めて確立 した。 ハー ドウェア側 では,割 込み機構 とプログ ラムの保護機構が重要であ る。

会話形 システムを形成す るソフ トウェアの中核は,借1脚 プログ ラムな どとよばれるが,制 御 プログ

ラムは,割 込み処理を核 にして構造化 されてい る。割込み機構 により,シ ステ ム制御の機会が与えら

れる。特に計時装置からの割込み信号は,時 分割技術の基礎 を与 える。また入 出力制御装置 からの割

込み信号は,多 重 プログ ラム技術 に吸収 され る。

制御 プログ ラムは,プ ロセス,タ スクな どとよばれる単位 を制御の対象 とする。制御の目的は,限

定された コンピュータ ・システムのもつ資源をい かに多重化 して多数の人に使用 させるかにある。

プロセス制御 は,CPUの 多重化技術 として「応確立 してい る。 プロセス相互は,互 に独立 した実体

で,実 行す るプ ログ ラムは同一であ っても,プ ロセスは異な るこ とがある。 プログラムを制御す るの

でな く,プ ロセスを制御 すること℃CPUの 多重化技 術が単純化 した。プ ロセスの導入 によ り,多

重 プロセ ッサ ・システムを単一 プロセッサ ・システ ムの延長 として自然 にとらえることも可能とな っ

た。

その他 メモ リの多重化があるが,こ れは空間分割技術である。 プログ ラムの二 次記憶装置,主 記憶

装置間の転送の問題 を含む。swapin/out,ま たは ーrollin/outな ど とよばれ ているも

ので ある。 これらは,ソ フ トウェアで管理されてお り,ど の プログラムをswapoutす るか を決

定す る効率的なアルゴ リズムの発見が重要 となる。会話の応答時間として直接 きいて くるか らである。

バ ッチ式OSで 行なわれていた多重 プログ ラミング技術 も,会 話形システ ム'にそのまま生かされる。

会話形 システムの主体の一つは人間である。 これは まことに反応速度がにぶい。会話形 システムは人

にメ ッセージを打ち出し,人 からの応答 を待 つ場面が多い。 この待 ち時間を有効 に利用するために,

多重 プログラ ミング技術が使われる。 この技術は,具 体的には,プ ロセス制御技術と して吸収 されて

一71一



いるものだが,コ ンピュータ ・システムの使用効率を著 し く向上 させる
。

時分割技術の典型はTSSで あ る。 プロセスの実行がquantum消 費 に より強制的に打ち切 られ

るタイム ・ス ライスによるスケジュー リング技術 であ る。時分割ス ケジュー リング方式 として応答時

間を短縮するため の種々のアル ゴリズムが考案 され分析 されている。 ラウンド・ロビン,コ ルパー ト

・アルゴ リズムな どである
。現実には,会 話形システムの特性に大きな影響を及ぼす ファク ターとし

て,ス ケ シュー リング ・アルゴ リズム以上 に,入 出力装置の動作速度な どが関係 してお り
,ス ケジュ

ー リング ・アル ゴ リズムの解析結果が
,そ の まま利用 できる段階にない。 また,ア ル ゴリズムが高度

化す るにつれ,こ れ を実現す るソフ トウェアが複雑化するので,最 も単純 なラウンド・ロビン方式が

多 くのシステムで採用 されている。

情報の共同利用の視点 からフ ァイル ・システムは,MULTICS流 の 木構造 として管理されている

例が多い。木構造は構造の柔軟性 および情報の個別化共有化に優れてい る。 しかし,デ ータ ・ペー

ス にみ られ るハ ッシュ表 による管理,LEAPの 手法が注 目される
。

会話形 シス テム技術 の基礎 として,空 間 分割,時 分割,多 重 プログラ ミ ングがあ り,こ れは通常ソ

フ トウ ェアで実現されているが,複 雑化の傾向 とともに ソフ トで実現す る場合のオーバ ・ヘ ッドが問

題 化 して くる。 これ らをハー ドウェア化する動きもある。会話形システムの問題点がかな り明確化 し

た現在,こ の種 のアプ ローチは我が国で も積極的に実験 してみ る必要があるだろ う。

4・4・3会 話 形 言 語

入間の心理の深層 にある専用 コンピュータの イメー ジを実現した ものが会話形システムである。

これは,バ ッチ 。システ ムにおけるプ ログラマとコン ピュータ ・システ ムの時間的空間的距離の拡大

に対する反動 として生 まれた。プ ログラマは 会話形 システ ムの誕生によ り
,コ ンピュータ ・システム

と直接対話できることにな った。

これは1956年 以 前の コン ピュータ使用形態に近いともいえる鵡 会話形システム では コンピュ

ータ ・システムとの対話に
,言 語 が使 用 される点に,シ ステム としての,あ るいは コンピュ ータ・シ

ステ ム技術の大 きな進歩のあ とをみることができる。言語の使用が,人 類の歴史を書 き変えたと同様,

会話形 システムはコンピュータ ・システムの歴史に新たなペー ジを きりひらいた。

言語 の使用により,コ ンピュータ ・システムの使用形態は多様化 し,拡 大した。会話形言語は
,人

間 一 蹴 系の新たな形態を作 りだし戸 ン
/ピ・一夕が・は じめて実用的意味で燗 の思考を醐 す

る強力な道具と して社会に登場す ることにな る。

コンピュータ 。システムとの会話 には コンピュー タに対する制御指令
,フ ァイルの保守,編 集 など

があ る。プログ ラミング言語の分野 にも会話形 システムの特徴を生かした会話形言語 プロセ ッサが登

場す るこ とにな る。

〔1〕 コマン ドE語

会話形 システムは,プ ログラマとオペレータを一体化する方向に作用す る。 したが って,TSS利

用者や現場 の人間な ど,い わば素人のオペ レータが システ ムに接触す ることになり,コ マン ド言語の

問題 がク ローズ ア ップされた。
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コマン ド言語は,シ ステム使用者が,コ ンピュータ ・システムに対 して制御指令 を与 えるためのも

ので,シ ステムの もつ資源(フ ァイル,メ モ リ,CPUな ど)の 管理,保 守や,プ ログラムの実行

停 止指令が含 まれ る。

コマ ンド言語の形式 として,自 然言語に近い ものを採用す る方向がある。特 にIRに この傾向が強

い。 これと対照的 に,極 力,言 語を簡潔化す る方向もある。会話 に慣れ るにしたがい,端 末装置操作

の繁雑 さか らのがれる意味 からもこの傾向が強 まる。また,コ ンピュータ ・システムからの メッセー

ジにも冗長度をはぶいた簡潔明瞭な ものが望 まれる。コマンド言語 には,こ れら入間 の多様性,多 趣味

性が,複 雑 に屈折 して投影 される。

慣れの.程度に応 じて コマン ド言語 にレベルを設けること,あ るいはHELPコ マン ドと称 し,シ ス

テム使用法 に熟達 していない人 に使用法を順次説明す る入 口を設けてい るもの もある。

日本語 を用いた コマン ド言語 もある。 日本語 コマン ドは もうひとつ使用者 に しっくりしない面があ

るように思え る。 日本語 コマン ドにカナ文字が使用されているためか もしれない。日本語 コボルの広

く普及 しなか った理 由をも う一度 考えてみ る必要があるだろ う。

コンピュータ使用者の端末での一連の操作の流れ1㍉ コマン ド言語のチェインで ある
。 コマ ンド言

べ 　

語 のチ ェインを詳細に観察す ると,チ ェインの各部に規則的パ ターンの存在を発見 できることがある。

その場合,そ のパターンを切 り出 し,そ のパ ターン全体 を一つの コマン ドとして新 たな コマンド名を

与える,コ マ ン ド言語のマクロ化を許すシステムがある。我 が国 ではETSSで は じめ て採用 され

.
,複合 コマン ドとよばれていた。一つの複合 コマン ドは,複 数個 の基本 コマ ンドの順序化 された集合 よ

りなる。この種のアプ ローチの有用性は明 らかで,コ ンピュータ操作の自動化 の方向 として優れてい'

る。

〔2〕 会 話形言語 プロセ ッサ

TSSで は 利用者の作成 した プログラムが実行で きる。 一つは従来同様 プログラムをファイル上

に作成 してから コンパイルを指示するコマン ドを 出し,つ ぎに コンパイル結果 の実行を指示するもの

である。 この場合 バ ッチ式の延長 として,コ ンパイラの構造はさほ ど変 らない。

これにたい し,プ ログ ラムを作 る過程に言語 プ ロセッサを関与 させ,文 法的誤 りな どを直ちに知ら

せ る方式がある。 これが会話形言語 プロセ ッサであ り,FORT㎜ をペースにした ものな ど多数開

・発 されている
。

会話形言語 プロセ ッサの構造は,イ ンタプ リタのそれに近 くな り,パ ッチ式 の言語処理プ ログ ラム

の構造の延長上にない。 したが って会話形言語 プロセ ッサ開発上に多 くの問題 が存在す る
。

インタ プ リ タ方式の利点は,プ ログラム作成者に即座に プログラムの誤 りを指摘 できることであ

る。 しか し,プ ログラムの修正 にともな うプ ロセ ッサ側での処理の問題 ,す なわち,言 語 プ ロセ ッサ

の状態を どこまでもどし,あ るいは どこにセ ットして ,以 後の処理を続行した らよいかが問題 化す る。

これ らは・会話形言語 プ ロセ ッサ固有の問題であ り今後研究の余地 が残 され ている。

〔5〕 ファイルの編集 と対話

ファイルの共同利用とフ ァイルの編集(フ ァイルの作成
,追 加,削 除,修 正)が 会話的に行なえる

一75一



ことは,会 話形システムの大きな魅力である。 ファイルの修正 は,プ ログ ラムの修正な ど広 く利用さ

れ る機能である。 ファイルに含 まれ る個別情報(た とえば,プ ログ ラムの1ス テー トメント)に 背番

号(ラ インナンバー)を 付け,こ れをたよりにして必要情報を取 り出す方式 と,文 脈,内 容あるいま

あ る条件 を指定 してそれ に合致 した ものを 自動的に取 り出す方式がある。 後者は,Context

。rientedな 検 索方式 で,前 者に比べて高級 である。

フ ァイルの編集は,高 度 の会話形 システムに必須であ り,そ の実用面 での効果 も大 きい。編集ルー

チ ンは,フ ァイルの構 造 と密着 した関係にある。 フ ァイルの構造 あるいはフ ァイルの操作法は,フ

ァイルの編集法 に大きな制約を課 すことにもな る。 ファイルの編集ルーチ ン作成者は,フ ァイルの構

造管理方法を熟知し,フ ァイルシステム作成者 と一 体化 して開発にあたることが望 ましい。

4・4・4入 出 力 形 式 の 問 題

現在の端末装置は タイプライタが主体であ り,対 話法 も,端 末装置 の もつ限界が大きな壁 となる。

タ イプライタの低速性は,文 字表示装置で補えるが,回 線速度,ハ ードコピー,限 定された表示情報

の問題が発生する。

これとは別に,コ ンピュータ ・システムからの出力形式の問題がある。 プログラムがエラーでス ト

ップした時,コ アダンプが くど くど出力されるのではたまらない。 出力情報を,人 間の直感に強く訴

える形式 にして出力す る必要がある。 プログ ラムにデバ ッグは つきものであるだけ に,こ うした方面

への会話形 システムの ソフ トウェア的配慮は,そ のシステムを使い良いものにする。この ことは,計

算結果を単 なる数値の羅列 として出力せず,グ ラフ化 図表化 して出力する 方向である。

複雑 な系のシ ミュレー ションに よる解析作業を容易化する ものとして,グ ラフ ィック ・デ ィスプレ

イ装置が有望 である。シ ミュ レー シ ョンの進行が刻 々図表 グラフ化 されて出力 される ことは,系 の特

性を把握するのに強力な補助作用 として働 く。 それには,こ うしたソ フ トウェア ・パ ッケージが容易

に開発し得 るOS環 境,サ ポー トが 必要となる。特 にデータ構造の操作は重要な ソフ トウェア技術 と

なる。

4・4・5そ の 他

信頼性をあげる技術は会話 形シス テムで重要な ものである。会話形 システムは,情 報を常時 ファイ

ルに保管 してお くので,フ ァイルに関する信頼性が重要視 される。これが会話形 システムのハー ドウ

ェアに高信頼性 が要求され る理 由であ る。 しか し,事 故に弥 ・システムを ソフ トウェア的に も組み上

げる必要がある。特 に二次記憶装置上データの更新手順は,更 新作 業の実行中に事故な どのため,そ

の一連 の手順を完全 に実行 しないまま終了する可能性を考慮せねばな らな い。 こ うした場 合,中 断に

よる悪影響 を最少限に抑 え る更新 手順 を選択せねばならない。 これらは,フ ァイルのダンプ,リ ロー

ドと合わせて,信 頼性をあげ る。

会話形 システムは,大 規模,高 度化 広域化 している。特に ソフ トウェアの開発は大きな問題 とな

ってい る。これらにっいては 他の章 で議論 されている。
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4・5オ ン ライ ン ・ア プ リケ ー シ ョン ・パ ッケ ー ジ

コンピュータ ・システムが多数のオンライン端末を時分割 でサー ビスするタ イム ・シェア リング方

式に より広 く利用者 に開放 されることになると,TSS利 用 のためのア プリケーシaン ・プ ログ ラム

の充実が必要 になる。

ここでは,特 定 の目的のためにつ くられたオ ンライ ン・システム ー た.とえぽ,バ ンキ ング ・シス

テム,座 席予約システムなど 一 におけ る応用プ ログラムではな く,広 く多目的 に利用 される計算サ

ー ビス
,デ ータ処理サ ービス におけ る応用プ ログ ラムについて考える。

多数の端末利用者 にサー ビスす る汎用TSSで は,利 用者は次の二通 りの コンピュータ利用をす

ることになる。

㈲TSS言 語 を用いて,自 分のプ ログ ラムを作成 しなが ら,問 題 の解を得 る方式。

(ll)シ ス テムに準備 された応用 プログ ラムを利用し,必 要な メッセー ジ,デ ータを入力 して解 を得

る方式。会話形に,シ ステムからの問いに答える方式 を含む。

本 節でのアプリクーシ ョン ・パ ッケ ージについての考察は,後 者のために準備 されるべ きプログラ

ムを意味 していることになる。

(珊の方式 においては,端 末利用者 にとっては,コ ンピュータ ・システム全体が どのよ うに運用 され,

動作 してい るか とい うことよりも,な にを入 力すれば なにが得 られるか,と い うことだけが関心事と

な る。 したが って,ア プリケーシ ョン ・プ ログ ラムの充実こそが,コ ンピュータを広 く利用者に開放

す る強力な手段 となる。

アメ リカでは,現 在端末利用者 にタイム ・シ ェア リング ・サー ビスをする計算 センターが多数存在

してい る。センターには,1台 あ るいは数台のTSS用 コ ンピュータがおかれ,容 易に回線 との接続

が できる各種 の端末を もって加入者 を勧誘してい る。 そのとき,自 社の保有す るア プリケーシ ョン ・

パ ッケ ージ,す なわち,な にができるか とい うことが大きなポイン トとなる。

もとより,利 用者 の問題のブレーク ・ダウン℃ ・顧客固有のシステムの開発のためのエ ンジニア リ

ング ・サポー トも行な うが,そ れら も保有のパ ッケー ジがTSS用 の ソ フトウェアを母 体としている

ことはい うまでもない。

これらのTSSサ ー ビス会社は,TSS利 用 での価値/性 能比の良い適性規模の －TSSで は 必

ず しも大形機 でな くてはな らない とい うことはない 一 コンビ=一 夕を設置し,加 入者 に対する独 自

の課金方式をとり,ア プ リケーシ ョン・パ ッケージの ユニークネス とで企業 として成立させてい る。

それでは,こ れらの会社で,ど のよ うな アプ リケー ション・パ ッケージが用意 されているかを,ア

メリカの各種計算センターの例でながめてみる。

これ らのパ ッケージ の中には,古 くからのパ ッチ処理用のアプ リケーシ ョン ・プログラムをTSS

用 に書き直した ものも少な くないが,TSS利 用 を前提 として新 しく開発 され,patentpend-

ing,Copywriteinprocessと うた っているものもあり,内 容によって使用料,あ る

いは価格を異 にしてい る。

各センタづ 応用 プログラム リス トには'そ れぞれ固 有のシ ンボルネニムがつ肪 れ てい るカ㍉ 内
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容を分類 してみ ると次のよ うになる。

CtV技 術計算用FORTRANSUBROUTINEの 域 を でない もの。

フー リエ解析,行 列計算 回帰分析な ど。

(B)従 来 のアプ リケーシ ョン ・パ ッケ ージのTSS利 用版。

LP,PERT,CPM,

BLOOKDIAGRAMSIMULATORな ど。

(C)問 題 向アプ リケーシ ョン ・パ ッケー ジ

o自 動制御系の設計計算(BodeAnalysis ,NychistDiagram,RootLocus

な ど)

o

O

o

o

o

◎,

o

o

Filter設 計

電気回路 の設計(諸 特性解析)

構造設計(土 木 建築設計,解 析)

幾何図形 面積計寛 測量 データ処理

化学 プロセス シ ミュレーシ ョン

プラン ト効率計算

通信網設計Trade-off

配 線 設 計 な ど。

⑪ 教育用 プログ ラム

O会 話形医療診断 プログラム(医 学生教育用)

oBussinessGame

(D事 務 データ処理

oな ど。

この ようにしてみる と,現 状では,従 来の応用 プログ ラムのパ ッケージ化 ないしは,会 話形 に拡張

した ものが 目だつ。 しかし,Trade-offAnalysis,自 動設計,教 育用会話形システムなど

に新 しい方向を見つけだすことができ よう。

将来の方向 として,TSS利 用を前提 とした,ユ ニークなアプ リケーション ・パ ッケージが まだま
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O各 種金利計算

O各 種 予 測

O税 務 計 算

O医 療 費 計 算

o情 報 検 索

O在 庫 記 録 な ど。

働 そ の 他

O曲 線平滑,プ ロッ ト

oGraphicoutputroutine

各種DemOnstration用 パ ッケージ

'
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だ開発されるもの と思われる。応用 プログラムの存 在意義 と価値が,広 く利用者に コンピュータが開

放 されるTSSに おい て,は じめて問われる時点に きてい るといえ る。

コンピュータ諸技術の発展は アプリケーシ ョンには じまって,ア プリケーションに終 るもの と思わ

れる。利用者 にとって,コ ンピュータは どの ように動作す るか とい うことでは なく,な にができるか

とい うことだけが問題である。各種 の専用目的のオンライン ・システ ムの開発が今後もます ます増大

してい くであろ うが,一 方で,種 々のアプ リケーシ ョン ・パ ッケー ジを備 えた,多 目的 データ処理サ

ービスが行なわれるであろ う
。

現在のいわゆ る計算業務 を主 とする諸種のパ ッケー ジ化は もとより,医 療,教 育等の分野で利用価

値のあるプログ ラム ・パ ッケージが開発され てい くであろ う。 また,ほ ぼ確 立している科学技術計算,

設計計算 とい うような ものよりは,ビ ジネス ・デー タ処理の分野で,大 きな発展 がみられるものと思

われる。

●
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5.通 信 網

5・1通 信 網 の 役 割

昨年9月16日,郵 政省が専用回線のみな らず加入電話回線を も民 間の デー タ通信に開放す ると発

表 した ことは,情 報化の進展に対応す る通信政策の歴史的転換である と評価され ている。デー タ通信

は コン ピュー タと通信回線の結合,す なわち情報 を遠隔地に即時に 伝 達 す る電気通 信技術と,驚 異

的なス ピー ドで情報を処理,加 工 ・蓄積する情報処理技術の結合 によって,人 間対機械あるいは機械

対機械の情報の伝達 ・処理を時間と空間を超越 して行なうものである。こ こで通信網は"情 報 を伝送

し,利 用で きる ように してくれる重要な 鎖"と して,き わめて重要な役割を果す ものであ る。

わが国で 自分の通信 網をかかえているのは,電 電公社のほか に国鉄,電 力会社 などがあるが,通 信

網を所有 しない一般の ものが データ通信あるいは データ伝送 を行な うには,電 電公社の通信網を利用

す るのが最 も経 済的である。電気通信の分野では過去100年 の 間に電報網,加 入電信網,お よび全

国 自動即時電話網を作 りあげてきた。 これ らの通信網はそれぞれの通信の要 望に合致する よう長い経

験の 蓄積に よって現在に至 った もの で,こ れまでのところ通信の普及度か らい って電話が主 流を 占め

てお り,当 面はデータ通信に も電話用通信網を利用するの が最 も便利 といえる。 しか し,今 後はさら'

に画像通信,デ ータ通信の需要がますます増大する傾向に あり,こ れ ら新 しい通信の要求条件に合致

する よう通信網の形成をはかる ことが必要 となろ う。これ ら新 しい通信は在来の ものと著 しく異な っ

た要求が あって,恐 らくは今後10年 間の電気通信は過去100年 間 に経験 しなか った著 しい変遷を

とげ ることになるであろ う。

5.1.1電 話 網 の 発 展

1890年 に国内で電話のサ ービスを始め て以来,交 換手に よる待時式の交換か ら次第に ダイヤル

に よる自動即時交換 に変わり,接 続範囲 も拡大の一－tsをた どり,そ の発展の年譜は大要第51.1図1)

にみ るとteり で ある。特に戦後の技術革新に支え られた進歩の あとは著 しく,昭 和28年 に始ま った.

あいつ ぐ'5カ 年計画によって,戦 後わずか56万 で あ った電話加入数が現在では1300万 を 超え,

市外接続 でもその89%以 上が既に ダイヤル即時接続 とな ってい る。一方1956年 に 始め られ た加

入電信 も国内,国 際 系とも急速 な伸びを示 しており,現 在では加入数55,000に 及ん でいる。電信,

電話 を主とした電気通信設備は固定資産額で2兆 円を超え,市 外回線数は60万,総 延長 で4800

万㎞ を超えてお り,電 話局数 も5000に 及ん でし(る。 もちろん この ような設備は一部専用電話,フ .

アクシ ミリ等多角的 に利用され ている。
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電気通信を用いた電話系への要求は大まかにいって二つある。すなわち,① 通信範囲の拡大,② 即

時性への要求がそれである。通話範囲の拡大は,技 術的にθ信号の伝達可能距離の増大,㈲ 安価な通

信回線の提供,0)相 手選択範囲の拡大が必要となる。音声信号は4kHz帯 域の周波数店分で足りる

ととか ら,伝 送路の多重化により上記⑦ω に対処してきた。一一方,相 手選択範囲の拡大には,単 位ス

イッチを基本とした交換機の多数接続によってきたが,技 術進歩に伴ない,ス イッチは多段,制 御は

集中とい う共通制御交換機を活用するようになってきた。

②の即時性は通話本来の要求でもあるが,即 時接続のためには待時に比べ大量の回線を要する。 し

たがって即時化は回績コス トの安い市内地域より始まり,市 外即時は多重化による回線コス トの低下

とともに逐次可能 となってきた。

5・1・2交 換 方 式 の発 達1)2)

全国各地の電話局をみると,XB(ク ロスバ)交 換機をはじめとして,A形,H形,共 電式,磁 石

式等各種方式があるが,そ こには著しい技術進歩による歴史的tt必然性があった。戦争直後にはSX

S方 式の自動交菱織 と手動交換台のみであったが,昭 和34年 頃か ら導入されたXB方 式は交換技術

の歩みの中で最 も大 きな技術進展をもたらした ものである。接続すべき回線の選択機能を個々のスイ

。チ鮒 与しないで共通化し,離 能のワイヤスプリング ・リレーを用いて交醐 の性能は飛躍的に

向上した。通信の品質を確保するための4線 交換,帯 域制を実現するための多段接続,回 線の能率的

利用のための迂回中継方式の導入等,XB交 換機は今日の全国ダイヤル即時網の形成を可能にし,か

つ日本技術の主体性の確保を可能にしたものといえる。 これら交換方式導入に伴 う設備端子数の推移

は第5.1.2.図 にみるとk・りで,最 近の拡大傾向はきわめて急激なものである。

◎
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しかしダイヤル即時が完成 しても,通 信に対する高度の要求は止まるところを知 らず,よ り便利な

サービスが必要 とされ,短 縮ダイヤル,話 中割込み,留 守番電話などがすでに現実の ものとな りつつ

ある。黒色の電話機で代表される単一の通信サービスか ら,プ ッシュホンで予想される多彩なサービ

スへと発展するには,交 換機が より融通性の高いものでなければならない。プログラム制御の技術を

利用し,制 御部分を電子化 して交換機の汎用化をはかるのが次代の電子交換機である。新電話サービ

スへの融通性のほか,幾 多の可能性を秘めた電子交換機の実用化には,公 社でも積極的に取りくんで

既に大局用交換機DEX-2方 式をわが国独自の技術で完成し,昭 和44年t2月 より東京牛込局で

運用を開始した。

一方高度成長を続けるわが国の社会は ,通信に重 きをおく情報化社会へと発展しつつあり,新 電話

サービスは もちろん,情 報の処理を中心としたデータ通信,あ るいは視覚 ・聴覚をコンバインした画

像通信等新通信サービスに対する要請が高い。これらサービスの高度化,多 様化の要請にこたえるた

めには,第5.1.1表 に示す ような将来交換網の機能を達成する手段を要 し,電 子交換機に寄せ られる

期待は大なるものがある。ダイヤル即時網を作るのにXB交 換機の高い性能が必要であったのと同様

に,通 信網を多角的に利用するには,電 子交換機のもつ融通性機能が必須のものとなるであろう。

●

●
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第5・1・1表 交換網 に必要 とされる機能

項 目 必 要 機 能 必 要 理 由

1.回 線 網構成 。広帯域非対応(上 り,下 り) 伝送路の効率的な利用

方式

ソ

フ

ト

ウ

。広帯域加入者集線方式

o局 階位などに拘束されないル

ーチング

網の高信頼度,高 能率化

工

ア 2.番 号 計 画 o各 種閉番号方式 企業グループ内閉域接続の実

機

能
(接続規制を含む) 施等

5課 金 方 式 o課 金方式の多様化 データおよび画像通信に対す

る課金の実施

4.信 号 方 式 o各 種非対応回線制御 伝送路の効率的な利用

o画 像接 ・断制御 画像通信 サー ビスのコス トダ

ウ ン

o分 離信号路方式 信号伝送機能の向上

1.交 換 機 。蓄積交換機能 交換 ・処理機能の一体化

o分 離信号路制御 信号伝送機能の向上

ハ

ー

ド

o多 種類 の トラピック処理 各種通信 トラヒジクの交換処理

ウ

ェ
。特殊接続機能 閉域接続 非対応接続など回

ア

機

能 2.端 末 機 。機能集約端末

線交換機能の高度化

端末の簡易化,標 準化

o複 合機能端末 端末の多様化

5伝 送 路 。デ ィジタル伝送 データ伝送の低コス ト化

o帯 域圧縮 同 上

一8'4－
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5・1・ ろ 伝 送 方 式 の 発 達1)3)4)

伝 送技術 の進歩 をみ ると,ま ず伝送線路は環境条件 に左右され不安定な裸線 に始ま り,無 装荷ケ ー

ブル,同 軸ケーブルへ と進んで きた。伝送方式 も帰還増巾器の発明,真 空管か ら トランジスタ ・集積

回路に至る小形 ・高信頼度部品の開発,等 により,高 品質 ・高信頼度でしか も経済的 な大容量方式へ

とその姿 を変えて来た。ケ ーブル中の一対の電線 で,わ ずか1CHの 信号 を送 る音声方式か ら,伝 送

路 をなるべ く広い周波数巾で利用 し,単 位回線当 りのコス トを下げ る多重化搬送方式へ と次第 に設備

を変えたのも,主 として戦後のととである。 わが国ではすでに戦前か ら長距離搬送の技術 をもってい

たため,戦 後の進歩は急速な ものがあ ち 特に同軸ケーブル方式の採用によってきわ めて安定 した市

外回線 を大量かっ安価 に供給で きるよ うになった。無線方式 におい ても事情は似て泊 り,マ イクロウ

ェーブ方式 など,進 行波管の開発,さ らには固体電子化方式の採用によって,高 周波化,高 信頼度化,

大 容量化が進め られて きたoま た周波数分割多重の方式は,各 方式間の相互接続が可能 なように標準

化が進み,誌 超群,主 群,超 主群 と回線束の単位が きめられている。

わが国の伝送方式の進展は大略第5.1.3図 にみ るとお・りで,30年 前 には一 対でわずか に電 話5CH

しか 伝送で きなか った ものが,現 在同軸ケ ーブルでは2700CH,マ イ クロ方式で1800CHと,

1000倍 もの容量 となった。 現在の国内長距離回線の主体はほ とん ど同軸ケ ーブル方式 とマイクロ

ウ ェーブ方式で構成 され,こ れ ら新方式の出現 によって回線当bの コスFは 過去10年 間 で約5分 の

4に 減少 した。

●

●
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第5・1・3図 伝 送 方 式 の 発 展
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伝送路の多重方式 としては,ζ れまでに述べた周波数分割(FDM方 式)に よる,ものと,時 分割に よ

るもの(TDM方 式)に 大別され るが,後 者につい ては振巾 をコー ド化 してお くるPCM方 式 が一般

的であり,髄 短蹴 の醐 で大巾時 人され。皇;鄭 あ。.第5.1.2表5)の 比轍 み。とbb,

PCM方 式は広い周波数帯域 を要する欠点はあるが,① 再生中継可能で伝送路での劣化が少ない,②

雑音等の妨害を受けにくい,③ 超高速伝送路 としての可能性大,④ 安価である,な どの利点がある。

多種情報の通信 とい う情報化時代の要請に適合 し,PCM方 式はまさに新時代の通信方式といえよう。

現在用い られている主要伝送方式を第5.1.3表 に,ま た有線媒体の大容量化に対する可能性を第51.

4図 に示す。

▲

●

■
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第5・1・2表FDM.PCM方 式 の 比 較

FDM方 式(ア ナログ) PCM方 式(デ ィジタル)

積み上げ伝送 ・もとの情報を高い周波数にう パルス伝送 ・各情報がパルス として伝送され るc

仕
っす。

帯域幅伝送 ・高い周波数に変換した1っ の情

変換時点の伝送 ・パルスが伝送され てきたかど

うか一定 のレベル(ス レシホ∴

報の帯域幅は原情報帯域と同じ ル ド・レベル)を 超えたか ど

アナログ量 ・もとの情報の電圧がそのまま伝 うかで判別する。

送され電圧が連続している。 デ ィジタル量 ・パルス化 を容易 にす るため,1

～9ま での任意の数の組合せで

組 原情報の電圧が送られ近似され

た電圧

変 調 十 炉波 十増幅 標本化 十量子化 十符号化

変 llll‖ llllll

高周波数に う 必要左帯域だ 勢力をもとに
一定の時間間 ぬきだした電圧 パルスにする」

つ しかえる。 けとりだす。 もどす。 隔で原情報の を四捨五入して

換 電圧 をぬ きと1～9の 数の細

る。 み合せで近似す

るo

雑音に弱い ・アナログ量のため伝送信号の強 雑音 に強い ・スレシホールドレベル以下な らよ。

弱があり,弱 ら ときで も雑音に これは(FDM方 式のS/Nの1

品 マスクされてはならない。 /50)S/N6dB以 上 でよいが袈

(S/N:約45dB) 動 を考えS/N10dB程 度

帯域幅は原情報の帯域幅と同じ。 標本化の ときシ ャノンの定理により原情報の2

倍の帯域幅に相当する時間間隔でぬきだした電

圧 をパルス化す るためさ らに4～8結 いる。F、

DM方 式 の8～16倍 の帯域がい る。

中継器が多くなると品質が劣化ずる。 どんな情報 も同じ高さのパルスにかえて伝送さ
・

伝送され る情報のエネノレギー によって多重方 れるので,過 負荷 に強 く,レ ベル変動 にも強い。

質 式の場合相互妨害でひずみ雑音が劣化するた

め,電 話回線以上のエネルギー をもっ情報 を

送る場合収容制限が必要。

エネルギーや レベル変動に弱い。
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第5・1・5表 主 要 市 外 電 話 伝 送 方 式

方 式 方 式 略 称 通話路数

(ch)

使用周波数帯域 標準中継

間隔(㎞ ∋

適用距離

有

線

短 搬 方 式 T-12-Tr方 式 12
6～54kH乞

60～108kH2
9 100km

無装荷ケーブル方式 F-24方 式 24 12～108地
'

25 2,500㎞

F-60方 式 60 12～252地 17 500km

同 軸 ケーブル方 式 C-4M方 式 960 60～4028地 9 2,500km

C-6M方 式 1380 60～5884地 9 2,500km

C-12M方 式 2700 512～12588】 翫 4.5 2,500km

細心同軸ケー夕明式 P-COX方 式 500 60～1300姐z 4.5 500㎞

PCM方 式 PCM-24方 式 24 へ4,544]VHZ 2 150km

無

線

極 超 短 波 方 式 UF-B4方 式 300～960 2,000Mヨ2 50 2,500㎞

SF-B5方 式 960 4,000M吻 50 2,5001【m

SF-U3方 式 1800 6,000EHz 50 2,500km

SF-T1方 式 600～1800 11,000MヨZ 50 240㎞

SF-T2方 式 500へ960 11.000逸 30 240㎞
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第5・1・4図 各 種の有線 伝送媒 体 と大容 量化 に対す る可能 性

喝

●

新 しい通信需毅はすさまじいものがあり,デ ータ伝送,画 像通信など,新 通信情報は格段の周波数

帯域を要することか ら,伝 送方式としても将来さらに広い周波数帯域のとれる伝送路が求められる。

これについてもミリ波用円形導波管伝送,人 工衛星通信方式,レ ーザ光線を用いた光通信などの研究

が進められている。

通信網には音声信号も画像信号も,そ の他データ信号など各種の信号がいりみだれ,大 量に流れる

ことになるであろう。これを支えるのが通信技術であり,交 換技術,伝 送技術が総合化され,高 度な

通信網の形成とともに,今 後の通信は質量ともに一段の飛躍をとげることとなるであろう。

5.1.4新 しい 情報 通 信 需要

情報化社会を有意義に,す なわちより豊かで快適なものとするために,電 話をさらに便利にするこ

と,電 話以外の多様なサービスを行なうこと,な ど新しい情報通信需要はますます多様イピ,高度化し

つつある。電電公社では国益に沿ってこれら要望に応えるべ く,各 種新電話サービスを始め ,デ ータ

通信サービスお よびテレビ電話,フ ァクシミリ等画像通信サービスを早急に提供 しうるよう準備が進

められている。

現状通信網は 自動電話を主体とした4kHz帯 の伝達系で構成され てk・り,全 国をすべて自動即時

化することをねらいとして,か つこれ らがより経済的に成り立つ よう努力されてきたものである。い
も

うまで もな くこの こと自体価値が あり,偉 大な ことではあるが,反 面主に音声だけ しか伝達 できない

通信網とな っている。5)
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今後の新サービスは多種多量の情報伝達 ・処理が要望され,4kHz帯 の音声はもちろん,よ り帯

域巾の広い,よ り高速な情報を送る必要があるため,通 信網に対していろいろの制約が加わってくる。

ち赫 にデー嬬 号はもともとデジ夕庭 信号であり,ア ナ・グ形の電話信疑 は特性を異にする・

鰭 機槻 撒 通信の特色として保鶴 間,呼 量等 トラ・・ク雌 が異紗 ・品質敵 ついても現状

網では保証 しうる品質に限度がある。したがって既存電話網の利用は,回 線数がそれ程多くないうち

は手軽で製 しいが 需 要が勘 ・した状態ではこれら情報の新 しい鋤 を期徹 ることに無理があか

現用の網になんらかの変革を加えるか,新 しい通信網の形成が望まれるところである。

データ呼の需要はアメリカと同撤 増×が見込まれ,大 要第5.t・4表 の予測にもみるとtsり52年

度末で約12万 端末との予想があり,そ の後もtすtす 増加するものと見られている。したがってデ

ータ通信網を構成するとともに,デ ータ網,ビ デオ網,電 話網の各単位網を有効に結合することによ'

って総合通信網の構成をはかることが必要 と思われる。

■

第5・1・4表 デ ー タ 端 末 需 要

項
回線 目

速度

端 末 数 呼 量

(erの

200B/S換 算 呼 量

加 入 数 比 率(%) 呼量(e彫) 比 率(%)

～200B/S 84,000 70 55,600 33,600 22

～1200B/S 2ス000 22.5 10,800 64,800 45

～2400B/S ス000 5.8 2,800 35,600 22
、

48KB/S～ 2,000 1.7 800 19200 13

(言D 120,000 10α0 48,000 151,200 100

■

気

(注)1端 末当 りのコー リングレイ トは発着0.4e切 と見込む
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5・2わ が 国 の 通 信 網 の 現 状

5.2.1電 話 網 の 構成 と機能

わが国の公衆通信サービスには,加 入電話,電 報,加 入電信があり,ま た特定の官庁,会 社用とし

て専用線がある。この うち加入電話は,加 入数に して約1・500万 加入 ・約5・000の 電話局および

約59万 回線の市外回線(い ずれも45年5月 末)を もって全国自動即時電話網が形成されている。

このように広大な電話網は,も ちろん電話用として過去80年 にわた って築き上げ られたものである

が,単 に電話用に止まらず,デ ータ通信用としても低 中速度伝送の範囲内において有効な通信網であ

る。公衆電気通信法の改正とともにこれの利用が可能となることか ら,早 期実現に大きな期待が寄せ

られているところである。
t)2)

(f〕市外帯域制と局階位

電話局数の多いわが国では,網 の経済化をはかるため網の構成は階層的構成(hierarchy)を と

っている。すなわち第5.2.t図 に示す ように電話局を四つのランク(局 階位という)に 分け星形網の

先に星形網をつないでいく多段星形網の形をとっている。四つの局階位は総括局,中 心局,集 中局,

端局である。端局は市内電話局に一致し,受 持つ区域は加入区域である。集中局は端局の上に位し・

その区域は酬 交換網の基本単位で,単 位料金区域と原貝U的に一致している・その上の中心局は県庁

所在地程度の京都市が選ばれており,最 上位の総括局は東京,大 阪,名 古屋,仙 台,札 幌,金 沢,広

島,福 岡の8局 と左っている。

■

●
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●

ある電話 局とその所属上位,下 位 局を結ぶ回 線お よび総括局相 互を結ぶ回線を基 幹回線といい
,斜

めに結ぶ回線を斜回線 と名づける。通話量の多い対地間には必要に応 じて基幹 回線のほかに斜回線を

設定 し・これか らのあふれ 呼を迂回ルー トで運ぶ迂回中継方式が採 られ ,網 の能率的運営が はか られ

る。この迂回 中継は第5.2.2図 に示す とteり の 順序で着局に近 い斜回線か ら順次選択する遠近回転

(FartoNearRotation)の 方 式に よる。

EOO ○

■ 加入辻

θ 第5・2・2図 迂 回 中 継 順 路
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一 ② 番 号 計 画

加入者が直接ダ イヤル して相手 加入者を呼 出す場合に使用す る番号で,そ の構成は市外局番+市 内

局番+加 入者番号 とな っている。市外通話には最初に市外識別番号の"0"を 付 加 し,全 国番号はG

を 除き最大9け た で構成す る。9け たの番号の各け たは最初か らABC… …1コ ー ドと呼ばれ,Aコ

ー ドは北か ら1 ,2,… …9の 順に地域的に割 当て られている。原則 と してABコ ー ドで所属総括区

域,ABCコ ー ドで所属中心局区域がわかb,ABCDコ ー ドで所属集中局区域が識別で きる。なお

番号案内,電 報 申込みなどのため"11×"あ るいはt'10×"の 全国統一 した特殊番号が ある。

固 交 換 機

各階位の電話局にはそれぞれ交換機がおかれ,そ の階位の交換局として必要な交換動作を行なう。

わが国において通常用いられている代表的な交換機は第5.2.t表 のとおりである。全国自動即時用交

換機は 自由左選択番号の翻訳機能,合 理的料金制を成立させる課金機能,回 線群の高能率使用機能

(大 回線群選択機能,迂 回中継機能,4線 式交換機能),良 好な雑音特性などの諸機能を備えるよう

設計されている。2)

第5・2・1表 代 表 的 交 換 機

種 別 記 号 設 置 局 使 用 機 種

市 内 交 換 機 LS 端 局相 当
A形,H形,C1形,C2形,C3形,

C45形,C400形

市 交
外 換
発 機
着
信③S)

市外発信交換機 TOS 集中局相当 C5形,C6形

市外着信交換機 TIS 同 上 C5形,C6形

市 外 中 継 交 換 機 TTS
中心 局,総

括局相 当.
C8形

●

ピ

巨〕信 号 方 式

交換接続においては,加 入者と交換機間および交換機相互間で情報の送受を行力う制御手順が必要

である。この情報は交換機や回線の種類にょり異なるが,大 別すると

⑦相手加入者の番号情報をお くる選択信号

②発信または応答など交換機の動作を制御 したり,そ の状態を表示する情報をお くる監視信号

③発信加入者に交換機や相手加入者の状態を耳に聞こえる形で発信音や話中音な どを送る可聴音信

号

の三つにわかれる。
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回 伝 送 路

電話な らびに電信を疎通する伝送路は,装 荷 ケーブル,搬 送ケ ーブルな らびに同軸 ケーブル等の有

線方式 と,超 短 波お よび マイクロウェーブ等の無線方式に よって構成され ている。首都と各県庁所在

地等の主要都市相互間を結ぶいわゆる幹線伝送 路は,長 距離即時網の拡大 に伴 って同軸ケ ーブルお

よび マイクロウェーブに よる超多重方式を採用 してい る。またその他の中小都市を結ぶ短距離区間に

ついては,装 荷ケ ーブル,短 搬方式,細 心同軸ケーブル方式お よびPCM方 式 を採用 している。市外

電話回線の増加は著 しい ものが あり,昭 和44年 度 末の延粁程は 約4,800万 粁 に達 し,う ちマイク

ロウェーブtsよ び 同軸ケ ーブル方式は全市外回線長の8t%を 占める。

回 通信の品質

通信の品質を示す ものとして伝送基準,接 続基準,安 定基準の三つがある。

伝送基準は通話品質および伝送品質を示す もので,国 際的標準がある。通信の品質を劣化させる要

因には,伝 送損失,雑 音,周 波数帯域等があり,基 幹回線の伝送損失は第5・2・5図の値となるよう網

設計上の配慮がなされている。接続基準とは接続の迅速性,す なわちダイヤルしても相手が出ない割

合(呼 損率)と か,接 続に要する時間等を示すものである。相手話中の場合を除き呼損率は,「 最悪

の場合で も1/to以 下を目標としており,接 続時間はt5秒 以内としている。安定基準は通信システ

ムの信頼度を示すもので,電 話系では通信相手と設備故障のため接続できない確率を1/佃0以 下と

している。このため市外伝送路には予備ルートを設けるなどしてシステムの安定性を確保するととも
1)

に,機 器そのものの信頼度を向上するよう努力がはらわれている。

、

◆

加入局 端局 集中局

一白一 一〇一 一 〇-E==二

7__1--

0.5

ス5_r

中心局

キ

総括局

一・UI.5_n,...n・L_4_〉_.0_一 ひ__O

ll

－

L
l

－『

中心局 集中局 端局

1「==}〇 一 〇
.s

L-7
0.5

0_="w-#s--4-_'-4.5-一 一

{
一品－Z5

加入者

区

52

第5・2・5図 基 幹 回 線 の 損 失 配 分
(単位dB)
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〔7〕通 話 料 金

加入区域内の市内通話については時間に制限なく,単 一料金7円 であり,加 入区域外等の市外通話

については,距 離に応 じて単位料金7円 でかけられる時間を変える ,い わゆる距離別時間差法(K方

式)が 採られている。

なお今回の公衆法改正による広域時分制が実施されれば,市 内,市 外を問わず時分制になる予定で

ある。第5.22表 に現行tsよび改定料金を示す。

●

b

第5・2・2表 通 話 料 金

区 分 現 行

(単位料金7円)

改 定 案

(単位料金7円)

区 域 内 通 話

(単位料金区域への通話)

1度 数(時 間無制限)7円

(加入区域内)

3分
準 市 内80秒

御 入区域外)

隣 接 区 域 内 通 話

(隣接単位料金区域への通話)
60秒 80秒

区

域

外

通

話

20粁 60秒 80秒

30粁 ろ8秒 58秒

40粁 30秒 50秒

60粁 21秒 21秒

80粁 15秒 15秒

100粁 13秒 13秒

120粁 10秒 10秒

160粁 8秒 8秒

24b粁 65秒 65秒

520粁 5秒 5秒

500粁 4秒 4秒

750粁r 3秒 5秒

750粁 を こえ るもの 2.5秒 2.5秒

ヴ
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'

5.2.2加 入電 信 網1)z)

加入電信は ・加入者自身がダイヤルによって交換機を介して希望の加入者と接続 し
,印 刷電信機を

使って直接通信を行なうもので,「 どの加入者とも接続できる」とい う電話の特色と
,「記録通信で

ある」という電信の特 操 ね徹 た験 通信サービスである.通 信雄 は375み(5・%

相当)で 半二重通信方式によるが,昭 和45年5月 末の加入数は約35 ,000に 達 し,今 後ともt万

卒 の増加が見込まれている。

加入電信網は電報k－よび加入電話とは別個のものを用いてtsb ,帯域制は総括局,中 心局の2段 階

からなる。第52.4図 に示すとむり現在交換機をおいている局は ,総 括局7局 と中心局t局(京 都)

のみである。交換局を設置した地域以外の加入者は ,最寄りの中心局または集中局に設けた集信装置
に収容し,加 入者線路を集束する。番号計画は閉鎖番号方式で ,総括局ごとに異なるAコ ードを与え,

総括局区域内はAコ ードを含み6～7桁 の構成である。また通信料金は昭和46年5月 末に電話と同

じK方 式への切換えが行なわれ,新 料金は第5.25表 に示すとおりである。

▲
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総 括 局{7)

中心 局

(交換局1)

集信局

む

bW
c
l
O O

＼

口 交換局

○:集 信 局

○ 加 入 者

○

●

"

第5・2・4図 加 入 電 信 網 の 構 成

第5・2・3表 加 入 電 信 料 金

距 離 区 分 秒 数(5円)

同 一 単 位 料 金 区 域 80秒

隣接単位料金区域および20㎞ まで 60秒

30〃 38秒

40〃 30秒

60〃 21秒

80〃 15秒

100〃 13秒

120〃 10秒

160〃 8秒

240〃 65秒

320〃 5秒

500〃 4秒

750〃 5秒

750Kmを こえ るもの 2.5秒

σ

`ら
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5・2・5専 用 線

専用線は加入電話や加入電信と異なり,特 定企業内の通信のために電電公社の設備の一部を賃貸す

るものであ防 電話,デ ータのほか,フ ァクシ ミリ,ラ ジオ,テ レビなど広範囲に利用されている。

専用線の基本形は2地 点間を結ぶ直通回線であるが,数 が多い場合にはこれ らを交換する,い わゆる

専用網としても一部利用されている。

専用線の特徴は,① 待たずに常時通信ができる,② 料金は定額のため,通 信量の多いときは加入網

より安 くつ く,③ 多種,多 機械の通信方式の選択ができる,左 どである。現在の専用線の種類と利用

形態は第5.2.4表 に示すとお りで,今 後データ通信の分野をふくめ飛躍的に増加が見込まれている。

また質的にもますます多岐にわたる需要が発生するものと予想されている。以下データ関係にっいて

その概要を述べる。

⑨
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第5・2・4表 専 用 線 の 種 類 と 利 用 形 態

専 用 契 約

の 種 類

利 用 の 形態
昭和45年

3月 末の

回線 数等

記 事

電

話

電

信

デ

1

タ

模

写

電

信

ラ

ジ

オ

テ

レ

ビ

市 内 専 用 ○ ○ ○ ○ ○ 162,461回 線

市

外

専

用

普

通

規

格

第1 ○

、

ス778〃 50B/S伝 送

第2 ○ 1,043〃 200B/S伝 送

第5 ○ ○ ○
11.554〃

(内2種30〃)

1種1200B/S}伝 送
または電話

2種2400B/8

放

送

規

格

第1 ○ 42〃 4,900HZ帯 域

第2 ○ 54〃 ス500Hz"

第3

`

○ 199〃 10,000H乞 〃

テ レ ビ 専 用 ○ 578端 未回線 映像および音声

広 帯 域 専 用 ○ ○ ○ 91回 線 481認 帯域

無 線 専 用 ○ ○ 549契 約件数

準 専 用 ○ 1509端 末 回線 交換網,音 声帯域

一100一
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(t〕各種の専用線

現在の ところデ ータ伝送に利用 できる のは市内専用線 ,お よび市外専用の普通第1,第2,第3規 格回

線で ある。

市内専用は同一加入区域内の専用線で,直 流か ら5400Hztで の 交流信号を伝送できる。 ア5

B/S以 下は直流伝送であるが ,ア5%以 上の符号伝送では回線の両端に変復調装置が付加される。

市外専用(普 通規格)は 三つの規格に分れており,第1規 格は50B/Sま での符号通信に利用でき,

市内は直流,市 外は搬信装置によb交 流伝送される。第2規 格は200B/Sま での伝送用で,両 端に

変復調装置を付加し,電 話中継所等の通信路変換装置を通じて市外電話1回 線に6回 線分を多重化伝

送する。第3規 格回線は一般の市外電話回線をそのまま用いるもので,両 端に変復調装置を設置 し

2,400B/Sま での伝送が行なえる。なお変復調装置の種類に応じて2線 式と4線 式があb ,2線 式

の場合は辞別2線 式または上b・ 下bを 端末で切替えて使用する。4線 式の場合は第2規 格と同じく

上り・下りに一対つつが使用される。

② 国縫 用料金1)

専用線の利用料金の構成要素は専用回線そのものの料金,す なわち回線専用料と,専 用線に接続し

て用いる端末装置等を電電公社が直営した場合の機械専用料に大別される。なお電電公社が直営する

端末装置はごく一部の機種に限られ,自 営を原則としている。

市内および市外回線専用料の現状を第5・2'5表 に示す。

、

t
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第5・2・5表 回 線 専 用 料 金

(a)市 内回線専用料

料金 の種 類 料 金(月 額)

所属電話局間の中継線の料金 200米 までごとに80円

端未から所属電話局に至る回

線の料金

(端末ごとに算定)

500米 まで200円

500米 をこえ る部分 につ き200米 ご とに80円
'

輪

,

(b}市 外専用の市外回線専用料

距 離

料 金(円/㎞/月)
端 末 回線

専 用 料

(月 額)普通第1規 格 普通第2規 格

普通 第3規 格

第 ↑ 種 第2種

20粁 ま での部分 550 2,040 4,500 6,000

2W:400円

4W:800円

(長さ嚥 孫)

×

20粁 ～40粁

ま での部分
500 1,040 /2 ,500 3,100

40粁 ～240粁

ま での部分

400 6go 1,500 1,700

200粁 を こえ る

部 分

300 400 1,000 1,300

(c}変 復調装置の専用料

種 類

専 用 料(円/月)

200B/S用 1200B/S用 2400B/S用

4線 式MODEM

2線 式MODEM

6,000

6,500

6500

ス000

10,600

一

θ
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匡〕端末装置の技術基準

自営端末装置を接続するに当っで,通 信品質を維持し,か つ他回線＼の妨害をさける必要から,

「端末装置等の技術基準に関する規則(電 電公社公示第29号)」 が定められている。その内容は,

③専用線とその端末装置間の物理的電気的接続条件

②通信の秘密維持

③専用線の非合法な利用の防止

④他の通信回線に対する妨害の防止

⑤当該専用線による通信の品質維持に関する もの,で ある。

これにより,専 用者はあらかじめ当該端末装置について電電公社の認定をうけねばならず,技 術認

定はそのつ ど個別に行なわれる。

④ 準 専 用

自動交換方式による市内通信または ダイヤル接続市外通話が可能な 区間において,一 般電話交換回

線を利用 して電話以外の通信方式にも必要な時間だけ使 用でき る制度である。たN'し,こ の場合の通

信は特定の準専用契約者相互間に限定され る。

5.2.4デ ー タ 伝 送 方 式

現在わが国で使用され ているデ ータ伝送回線(専 用線)の 種類は,通 信速度50B/S以 下,200

B/S以 下
,お よび1,200B/S以 下,2,400B/S以 下 の4種 であるが,ま もな く100B/S以 下,

teよ び48KB/8が 追加され る予定である。これ らデータ伝送回線の概況を一部計画中の ものを含

め第5.2.6表 に示す。また用い られる変復調装置の概要は第'5・2・7表 にみる とむ りである。

デ ータ伝送は機械によって処理された,あ るいは処理すべ き情報の伝達であ り,従 来の人 と人 との

通信 とは異ltb,ge本 的 には次の枝輪 関係す る。3)

∠."=
層碇
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第5・2・6表 デ ー タ 伝 送 回線 の 概 況

信 号速度 回線構成 伝送帯域 通信方式 変調方式 市内伝送方式 同 期 記 事

50ピ ッレ秒 2W4W 電話1/21 全二重 F]M 直 流 非同期 普通第1規格

100ビ ッレ秒 4W 臨1/12 〃 〃 〃 〃 計 画 中

200ビ ッレ秒

4W 電話1/6 〃 〃 交 流 〃 普通第2規格

2W 電話帯域 〃 〃 〃 〃 加 入 データ

1200ビ ッ}ゾ秒
2W

4W
〃 半二重

全二重
〃 〃 〃 普通第3規格

第1種

2400ビ 。レ 秒 4W 〃 全二重 4nhM
'

〃 同 期 普通第5規格
第2種

4800ビ ット/秒 4W 〃 〃 未 定 〃 〃 計 画 中

%00ビ ヅト/秒 4W 前群帯域 〃 〃 〃 〃 〃

48000ビ ッレ 秒 4W 群 帯 域 〃 VSBAM ベ ースバン ド 同 期
非同期

計 画 中
FAx伝 送亘能

%000ビ ット/秒 4W 〃 〃

240000ビ ット/秒 4W 超群帯域 〃 VS耳AM 〃 同 期
非同期

〃

480POOビ ッ レ 秒 4W 〃 〃 〃 同 期 〃

へ

∬

、～

、

ざ

第5・2・7表 変 復 調 装 置 の 概 要

形 名 伝 送 速 度 通信方式 醐 周波数(Hz) 信号方式 適 用 回線

DT-205 200ビ ット/秒以下 全二重 FM 1200±100 一 普通第2規 格

DT-205 200〃 〃 〃
1080±100

1750士100
ス ピーカ 普通第3規 格

DT-211 200" 〃 〃 〃 ダイヤル 交 換 回 線

DT-1203 1200"
4W全 二重
2W半 重

〃 1700±400 スピーカ 普通第3規 格
第1種

DT-1211 1200〃 半二重 〃 〃 ダイヤル 交 換 回 線

DT-2401 2400ピ ット/秒 全二重
4相
位t酸調

1800 スピーカ 普通第5規 格
第2種

＼

♪

、＼

▲
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⑳

〔〕 市内直流伝送

従来,直 流符号の伝送は他回線への妨害あるいは減衰歪等の関連で75B/S程 度にまでしか使われ

ず,そ れ以上の速度については端末にMODEMを 設置 し,交 流に変換して伝送する方法が採 られて

きた。最近,線 路の平衡度を維持し,か つ1V程 度の低電圧で伝送する技術によりかなり高速の範囲

まで伝送可能の見通しが得られ,直 流伝送方式はにわかに注目され始めた。すなわち市内は直流,市

外は搬送方式等による,い わゆる電信形回線構成によるもので,

◎ 加入者宅内のMODEMが 不要

④P℃M伝 送路を容易かつ効率的に利用できる,

などの利点が多い。電電公社では100B/S,200B/S,1200B/S等 各方式の開発を推進中で

あb,こ れに関係する搬信装置の諸元を第5.2.8表 に示す。

② 高速デ ータ伝送

高速化の実現はPDM系 伝送路vak・い て①帯域有効利用,② 広帯域伝送,の 方法が ある。前者につ

いては4位 相変調技術により音声帯域で既に2400B/Sを 得 てい るが,更 に4800B/S方 式 につ

い ての検討が進め られている。広帯域伝送については,前 群,群,超 群を使用 し,そ れぞれ9.6K;}S,

48KB/S,240KB/Sを 伝 送す る方式が検討されている。さ らに帯域圧縮技術に よる群および超群

使用 の96KB/Sk-・ よび480KB/S方 式にっいても開発が 予定 されている。

なお48KB/S方 式は,市 内 をベ ースバン ド,市 外 区間にVSB変 調方式を用いて,4sKB/Sの

デ ータ信号(同 期)あ るいは最高画 周波数24KHzの 高 速フ ァクシ ミリ信号(非 同期)を 伝送す 一、

る方式で,回 撒 成 は第5.2.5図4%見 る と助 である。

(・)PCMデ ータ伝送拭`)

PCM伝 送 路 を使用す るデー タ伝送は,PCMそ の ものが パルス伝送で データ伝送に適すること,

お よび多重度が高 く効率的で ある ことか ら,そ の実用化が急 ピッチで進め られている。 データ信号と

PCMク ロックの同期が得 られれば,PCM24方 式VatSい て1,544MB/Sの 伝送容量が得られ

る ことになるが,ス ピー ドの融通性か ら非同期 とせ ざるを得左いのが現状である。 しか しFDM方 式

に比べては るかに伝送能率は良 く,PCM120方 式 あるいはPCM800MB/S方 式等の導入を考

えると,PCMデ ー タ伝送方式は将来 ともきわめ て有効な伝送方式といえ る。

符号化の方法 と しては,第5・2・9表 の とおり,既 にい くつかの方法 が考え られ てtsb,そ れぞ

れに特徴をもっている。

しか し,POM伝 送は将来性が あるとしても,現 時点では まだ必ず しも導入条件がそろ ったわけ で

な く,基 幹 回線用PCM方 式 の導入お よび需要の増大 に待つ ところ大 である。ただ しFDM回 線の一

部帯域にPCM符 号 をのせる研究が進め られてお り,こ の ような形で案外早い機会に長距離区間に も

伸び るものと思われ る。.
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第5・2・8表 デ ー タ 伝 送 用 搬 信 装 置

形 名 伝送速度 ch数/8ys 醐 cl1周波数

間隔働)

偏移周波

数⑭)
使用回線

DT-201形 搬信装置 200ビ パ/秒 6 FM 480 120 4W音 声回線

DT-1201形 搬 信装置 1200〃 24 〃 2000 500 4W

群帯域

(12～60鋤DT-2401形 搬 信装置 2400〃 12 〃 4000 1000

ろε

、

竜

注:市 内区間の伝送は4W直 流伝送による

へ

び
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第5・2・9表PCMデ ー タ 伝 送 の 符 号 化 方 式

方 式 名 方 法 記 事

標 本 化 方 式 データ信号のマー クに対 し,PCMの 標本化 伝送効率が低い。

パルス全部を送出する方式 PCM変 換装置が簡単。

低速データ伝送には十分

経済 性が ある。

ス ライディング デー タ信号の1.0の 状態変化時点をnビ ット 伝送効率を高めるために

インデ タクス方式 (3ピ ッ ト以上)の パルスで符号化す る方式 開発した方式である。

第1ピ ット…状態 ビットの生起 を示す。 データ信号の変化のみを

第2ピ ッ ト 伝送するためPCM伝 送

～}禦 『内を量子化して位置
路で生ずる符号誤 りの影

響をうけやすい。
一1第
n ビ ット

第Uピ ット・・状 態変化の方向

(1ご ・)

固定 インデ ックス データ信号の符号の状態(1,0)と そ の変化 伝 送効率はス ライデイン

方 式 時点 とを5ピ ットで符号化す る方式。 グィンデ ックス方式 と同

タイムスロ ヅトを5分 割 し状態変化 の時点が
一であるが,デ ータ信号

各部の前半でおきたか,後 半でおきたかおよ の状態を伝送するためP

び変化時点の状態をあらわす。 CM伝 送路の符号誤りに

変化点符号 対して,比 較的影響をう

1E:1011L:100 け に くい。

2E:0112L:010

3E:0013L:000

状 態符号
状態1:111

状 態2:110

デ ュ アル モ ー ド データ信号の変化点 を2ビ ットで符号化 する 2ビ ットでデータ信号 を

方 式 方 式。 送 るととがで きるため,

第1ビ ット(変 化符号):変 化 前の2方 式より伝送効率

時点直前の符号出力パルスと同極性 が良い。

第2ビ ット(時 間位置符号):

タ イムスロ ットの前半(E):0

〃 後 半(L):1

以 上 の2ピ ット以外はデータ信号の状態0,1

に対応し送信側で予め準備されているモー ド

または1モ ー ドパルスが送 出され る。

ス タ ー ト・ス ト ップ スター ト信号 とス トップ信号の間に限定され 伝送路の信号速度でデー

方 式 た符号長のパルス列としてデータ信号をPC タ信号の伝送ができるの

M伝 送路に送出する方式。 で伝送効率が よい。
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52.5デ ー タ通 信 のた め の 通 信網 利 用

日本の通信回線は電電公社が専有し,デ ータ通信も公社が直営でやる場合はともか く,民 間の回線

利用制限は比較的きび しいものがあった。データ通信需要の増大 に伴 い ,通信回線の開放をめぐる

論議が急速に高まってきたところ,今 回公衆電気通信法の改正案として本年の通常国会で審議される

までに至 ・た・こうして電電公社は情 ⇔ 重信回線の全面開放という大きな嫌 嫌 げようとしてい

る。

公衆通信法の改正が具体化するまては?回 線開放が実質的にどの程度のものになるか
,の不安は消え

ないが,改 定 内容 の骨子はおSむ ね次のとteりとされている。

① データ通信回線を共同使用できる企業グループ範囲の拡大

② 計算業務,検 索業務のためのデータ通信回線の他人使用を認める。

⑤ 市内断 割(広 域時分割)の 導入を前提として ,公 衆通信網をデー極 信のために利用可能と

する。

④ データ通信回線の共同使用料 をとらない。

⑤ 企業グループ範囲 ・回線料金については ,公 社 も民間 も全 〈向 じ条件 とする。

⑥ 民間で設置する機器の認定については,極 力簡素化 ,迅速化する。

以下,デ ータ通信に関係する法 律 の主な内容について概観する。

(1)デ ータ通信回線使用契約制度の新設

民間企業等が設置する電子計算機,端 末装置器に接続する通信回線の利用制度で
,①特定通信回線

使用契約,お よび②公衆通信回線使用契約の2種 類か ら成る。

①は一昨年の郵政舖 会答申で要請された 「宇 タ通信回線サービス」起 び 「デ .極 信回線網

サ『ビス 」を指すもので ・従来の朝 線の共同弄り用鯛 の拡大されたものと解釈できる
.前 者は麗

相互間のメッセージ交換はできないが ,契 約者は不特定多数の顧客との間で特定通信回線を使用でき

る・鶴 は業務上相当の関係を有する企業グ・レープ間で専用網を共同使用できる ものである
.な 搬

続する電子計算機等は技術基準に適合するものでなければならない
。

②は加入電話網起 び加入電信鰍 自営の電子計算機 を接搬 用できるもので
,回 線網の他人使

用はできないほか逗 子計算機 は技縫 靴 適合するものでなくてはならない
。杜 広域時分$‖の

採用を前提とするほか,現 在の回線網をそのまま便用ずるものて,通 信網り回線品員乞1・」エ〉ぜる守

の措置は電電公社として特に講じない。

(2)デ ータ通信設備使用契約

電電公社または国際電電会社が設 備するデータ通信設備の利用制度である。端末装置は公社の直営

を原則とするが,特 殊な端末装置であって公社が業務上支障がないとする場合には,利 用者の自営も

できる。
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(3)そ の 他

広域時分制は現行の市内通話の度数制を改めて,単 位料金区域内の通話はすべて時分割とするもの

で,関 係工事は46年 度後半から48年12月 頃までと予定されている。

特定通信回線使用契約tsよびデータ通信設備使用契約に関する規定の施行期日は ,昭和46年9月

1日 とされている。

5・3諸 外 国 の 動 向

5.5.1CCITTの 動 向

eCITTの 第4回 総会(45年9～10月 ,ア ルゼンチンの マルデルプラタ市で開催)に おいて,

デ ータ伝送お よび電信関係に共通す る次会期(1968～1972年)中 の重要課 題と して 「デ _タ

tsよ び メ ッセージ伝送用 の将来網の研究 」が とりあげ られ
,こ のための合同作業部会 として,NRD

(N…ea・xRe・ea・xp・u・D・nn:… デ ー・伝送用髄 信網)が 設け ら鞭
。

NRDの 課題は次の二つにわかれ ており,こ れ らについて別項の ような検討をお こな うこととな っ

てhるo

Dメ ッセージお よびデータ伝送用新電信形回線網の研究

ユーザ宅内にモデムを置かずに宅内から交換局まで直流方式の伝送をおこなう
,い わゆる電信形回

線による200B/Sあ るいはそれ以上の交換網の研究

の データ・サービス用の別交換綬)特 性

伝送 ・交換 ・制御の統合を基本 とした時分割技術を使用す る ,デ ータ・電話 ・電信 ・ファ クシミ リ

等のための 新 しい交換網の特性に関す る研究。

④NRDの 研究囎(他 の研究グルヲ との関瀬 目を含む)

(1)信 号 速度… …データ網には どの程度のデ ータ信号速度を用意す れば よいか。

(2)伝 送 符号 ……2値 符号 であればいかなる符号の 伝送 も認めるべ きか。網制御のための符号の定

め方に よって は制限が生ずるがそれを どの程度 許容すべ きか。

(3)伝 送 モー ド……同期式か調歩同期か,ま たその 両方か。

(4)国 内 網め国際接続……等時形伝送tた はPCM同 期 デジ タル伝送が 出現 した場合の信号方式
,

タイ ミング等の問題

(5)電 話網とデータ網の相互接続 ……接続すべ きか どうか。信号方式,イ ン タフェース
,同 期,番

号,料 金等は ど うするか 。

θ 網構成 と番号計画

(7)デ ー タ端末とデータ網のイン タフ ェース

(8)伝 送 路……信号速度別に どの ような伝送技術 を適用すべ きか
。
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(9)そ の他の機能……

D呼 の設定時間の平均値,最 大値はどの程度の値を目標とすべきか。

iD呼 の解放時間はどの程度にすべきか。

jD半2重 か全2重 か。

iiD異 種端末相互の通信のための,速 度変換,符 号変換は必要か。

V)加 入者クラスは必要か。

vb再 送サービスは必要か。

vゆ 網の誤り率はどの程度を目標とするか。

vib被 呼者確認の方法は。

i>0同 報サービスは必要か。

⑦)料 金はどのように定めるか。

最 近 の 活動 状 況

昨年11月,ス イスのジュネーブにおいて;NRDの 最初 の合同作業部会が開かれ,下 記の ように

三つの作業部会にわかれて審議がおこなわれた。

(1)第1作 業部会

「データ通信網の相互接続条件 」

異種ネットワーク間の相互接続に関する問題点を検討するもので,

Dデ ータ網の分類

の 既存網,将 来網など各網間の相互接続。

iil)信号方式と交換に関する問題

i① 同期に関する問題

め サービス品質に関する問題

などについて審議が行なわれ,非 同期ネットワーク間と同期ネットワーク間の相互接続に関して,

二つの特別作業部会が設げられ,検 討を続けることSな った。

(2)第2作 業部会

「データ端末装置 とデータ網とのインタフ ェース 」

主な検討項 目は次の とお りである。

D起 呼か ら復旧に至る過程の区分。

① イ ン タ フェースの機能と手順。

ii》新 デ ータ網のための新 しい 簡単な イン タフェース 」

iiiD新 デ ータ網の呼の手順。
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⑤ 第5作 業部会

「新データ網への要求条件」

参加各国代表全員により,将 来のデータ網は,既 存網の拡張では不可能なことが了承され.将

来網について次の5項 にしぼり審議すること十なった。

i)デ ータ網を必要とする理 由とその目的。

ii)利 用者の網に対する要求条件。

① 設計者の網に対する要求条件。

昨年の会議は,第 一回ということもあって,全 般的に細かい問題は今後の検討にまっことSし,全

体の方向を定める ことに主眼がおかれたようである。

5.5.2ア メ リ カ

の ベルシ巧 ムのナーピス

(1)デ ータ ・ホン(1958年 よ り開始)

電 話機のかわ りに,ダ イヤルとモデムを含むデ ータ ・ホンセ ッ トを設け,ダ イヤルに よって相手を

選択 し,デ ータ伝送するサー ビス である。

データ・ホンセ ットはATTの 直営が原則 であるが,ATT社 の提供するPD(protective

device:信 号 レベル調整のためのも¢))を 使 用すれば セッ トの 自営 も認め られ る。

シ リーズ100

シ リ ー ズ200

シ リー ズ500

シ リー ズ400

シ リー ズ600

(2)

低速,500B/S以 下

中速,音 声帯域,1,200～2,400B/S

高 速,19.2KB/S・v2SO・4KB/S

低速,多 周波用

ファ ックス,心 電図伝送など,ア ナ ログ用

データ'ホ ン50

ATTが1968年 よb始 めた試行サ ービスで,ニ ューヨーク,ワ シン トン,シ カゴ,ロ ス アンゼ

ルスの4都 市を結ぶ50KB/Sの 広帯域交換網である。利用者は1969年7月 現在3社 で あった。

広帯 域回線に加え打合用音声回線が付加されてお り,デ ータ伝送 とファックス通信のいずれ も可能であ

る。料金は端末 ごとの基本料と通信量 に対応 した料金 とか らな ってteり,通 信 料は1分 間またはその

端数 ごとに課金される。

注)通 信料は,例 え ばシカゴ～ ニューヨーク間(601～t,200mileラ ンク)2.25ド ル/分

である 。

サ ービス ・エ リア外の顧客には区域外加入としてサ ービスされる。

システムの構成 としては,苧5ク ロスバ ー交換機(電 話サ ービス用)か ら顧 客宅内の12ボ タ ンの

押ボタン電話機に至る2W電 話 回線と,十5ク ロスバ交換機に従属 し,そ れ と連動する広帯域交換機

か ら顧客宅内に至る4W広 帯 域回線か らな っている。

この サー ビスの第一 の特徴は50KB/Sと い う高速性にある。

50KBifsと い うス ピー ドは毎分teよ そ50万 字 の 伝送が出来 ることで あb,主 な 用途と しては,
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j)コ ン ピュータ相 互間の負荷配分や ファイル交換,プ ログ ラム交換など。

ii)磁 気 テープの伝送

iil)高 速 ファ ックスや ラインプ リンタな どの高速端末間の通 信

な どが考え られる。

もう一つ の特徴と しては経済性があげ られ てお れ ペル シス テムが提供 している他の 宇 多伝送サ

ービス(専 用線利用やデータ.・ホン)に 比べて,1日 の 使用時間が10数 分 から5時 間位の範囲であ

れば,こ の サービスが最 も安い といわれている。

この サービスの試行期間は5年 間であるが ・今後の需要の動向は,将 来のデータ網のあb方 にかな

りの影響を与える ことSな ろ う。

〔2〕 ウエス タンユニオ ンのナ ーピス.

(1)広 帯 域交換サー ビス(BEX:B・ ・adb・nd・x・h・ng。 、e,vice)

2'kH'tz・4kH・ ・8kH・ ・16kH・,48kH・,の 各繊 の同齢 有す る交換網力s計画

されてい る・現在提供されているのは2kH⇔ よび ・kHZの2種 類で
,カ・入者はeCWtvaあ た リダ

イヤルで速度の選択が可能である。1965年2月 にサービスが 開始され
,1968年 末47都 市

5↑5加 入 と⇔ れ る・麟
・Wつ かの都市で48KHZサ ー ビスの 試行が起 なわれ てV、る模様

である。

この サービス とデータ'ホ ンの違いは
・一 ザカ・速度を選択 できる こと,純 び料金制に ある.通

舗 は最初の 粉 がす ぎると以後 ・秒 ごとに課金される
.鹸,知 利用者に対 しては料金の割引き

もお こなわれ る。

(2)ISCS(1・f・ ・m・・i・nServiceC。m,u・ 。,S,、,。m)

こ の シス テムは,公 衆電報 ・テレッ
,クス,情 報処理,そ の他全ての記録通信の業務 を統合 して扱 う

ことを目的 として開発された もので ある
。

システムの構成は ・サンフランシス コ
,シ カゴ,ニ ューヨークに処理 センタを,上 記三都市とア ト

ランタに通信 センタを置 く。

各縮 セン 燗 は ・2・…B/Sの 回線で結合され
,三 都市 の処理 センタと鮪 セン燗 は,,ア

相 互で結合され ている。

各勘 ネ・ トワークや専用纐 通信 センタに接続され
,こ こで伝送上 の処理 を行な。た う適 当な

処理 センタへ 伝送される。

この計画は ・三つの段veva5}ttて 進め られ ることにな・て鋤
,第5・3・ 咽 に示す ものは,そ

の第 椴 階の繊 である…f・-C・mと い うのは
,専 用線共同利用tr-,41'で,恥 ラ。,〃

のユ ーザが加入す るものである
。

処理 センタと通信 センタの結合の関係は第5・5・2図 に示 共 助 ⑭ る
。
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⑤ARS(AdvancedRecordSystem)

全国 にわたる連邦政特番機関の行政活動のた めの記録通信 システムとして1966年 よbサ ービス

開始 した ものでその構成 を第5・3・5図 に示す。この シス テムは テVプ クス形の回線交換方式 にコ

ン ピュータに よるメプ七一ジ交換の機能を結合 して,ネ ッ トワーク利用の融通性を高めた ものである。

本 システムの特別な機能と しては,次 の ような各種のサービスがあげ られる。

)

)

D

D

同文メッセージの伝送

異なった端末をもつ加入者への接続

加入者 ビジーによる反復呼出し

優先呼の取扱い

データ集信サービス

テレックス
㎜
PMS

AUTODIN－
異 方 式網 との接 続

し

テレプリンタ

磁気テ ープ

パンチカード

迂
回
中/
継/

線/

プアクシ ミリ音戸

中

,、

損

＼

＼

接続局

低速
扮

狭帯域回線

150b/8

まで

広帯域回線
150b/s～

48Kb/s

まで

第5・3・5図ARSシ ス テ ム

要 すをにテレックス,TWX,公 衆電報サービス,AUTODINな どの各 ネ ットワークを メッセ

ージスイ ッチ ングセンタで結合 し
,総 合通信 シス テム化 している点に特徴が ある。
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〔5〕ARPA網
アメ リカ国防省のARPA(AdvancedResearchProjectAgency)の コン ピュー

タサ イエンス研究に関連す る全米19ヵ 所 の大学,研 究所等の コン ピュータを結ぶ50KB/Sの デ ー

タ通信網 である。

この うち,4ヵ 所 を結ぶ 網については,1970年2月 より試験運用が行 なわれている。

この網の 目的は コンピュータ間で情報資源の共用をはか ることにあり,一 つの コンピュータが計算

中に あたか もサブル ーチンを呼び出す ような形で,他 の コン ピュータの ソフ トウェアとかデ ータを利

用でき るよう考え られ ている。

したが って,応 答時間,信 頼性,見 逃 し誤り率などにつ いて相当厳 しい規格に よってい る。

網 内の転送時間 ………O.5秒 以 内

伝送路障害に よるそ通不能

………50秒/年/局 間

交換機のMTBF… … …10,0'O・ 綱 ㎞
一12見

逃 し誤 り率………10

・≠

4

網の構成 としては,上 記要件を満ずた め,端 末に蓄積交換機能をもつ小形コン ピュータ(交 換機)

を置き,利 用者側の計算機(hostComputer)と の インターフェ ースを とる とともに,他 のい

くつかの端末 の小形 コン ピュータと結ん でいる。

また,信 頼性を高めるために,端 末相互間では他 の端末のIMPを 中継す る場合を含め て独立なル

ー トを少な くと も2ル ー ト確保するようにしている
。

網構成の概念 と実際の網構成 を第5'5・4図 お よび第5・3・5図 に示す。

交換方式 としては,メ ッセージを最大1000ピ プ ト程度のパケ ットというブロックに分割 し,パ

ケ ット単位で送受するいわゆ るパケ ット交換方式 といわれる一種の蓄積交換方式をとっている。

↓

ぶ 。
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IMP HOST

1『1・ve『＼ ＼

HOST:bOstcomputer

(利 用 者 側 の コンピュータ)

IMP:interfacemeSSage

proce8SOI「

IMP

⊇
第5'・5・4図ARPA網 構 成 の 概 念 図

↓

■

実線 既設

点線 予定＼

.'XX-一 一－Z… v.リ ンカーン 〉

灘ユ ー…三三㌢瞬 ㌫
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%,一"/

ラン ト1

/へ 、

第5・5・5図 実 際 の 網 構 成

交換方式 としては,メ ッセージ を最 大1000ピ ッ ト程度 のパケ ットとい うブロックに分割 し,バ

ケ ッ ト単位で送受す るいわゆるパケッ ト交換方式 といわれ る一種の蓄積交換方式 をとっている。

ltts,こ の網 をコンピュータ ・ネ ットワ"ク とい う面か らみた考察 を第6章 に述べ てある。
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〔4〕U.C.Cの デ ータ伝送網

UCC(UniversityComputingCo)の 子 会社DataTransmis'sion社 がFCC

に認 可申請中で,現 在裁定まちのデ ジタル形の公衆網である。UCCで は,さ しむき全米35の 都市

に10個 の 交換局をtsき,マ イク ロウェーブを主とする回線構成を意 図してtsり,そ の計画内容は次

の とお りである。
1

伝送速度:専 用 ・交換線………150,4・800,9・600,14・400B/S

専 用線 ………40,sKB/8

接 続 時間:5秒 以 下

ビッ ト誤 り率:10-6以 下

サ ービス料金:既 存サー ビス より格安にす る。

しか しなが ら,こ の計画に対 しては通信会社側か ら激 しく反論がなされてい る。それは,UCCの

計 画が採算上有利な デ ータ トラフィックの密集地域のみを対 象 として,格 安な料金を打 出している点

に対するものである。通信会社 としては不採算の市内呼 とか,ト ラフィックの稀薄な地域に対 しても

サ ービスの義務を負 っている訳であり,全 体 として均衡 ナる形で料金表が定め られてい る。にもかか

わらず 採算上有利な地域のみで競争させ られてはかなわないとい うものである。むろん,通 信会社の

技術と施 設 を利用して競争すればUCCよbさ らに格安で良質なサー ビス提供は可能と考え られ る

(事 実 ・ATTは そ の ように表明 してい る)が,そ の場合通 信会社の公共目的は十分に果す ことはで き

な くなろう。FCCの 裁定までには相当の論議を呼ぶ ものと考え られる。

5.5.5西 ド イ ツ

電話網,テ レックス網による ものに加え,別 納のダテ ックス網によるデータ伝送が行なわれている。

(1)電 話 網の利用

モ デムは全て直営で ある。一定の技術基準を満せばコン ピュータの接続 も認め られる。

通信速度は,200B/S以 下,1,200(ま た600)B/SiSよ び20多 秒(並 列 伝達)が 提供さ

れている。

(2)テ レ ックス

回線制御装置 も含め全て の宅内装置 の 自営を認めている。加入者は基本設備を設置する義務もない。

⑤ ダテ ックス

西独逓信省によりt967年1月 より始め られた,電 信形(加 入者線部分が直流で 伝送される方式)

の デ ータ伝送で あり,端 末にモデムを必要と しない。通信速度は200B/Sで,電 信電話とは別個の

交換網 を構成する。

交換局

加入線

中継線

端 末

料 金

ベル リン,デ ュ ッセル ドルフ,フ ランクフル ト,な ど8局

直流式,4線 ま たは2線 式

音声帯域6分 割使用

回線 制御装置(ダ イヤル,ア ンサーバ ックを含む)を 直営 とする。宅内装置は 自営。

全国2段 階(同 一交換局 内は12F>/ioペ ニ ヒ,区 域外Z5秒/tOペ ニ ヒ)
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特徴 としては,誤 り率が低 く,経 済性が高い ことがあげ られる。

(4)EDS(ElectoronicDataSwitchingSyste】m)

この 電子式 データ交換 システムは増大す るテレックスやデータの トラフィックに対処するためと,

テ レ ックス,ダ テックス,専 用通信 網な どを統合 して多様化 と経済化を図る ことを目的 としたシステ

ムで,t97t年 より200加 入程度で試験実施に入る予定の もので ある。

この シス テムの提供するサービスは,短 縮ダイヤル,ホ ッ トライン,同 報通信,速 度符号 変換,発

呼者へ の料金通 知,テ レックスへ の情報案内等であり,交 換機と しては プログラム内蔵 制脚 の ビット

蓄積式の交換機を主体に,一 部蓄積変換機能を もたせ ている。

5.5.4フ ラ ン ス

(1)電 話 網の利用

当初モデ ムは 自営で出発 した(特 定の メーカの製品が指定され てお りどれでも良い ということでは

ない)が,現 在では直営に切換え られている。 コン ピュータの 接続は認め られていない 。

(2)テ レ ックスの200ボ ー化

テレックス網の伝送速度の50B/Sは,デ ータ伝送のためには 不十分なので,フ ランス郵政省は

t969年,200B/Sへ の拡張をお こな った 。その要点はっ ぎのと☆りである 。

.D50B/Sと200B/Sを 切替使用できるサービスと,200B/S専 用 のサー ビスが ある。

ij)200B/S通 信 希望加入者は 新形局へ収容する。

iii)交換 局の改造 を避けるため,接 続はこれまで同様50B/Sで お こない被呼者に接続後,符 号を

送 って切換える。

MD所 要 の帯域 巾の回線選択 と,課 金の必要上,接 続時に200B/snt続 をtsこ な うか否かを識別

する必要 があるが,こ れは両速度共用の加入者 に対 しては200B/Sの 起 呼信 号に特殊パルスを

倒 して区別?・200B/・gmの 加入者はク・スで識別する・

(5)Caducee計 画

既存の通信網では 伝送 品質等の面でデ ータ伝送の需要に応 じられないため,暫 定的に作成 されるデ

ータ網であb
,t971年 末 に運用開始を予定 している。4線 式の 回線交換方式を採用 し,4,800

%ま でのデータ伝送を可能としている。

この網では,同 一 局に所属 し,メ タリック ワイヤで接続された加入者 相互では,さ らに50KB/S

ま でのベース バン ド伝送が可能で ある。

(4)ヘ ル メス計画

将来の本 格的 データ網についての研究計画で ある。蓄積 プログ ラム制御お よび時分割 制御の交換機

を含むデジタル網を想定 しており,次 のような案が 考え られ てい る。

Dデ ータ網 より端末ユニッ トに クロックを供給 する同期方式

ii)符 号 に対する トランス ペア レンシーを可 とす る。

iiD接 続 時間は接続遅延時間を除 き,リ ンク当り30ms以 内

iiDパ ケ プ ト・スイ ッチングをお こな う。
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かなり理想的な網をねらっているようであるが,現 状からみてその実現には多くの難問を解決せね

ばならないであろう。

5.5.5イ ギ リ ス^

(1)デ ーテル

英 国郵 政省が,1964年 か ら提供 を始めた データ伝送サ ごビスである。速度別に六つのサ ービス

にわけ られているが.デ ーテル200(200B/Sの 直列 伝送),300(20等 秒 の並列伝送),

600(600B/S5(は1200B/Sに 切換使用できる)の5種 は電話 網を利用 してtsこ な っている。

モデムの 自営は認め られない。2000B/S}tSよ び2400B/Sは 専用線に よっている。

(2)デ ーテル4.8K

デ ーテル48Kは,48「e/Sの 高 速デ ータ伝送業務である。48KHZの 群 帯域回線を利用す

るもので,専 用線お よび交換線の形で提供 される。

交換業務と しての デーテル48Kは1970年 に 試行 を始めた もので,交 換局は ロン ドン,バ ーミ

ン ガ ム,マ ンチェス タ,の3市 に設置される。局間 中継は60～fO8KHZの 群 帯域を使用する
。

加入者は,局 か ら1.5マ イルの範囲に限定 して通常の電話ケーブルを使用 し,交 換は 当分手動交換で'

お こなわれる。モ デムは 郵政公社が提供 し,高 速度端末装置か らの信号はモ デムで調整 したの ち,交

換局へはベ ース バン ドで伝送す る。

ftk・,専 用線 を利用 した全二重回線が,ミ ドラン ド銀行の2カ 所の コンピュータ ・センタを結ん で,

昨年末 サービスを開始 したと伝え られ ている。

(5)NPLの デ ータ網構想

英国国立物理研 究所(NPL)で は,最 近,会 話形式の データ通信に適 した高速 の応答時間をもつ

公衆用 データ通信網につ いて 新な構想を打 ち出した。その構想を第5・5・6図 に示すが概略は次

のとお りである。

ある飽囲内の端末回線を集束 し,こ こにバ ッファ機能をもつ イン ターフェース コンピュータを置 く。

端末装置 とインタフェース コンピュータの間では,通 常の端 末装置に対 しては バイ ト単位 で,コ ン ピ

ュー タ端末装置に対 しては ブロック単位で データの転送を夢 こな う。 イン タフェース コンピュータか

ら外側に対 しては,パ ケ ッ トとい う一定のフ ォーマッ トのメッセ ージの形で,あ る一定の高速度(た

とえ ばt.sMB/8)で デ ータを送受す る。

この方式 では,端 末 装置の制御機能の集中化や,端 末装置一 コンピュータ間の転送制御の単純化

と融通性 をもたせる ことが で き,速 度や機能の違 う多様な端 末装置 に対 し容 易に適応 できるようにな

る。また,イ ンターフェース コン ピュータ相互はデータの形式,端 末装置に関係な く単純化され高能

率化がはかれ る。(第5・3・7図)

この構想に よる網は会話モ ードの ような メ ッセ ージ長 の短い トラフィックに対 して有効 と考え られ

る。
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この計画の実特 定は ・197・ 年 末までt・・agSiJlt]ijll入者 を対象・・して槻 模な試験を実施 し
,逐次拡大 し

て1977年 末・ で嫡 用に供す ると⇔ れてい ・が
,そ の目標と してい=は,お 、よ

そ次の ような ものである。

D速 度変換,符 号変換を可能 とする。

‖)ノ ー ド瀬 棚 蛙 び ノー ドとイ・タフェ弓 計算鯛 を結ぶ
・・イ・ベル ・ネ 。、。.ク 内の

:伝 送遅延時間は100ms以 下 である こと
。

ゆ 専用線 サゼ スや ・あるグルづ 内だけの接続綱 サービスが可能である
。

この構想は ・将綿 としていろいろ働 た点 を持ち
,牌 のNRDの ジ。ネー7'会 話 も紹介され

各 国の注 目を集めたが ・近い将来の データ網 としては
,姪 多 くの問題が あ・と儲 されてい。。

5.5.6カ ナ ダ

カナ掴 内の大手臨 会社 ・社で繊 され ている トラ・ス ・〃 臨 ・
ステ。は,197。 年 、月

か らマルチ 基 サー ビスとい う 沖 高速度のデー旅 送業務を提供している
。

この サービスは ・50K ・40・8K・19・ ・KB/Sの 高 巌 デー・伝送と
,・,… ～4,…%

の 中渡 デ ータ伝送サ ービスを特 別校 旗網で撤 す るもので ある
。

交換融 モン トリか ル ・ト・ン … ルガ リにおかれ
,・ れ らの各局に ・～ 、局媒 中嚇 配さ

れ る・集相 はオ"・ バ 〃 ーバなど主l」11aSM…eto ・れ,・ れ らの局間は48KH。 の 広醐

回線で接続されている。

4
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高速度,中 速度 サービスとも接続は全 自動交換で行なわれ,不 在通信も可能で ある。ま た通信方式

は原則として全2重 同期通信で ある。高速度サー ビスには広帯域回線のほか,打 合わせ 用の音声回線

が提供される。

中速度サービス用の宅内装置は4線 式6ボ タンの タッチ トーン電話機で,デ ータセ ッ トは原則とし

て 自営,酷 のいずれで もよい.・ のほか,中 速度 サ ー ビ ス で は,ホ ・ ・'・ イ ・・朝 網 サー

ビス,短 縮 ダ イ ヤ ル,を オプションとして提供 している。

高速度サー ビスの宅内装置は,デ ータセ ット,デ ータ補助装置,ラ ウ ドス ピーカ等 よりな っている。

このサー ビスは,ア メリカのデー タホン50,イ ギ リスの デーテル48K,に 似 ているが次の点に

特徴がある。

D各 種伝送速度をもつ 複合通信網であること。

[D合 計14都 市 の広い範 囲を対 象としている。

(デ ータホン50は4都 市,デ ーテル48Kは5都 市)

m当 初か ら全 自動交 換をお こな っている。

5.5.7そ の 他

前記のほか,イ 前夕リ.⇔ いて,電 話網により2,4・ ・B/Sま で,加 入電信 網に よb2・ ・B/Sま

でのデ.タ 伝送サービスの難 が 計酸 れて助,枝 朝 編 や て4sKB/sま で の デー・サ ー

ビスを行な う計画 も発表 され ている。

将来の計 画と しては,ロ ーマと ミラノに電子交換機を設置 し,9・600B/Sま で の データ伝送 サー

ビスを提供するとい う構想が あるとの ことであるが,未 だ確定はしていない ようである。

そのほか,ス エーデンにおいても,デ ー タ専用の別網の建設を検討 していると伝え られ ている。

、、
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5.5.8総 括

以上の ごとく,諸 外 国におけるデー タ伝送網を概観すると明らかに二つの流れが感ぜ られる。

一つは
,テ レックス網の有用性を認識 し,こ れ をベ ース として,メ ッセ ージ通信主体の網か らデー

タ伝送のためのサービス要求条件を満足する網を実用化 しようとい う動 きである。西 独,フ ランス,

イ タリー等の テレプクス網の200B/S化 が この流れに入る 。

もう一つは,電 話網 と専用線によって当面のデータ伝送の需要を充た し,将 来は蓄積交換機能を持

った コン ピュータを中心に,新 しい データ専用網を作 ろうとする ものである。

アメ リカにおけ るUCC,イ ギ リスにおけるNPLの 構 想がこれで ある。

この二つ の行き方にはそれぞれ一長一短が あり,昨 年のNRDの 審 議において も,こ れを一つの方

向にま とめることは困難であるとい う意見が述べ られている。

将来の構想 と して,蓄 積交換は全員か ら支持 されなが ら,現 実の姿 として,既 存網 との相互接続の

容易さ,早 期に実現させる ことの可能性等か ら,第1の 進め方を支持する ムー ドが強い ようで ある。

今後のNRDの 動 きとしては,第2の 方向も考慮 しなが ら,第tの 方式 を実現するための作業を進

めて行 く模様である。

なお,今 回の会議では,ア メリカか らほ とん ど発言がなか ったといわれてい るが ・今後の動 きが大

いに注 目され ると ころである。

,
(

5・4将 来 の デ ー タ 通 信 網

5.4.1通 信 網 の発展 動 向

情報化の進展にともない,各 種情報伝達のための需要は急速に増加するものと予想される。在来の

電信 ・電話に加え,今 後はデータ通信 ・画像通信を含め,そ の通信量は飛躍的に増加すると見込まれ

るo

将来 の通信量について,電 電公社では,昭 和60年 を 想定 して第5・4・1表 のごと く推定 してい

るが,そ の頃には データ通信関係の通信量は電話の約1/2程 度(電 話帯 域に換算)に 達 し,画 像通信

関係は帯域を考慮すれ ば電話のtO倍 程 度になると見込まれている。

これ らの膨大な通信のための ネ ットワ ークと しては,複 雑高度な技術が必要であ り・鋭意検討が進

め られつつ あるが,そ の動 向を概観すれば次のとお りである。

(1)従 来 の通信技術では,音 声を主たる対象と して取扱 ってきた関係上,伝 送方式は アナ ログ伝送

が 主体であ ったが,今 後 データ伝送,画 像伝送のニーズが増加するにつれ,デ ジタル伝送が盛ん

になる傾向にある。

② ネ ットワークとしては,用 途,具 備すべ き機能,技 術的条件,な どより,電 話網,デ ータ網,

ビデオ網に分け られ,そ れぞれが対 象範囲をわかちなが ら全体 と しては一体化された もの となろ

う。(第5・4・4図)

(5)網 の 中心的な制御は電子交換 機に よってteこ なわれ る。

④ データ網については前述の ごとく.電 話形伝送 と電信形伝送の二つの技術的な流れが あるが ♂

'
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第5.4.1表 将 来 の 通 信 需 要

サービス

分 類
サ ー ビス 名

ヲ

昭 和60年 に お け る 想 定

端 末 数 通 信 量(最 繁時)

音 声 加 入 電 話 5,000万 加 入 150万er〃4KHz

デ ー タ

デ ー タ 通 信
押 しボタンダイヤル電話(再 掲)

1,000方

キ ーボー ド,デ ィスプレイ等データ

通信用端末機器200万

デ ィスプ レイ

(テ レビ電話共 用)150万

プア ツクス

(フ ァ ックス通信用と共用)70万

(音声帯域)5万erZ/4KHz

・(デー タ)10万erZ/1200%

(映 像)4万erZ/48K%

(書 画)10万erZ〃2KHz

加 入 電 信

デ ー タ 伝 送

画 像

テ レ ビ 電 話 f50万 加 入 8万erZ/1MHz(2,000万er4/
4KHz換 算)

25万er〃4MHz(但 し短 距離が 中

心)

10万erZ/12KHz

産 業 用 テレビ 70万

ファ ヲクス通 信 70万

(注)

(1)新 サ 万-pビスの1うち,網 の構成に大きな影響を与 える データ通信お よび画像通信について掲載 し

た。

(2)通 信 量に示す周波数帯域は各サ ービスご とに所要帯域 を仮定 した もので ある。

(5)erlは 通 信量 を示す単位で,1回 線が1時 間を通 じて使い 切りになる通信量を示す。通常,

最繁t時 間の値を使用する。
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第5・4・1図 将 来 網 の 形 態

▲

、
その得失 を定性的にのべ ると次の とお りである。

D電 話形 伝送は,デ ータ信号を電話回線にのせ るため アナ ログ信号に変換す るものであり,端 末

装置にモデムを必要 とす る。また,高 速化するとそれに応 じて広い帯域巾を必要 とする。そのか

わ り,特 別の回線網 を必要 とせず,既 存の電話網をそのまま利用する ことが できるメ リッ トが あ

る。

iD電 信形 伝送では,回 線の加入者 線部分は直流伝送をtsこ な うので端末にモデムがい らない 。ま

た.端 末装置か ら送出された データ信号 をそのまま伝送す るので,市 外部分の デジタル形 伝送が
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容 易である等の利点が あり,伝 送路の経済化をはか り得る。

以上 のような動 きは,前 節で述べた ようにア メリカのUCCの ネ ットワーク,西 ドイツのダテ ック

ス,フ ランスのヘルメス計 画,イ ギ リスのNPLの ネ ッ トワーク等各国にも見 られ,デ ジタル形の デ

ータ専用網が新 しい データ網として最 も望ま しい姿であるとい うことは,ほ ぼ異論のない ものと思わ

れるo

それ に必要な技術は着 々と開発され てお り,そ の実現の時期 を決める ものは,今 後の デー タの需要

の動向如何によるといえ よう。

5.4.2新 デ ー タ 網 の 条 件

今後形成される新 しい データ網が具備すべ き条件につい ては,電 電公社で目下いろい ろと検討 を行

な っている段階であるが,諸 外国の構想な ども勘案 した うえで想定 してみ ると,お お よそ次の よ うな

ものとなることが予想 される。

(1)電 話 網利用に よる データ伝送サ ービスは,公 衆電気通信法の改正によ り昭和47年 度 よb開 始

されるこ:とSな ったが,前 項に述べ たような現在k・よび将来のニ ーズを考慮す ると,デ ー タ伝送 を

電話網のみに頼るわけ にはいかず,よ り高度な機能を持つたデ ータ網を構成す る必要が ある。

(2)要 求 される通信速度は,低 速(200B/S以 下),中 速(1,200～4,800B/S),高 速

(9,6.v4sKB/S以 上)の 中か ら数種類 であろ う。

網構成上か らは,種 類はなるべ く少ない方が良いが,現 状をみて もかな り多種類な通信速度の

端末装置が使用されてお り,利 用上明らかに差のある数種類の速度は利用できることが必要で あ

ろ う。

(3)符 号形式や制御手順は,網 の 制御用の ものを除き利用者が 自由に選べ るようにす る。

(4)接 続 に要する時 間は 出来るだけ短かい ことが望ま しい。理想的な値と しては数10msを 目標

とすべ きであろ う。

(5)機 械 対機械の通信であるか ら,着 信 側が 使用 中の場合は,着 信不能表示を返すとか,r時 交 換

局に蓄積 し着信可能になれば 自動的に送信するな ど,着 信 不能時の対策をもつ必要が ある。

(6)各 種 の端末間の通信を可能 とす るため,網 内で通信速度お よび符号の変換が ある程度可能な こ

と。

(7)低 コス トである こと。
-8 以 下

である ことが望ま しい。(端 末 装置は含まない。)⑧ 網の ピット誤 り率は10

(9)十 分 な信頼度を持つ こと。

⑩ 下記のような付加 サービスが できる こと。

D同 報通信や一 斉指令

ii)あ る グループ内だけの接続 制限サービス。

iiD短 縮 ダイヤル

MDホ ッ トライン な ど。

㊥ 交換方式としては,回 線交換,蓄 積交換,パ ケ ッ ト交換,あ るいは これ らを混合 した ものな ど
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が考え られる。

⑫ 電話網お よび別に形成されることが予想される画像通信網との相互接続が可能な こと。

5.4.5新 デ ータ 網 の構 成法

我が国における新データ網の構想は,未 だきわめて流動的であり,今 後のオンライン・システムの＼

動向,電 話網開放に伴,う データ通信需要の動きな どを考慮のうえ決定されることになると考えられ

るが,そ の構成方法は,お およそ次のようなものと想定される。

⑦ データ網の特徴

(1)デ ー タ網は 電話網 と異な り,そ の扱 う信号形式が デジタル符号であるため,伝 送形式と しては,

これ をアナ ログ信号に変換せず,そ のまま伝送できるデジタル方式が有利である。

(2)デ ータ網を利用する通信は,将 来そのほ とん どが コン ピュ.一夕を設置 したセンタと端末の間 で

行なわれ るものになることが予想され る。

センタは大部分,県 庁所在地 級以上の都市におかれるもの と想定され るので,ト ラフィックの

流れは都市集 中形となろ う。

β)端 末装置 がきわめて多種多様 であるため,伝 送される符号 の形式,通 信速度 も一様でな く,ま

た,利 用の形 態も新 しい ものが次 々と現れるこ とが予想される。'

④ 前述の ように,扱 う信号はそ のほとん どが コン ピュータでなん らか の処理を行なうものである

か ら,端 末 を含めた網全体の経済性か らみた場合,従 来は コンピュータまたは端末装置に もたせ

て あった機能を,網 自体に持たせた方が有利な場合が出て来る ことが予想される。

例えば,誤 り制御,フ ォーマ ッ ト制御な どの機能である。

⑤ 符号 伝送を 目的とす ることか ら,網D誤b率 は,電 話網に比べ一 けた以上 よい ことが望ま しい、

(6)高 速 伝送あるいは,き わめて高速な処理が要求 される サー ビスのため,接 続 に要する時間は短

か くなけれ ばな らない。

② 網の構成

(り 交換 網の構成

電話網は現在第5・2・1図 のよ うに4段 階の構成 と左 ってい るが,デ ータ網の場合は,

D端 末 数が電話機数に比べ1/io以 下 であること。`

の 一端末当りの呼率が高いの で,集 元 メリッ トが少ない こと。

ゆ 需要が大都市に集 中する傾向が強kと 。

な どの理 由か ら,第5・4・2図 の よ1,2段 階 の構成で良いと考え られる。
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令 TS

::＼
DT〔 コ

TS(TollSwitch)

LS(Loca1 .Swi・tch)

※

LC(LineC(Srcentrator)

〔ゴDTデ ータ端末

※LCは 集線装置で交換機能は もたない。

第5・4・2図 デ ー タ 網 の 構 成 案

`

② 交換方式

噸 の接続鮒 を徹 う回徽 換方丸 伝送されるデータを全て一度額 レ 同齢 着信側端

末の状態を確認した後デー一・-Bを転送する額 交換方丸 メ・セージをtoo字 程敵 区鋤 てパ

ヶ。ト化し,パ ケ。ぱ 位峰 送を行勅 ・・ケ・校 旗方鵡 どが考えられるが 洛 々一長南

がありえ の計 れをとるかが新データ網の構成を決める最も重要赫 イハ である・

5.4.・ 噸 で述べた条件を全て充たすこと力絶 対の条件ならば ・回搬 撒 けでは不可育Eで
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あり,蓄 積交換かパケット交換,あ るいは,回 線交換と他のいずれか との混合方式をとる必要が

ある。

次に各方式の利点と欠点についてふれてみる。

D回 線交換

ω 利 点

① 経験が豊富である。

② 長文の連続した電文に対 して,装 置が蓄積交換に比して経済的である。

③ 接続後の伝送遅延は一定である。

④ 電話交換との共用が可能である。

⑤ アナログ伝送に適する。

←)欠 点

① 回線の使用効率が低い。

② コンピュータを接続する場合,速 度別の通信制御が必要となる。

⑤ 誤り制御等の機能を網に持たすことができず,全 て端末装置にまかせなければならない。

④ 接続する端末装置相互は同一通信速度でなければならない。

⑤ 提供できるサービスが限 られる。

⑧ 機械接点の場合,雑 音 ・瞬断等に問題がある。

ii)パ ケプト交換

ω 利 点

① パケット化し高速伝送することにより,伝 送路の節約ができる。

② 接続するコンピュータは,デ ータ交換局との間に,わ ずかな高速回線を持つだけで良い。

③ 網内で誤り制御等が可能なので,端 末装置の機能を簡略化できる。

④ 異速度端末相互の接続が 自由にできる。

伺 欠 点

① 伝送遅延がいろいろと変化ナる。

② パケットを組立てるために通信制御装置などがかなり高価になる。

③ 長い電文の伝送は不利である。

藺 蓄積 交 換

パケ ット交換の利点 ・欠点を全て有するほか ,次のような得失がある。

臼)利 点

①'全 電文の蓄積を行なうか ら,着 信側の状態に無関係に発信ができる。

② 電文に優先順位を設け,割 込み伝送ができる。

㈲ 欠 点

① 発信側から着信側の状態を直接確認することができない。

② 着信側の障害などで電文の送信ができなくなった時の扱いが複雑になる。
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亀

iii)回 線交 換とパケッ ト交換を混合 した方式

伶 利 点

① 回線交換の経済性,既 存網の利用な どの利点のほか,新 サー ビスに対 しある程度は応じう

るとい う融通性を持つ 。

② デー タの伝送速度 に応 じて,交 換方式が選択できる。

←)欠 点

①LS(ILpcalswitch)と 端 末の間は回線交換の欠点がそ のまま残るので新 サー ビ

スの要求が増加する と,い ろいろと問題が生ずるおそれがある。

② 網 の構成 に統一が とれていないため,高 い信頼度を得 るのが難か しい 。

以上の ように,各 方式 ともいろいろな問題を含んでお り,ど れ を選ぶかはなお慎重な検討が必要で

ある。

しか し,回 線交換の技術はすでに確立され ているのに対 し,他 の二つの方式の実現には,な お相当

の期 日を要す ることからみて,ま ず回線交換 によリス ター トし,逐 次混合網へ移行 して行 くことにな

るものと推測される。

なお,交 換機と しては電子交換機が使用され,将 来は,電 話網あるいは ビデオ網と共用される こと

となろ う。

(5)伝 送 方 式

データ細を構成するための伝送方式 を大 男け ると第5・4・5図 の ように二つの タイプがある。

、

句
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第5・4・3図 デー タ網 の伝 送 方式
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亀

両者の主な相違は

D市 内区間が交流か直流か

の 市外区間に電話 網と同 じアナ ログ形を使 うか,PCM等 の デジ タル形 を使 うか

の二点である。

両者の経済性 を比べ てみる と,端 末装置のモデムが不要 である こと,市 外区間のPOMに よる多

重 化が経済的にで きることな どの理 由か らデジタル形が優れている。 しか し,ア ナ ログ形 にも既設

設 備が大 量に あり,こ れ との共用とい うメリッ トが ある点を考えると,』デジ タル形が真 に経済的 で

あるためには十分な需要のあることが必要で ある。

デーnタ通信 の需要予測は 非常に難か しいが,5・4・t項 で示 した需要 にもとず いて試算すれば

デジタル網の経済性は十分保証で きそうである。

デジ タル網にむける伝送方式の一例を示せば第5・4・2表 の とお りである。

なお,伝 送路は,既 存の同軸ケ ーブル方式,マ イクロ方式などのほか,ミ リ波 方式や海洋 マイク

ロ波方式な どが,膨 大な回線を確保するための有 力な手段 として利用 されることとなろ う。

第5・4・2表 伝 送 方 式 の 適 用 例

●

●

伝 送 方 式

データ信号速度

市 内 市 外

200bit/s

1200〃

FM方 式
2400〃 (注1)

直 流 伝 送 VSB方 式

4800"

PCM方 式

g600"

48kbit/8 等 を適 用 す る 。

(注2)

240"
ベースバンド伝送

注1.複 流矩形波パルスに よる伝送

注2.波 形 成形 され たパルスに よる伝送

固 今後の動き

以上述べたように,デ ータ網の検討 は未だ基礎的な段階であり,問 題は山積している。

これに対処するため,電 々公社では47年 度の研究実用化計画に,総 合通信網構成方法の確立を重
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点項 目と してと りあげ,そ の中でデ ータ網に関 して次の ような検討 を進めることとしている
。

(1)デ ー タ網の機能条件,技 術条件の検討

(2)デ ジ タル形 データ網につい て,ト ラフィック特性,サ ー ビス晶質等 ,網 の必要条件について検

討する とともに,接 続 制御方式,各 種 伝送方式,信 号方式,伝 送品質等の検討を行なう。

⑤ 総合網の核 となる電子交換機の機能条件ならびに,既 存交換網の利用方法についての検討を行

な う。

(4)公 衆 通信網によるデータ伝送 サー ビスの技術的問題点を明らかにする。

将来の データ網が どの ような構成になるかは,こ れ らの検討結果や今後の需要の動向に より逐次固

め られ て行 くであろ うが,利 用の形態と しては,デ ー タ網利用 と電話網利用が 併行 して進ん で行 くこ

とが予想され る。

47年 度 か らの公衆網の 開放 とと もに,200B/sL■ 下の低速端末装置の需要が急増する ことが予

想され るカ㍉ これ らの需要はさ らに他の需要を生み,次 いで,高 速 ・高品質の サービスに発展 し
,逐

次 データ網へ移行 して行 くもの と考え られる。

一 方
,公 衆網を利用する心電図 伝送や簡易なファ ックス等の需要 も,増 加の一途をた どるであろ う

し,低 速の簡易な端末装置による利用も多種 多彩なもの となろ う。

この ような情報 化社会の動 きに十分対応で きるす ぐれた機能 と高度な品質 を持 ったデータ網の早期

な建設が強 く望まれ る。
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6.コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク

コンピ ュータ を相互に接続す ることによって,コ ンピュータ をより効果的 に利用で きるであろうとい

う考えは1960年 代の初期頃か ら紹介され また一部では実施 もされて きた ようである。

最近アメ リカにおいてコンピュータの共同利用形式 を発電機 とその出力の分配になぞ らえ,電 力網

と同様にコンピュータを通信網で結ぶ コンピュータ ・ネ ットワーク,さ らには コンピュータ・ユー テ ィ

リテ ィとい った概念が提唱されている。わが国で も計算 センタ間 を専用線で接続 した例があ り,ま た

オース トラリヤでの計画 を紹介 した文献 もある。 このほか情報サービスなどで何 カ所かの コンピュー

タを結んでいる例がかな りある。(国 際データ通信 の動向 を参照)

今 回の調査では入手 し得た資料が少左かったので,こ こでは アメ リカのCarnegie-Mellon

大学 の研究言1画,AdvancedResearchProjectAgeIIcy(ARPA)の コンピュータ ・ネ

ットワーク計画 および,カ ナダ とアメ リカにまたが るコンピュータ ・ネ ットワーク立案 に関す る報告

をもとに,ア メ リカのコンピュータ ・ネ ットワークの考え方の一端 を紹介す る。 なお,こ のほかにコ

ンピュータ ・ネ ッ トワークのためのマイクロ回線の建設が進め られてい る例な どい くつかの研究や具

体的な作業が進 められ ているようである。

Carnegie-MelIon大 学 は・PDP-一一10を2台,ハ イブ リッドコンピュータ1台,PDP-・-8

を2台(内1台 はタイムシ ェアリング用)を 疑似通信網で接続 し,こ れ を基本 モデルとしてルー トの

定め方,コ ンピュータ ・ネ ットワークの制御方法 および,制 御情報の伝 え方などを研究 している。' ,

ARPAネ ットワークは111inois大 学,MIT,StanfordResearchIn8titute

な ど20ヵ 所 のセンタを50KB/Sの 専用回線で結ぶ ものである。(通 信 関係の費用は月額3千 万円

'といわれ国防省
の資金に よる)こ のシステムは コンピュータに精通 した人がタイム ・シ ェアリング方

式で利用す ることを前提 としている。(ネ ッ トワーク内のコン ピュータに関す る情報は全利用者 に印

刷配布され る)

5番 目のカナダ とアメ リカにまたがるコンビ=一 夕 ・ネ ヅトワークに関する資料は主要都市 を結ぶ

コンピュータ ・ネ ヅ トワークを立案 しよ うとして検討 した ことが らの 報告 である
。

これ らの資料の内,や や具体的な資料が 見出された のはARPAネ ッ トワークだけで,他 の二者は,

か な り抽象的な説明がなされているにす ぎない。た だし,ARPAネ ッ トワー クは,そ の前提条件か ら

特殊 なシステムと思われ ること,ま た,実 際 ネットワークを構成 しな くて も十分 に検討で きるはずの

事項や構成前に解決 してお くべ きではないか 思われる事項 を残 して,コ ンビ」一夕の接続を先に進

めてしまってい ることの二点か ら,こ れにとらわれることには疑 問がある。(ARPAネ プ トワ→ は

各種の統 計資料の採取 に考慮 をはらってお り,ま た利用者に も開発 したテクニ ックの報告 を求める と

とにしてい る。 したが って,こ れ らの資料が報告されれば有意義 な情報が得 られ る可能性はある。)
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6・1コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ツ.ト ワ ー ク に 対 す る 期 待

調査 した資料 にはそれぞれ にコンピュータ ・ネ ットワークに期待す る利点が あげ られ てい る。そ の

中には,か な り実現性が疑わ しい項 目が多いが,ア メ リカのタイム ・シ ェアリングセンタ業の状況 を

推測 しなが ら紹介 したい。

タイム ・シ ェアリングセンタの利用者は,利 用 したい計算 センタごとに,別 々に契約 を結び別別の

端末機 を用意 しなければな らない。(異 なる計算 セ ン タ が同一の端末装置を指定 しているときの扱

いは不明)ま た,タ イム ・シ ェア リング・モニタ ・プログラムの端末制 御方式 もまちまちである。 コン

ピュータ ・ネ ットワークがで きると,利 用者は一つ の契約,1台 の端末装置,同 じ操作手順で数多 く

の計算センタ を利用で きるよ うになる。 したが って一つの コンピュータがダウン して も他の計算 セン

タ を利用で きるし,ま た多種類のデータ ・フ アィル,ソ フ トウ ェアを利用で きるよ うになる可能性が

生まれ るとされている。 コンピュータ ・ネ ットワークに よって,一 つのジ 。ブを処理す るとき,ジ 。

ブ ・ステ ップごとに最適のコンピュータ を選ぶ ことが可能 となる。 したが って他のコンピ ュータが も

っているプ アイルのデータを利用す るときも,そ のコンピュータでプアイルに関すジ ョブステ ップを

処理させてその結果のみ を転送させれば,通 信網 をとお して転送す る情報量 を少な くす ることがで き

る とい う考え方が紹介されている。

またタイム ・シ ェア リングセンタは(小 規模 なものは別 として)米 国の東西の5時 間の時差 を利用

して稼動率 を上げ採算が とれ るよ うに努力 してい る。 このためコンピュータか ら離れた所 にコンセン

トレータをおい て,セ ンタまでの回線 を無料で遠隔地の利用者 に提供 し,東 西に販路 を拡大 している

業者が多い。 したがって端末装置などの保守サービスも広い地域 にわた って行なわなければな らな く

なってい る例 もある。 もしも東 と西のタイム ・シ ェア リングセンタ を通信網で結び,そ れぞれ遠隔地

の市場 を交換すれば,端 末装置の保守 をすべ き地域がせまくですみ,ま た コンピ ュータの余力 を融通 し

あ うことによって待 ち時間が長い とい う苦情 も緩和されるであろ うと期待 してい る。

コンピュータの余力の融通 をさ らに推 し進めて,従 来のコンピニータでは能力が不足 して きた とき

に,コ ンピュータを入れかえな くても,新しい コン ピュータ を追加 し て ネ ットワーク全体 の能力 を高

め ることがで きるので,新 機は比較 的小形 のもので も済み,利 用方法の変更 も円滑に行ない得る し,

旧形機の寿命 ものばされ る ととなえる人 もある。

また,事 務処理 にっいては,広 い地域 にわた って情報の発生源があるとき,そ れぞれの地域 のコン

ピ ュータで,ロ ーカルに必要な情報 を作成 しなが ら,同 時に全域 にわたる総合情報の処理が可能 にな

ることも,そ の価値 の一つにあげ られ ている。

●

■

'

6・2通 信 網

6・2・1通 信 網 の 形 態 とネ ッ トワー ク の 制 御

コンピュータ ・ネ ットワークの中に全体 を制御す るセンタ をも うけるとい う考え方 と,集 中制御は

行なわない とい う考え方がある。前者はネ ットワークの制御体系を トリー構造 とし,そ れにあわせて

通信網 も星形とす るものである。 コン トロールセ ンタ,ま たはそれ とつ ながる通信路 の障害になる影
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響 を少な くす るため,各 階層 内で迂回路 を設け ることが考え られ ている。

○
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＼
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図6.1中 央制御 星形通信網

後者は各中継点が独立に必要な制御機能 をもち,通 信網は任意の計算 センタの間 に必ず二つ以上の

ルー トを用意す ることにする もので,ル ープをつ なぎ合わせた ような通信網が提案されている。例 と

してARPAネ 。トワーク を図6・2に 示す。(この図は所在位置に関係な く概念的 に示 した ものである。)

●

Q 謡
△
＼
r

図6・2ARPAネ プ トワ ー ク

一つのジ ョブをプ アンクシ 冒ンごとにそれぞれ最適なコンピェ一夕で実行させ る場合の制御方法 を

検討するため,そ れぞれの コンピュータで実行可能 なフ ァンクシ ョンの行列(マ トリクス)を 作 りフ

ァンクシ ョン間の支配関係(プ アンクシ ョンFiが 他 のフ ァンクシ ョンFjの 実行 を要求するときFi

がFjを 支 配す ると呼ぶ)を 整理検討する方法が研 究されている。注)
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コン ピ ュータ1で 実行で きる
1

コ ン ピ ュ ータ2iコ ン ピ ュ ー タ3

プ ア ン ク シ ョン 1

表6.]
1

た とえばコンピュータ1のC41と い うフ ァンクシ ョンは自分のEd1と い うプ アンクシuン,コ ンビ

=一 夕2のEd2とFt2と い うフ ァンクシ ョン,コ ンピュータ5のFt5と い うフ ァンクシ 。ンの実行

を要求す ることがあ りうる ことをこのマ トリクスが表わ している。

同 様に通信網 について中継点間の情報量 をマ トリクスの形で整理す る方法 も研究されてい る。

ARPAネ ッ トワークでは,計 算 センタ間の1ブ ロ ック(約1,000ビ ッ ト以下)の 情報 の伝達時間

の平均が0.2秒 で あ る と きの通信に要す る費用が最低になるように,回 線網 を決定 してい る。 その

方法 としては,必 要な条件 をみたす回線網 を一つ 見つけた うえ,そ の一部の通信路 を他の通信路 にお

きかえ て(通 信速度は一定)機 能 の確認 と費用の比較 を行な うとい う過程 を繰返 して,一 番安 い通信

網を探 し出してい る。

6・2・2回 線

コンピ ュータ ・ネ ットワークの用途 ・目的とい った ものがプ漠然 としているため,ど の ような回線

を使用す るのが良いか一般 的 には定 まっていない。交換網 に対しては接続 までに時間がかかるために

抵抗感があるよ うで ある。 また,速 度は速い方が単位情報 あた りの費用が小さ くな リコンピュ一夕の

能率 も良い とする考えが強い。

6・2・5通 信 制 御

中継点 には,通 信の制御のための専用のコンピ ュータ(通 信 用コンピ ュータ)を 処理用 コンピュー

タと別に設 けるのが良い といわれ てい る。専用のモニタ ・プ ログラムが使用で きるとい うソフ トウ ェ

ア上の利点 と,比 較的小形 で障害率が低い コンピュータ を用意できるとい うハ ー ドウ ェアか ら見た利

点がその理由である。なお,処 理用コンピュータが大 きくない ときは,経 済的観点か ら通信制御 もか
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ねさせ るべ きだ とい う意 見がある。

6・2・4ル ー ト の 選 択

通信路や機器 の障害のほか トラフ ィック を考慮 してルー トを選択す る方法が研究されている。 星形

網の場合,障 害 の状況はその枝の上位の全ての中継点 に知 らされる。 そ して,上 位の中継点は迂回ル

ー トを使用するよ う下位の中継点 を制御す る
。過大な トラフィ ックについ ても同様に考え られ るとし

ているが,具 体的な手法は記述されていない。

ARPAネ ッ トワークでは,そ れぞれの中継点か ら他 の全ての中継点 に対する最 も早いルー トとその

遅れ時間 を計算 し,そ の結果をO.5秒 ご とに,障 害の情報 ととも隣接す る中継点間で交換する方法 を

とっている。た とえばABCの 三 つの中継点が直線的につなが っている とする と,そ れぞれが他 の中

継点Xま での最早ルー トを計算 した結果 をA-B間,B-C間 で交換す る。 これ によってBはXと の

間の通信 をA経 由 とするかC経 由 とするか決定す る。

このほか,ジ ョブ(ジ.プ ・ステ ップ)の は じめご とに,窓 口の中継点 か ら処理 を引受けるセンタ

の中継点 あて通信 開始メ ッセージ を全 てのルー トを通 して同送 し,中 間 の中継点はそれぞれの中継点

名 を付 けて目的 とす る中継点へそのメ ッセージ を送る ことにより,受 信側の中継点が一番早 くメ ヲセ

→ンが到着 したルー トを選んで,こ れを送信側に知 らせ る方法 も提案されている。 この方法はネ ット

ワークが大規模 になると無駄が多す ぎるので,限 定 したルー トの中で選択すべ きであるとの説明がつ ,

け加え られ ている。

6・2・5誤 り制 御 ・障 害 監 視

高速 回線 に拾いてエ ラーチ ェックが特に重要 であるとい う認識が米国で もよ うや く高ま って来た よ

うであるが,コ ンピ ュータ ・ネ ヅトワークでは通信の誤 り告1胸は 当然の ことと考え られてい るよ うで

ある。誤bの 制御 を中継区間ごとに行な うほか,ACK応 答 とデータの到着について時間監視 を行をう。

データがない ときは,ダ ミーデータを送 り隣接す る中継点 までの障害 を常時監視する。(ARPAネ ッ

トワークでは この監視時間 を2.5秒 に選んでいる。)処 理用 コンピュータの障害発見にARPAネ ッ ト

ワークでは次の三つの方法 を採用 している。

(a}t5分 以 内に一つのテ キス トが完結 していない とき,送 信側の障害 とみなす。

(b)処 理 用コンピ ューータが通信用コンピュータか らの入力 を15分 以 内に受けつけftか った とき。

{c)テ キス トを送 った処理 コンピュータが受信側処理 コンピュ'一'タか らの応答 を20分 以 内に受取 ら

なか った とき(ARPAネ ッ トワークでは処理 コンビ=一 夕間で も1テ キス トごとに確認応答 を送Zb

通 信 用コンピェ一夕間はブロ ックごとに確認す る。)受 信側 コンピ ュータの障害 とみな している。

(ベル研究所 による三つのタイム ・シ ェア リングセンタの通信状況に関する実測報告 によれば,コ

ンピ ュータが利用者 を待 たせる時間の平均は16秒,標 準偏差は25秒 で あるか ら
,タ イム ・シ ェ

ア リングナービスの利用者は1分 程度待たされ ることには慣れ ているか と思われ るが,ARPAネ ッ
●

トワークで採用 してい る時間は長す ぎるよ うに思われる。)

6・2・6ト ラ フ ィ ッ ク の 見 積 リ

ある資料では,そ れぞれの中継点で発生す る トラフ ィックは,そ の地域の人口に比例す るとい う考
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え方が紹介され てい る。ただし,人 口と トラフ ィックの数量的関係や宛先別 の分配比率 についてはふ'・

れていない。

ARPAネ ッ トワークでは,二 つの処理用 コンピュータ間の通信量は,原 則として全 て同一であると

してい る。 ただ し,ILLIACは 特 殊な機能(大 容量メモ リ,大 きなア レイ ・プロセッサなど)を 持 っ

てい るため,L-ILLIACと これ を利用する頻度 が高いと思われ る六つのセンターの間の通信量は2倍

と見込ん でいる。当面の通信量は1セ ンタ当 り10～4GKB/Sと 見込んでいる。(こ の数値の根拠

は不明である。)

6・2・7通 信 フ ォー マ ッ ト

異 種の コンピ ュータ間で情報 を交換す るときそれぞれの情報表現の方法が異なれば,少 な くとも一

方の コンピュータで コー ド変換のよ うな変換作業が必要で ある。情報がすべて文字 で表わされ るな ら

ば,通 信路上ではISOコ ー ドなどの標準 コー ドを用いることに取決めれば良いが,バ イナリー表現の

情報 を取扱 うと きの統一法は,む ずか しい問題 と思 う。ARPAネ ッ トワークでは,通 信路上は ピ ット

.ス トリーム として情報 を扱い,情 報の変換は利用者が指定,ま たは,作 成するプログラムにまかさ

れ ている。

データのブロ ックサイズについては,ARPAネ ットワ ークでは,処 理計算間は1テ キス ト8096

ピ ッ ト以下 とし,通 信用 コンビ=一 夕間は1ブ ロ ック約1000ピ ッ ト以下 と取決 めてい る。テ キス

トの分解 ・組立は発着中継点 の通信用コンピ ュータで行な うこととしている。(他 のシステムの資料

は 見当た らなか った)

処 理用コンピュータは,1テ キス トごとに40ビ ットの通信用の情報(相 手コンピ ュータ番号8ビ

.ト,利 用者番号24ビ ッ ト,モ ニタプ ログラムが使用す る識別番号8ビ ット)を 付加する。 通信用

コンピ ュータは1ブ ロ ックにつ き64ビ ッ ト(内7ビ ットはその情報の種類 を通信用コンビa－ 夕が

区別す るため に使用す る)の 情報 を付加する.別 の資料によれば通信網で必要 とす る情報の,分 類コ

ー ドは8ビ ヅ トで十分で ある とされてい る。

丈

6・5コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク の 利 用 法 と 問 題 点

6・5・1信 頼 性 向 上

コンピュータ ・ネ ットワークの通信用コンピュータ を 処 理 用 コンピュータと別 に設置 しても,こ

れ に入出力装置 をつけた り,タ イム ・シ ェア リング用端 末の回線 を接続す ることは考え られ ていない。

したがって処理用コンピ ュータが停止すればその計算センタの全機能は停止 して しま う。タイム ・シ

ェア リングサ_ビ スなどでは回線多重化装置をつ な ぐ通信網 を作 る方が障害時で も一般の回線 を使え

るだけ信頼性がす ぐれ ていることになる。 重要なデータをネ ッ トワーク内の二つ以上の計算センタで

フ ァイルするとい う案が紹介 され ているが,信 頼性向上 に対する妥 当な解釈 と思われ る。
●

6・5・2コ ン ピ ュ ー タの 余 力 の 融 通

コンピュータの余力 を融通 しあ うために必要な最小限の条件は,使 用で きる言語が全 く同一である

ことである。 しか し,実 際に役立つ もの とす るためには,全 てのコンピュータと通信網の負 荷や信号
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の伝達時間(米 国の東部 と西部では約30mSdわ が 国では,東 京一大阪間で2～3ms程 度)な どを考'

慮 して最適の計算センタを使用しなければな らないので,実 現は困難であると指適されている。 ただ

し,米 国では東部 と西部 で5時 間の時差があるため,タ イム ・子ケジ ュールに よって,リ アルタイム

処理の負荷 を分散する事は可能か もしれない。 また,ベ ル研究所の前述の実測報告によると・一つの

ジ 。ブについて回線 を保留する時間は,平 均約20分 な ので,接 続中の回線数 の増減は比較的緩慢で

ある可能性が あり,実 際の情報処理にかかる負荷に よらず接続中の端末数に基づいてある程度の負荷

配分 をす ることはで きるか もしれない。

また,バ ジチ処理な らば,受 け付け時間後に管理者 ど うしの連絡で夜間の余力 を融通 し合 うことも

考え られるが,こ のよ うな提案は見あた らなか った。

6.ろ ・5フ ァ イ ル の 共 用

データの共用 にっいては実行方法 について二つの考え方が 見られる。一つはデータを保有 している

コンピュータか らフ ァイルごとコピーす るとい う方法で あり,他 は ファイルか ら必要なデータ を取 り

出し,あ るいは,さ らにある程度の処理 を行なった上,そ の結果 を窓口コンピュ一夕(端 末装置が接

続されてい るコンピータ)で 利用 しよ うとするものである。

前者は,利 用者 がフ ァイル内のデータのア ドレス を知 っていることを前提 として,フ ァイルを窓口

と在るコンピュータにコピーする方法である.紹 介されてい る例では窓 口コンピュ一夕はフ ァイル を

もつコンピュータのタイム ・シ ェア リング端末 としてデータの転送 を要求す る。 このため窓口コンピ

ュ一夕にフ ァイル コピー ・ルーチ ンを用意する。 したが ってフ ァイル をもつ コンピュータの数が少数

に限定され るかフ ァイルの転送方法 がネ ットワーク内で共通でない と,窓 口コンピュ一夕の ファイル

コ ピー ・ルーチン を作る手間が大変な ものにな りかねない。

利用者がフ ァイルの どこに必要 な情報があるか を知 らずに,必 要な情報 をとり出す方法 として次の

ような案がある。 ファイル にはい くつかの体系 のインデ ックス をそれぞれ トリー構造で用意 し,同 時

にクロス ・リファレンス可能 とする.ネ ットワーク内の コンピュータには,あ る一つの体系のインデ

vク スの うち上位2～3レ ベルまで を記憶させてお く。 利用者は,窓 口コンピ ェ一夕によって上位イtt

ンデ ックス を決定 したあとファイル コンピ ュータとの会話によって必要な情報 をとり出す。関連情報

を必要 とす ると きは目的 に近いインデ プクス体系 を上 位にさかのぼってか ら再び下位の分類 をた どる。

同時に使用され る頻度の高い情報は相互に相手のインデ ックス をファイルの中に記憶 してお くことに

よって検索 のステ ップ を短縮す る。 この方法属 必要 とす る情報を見出すためのス テップが多す ぎる

ように思われる。またネ ッ トワークを通 じて利 用で きるファイルが大 きくな ったとき,窓 口コンピュ

一夕が記憶すべ き情報が 多 くなりす ぎる可能性がある。この点 に関する実員 また は・ 推定値は見あ

た らなか った。

この他に必要 とするデータの種類を窓口コンビュータが他の全てのコン ピュータに対 して問合せる

(ブ ロー ド・キ ャス ト)と い う案 もある。 この方法 は ファイルの構造(デ ータ索引体系)が ネ ッ トワ

ーク内で共通であれば(あ るいは 自然言語の使 用)実 現可能 と思われ る。

フ ァイル に関係す るジ 。ブスチ ップをファイル をもつコンピ ュータで実行させるには,利 用者は窓
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ロコンピュ一夕 をとむ してフ ァイル コンピ ュータに処理プ ログラム を作 り出さなければな らない
。そ

のためには利用者がフ ァイルコンピ ュータへ送るプ ログラムと窓口コンピ
ュ一夕に与えるプ ログラム'

を区別 し,フ ァイル コンピュータのモニタ ・プログ ラムに合 った様式 に従 って利用者がインプ
ッ トし

,たプ ログ ラム を転送 した り,逆 にフ ァイノレコンピュ一夕か らの指示やメ ッセージ を利用者 に転送す る

プログラム を窓 口コンビぞ一夕に用意す る必要がある。 また とのプログラムは
,窓 口コンビュータと

ファイルコンピ ュータの両方か ら利用者 に対 して指示が出され るので
,利 用者が両者 を区別で きるよ

うにまた重複す る ものを削除するよ うにしなければな らない。

このよ うなプログ ラム を利用者がそ の都度作 るのは非能率的であり
,そ れか といって,あ らか じめ

用意す るの もネ ッ トワークの コンピュータ,モ ニタプログ ラムや言語が多種類 になれば
,大 変な労力

を要す るととになると指摘されている。

6・3・4特 殊 な ハ ー ドウ エ ア,ソ フ トウ エ ア の 利 用

この点 について具体的な手法の説明 や示唆は 見あた らなか ったが
,4,5項 の ファイルコンピュ_

タ による処理 と同 様の問題が残 っているはずである
。

6・5・5そ の 他

窓 口コンピュ一夕が単に処理 コンピュータ と利用者の仲介 に使われている時間の窓口コンピ
ュ一夕

の使用料をい くらにするか,ま た
,タ イム ・シ ェア リングサー ビスについて接続料は両方のコン ビ一

夕の料金 を請求す るのかといったことも問題 になると思われ るが
,現 在の所 まだ検討され ていない よ

うである。

ネ ットワーク内に蓄積され ているデータの内非公開のフ ァイルの機密保持の方法 について も資料は

見あた らなかった。

このほか,非 常に大量のデータ を転送す るには磁気テープの空輸が一番早 く安 いことは米国で も認

め られ てい るし,タ イム ・シ ェア リングサー ビスな らばい くつかの計算センターがグループを作 り利

用者 は交換通信網な どを通 じて必要なコンピュータを利用す るシステムも考え られる
。 これ らの シス

テム と くらべてコンピュータ ・ネ プ トワークが有利 と在る利 用方法 ・範 囲を見 きわめる ことも今 後の

課題の ようである。
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7.オ ン ラ イ ン ・ア プ リケ ー シ ョ ン

7・1オ ン ラ イ ン ・ア プ リケ ー シ ョン の 概 要

7.1.1オ ン ラ イ ン 化 の 進 展 と普 及

オンライン化への指向は,コ ンピュータ発展の歴史か らみて も,既 にその初期 の時代か らあラた と

いえ よう。すなわ ち,パ ンチカー ド・システム機械(PCS)の 時 代か ら,入 力データ をその発生の

場所で捉 らえ,ま た出カデータを必要 とする ところへ必要 とす る時に送ろ うとい う考えや・ あるいは

タ_ン アラウン ド・タイムを減少 しよ うとい うことにつ いて,多 くの研究や開発が行 なわれていた。

当時か ら,加 入電信や専 用電信が,金 融業,運 輸通信業,大 規模製造業な どの企業に於いて,PCS

と並行 して利用され,さ らにはLD.Pシ ステムな ど,一 貫処理 方式の発達 もみ られた。

このよ うな傾 向は,コ ン ピュータの普及発展につれ て,オ ンライン化への道 をとる ことになるが,

初 期のコンピュー タにおいては,デ ータ伝送技術,コ ンピ ュータのハー ドウェアおよびソフ トウーア

面における技術 も発展途上 にあり,・オンライン化の実行には,彪 大な時間 と経費 をかけた開発が必要

であ った。最初のオンライン化が軍事上の 目的 を達成するために開発 されたのは,こ うした理由か ら

である。

アメyiVの 防空システムであるS.A.G.E(S・miA・tOmati・G・ ・undEn・i・ … ・nt)

は,オ ン ラ イ ン ・ リア・レタイム ・システムの基本 として・ しば しば紹介されているが・ これは

1950年 に開発がは じまり,19,58年 に稼動 を開始 してい る。.これ と前後 して,宇 宙計画におい

ても,tt大規 模の オンライン ・システムが開発された。民間では,ア メ リカン ・干アラインズ社のSA

・BR
.E(SemiAutonticBusinessEnvironment・Research)と い う座席予

約システムが,最 初のオンライン ・システムとみ られ ている。 これは1954年 か ら10年 の開発の

後 に1964年 にサービスが開始された。

この ような技術の集積 に基づいて,オ ンライン化は,ま ずラ オンラィンによって著 し く効果が発揮

で きる,軍 事用 あるいは座席予約などの リアルタイム ・システムか ら普及がは じまり,つ いで金融シ

ステム,在 庫管理システム,生 産管理システムな どへ と発展 してい った。 もちろん・ こうした発展の

基礎 には,既 にオンライン化以前 において,IBM505RAMACな どにみ.られ るランダム ・アク

セス技術の開発や,ERMAの よ うな銀行システムの経験が大いに役立 っていた ことが考え られ る。

一方
,1965年MIT(マ サ チ ューセ ッツ工科大学)のMAC計 画 による,タ イム ・or.rア リン

グ ・システム(TSS)の 実現は,コ ンピュータの共同利用 とい う新分野 を開 き・ その後アメリカに

tav>て は このTSSが 急速 に普及 して,多 数 のTSSセ ンタが稼動する ようになった。

第三世代機の出現は,オ ンライン化 をさ らに容易 にしたばか りでな く・ク ライスラーやウ ェスチ ン

グノ、ウスな どの大規模企業において,多 数の中型コンピュータを一つの大型 コンピュータに置換え・

オン,ラインに より共同利用す るとい う方向へ,シ ステムの切換え も行 なわれ るようになった。

こ うした発展は,さ らにコンピ ュータ ・パ ワーのユーテ ィリテ ィや,イ ンフォーメーシ ョンのユ一
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テ ィリテ ィへ と進むわげであるが,こ れ らの ことについては別章で述べ られ るので割愛す る
。

さて,ひ るがえって,わ が国のオンライン化の発展は,1959年 に国鉄のみ どbの 窓口が稼動 を

開始 したの を始めとして,1964年 頃か ら日本航空,全 日空な どの座席予約,東 海銀行,三 井銀行

などの為替預金業務などや,富 士写真フ イルム,ト ヨタ自動車,東 洋工業な どの在庫管理,生 産管理

業務な どのオンライン化が進め られた。 とのよ うな普及の過程は,ア メ リカの場合 とよ く似ている。

また官庁においても,警 察庁,労 働省,防 衛庁 あた りが,そ れぞれ独 自の業務 についてオ ンライン化

を 進 め て お り,官 庁 ・企業 を問わず,オ ンライン志 向の気運が強 くなって きている。

タイム ・シ ェア リングについ ては,石 川島播磨重工など,一 部の企業において利用され ているほか

阪大,京 大,東 北大あるいは電子総合研な どで も実用 に供 されてはい るが,わ が国では制度上 の理由

か ら・ これ までの ととろ,一 般ユーザを対象 としたTSSセ ンタは出現 していない。 しか し,近 く制

度 の改正 も行なわれ る見込みであり,公 共的なTSSセ ン タの出現 も時間の問題 となった。 これ にさ

きがけ て,次 の実例 にもみ られ るように,電 々公社の直営によって,共 同利用のサービスが開始され

ているo

このよ うに,オ ンライン化への志向は強 まってきてはいる ものの,現 状では全コンピ ュータ ・シス

テムの うち,オ ンラインの ものは1割 にみたない。 これは告1渡上の制約ばか りでな く,経 済上,技 術

士 の問題 もあって,オ ンライン化はいまなお,ユ ーザ にとつて相 当の負担 となるか らである。 これ ら

の問題が解決するにっれ て,オ ンラインが急速 に普及す るであろ うヒとは,想 像に難 くない。

7・1・2オ ン ラ イ ン化 の 背 景

オンライン化志向の背景 とな った ものは,コ ンピュータのハー ドウェア,ソ フ トウェア面の技術の

向上,利 用技術の向上 によるととは もちろんであるが)戦 後 の経済 の高度成長にともな う,社 会情勢

の急激な変動 いわゆる情報化時代のおとずれ とい うことがで きよ う。

すなわ ち,高 度成長 にと もな って消費活動が増大 し,あ わせて消費者の嗜好が多様化 してきたこと

に対応 して,企 業が市場情報 を迅速 ・的確 に把握 しなければな らな くなって きたことも また一方 磁,

資 本 自由化,貿 易 自由化 によって国際的な競争が激 しくな り,企 業は経営管理能力 を一層強化 しなけ

ればな らな くなったこと。さ らには,都 市開発,宇 宙開発 あるいは海洋開発な ど,情 報化時代におけ

る新 しい市場開拓 の必要が高ま り,こ れ にともな って企業活動 の総合化の必要が生 じて きた ととなど

が あげ られてい る。

こ うした事態 に対処 して,企 業では産業間の系列化,あ るいは集団化 によって総合力 を発揮 しよ う

としており,こ れ にともな う有機的な情報処理 システムへのニーズが高まって きてい る。

また行政官庁 においても,社 会活動の活発化 にともなって,地 域的,社 会 的流動 も激 し くな り,従

来の体制では対応 しきれな くなって きたため,広 域的行政サー ビスのための情報網の必要性が痛感さ

れ るよ うになって きてい る。

この ような風潮 の前提 として,数 年 前か ら急速 に高 まったMIS(ManagementInformation

System)へ の 関 心 が,企 業 内 のオン ライン ・トーータル ・システムの形成 に拍車 をかけ,さ

らに上記の事情が,企 業間,産 業間 のネ ットワーク形成 を促進す るよ うにな って きているといえ よ う。
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企業間,産 業間あるいは官庁間,官 庁企業間な どのオンライン ・ネ ットワークは,こ れ までの とこ

ろ制度上の問題か ら形成することが困難であったが,需 要者側 の強い要望 もあって,次 第に緩和される

傾 向にある。 なおすでに銀行間な どについては,電 々公社の直営によって,地 銀協システム(全 国地

方銀行データ通信 システム)が あり,近 く全銀協 システム も出現 しよ うとしている。

7・1・5デ ー タ通 信 の 開 放

すでに通信網の章 で述べ られた よ うに,従 来わが国のオンライン ・システムは,国 鉄や警察庁な ど

一部 の例外を除いて
,総 て電々公社の通信線 を借用 している。 この通信 回線 を利 用するについては,

公 衆通信法 によって各種の規制が も うけ られ ており,企 業間ネ ットワー クや,ユ ーテ ィリテ ィ ・シス

テムの形成はで きなか った。 また,通 信回線の借料 も,市 内分は とも・か く,市 外遠距離 については,

諸 外国に比べ著 し く高額であ り,オ ンライン化の普及 を妨げ る一因 となっていた。

前に述べたよ うなオンライン化の気運が進むにつれ て,上 記の規制を緩和する要望が経済団体連合

会など,需 要者 の間 で高ま ってきた。こうした要望 を受けて,郵 政省,寛 々公社においては,規 制 を緩

和するための法律改正案 を国会 に提 出し,漸 次緩和す る方向 に進ん でい る。

この ような緩和にさ きがけて,電 々公社では次の実例にあるよ うな,ユ ーテ ィリテ ィ・システム を

直営で開始 している。

近い将来,規 制が緩和されれば,企 業間,官 庁間のネ ヲ トワークや,民 営によるTSSセ ンタなど

も急速に発展するとみ られる。

7・1・4オ ン ラ イ ン 化 普 及 上 の 問 題 点

す でに述べ られた よ うに,オ ンライン化の普及 を妨げ る問題点 として,制 度上の制約あるいは通信

回線 の料金が高い こと,な どがあげ られ るが,こ れ らについては,近 く改正され るとともあり,逐 次

解消の方向にある とみ られる。 しか し,技 術面,経 済面の問題 につい ては,今 後解決 しなければ なら

ない点が多分 に残 されている。

経済面では,回 線料金は別 としても,端 末装置が高価であること,ま た,端 末装置や通信制御装置

が レンタルの対象 とな らず,買 い取 らなければな らない場合 もあること,初 期の ように,8年 内至10

年 と までいかな くて も,現 在で もシステムの開発には,2年 前 後で200人 年以上 の時間と手間 を要

す ること,あ るいは障害防止のた め,設 備 ・装置の二重化 を考えなければな らないことなど,オ ンラ

イン化 によって,よ ほ どのメ リプトがなければ採算が とり難 いとい う問題が ある。

また,伝 送制御手順や端末装置などの標準化が遅れているため,ユ ーザ毎に新 しい構想でシステム

が作 られるなど,将 来の互換性や結合,あ るいは レベル ・ア ップに際 して面倒 にな りそ うな問題 を残

している。

さらに,ソ フ トウ ェアについては,一 般的 に現在のオペレーテ ィング ・システムは,カ タ ログ的に

はオンライン ・システムの全ての形式に対応 できるとされてはいるが,リ アルタイムや リモー ト・バ

ッチなどは ともか く,タ イム ・シ ェア リングやメ プセージ ・スイ ッチングになると,オ ペレーテ ィン

グ ・システムの修正改造 を必要とす る場合が多い。 また,ど の形式 にも使えるとしても,効 率的な面

か らみれば,研 究の余地が多分に残され てい る。一方,ユ ーザにとって もオンラインのプログラムは,
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効率上 アセンブラ言語 で組むこ とが普通であり,メ ーカのみな らず,ユ ーザに とって も大 きな負担 と

なっている ことは否めない。

しか し,以 上の ような問題点は逐次改善 されつつあ り,と くに標準化については・今後急速に進め

られ るもの と考え られ る。 .、'

一 方
,オ ンラインの適用業務 も,.経 済 性 と技術面の改善によって,従 来の座席予約や銀行システム

な どの単一業務か ら,'一 般 経営管理 などの複合 した業務 にも及ぶ よ うになっており,中 小企業や個人

が コンピュータ ・パ ワーや情報 を共同利用 しよ うとするニーズ も含めて,オ ンライン化 の普及はます

ます広がる もの と予想ざれる。

7.2.1日 本 航 空 に お け る旅 客 サ ー ビ ス

〔1・〕 オンライン化 の背景

(1)オ ン ライン化の 目的 とね らい

航空会社の旅客 サー ビスの向上 のため,コ ンピ ュータによる,リ アル ・タイム,オ ンライン ・シ

ステムの導入が始まってか ら久 し くなる。その背景は二つの面を持ってお り,一 つは,高 速化され

てい く,現 代 のジ ェット機時代 において,通 常の電信電話のみでは,予 約等 を中心 とする業務 の処

理が限界にきた こと,も う一つは,同 時 に塔載量の飛躍的増大に伴 な う,供 給スペース(座 席や貨

物室の容積)の 増加がいわゆる大量処理の在庫管理的業務推進を必要 として きているためである。

すなわ ち昨年 のジャンボ ・ジ ェット機の就航が端的に物語 ってい るように,旅 客 のみ ならば490

人 を乗せ て,音 速 に近い巡航速度 マ ッハ0.86(時 速920Km)で 大平洋 を一跳び してしま う,い

わゆる大 量高速輸送時代 の到来である。

後述するよ うに,旅 客システムの業務 を大 きく分けて,座 席の予約及び予約管理 一 一これ をリザ

ベーシヨン業務 といつているが一 一ともう一つは,航 空機の搭乗手続 きいわゆるチ ェック ・インを

中心 とす る出発管理業務 一 デ☆一チ ャー'コ ン トロール業務 と称す る一 とがある。 ことに予約

業務が航空会社の営業収益向上の点か らもまた旅客にとつ て,企 業サー ビスの点か らも,最 も重要

な前線業務であるし,同 時 にいったん空席で飛んだ飛行機の座席は二度 と販売で きない,い わば腐

敗 しやすい商品とい う特徴が加わ ってい る。

したが って,オ ンライン化の 目的は,多 数 の予約販売のための営業所,支 店(ま た これ に結びつ

い ている多 くの代理店か ら入 って くる電話申込み を含めて)を 結ぶ ことに よって,航 空機の全座席

の最大効率 を得 るよう予約販売 とその管理 を行な うことに より,生 産性 の向上 をはかることを指向

している。当然 のことなが ら,各 予約係の人員 を抑制で きる,い わゆる省力効果 も・この種の業務担

当範囲で期待 し得 る。

次には,サ ー ビス業の最高目的 として,ペ ス ト・サービス を提供せねば ならないが・ このオンラ

イン化 により,高 品質の情報(最 新適 切にしてかつ地域差等のない均質の)を 顧客に伝達で きるこ

ととなる。 予約 に伴 な うさまざまの旅行情報は,予 約その ものが迅速正確に確認され るの と同様に

重要で あるか らにほか ならない。

さらに上記二点か ら,派 生的 に入手 し得 る最新 の予約情況,実 績等か らさまざまな旅客情報を,
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MANAGEIYENNTINFORM凶TIONと して抽出す ることが可能 となり,オ ンライ ン ・サー ビスす

なわ ち経営情報システムの一環 としての効果が生 まれてくる。

② 対象 となる業務

予約業務 の主なる機能は次の とお りである。

O

o

0

o

O

O

o

O

O

o

理

自社及び他社便の運航スケジ ュールと予約可能状況の表示と管理

座席インベントリーの表示と管理

他社及び自社の未機械化支店か らのテレタイプによる予約の自動処理と返事の自動発信

PNR(旅 客名,旅 程,発 着日時,便 名,発 着地,旅 客の連絡先等の詳細データ)の 作成と管

PNRの リ トリーバル,変 更,取 消 し等の処理

空席待 ち(WAITING)リ ス トにの ってい る旅客の 自動処理 と旅客宛の通知

フライ ト・インフ ォメーシ ョンの表示 と管理

運航スケジ ュールの変更処理 と変更に伴 な う予約済み旅客の再処理 と旅客への変更通知

ホテル ・レンタカー等 の予約 ・手配に関する 自動処理 と自動発信

出発時前後の情報処理 と旅客資料の作成

次に出発管理業務の分野の主機能は次のとおりである。・

(3)

上 記の よ うな,対 象業務の多様性は,座 席 を売 る機能 と,旅 客に関す る情 報がフ ァイルされてい

る,PASSENGERNAMERECORD(PNR)と の有機的結合によって可能 とな る。 このIP

ARS(INTERNATIONALPROGRA]YglfEDAIRLINERESERVATIONSYSTEM)と

呼 ばれ るプログラムによって,一 本 の リアル ・タイム として総合的 に働 き,4日 数万件に及ぶ予約

・照会等 を相手に数百万席の座席が管理 されてい る。 なお,こ の リアルタイム ・リザベーシ ョン ・

システムの中に 「計画 ・テス ト・導入 ・運用」にいたるすべての作業過程のサポー トに関す る機能
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o出 発便別運行情報の表示

o旅 客名によるチェックイン処理(頭 数でなく予約氏名との照合による方式)

o座 席の割当てと旅客の希望による座席指定選択とその変更の処理

。 団体旅客の一括チェックイン

。 超過手荷物料金の計算

o座 席指定チャー トの作成と使用状況の照合とその表示

o搭 乗旅客名簿の作成と到着地ぺのテレタイプによる送信

。 荷物搭載管理のためのデータの収集

。 搭載プランの作成と搭載位置の決定

o搭 載一覧表の作成

o特 別なサービス(菜 食主義者用の食事 とか幼児食,車 椅子の提供等)を 要する旅客情報の伝達

と管理

システムの概要 とその特色



を含んでいる。 アプリケーシ ・ンとしての最大 の特徴は,販 売可能 な空席 を有するフライ トの うち,

優 先順位 をつけて,表 示することにより,RECOMMENDし たい 便には,特 に印を付 して表示 し,

また他社便の予約区間でJAL便 の ある際は,優 先的 に自社 便を次々と表示す る事,申 込項 目の順

位をプログラム内で,国 際航空標準のFOI{MATに 変 換 して,INPUTし 得 ることや,、多変区間 のた

とえば世界一周等であって も,一 区間 ごとの インプ ッ トを数回繰返す とい う繁雑さ をさけ,多 数区

間の乗継 ぎ旅程 を一回のインプ ッ トで一挙に処理するとい う効率高いオンライン ・プログラムであ

る。 ちなみ に,こ の部門で20万 ス テ ップ近い修正 ・新規開発をや りさ らに出発管理業務関係 の追

加開発分が約10万 ステ ップと,全 部合計す ると45万 ステ ップ近い総合オンライン ・プログラム

となっているo

r2〕 システムの構成＼'

川 通信網の概要

従来使用 していカJALCOM-1(昭 和39年7月 開始)で は,北 海道地区は札幌市内に,東 京地

区は羽田,関 西地 区は大阪に,九 州地 区は福岡vaI!Pの お の集線装置 を設 置し,公 社回線(50ボ 」)

にて回線網 を作 ったが,今 回のJALCOM-9で は,目 下展開中であるが,昨 年t1月 に まず東京 ・

大阪間 を2400ボ ー公社回線で結んでい る。 さらに本年2月 名古屋支店 と同 様2400ボ ー 回線

で東京のセンタと直続 してい る。 今後中小の営業所等 とは,高 速集配線装置(HLC)を 介 して,

t200ボ ー回線 を介 して,拡 大 してい くヒととな っている。なま㍉ 後述のデ ィスプ レイ装 置とし

てのCRTとKEYBOARDを 使 用 しない店舗は200ポ ー チvタ イプで,セ ンタと結ぶ こととな

る。 文字は英文字のみで,数 字,特 殊文字 を含み,最 大画面は16行,1066文 字 を一度 に表示

し得 るものである。

② コンピュー タの概要

中央のコン ピュータ ・システムは東京国際空港内(羽 田地区)の 整備 ビルに既設 のオンライン及

び通信 自動中継 システムがある関係か ら,新 設の機械室 を設け,IBM360モ デル65を

DUPLEXと レ(置 いている。さ らにシステム ・テス ト期間中のマシン ・タイムの必要上,IBM360

モ デル40を 一 式併設 したが,前 述の出発管理業務 については,プ ログ ラム開発途上 の必要性か ら,

本 計算機 をオンライン用に使用し,半 年後 に開始 した リザベーシ.ン ・システムに もっぱ らモデル

65を 使 用 している。 ただ しSWITCHINGUNIT,PROCESSORSWITCH,CHANNEL

SWITCH等 を導入 して,す べて切換え可能であb,相 互 のオンライン ・システム をBACKUPし

てい る。ltk－磁 気デ ィスク集団装置は座席在庫 レコー ド,フ ライ トスケジ ュール,PNR等 の ため

3台(24PAC用),磁 気 テープ装置12台 等 を備えている。

(3)端 末 機の種類

今回のJALCOM－ 皿 では,予 約業務 も空港出発管理業務 も共 にCRTを 使用 している。 両者 に若

干の性能の差は あるが,予 約用 に新規に共同開発 した,7×9ド ット方式のNEC製CRT約265

台 を国内地 区に設置する(大 型店舗用端局交換装置としてのNEAC3200型10台 は設 置完了

内一台は教育訓練 用として,20台 のCRTを 制御 してい る)別 に,ハ ー ド・コピー用に受信専用
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プ リンター(200ボ ー)を 計37台 上 記CRT4台 に一台の割合で併設 してい る。小規模事業所

用の端局交換装置は リモー ト形として計21台 を1200ボ ー 回線 に結ぶべ く目下導入中である。

④ 信頼性の確保

中央処理装置は全部二 重化されてい るのは前述 のとお りであるが,さ らに電源 としての定周波定

電圧装 置も,1・50KVAク レーマ方式発電機四基(計600KVA)が 常 時並列運転 をしてお り,

この面の容量 も二重化されている。 さらに約50分 間 のバ ッテ リー電源 を装備 してい る。ハー ドウ

ェア上 の信頼度は十分考慮 した上で,さ らに端末 機の配列等 に工夫 をこらして,オ ンライン実施部

隊の業務の全面的停止を防止 し,一 方ではダィアゴ ・プログラム を完備 して,ト ラブル ・チェック

の迅速正確化 を期 している。 な瀞予備機や切替装置も十分設け回線 ダウンの対策 も考慮 してある。

固 業務処理の概要

(1)業 務 フロー ・ファイル等

予約業務の場合は,座 席の 申込み を,便 名,日 時,或 は目的地希望時間帯等 により,記 憶装 置よ

り引 き出す訳であるが,IPARSの 特 徴としてLARGE(1055バ イ ト)SIM[ALL(381バ イ

ト)の 二つに標準化 してお り,コ アおよびファイルのダイナ ミック ・アロケーシ 。ン,ダ イナ ミプ

ク ・バ ッフ ァリングを容易としている。 このため,プ ロセス ・タイムを短 くし,か つ コア ・ス トレ

ージの使用効率 を高めてい る
。 フ ァイル ・アクセス ・メソ ッ ドとして も,150余 に及ぶ ことか ら

固定的 なフ ァイル と量的に伸縮のあるファイル(た とえばPNR)と を分けて扱い後者 をRANDCM

POOLと して,フ レキシブルなアサインメン トとコン トロール を行ない効率 を上げている。

② プログラム

トランザクシ ・ンがピーク時50メ ッセージ/秒 の他社 の実例 もあ り,い ずれ端末が1000台

を超えることか らもまたフ ァイルの膨大さを基本 として,45万 ス テ ップに及ぶ アセンブラーを使

用 して組んで ある。前述の ごとく,コ ン トロール部分のほかは,大 小の改修追加開発 を加えてい灸

{3)リ アル 。タイム ・システム をとった理 由

座席一件当 りの価格が高価であることと,保 存の きかない商品であることや,ま た団体等の大 口

予約の取消等 々を終えた時,ご く短時間の うち陥 在庫管理 を常 にUP-TO-DATEに してお

かねばな らない。 しか も予約 申込は全国全世界各地域 にバ ラまかれている。そ とでフ ァイルを常 に

更新 し,し か も全国の各営業所の全端末機 と即刻MANMACHINETALKINGを や らねばな ら

ない。JALCOM-1(国 内線 用)以 来 リアル ・タイム方式 をとらざるを得ない次第であった。 ちな

みにJALCOM-1の 応 答速度4～4.5秒,今 回のJALCO]1-llは 何 と約2秒 で ある。 これ によ

つて,殺 到す る予約 もNOMORECARD,NOMOREPENCILで 処 理能力は倍加され,空 港チ ェ

プク ・インも所要時間 を半減す ることが可能 となった。

④ システムの推移

(1)開 発プロセス

昭和42年 事務近代化基本方針の中核として予約販売を中心 とするオンラインの開発が考えられ,

43年4月 一応中央装置と端末機器のメーカ選定が決定 した。しか し実施上の体制 組織等プログ
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ラム量の推定 もユーザ部 門のREQIREMENTの 調 整等が あb,45年14月 に始めて旅客システ

ム室 を設 置し,ユ ーザ部 門より業務経験者 を相当数導入 して,開 発部隊編成に成功 した。

(2)業 務 面へ の影響

本来予約カー ドに手で書 き込まれ る業務が一変 して,直 接CRTか らINPUTさ れ ることとな

り,さ らに従来机上狭 しとばか り並んでいた時刻表やマニュアルの数 も全部情報記憶 に投げ入れた

ので,単 に正確性 と迅速 性の向上のみでな く,作 業環境 を含めての近代事務体制が確立された。 も

ちろん増員抑制効果 も大 きく且つ応答処理の迅速化による販売の拡大は きわめて評 価され,投 下 コ

ス トを上 回るベネフ ィットは数拾億円に及ぶ と計算されている。

{3)開 発 プロセス

膨大なプログラム開発のため開発発足時100名 以上の新入プログ ラマーを増強教育 し,戦 力と

した。 殊 にこの中50名 程が女性であ り,後 日有能に働いた事は画期的であるとは思われ る。 メー

カ共々開発スケジ ふ一〃管理 に意 を用い,さ まざまの技法により,開 発の遅延 を防 ぎ,よ く当初 目

標時期 にCUTOVERに 成功 した。 この間,開 発部隊は原則として課制を廃止 し,数 人の管理職は,

フ ェーズの推移 に応 じて,グ ルー プの編成変え を数回行 なつた。そのた め,テ ス ト段階 における組

織 とオンライン ・オペレーシ 。ン体制ない しメ ンテナンメ体制へのCOVERAGEPROGRA]tM-

ER,OPERATORの 配 属教育等 に十分配慮 した。約52,000MAN-DAYの ソ フ トのほか に,

端 末開発,デ ータ通信,施 設 関係者 を含 め,合 計170人 の開発部隊の編成 にお よそ2カ 年 を要 し

た こととなる。

⑤ 将来の方向と問題点

端末機器の数量及種類は2000台 に 及ぶ 日が予想 され,か つ記憶装置の追加 も必要 となるが,と

もか く,予 約以外の関連業務た とえば料金計算 やそれ に基づ く航空機券の発行印刷等 も目下国際的 に

研究されている。 当然,海 底ケーブルを利用して,北 米大陸等 との間にオンラインも進めることとな

る。現 に欧州諸国の うちBOAC,AIRFRANCE,ALITARIA,SWISSAIR,ETCは 大 西洋

を3600ボ ー(BOACの み)2400ボ ー回線 でオンラインを実施 している。

さ らに,空 港システムの拡大 も引続 き行ない,各 空港の機械化夕 国内線旅客用のオンラインの新規

構想 の必要 とな りつつ ある。

国際航空会社間のオンラインをいかに連 結す るか,ハ ー ド,ソ フ ト両面の研究か ら,旅 行業着た と

えば,TRAVELAGENTやHOTELの オン ラインとの連 繋 も開発 していかねばな らない。その過程

で当然 コー ド変換 を含む巨大なMESSAGESWITCHINGSYSTEMの 必要 性と回線 使用のさまざ

まな新規技術 を含ん だ回線網企業 も国際的 に必要 となろ う。

7・2・2運 輸 省 車 検 登 録 シ ス テ ム

〔1〕オンライン化 の背景

(1)オ ン ライン化 の目的

日本経済の高度成長 に伴 い,わ が国の 自動車台数 も年々増加の傾向 をた どり,昭 和45年3月 末

まで登録 自動車台数は約1500万 台 となり,昭 和50年 末 では約2500万 台 に達す ると予想され
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る。 このような自動車台数の増加 に伴 い,そ れ を処理する陸運事務所の業務量も大巾に増加し,人

手によって,そ の業務量をカバーするには正確 ・迅速なサービスを維持することは不可能となりっっ

あった。そのため運輸省は窓口要員の増加をおさえるため,42年5月,日 本電信電話公社に機械化

によるシステムの検討依頼をおこなった。

② 対象 となる業務

陸運事務所の業務は道路運送車両法(昭 和26年7月1日 制定)に 基づく法律を施行する業務であ

って,自 動車の所有権の公証をおこな う登録業務 と,安 全基準の確保 をおこなう検査業務,お よび管

理業務に大別される。登録業務には,

① 新しく自動車を登録するときの新規登録。

② 車の廃車特等におこなわれる抹消登録。

③ 中間登録。

④ 抵当権登録。

などがあり,検 査業務には,

① 新規検査。 、

② 継続検査。

③ 検査証の再交付。

などがあり,こ れ らの事務処理についてオンライン化 をはかるわけである。

管理業務としては登録検査業務に関する統計資料を作成する業務であって府県別,市 郡区別に,ま

たは型式や年式 ・車種別に集計する。

③ 窓口業務の概要と特徴

自動車を運行の用に供するものは,ま ずそのまえに各部道府県陸運事務所の窓口に,登 録および検

査の申請がおこなわれる。窓口ではその登録の受付順に従って登録業務がおこなわれる。機械化前は・

登録原簿 を作成し,こ れを原簿保管室に格納し,中 間登録等の時はその原簿 を保管室より抽出し,原

簿内容と照合し,訂 正し,検 査証の書きかえ等をおこなって申請者に交付した。 これ らの登録検査業:

務の現状はその約80%が 原簿の抽出,原 簿への記入,原 簿の格納,検 査証の交付書類の作成である。

これらの単純作業を機械に置きかえたのが本システムである。

回 システムの構成

(1}回 線 について

運輸省 システムの回線構成は4線 式の全二重回線で送信 と受信が同時 にで きる。センタとター ミナ

ル問はすべて直通回線 とし,伝 送速度は1200ピ ーフト/秒 の回線 を使用す る。

第7・2.1Wtま全 国の陸運事務所の配置図で洛 陸運事務所 とセンタがむすばれ ている。 図で示す通 り1

対1で むすばれ ている回線 と,.分 岐回線 による方法 とがある。
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第7・2・1図 全 国 陸 運 事 務 所 配 置 図
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(2)セ ンタ設備

センタ設備は大容量 ランダムアクセスフ ァイル を持つ 」-3000形 電 子計算機(NEAC-22

00モ デ ル500相 当)を 当初2台 構成で構成 し1

い る。ag7.2.2図 は センタ設備の構成図 を示す。

1台 は予備機 としてバ ックア ップに万全 を期 して

`

●

●
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第7・2・2図 セ'ン タ 設 備 の 構 成
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{3}タ ー ミナ ル. .!

タ ー ミナルは全国の陸運事務所 に設置しデータ宅内装置としてマークシー トリーダ,プ リンタ,伝

送制御装置,お よび変復調装置 によって構成 され る。 第 ス2.3図 は ク ーミナル の構成図 を示す。 マ ー

クシー トリーダはrg7.2.4図 に示すマークシー トを毎分約12枚 の速度で読み取 る。 プ リンタは毎秒

20字 の印字速度で第 ス2.5図 に示す 自動車検査証 を1枚 当b約55秒 で 印字する。

伝送 制御装置は これ らの装置 を制御するほか,セ ンタ との間のデ ータ伝送 に必要な制御や誤 りの検
二'

出訂正動作 もお こな う。

■

■

－f55一

＼



第7・2・3図 デ ー タ 宅 内 装 置 の 構 成

マークシー トリーダ 伝 送 制 御 装 置
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(4)信 頼 度の確保

センタ設 備はすべて予備機 を持 っている。 そ して, .その 切替には通信線 切替部お よび周辺装 置切替

部によってプログラムまたは手動に よって切換がお ヒなわれ る。そのため周辺装置の障害は,シ ステ

ムの中断のない よう設 計され ている。又中央処理装置お よび大容量のディスクについては予備機に よ

るバ ックア ップによ リシステムの中断 を極力短か くす るよう考えてい る。

〔3〕業 務 の 概要

運輸省システムの業務は,前 述のとお り自動車の登録検査にともな う原簿ファイルの更,新 出力帳票

の編集,業 務の妥当性のチ ェック,履 歴情報の抽出,(オ ン ライン処理)と 履歴情報の累積,証 明書

の作成,お よび統計処理(オ フライン処理)の 業務がお こなわれ る。 システムのプ ログラムの構成は

第 ス2.6図,お よび第 ア・2・1表 の とお りである。
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④ 業務 処 理.

オンライン業務処理プ ログ ラムは,A～1の9個 のタスクで構成 されており,そ れぞ れのタスクの

うち使用頻度の高いプログラムは対応するメモ リエ リヤに常駐 し,そ れ以外のプログラムは管理プ ロ

グラムの制御の もとで必要 に応 じコア上 に展開され動作 をお とな う。

処理 内容は,記 載項 目の妥当性のチ ェプク,コ ー ド変換,原 簿 ファイルの索引,格 納,申 請の受理

の可否,登 録番号の払 出し,更 新履歴情報の書 き込み,各 種 コー ドの索 引,出 力帳票の編集,入 出力

ジ ャーナルの記録 をSbヒltう 。

固 フ ・イノ哺 成

本システムのフ ァイルは,登 録届 出事項 を格納 したマスタファイル(原 簿フ ァイル)と,住 所 コー

ドとその表示,定 められた所有者 コー ドとその住所氏名,形 式認定 を受けた車の諸元(長 さ,巾,高

さ,重 量等)等 を格納す るサブファイルがある。

原簿フ ァイルの構成は第 ス2.7図 に示す とisり3段 のインデックスとデータ部か ら構成される。 データ

部は,そ の状 態により12種 類が あるがいずれの場合 も↑車両分の情報の性質 を表わすヘ ッダ部 と固

定長項 目部分,な らび に可変長項 目か ら成 ってお り,1車 両 分の平均の長さは約100キ ャ ラクタで

各種 コー ド表示は もちろんの こと数字部は2進 変換 によb収 容効率の向上 を計 っている。 フ ァイルは

定期的に不要データの除去 をおこない,情 報保護対策 として1日 お き,又 は週単位で磁気テープにコピ

ーし
,そ の コピーデータ とその間の トランザクシ 冒ンテープによってデ ィスクが読 出し不能にな って

も,カ バ ーすることがで きるようになっている。

o

食
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匡〕 使用言語 とプ ログラムサイズ

本システムのほ とん どの部分はアセン ブラ言語で書かれ てtSb,開 発 したプログラムは約20万 ス

テ,プ におよんでい るaオ ン ラインに拾け るコア占有状況 を第Z2 .8図 に示す。

!

常駐モニタ

(入出力制御4t5K)

62.2K

障害処理プログラム 15.4K

入出力処理 246K

診 断 プ ログラム 94K

通信用モニタ 25.4K

伝送制御 ・電文制御プログラム 30.6K

通信制御用テーブルバツプア 99K

A 41K

D 40K

E 48K

H 16K

J

～

N

100K

各20K

、、

第7・2・8図 オ ン ラ イ ンva$'け る コ ア 占有 率
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rア〕 開発 したデータコー ド

本システムのために開発 したデータコー ドは前述のとおり日本全国の県・市郡区,町 大字まで を8

桁 の数で コ_ド 化 した住所コー ドと大口所有者の住所氏名 を4桁 の数でコー ド化 した所有者コー ドが

あb,住 所 コー ドは県 を2桁,市 郡区 を2桁,町 大字 を5桁 のコー ド,と チェック ビット1桁 を加え

た8桁 コー ドで構成され ている。

〔8〕シス テ ムの 推移

本システムは昭和42年8月 よリシステム設計 に入b,昭 和45年5月 習志野陸運事務所 のサービ

ス開始以後順次 日本全 国にサー ビス を拡大 してtsり,昭 和46年4月 全国のサー ビスが開始された。

しかし自動車の伸びに対処す るため,さ らに2～5年 周期でシステム増が必要 となる。

本システムの開発にあた っては設計か らシステムの評価 までに約5年 かかつてお り,こ の間設計,

プ ログ ラム作成 に要 した人員は約200人 年 にのぼ っている。

〔～ヅ シ ステム の将 来

本システムは今後自動車台数の伸びに従い順次拡大されて行 くことはもちろんのこと・警察庁にお

ける各種犯罪調査,自 治体における自動車税徴収業務への利活用・自動車ディラー・自動車業界での

情報利用,さ らに道路建設,各 種自動車行政への利用も計画ざれており,シ ステム拡大の一途 をたど

っているo

/
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7'2・5富 士 銀行 に お け るオ ン ライ ン ・アプ リケ ー シ ョン

〔1〕オンライン化の背景,

〔1)オ ン ライン化の 目的

近 時金融機関 におけるオンライン投資は,大 手の都市銀行では百数十億 円にも達 してい る
。 このよ

うな巨額の投資 をしてまでオンライン化 を進める目的はいつたい どこにあるのであろ うか
。

そ の第1は ・省力化 にともな う事務 コス トの 切り下げ・ い わ ゆ るコス ト・セイビングにある
。金

融機関の労働力の大半 を占める高校卒就職者は,求 人数502万 人 に対 し55万 人 にす ぎず
,そ の割

合はわずか10・6%に と どまつている(昭 和46年1月 現在)
。 とうした情勢 を背景として若年層 を

中心 とす る人件費の上昇が著 しいばか りか・年間二千名近い 自然退 職者 を有する大手の金融機関では
,

そ の補充が精一杯で,も はや従来のよ うに事務量の増加に応 じて人 を増や してゆ くとい うことは事実

上 不可能 になっている。片 方で銀行の大衆化 ・新種サービスの提供にともなつて事務量は5～6年 で

ほぼ倍近 く燵 するイmaを 示 してい る現状か らすれば,繊 化 しうるものは勧 機械化 を進めて
,1

人 当 りの生産性 を向上 させ ることが今や緊急の要求 となつてい るのである。

第2は ・経営管理の レベル ・ア ップ,い わ ゆ るベター ・マネジメン トであろ う
。 とくにオンライ

ン化 による各種の索引機能 と事務処理のス ピー ド・ア ップによって
,事 務 の堅確化 と効率化 に及ぼ し

た影響は きわめて大 きい ものが ある。 さ らに,最 近の給与振込 や総合振込の増大
,電 気 ・ガス ・水道

・電話料金や各種 クレジ ット・カー ドの代金支払いなど各種の新種サー ビスは
,も しオンライン化が

進ん でいなか った とすれば,膨 大な人手 を要 し,そ れ こそ最近の雇用事情ではと うてい処理 しきれな

か った業務 である。一方では またオンラインは各種の経営管理資料作成 の面でその正 確性の向上
,ス

ピー ド'ア ップにも大 きくや くだってい るが,他 方では
,従 業員 を膨 大な利息計算や袖 露己帳などの単

純業務か ら解放 し・より人間 らしい判断業務 や顧客 との接待業務に専念す ることをも可能 にしてい る
。

第3は ・顧客サー ビス面の改善 で,い わゆるベター ・カス トマー ・サー ビスである。正確で迅速な

事務処理 を行な うことは・顧客サー ビスの基本で あるばか りでな く,客 待 ち時間の短縮
,為 替送金の

ス ピー ド・ア ップ,全 店払預金の限度 の引 き上げなど
,オ ンライン化は この面でも大 きな役割 をはた

すのである。

② 対 象 事 務

最近の金融機関のオンラインの特色は,総 合オンラインの名の示す よ うに,当 座預金,普 通預金,

定 期預金・通知預金,積 立預金,納 税準備預金 などの預金 の全科 目を対象 とするだけでな く,内 国為

替や外国為替・貸付等 をも包含 した総合的 なシステム を展望 しているところにある。

⑧ システムの概要 とその特色

総合オ ンライン ・システムの特色は第1に,上 記の ような対象業務の多 様性とい うことである
。第

2は,こ れ らの複数業務がすべて1本 の リアル ・タイム ・プログラムに合成 されて有機的に動いてい

るとい うことである。第5は,対 象 口座数が数100万 口座,1日 の トランズアクシ 。ンが数10万

件,端 末装置が約千台,回 線数 も数100回 線 に及ぶ とい う規模の大 きさ にあるとい うことがで きよ

う。
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2.シ ス テ ム の 構 成

{1)通 信 網 の 概 要 と特 色

富士銀行のオンライン ・ネ ットワークは,全 国の207力 店 を結ぶ517回 線 か ら成 ってい る
。そ

の うち,為 替についてはゾ札幌一 束京一 大阪一 福岡 を結ぶ主要幹線は1200ボ ー,そ の他の

202力 店 はすべて200ボ ー回線で結ばれ ている。預金 については,京 浜地 区営業店114力 店
,

名京阪神地 区45力 店,地 方支店2力 店がそれぞれ1200ボ ー回線で東京 ・大阪の コンピュータ に

直結され ている(昭 和46年2月 現在)。 遠隔地 方都市の預金がオンライン化 され ていないのは,技

術的な理由による ものではな く,銀 行の市外回線料金か らして採算にあわないか らで ある。札幌 と福

岡 には,6回 線 につ き、1台の割合でそれぞれの管 内支店用に集信装置がおかれ主要幹線の1200ボ

ー 回線 と接続されてい る
。

伝送形式は,為 替が カナ・・英 ・数字,特 殊文字 を含む102字 の 可変長メbセLジ をいわゆるイン

クアィア リー&ア ンサー方式 によって処理 をしている6預 金は,数 字,特 殊記号を含む66字 よb成

る固定長メ.セ ージをいわゆるコンテンシ 。ン方式によ二て扱ってい る。各メ.セ ージは
,い ずれ も

ヴ ァーテ イカル・ ホ リゾンタルのパ リテ ィ・ビ ットによってチ ェックされ る(第7・5・1図)
。

で

第7.5.1図 トラ ン ズ ア ク シeン ・メ,セ ー ジ

■

a)ト ランズアクシ ・ン ・メ,セ ージ(66桁)
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② コンピ ュー ターの 概 要

中央のコンビa－ 夕 ・システムは,東 京 ・大阪 にそれぞれ2台 つつ計4台 のUNIVAC1108

型 コ ンピュータ をおき,1200ボ ー 回線 で接続され ている。それぞれはマルチ ・プ ロセ ッサー ・シ

ステムであるが,46年 秋 には東京分はメモリーと1/0を 追加 してデ ュープレ ックス とす る予定で

ある。1108は 日中 リアル ・タイム ・プロセスを行 ないなが ら2～3本 のバ ッチ ・プロセス を,夜

間は6～8本 の並行処理 を行 なっ ている。1108の ほ かには,IBM360(M40)2セ ット,

UNIVAC418・5セ ッ ㌧OUK9500・5セ ッ トなどがバ ッチ業務用に使われ ている。

{3)端 末 装 置 の 種 類

端末装置は,主 として為替用のフジタイバー(商 品名オキデ一夕200)を 預金用のフジセィパー

(商 品名オキセイバー)の2種 類か ら成ってい る。前者は約720台,後 者は約290台 がすで に設

置され ているが,と くに日本の金融機 関向けに種 々の機能が付加され ているのが大 きな特色 といえ よ

う。 フジタ イ・〈一一には,ラ イン ・コン トローラー によつ て,送 ・受信機各1台 がコン トロールされ る

もの と,ブ ランチ ・コン トローラーによって,最 高5台 迄が接続 され るものとが ある。 フジセイバー

は,最 高4台 迄が1台 のブ ランチ ・コン トロー ラーによつて制御 され,'1200・200ボ ーいずれ

の伝送速度 も使用可能 のほか,17種 以 上の表示 ランプによってたえず現在状況が表示され るの も特

色である(第7・3・2図,第7・5・3図)。

●
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第7・5・2図
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第7・3・3図 預 金 用 端 末 機(フ ジ セ イ バ ー)
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{4)信 頼 性 の 確 保

万「 本システムが故障 したぱあいには,銀 行の営業機能の大部 分が麻痺す るヒとになるため,ハ

ー ドウ ェア面では,ほ とん どの装置に予備装 置を持たせてある。中央処 理装置はマルチ ・プロセッサ

ーのため相互 にバ ック ・アップ可能のほか
,主 記憶装置の1パ ンクは常時バ ッチ作業 をしなが ら,故

障時 に備えている。磁気 ドラム装置,磁 気テープ装 置,通 信制限装 置,コ ンソール等の主要入 ・出力

装置だけでな く・無停電装 置付定周波定電圧装置等 も予備装置を持 ってお り,か つそれぞれが別系統

で接続 され ている(第7.5.4図)。 そ のほか ソフ トウ ェア面では,各 種 のエ ラー ・チ ェックを行 なっ

てい るだけ でな く,例 えば通帳未記入明細表 を毎 日還元するなど事務手続面で もいろいろ と不測の事

態 をカバ ーし うるように設計されているの も特色 とい うことがで きよ う。

端末装置はオンライン取引機能が可能であるだけでな く,ブ ランチ ・コン トローラー内部は極力モ

デ ひ一ル化 し,故 障部品のユニ ット交換 を可能な よ うに設計 した。

第7・5・4図 バ ック ・ア ップ ・シ ス テ ム
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5.業 務 処 理 の 概 要

{1}業 務 フ ロ ー ・フ ァ イ ル 等

通常の預金取引 を例 にとると,通 帳への入 ・出金額の記帳,伝 票への証認印刷,ジ ャーナル印字等

が同時に行なわれ,そ のあと磁気 ドラム上の ファイルやコア上 のカウンターの更新が行なわれる(第

Z5.5図)。 ファイルは,マ スタ ー・フ ァイル(各 取引者毎に共通の項目 を収容)と,ス レーブ ・ファイ

ル(取 引先によ り,ま た 日時にょり変動す る項目を収容)に 分かれ,両 者は リンク ・ア ドレスによっ

て,チ ェイニ ングされ るほか,記 憶容量の節約のためにすべ てピット単位で記録 され ている

(ag7.5.6図)。

第7・3・5図 業務フロー(普 通預金処理のケース)

ッセージ

イ ンプ ット チェック
/●

/＼/
元帳フ ァイル

の読み出し

一/し・/

処 理(1)

元 帳 フ ァイル

に書 き込み

新残高の計算と利息計算

合計カウンター更新

●
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第7・3・6図 フ ァイ ル ・レ イ ア ウ ト(普 通 預 金 マ ス タ ー)

●

鯵
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0店 番 号 科 目 口 座 番 号
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済

2利 息 積 数
金

3未 記入 決 算利 息 ・1 移 動 日
用1卸 1㈲

4注 新補 地 区 種 目 取 税 区分
元 種 類 0 曇霞 PARITY

LINKADDRESS

●

●

② プ ロ グ ラ ム

1時 間当bの トランズアクシ 。ンが数10万 件 に達すること
,リ アル ・タイムにアクセスの対象 と

な るファイルが10数 億 ピ ットに も及ぶ ことか ら,リ アル ・タイム ・プログ ラム部分はすべてアセン

ブ ラーでコーデ ィング し,処 理効率のア ップ をはかつた。 ステ ップ数は約5万 である
。

㈲ リアル ・タイム ・システムをとった理由

銀行業の性格上,顧 客のかな りの部分が店頭 に来店 し,そ の間 に処理 を完結す ることが要求される
。

か りに店頭で待っていないばあいでも,為 替の振込,当 座小切手の引き落としなどはきわあて短時間

の うちに処理 を終える必要がある。 したが って
,為 替で遠隔地の端末装置か ら振 り込 まれた送金は,

た だちにコンピュータの中でカナ文字による預金 口座の索 引と入金記帳が行なわれたのち
,相 手店の

端末装置にそ の旨アウ トプ ットされる ようにな っている。 また全店払預金のごと く全国で この支店の

端末装置か らでも,即 刻遠隔地 にあるコンピュータのファイル を更新す るこ とも可能で ある
。 さ らに

は,従 来のオフライン方式や リモー ト・パ ッチ方式の事務処理では,省 力効果 と迅速性の面で不十分

なことな どが このシステム をリアル ・タイム化 した主 力理 由といえる
。

自〕 シ ス テ ム の 推 移

{1}開 発 プ ロ セ ス

このシステムは,昭 和37年 か ら研究が開始され,端 末装置の台数が多い ことや輸入端末装置では

高価 に過 ぎる ことか ら,昭 和58年 には国産 のオー ダー ・メ イ ドの端 末装置の設計 に入
った。米国の

UNIVACの 工 場で418型 コンビa-一 夕 と結合テス トの結果再三にわたるモデル ・チェンジを行な

い,昭 和41年 よb,本 システムを試行,現 在 に至 っている
。その間富士銀行側で延1.421人/月

計2,745人/月 のマンパ ワーを要 している。'

② 業務 ・人事面への影響

本 システムの採用により,冒 頭の省力効果,経 営管理の改善,顧 客サー ビスの向上な どをはかるこ
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とができたが,今 や本システムの稼働なしには日々の営業活動すら停滞 してしまうほど銀行業務の内

容に深 く根 を下ろしている。またその結果は,熟 練労働を単純労働化 したほか,男 女 ・年令構成 管

理者の管理業務や各営業店の組織にまで変化を及ぼしている。

〔司 将 来 の方 向 と問題 点

(1)将 来 の方向 と業界の問題点

本 システムの問題点は,投 資が莫大であるとと,障 害発生時にはオフ ライン時 よりかえ って不便に

な ること,継 続記録や定性情報は経済性の面か らリアル ・タイム化で きず,一 覧性に欠けることなど

で あろ う。投資面については,主 として中小金融機関 を中心に共同オンライン ・システムが進め られ

ているが,全 国銀行ベースで も,昭 和48年4月 を目:どに全国共同データ通信システムの準備が着々

と進められ ている。主として他行間為替 のため に87行 間 を結ん で発足す るこの システム も
,い ずれ

は相互銀行,信 用金庫等 をも含 めたシステムに発展す るであろ うし,為 替以外の業務に も発展す るこ

とが予想 され る。 この点は,昭 和47年 か らのデータ通信の開放 とあいまって,今 後の発展が期待さ

れ る点 で もある。

(2}海 外 の 動 向

米 国の金融機関のオンライン ・システムは貯蓄銀行 を中心とし,普 通銀行ではほ とん ど行なわれて

いないため小規模で単純なシステムが多い。英国では最近大銀行を中心 にオンライン ・システムを採

用す るところが出て きたが・その他 の諸国ではいずれ もこれ ら徐 々に移行 して行 くところだ とい う感

じがっ よい。 わが国金融機関の総合オンライン ・システムは,以 上のよ うにその時の対象業務の多様

性,複 雑 なプログラム ・テクニ ック,規 模の大 きさなどの点か らみて世界の最先端 の技術水準にある

といつでも決 して過言ではないであろ う。

、

7・2・4近 畿相 互 銀行 デ ー タ通 信 シス テ ム

〔1〕オンライン化の背景

(1}オ ンライン化の目的

銀行がオンライン化を図る基本的な理由は,銀 行の業務体系がデータ通信システムの機能に非常に

よくマ ッチしているということであるが,銀 行側からみてデータ通信システムを導入しようとする目

的は大きくわけて次の三つであるといえる。

① 経済環境が変化し,個 人の所得が増えっつある現状では,顧 客の大衆化 を図る必要があるが,

これは小口化された個人を主体とした取引層の増加を招 き,事 務量は著しく増大する。一方,人

員採用難は年々深刻となり,人 件費コス トは上昇 している。このような状況で行員t人 当 りの処

理件数を増加させるにはデータ通信システムの導入が必要である。

② どこの営業店からも自由に入出金できる全店サービス,各 種公共料金の自動振替などの取引先

へのサービスを強化 して顧客の増加 をねらう必要があるが,こ れにはデータ通信システムがきわ

めて適している。特に銀行間で激しい預金獲得競争を行なっている現状では,こ のようなサービ

スの実施が強 く要求されるn
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③ 銀行経営の合理化を図るためには,資 金配分,人 員配置の最適化や貸出審査の自動化などを行

なう必要があるが,こ れ らを求めるには必要なデータを迅速に収集し,数 学晦 統計的な手法 を

駆使する必要がある。

このためには,即 時的にデータが更新されるデータ通信システムの存在が前提となる。

② 対象 とな る業務

前項で述べた目的を満足させるには,全 業務をデータ通信システムの対象としなければならない。

しかし,経 済上の制約などから,そ の対象範囲は各システムごとに異なるのが実情である。本シンテ

ムの対象業務は次のとおりである。

① 当座預金,定 期預金などの預金業務(別 段預金を除 く全科目)

② 証 書 貸 付,手 形貸付・手形割引などの貸出業務(代 理貸付など特殊左貸付を除 く全科目)

③ 本支店為替,他 行為替などの為替業務

④ 取引先別に顧客の情報を管理する名寄せ業務

⑤ 営業店で業務を行なう上に必要な業務照会および経営管理上必要な資金量 ・融資量照会

③ 業務 運 営上 の組 織

銀行がデータ通信システムを運転する上で特に重要な部門は,セ ンタ運転,プ ログラム管理などシ

ステムの中枢的な役割を果す事務部,銀 行業務全般を管理する業務部,実 際に顧客に接し,デ ータの

投入を行なう営業店の三者である。この中でも,シ ステムの円滑な運転を図るために 事務部の権利

を強化するととが必要であろ う。

〔勾 シ ス テ ム の 構 成

{1}セ ン タ 設 備

本体装置はJ3050形 情 報処理装置(NEAC2200-500電 子計算機相当)を 設 置しフ ァ

イル を収容するため に磁気 デ ィスクパ ック装置,磁 気 ドラム装置,磁 気テープ装置を設 置している
。

このほか各種の入出力装置と通信制御装置 を設 置 しているが,各 装置の主な性能
,台 数は第7.4.1表

の とお りである。
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第7・4・1表 セ ン タ 設 備 の 各 装 置 の 性 能 と 台 数

装 置 名 機 能 数 量

本体 装置

(う ち記憶 装 置 容 量)
メモリ容量524K字 2台

磁気デ ィスクパ プク装置 装置あたり容量9204K字 32台

周 磁気 ドラム装置
装置あたり容量528K字 4台

磁気テープ装置 走 行 速 度64K字 ン秒 16台

辺
印 刷 装 置

字数117種 印刷速度960枚/分 5台

(数字のみ)
装

置
紙カー ド読取装置

紙テープ読取装置

読 取 速 度800枚/分

読 取 速 度1,000フ レー4>秒

2台

磁気インク文字読取装置 読 取 速 度1,560枚/分 1ム ロ

通 信 制 御 装 置
収 容 回 線64回 線

ご

2台
A

'

電源装 置(ク レーマ)
3相4線 式交流208V200KVA

ノ

2台

'

② 宅 内 設 備

宅 内設備は変復調装 置,制 御装置,窓 口装置お よびデータ入出力装置よりなる。

窓口装置は預金業務 および照会 の一部 に使用す る。

デ ータ入出力装置は貸出業務,為 替業務拾 よび照会の一部 に使用す る。

宅内装置の構成 については第7.4.1図,機 能 の概要 につい ては第 ス4・2表 に示す とお りである。

今後の増加傾向によって若干の変更が考え られるが,ほ ぼag).4.5表 の ように予定 してい る。

4
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◎ 図7・4・1図 宅 内 装 置 の 構 成
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第7・4・2表 宅 内 装 置 の 機 能 の 概 要

デ ー タ 通 信 速 度

通 信 方 式

適 用 回 線

通 信 制 御 方 式

伝 送 符 写 構 成

使 用 電 源

{窓〔幽 印 字 速 度

印 字 方 式

)印 字行お・よび桁数

σ≒タ入出戊膿置)印字速度

)イ:端 数

)印 字桁数

200ピ ッ ト/秒

半2重 通信方式

専 用回線 で分岐回線に も適用可能

ポー リング/セ レクテ ィング方式

7単 位符号 にノパ リテ ィ ・ピッ トを加え,さ らにスター ト・ス トププ

を付加 した10単 位

調歩同期方式

水平 垂直パ リテ ィ・チ ェヲク,自 動再送 によるクリー シデ一夕出力

方式

制御装 置と窓口装置の間,お よび制御装置とデータ入出力装 置間の接

続 ケーブルは最大50m

応 用交液100V士10V

1桁/秒

斉 式

通帳,ジ ャーナル側24行,47桁,伝 票側15行,28桁

20字/秒

英字,数 字,カ ナ文字,記 号等128文 字

最大印字桁数は120字/行 以上であb,単 表 類 と連続根嚢の同時操

作可能
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第7・4・5表 宅 内 装 置 の 台 数

装 置 名 台 数

変 復 調 装 置

制 御 装 置

窓 口 装 置

デ ー タ 入 出 力 装 置

71

71

270

76

一

(3}回 線 設 備

センタと各 営業店の宅内設備 との間には,第7.4.4表 の よ うな回線 を設 ける。

この回線 に対応 して,セ ンタには1200ビ ッ ト/移 用集合変調装置,営 業店 には単体の1200

ピ ッ ト/妙 用変調装置 を配備す る。

第7・4・4表 回 線 設 備 の 概 要

■

項 目 記 事

通 信 方 式 半2重4線 式

通 信 速 度 1200ピ,ト/秒

回 線 構 成 専用単独回線および分岐回線
9a

'.

回 線 数 64回 線

◎

〔5〕障 害 対 策 ・

(1}セ ン タ 設 備 の 予 備 機

① 本 体 装 置

銀行業務の取引件数は平常 日と繁忙 日とで数倍の差が ある。 したがって,経 済性を考慮 した結果

平常 日は現用1台,予 備1台 とし,繁 忙 日は2台 をいずれ も現用 として使用す ることとした。 した

がって,万 一,繁 忙 日に1台 が障害 とな りた場合はフォール ・バ ック ・モー ドによる運転 となる。

② 周辺装 置澄 よび空気調整装置

機種 ごとに予備機 を設置 している。
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③ 電 源 装 置

クレーマ装置,蓄 電池および交流発電機を使用した無停電方式を採用している。

② フ ァ イ ル 障 害・

① 貸出元帳,預 金元属 名寄ファイル

必 ず 予備のファイルを用意し,万 一ファイルの内容が破損した場合は,即 座に復元する。

② 為 替 フ ァイル

ポイントダンプを行ない,万 「 ファイルの内容が破損した場合は,即 座に復元する。

③ 宅 内 装 置

センタ設備や回線が障害の場合は,通 常の業務処理を宅内装置が単独で行ない,そ の内容は紙テー

プに記録して,障 害が復旧した後紐テープを送信するととによって,セ ンタ処理を行なうことができ

るように左っているo

〔4〕業 務 処 理 の 概 要

(1)オ ン ライン貸出,預 金業務処理

宅内装 置か ら入力された内容 により,科 目と取引種類 を判定 し,所 定 の貸付番号,取 引先番号,口

座番号 に従 って,該 当フ ァイル内容の更親 照会 を行な う。 結果は再び同一宅内装置 に送信す る。

② オ ン ラ イ ン為 替 業 務 処 理

宅内装置か ら入力された 内容により,為 替種類,宛 先 を判定 し,為 替フ ァイルの通数,金 額,通 番

を更新 して,該 当の営業店の宅内装置へ送信する。

{3)オ ン ライン関連業務処 理

オンライン関連業務は,オ ンライン業務処理 と密接 な関係があ り,オ ン ライン業務 を続け る上で不

可欠の もので あるが,大 きく次の二つ にわかれ る。

① 処理の能率 をあげるため にセンタで一括処理する もので,自 動振替や小 切手の引落 しなどがその

代表的な ものである。

② オンライン業務処理で処理された各種のデータに基づいて統計資料な どを作成す るもので,銀 行

の業務の運営に使用する。

(41フ ァ イ ル 構 成

ファイル としては,磁 気テープ,磁 気 ドラム,磁 気デ ィス クパ ックを使用 してい るが,そ の構成 は,

オ ンライン用は第7.4.2図,オ ンライン関連 用は第 ス4・5図 に示す とお りである。
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第7・4・2図 オ ン ラ イ ン フ ァ イ ル の 構 成
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(5}プ ロ グ ラム の 形 態

① 使 用 言 語

オンラインはすべてアセンブラ言語
,オ ンライン関連は一部 をコボル とし,他 はアセンブラ言語

とした。

② 機 能 形 態

オンライン業務処理プ・グ ラム を調 合せ
,収 集,分 配,交 換の機能別 に示す と㌘45表 の と

お'りである。

第7・4・5表 プ ロ グ ラ ム の 機 能 形 態

、 機 能 対 象 プ ロ グ ラ ム

,

問 合 わ せ 貸 出 業 務 処 理 プ ロ グ ラム'

預 金 業務 処理 プ ログ ラム

業務照会

資金量融資量照会

収 集 オ ン ラ イ ン ・メ ー ル(営 業 店→ セ ン タ)

'こ 日査 デ ータ送 信

分 配 オ ン ラ イ ン ・メ ー ル(セ ン タ→ 営 業 店)

一 斉 同報

交 換 為 替業 務処 理 プ ログ ラム

P

■

〔め 設 計,工 事 の 経 過

現在 までの設計,工 事の経過は第Z4.6表 に示すとfoりである。現在は,貸 出業務が試験段階にあ

り・為替業務は,全 営業店が預金〆貸出のオンライン化を終了後に実施する予定である。

預金業務については,6力 店で総合試験運転 を行ない,46年4月 より1週 間に1～2店 舗の割合

で移行を行なう予定であb, .貸 出業務にっいては,2力 店で総合試験運転を行なった後,や はりt週

間に1～2店 舗の割合で移行 を行なう予定である。

現在までの預金の試験結果では,営 業店の労働時間がかなり短縮され,当 初の目的はほぼ達してい

るように見受けられる。
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第7・4・6表 設 計 工 事 の 経 過

＼ 年 44 45 46

月 1 2 3 4 5 6 7』 8 9 10 1112 1 2 3 4 5 6 7 8 9

F

10 1112 1 2 3 4 5
1
6

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア

基 本 設 計

細 部 設 計

コーゲ㍉ング
ディバック

統 合 試 験

絵合試用運転

運 転

!1

|

} 1

1

`

} ,

一

セ

ン

タ

設

備

基 本 設 計

細 部 設 計

据 付 工 事

試 験

一 ーー一 一 」

|

「

「一 「 {

(付帯工事)

宅

内

設

備

基 本 設 計

細 部 設 計

機 能 試 験

工 事

総合試験運転

運 転

ト ーーーーー一一 」

{一

一

一)

l

l

i

`

(注)ソ フ トウェアには為替業務関係は含まない
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●

〔6)将 来 の方向と問題点

(1)シ ステ ム の拡 張`

銀行相互の提携,急 激な店舗の増加,大 衆化路線の推進などによって,フ ァイル容量,回 線数,宅

内装置数は次第に増加するが,本 システムでは,当 初からそれらを見込んで設計しており,ま ず問題は

はない。

(2}業 界 と し て の 問 題 点

金融の自由化が叫ばれている昨今,銀 行間の競争はいよいよ激しくなつてきている。このような状

況では,次 のような事項についてデータ通信システムが即応してい く体制が必要となろ う。

① キャッシュ・ディスペンサなど現金の入出金の機械化

② 新種商品の開発

③ カー ド預金やクレジ ット・カー ドの普及などに対する顧客確認の方法

④ 取引先状況の詳細で迅速な把握

⑤MISの 導入

'

◆
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7・2・5野 村証券 に お け る総 合 オ ン ライ ン システ ム

〔1〕オ ン ラ イン化 の背 景

(1)総 合 オンラインシステムの概要

野村証 券の総合 オン ラインシステムは,本 店のUNIVAC1108大 型 コンビ"一 夕と,全 国95

力店 の端末装置 とを通信回線で結び,得 意先 との取引 をは じめ,全 ての証券業務 を,コ ンピュータの

データ ・ベース と直結 させて即時 に処理するものである。株式注文の迅速正確な伝達 をは じめ,本 支

店間の業務連絡の 自動交換,証 券売買の諸計算 と報告書の送 馬 預 り証券の 出し入れ処理,精 算処理

等の主要業務 を一元的 に取扱 っている。

データ ・ペースの中心 を占めるのは,全 得意先の預 り証券の明細 と取引経過 を総合的 にとらえた

「総合 口座フ ァイル」 で,各 種の トランザクシ 盲ンに もとづ き,常 に最新の内容に更新され てお り,

窓 口か らのインク ワイア リー に対 して,直 ちに応答す る。

また,「 総合口座フ ァイル」は,野 村証券のMIS,と くにマーケテ ィング ・インフ ォメーシ 冒ン

・システムの基盤 として,各 種情報システムのためのデータ ・ベースの役割 をも果 している。

② オ ンライン化の目的 と狙い

1)MIS運 用 のための基盤の確立

①MISに 必 要なデータ ・ペーースの作成

② 得意先投資動 向のダイナ ミックな分析

③ 広範 な業務管理情報の迅速 友フ ィー ドバ ック

2)高 度 な事務 オー トメーシ ョンの達成

① 主要業務 の総合システム化 による情報処理の正確性 と効率の向上

② 営業店における主要帳簿の記帳事務 の廃止

③ 証券の出 し入れ,名 義書協 利払い等証券管理事務 の合理化

3)得 意先サー ビスの一一層の向上

① 注文のス ピー ドア ップと正確性の向上

② 営業店窓口における待時間の短縮

③ 得意先 レポー ト類の内容充実化 と問い合せに対する預 り明細 のスピーディな提供

{3)対 象 と な る 業 務

総合オンラインシステムは,下 記に示す七つ のシステムか ら構成されてk・b(第7.5.1図)証 券業務

の全域 をカバーしてい る。各システムは,一 元化されたプログラム体系の もとに 「総合口座フ ァイ勿

を中心に有機的 に結合されてい る。

■

●

◆

メ ッセージ ・スイッチング ・システム

注文処理 システム

約定処理 システム

精算処理 システム

保護預 り口座管理システム
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¢

・ 信用取引口座管理システム

・ 得意先情報システム

第7・5・1図 野 村 証 券 の トー タ ル シ ス テ ム

〈フ=㍉ 計画情報

Mls、

管理情報

総 合 口座 管 理 シス テ ム

保護預り

証 券

注 文

シ ス テ ム

約 定

シ ス テ ム

信用取引

精 算

シ ス テ ム

メ ッ セ ー ジ ・ ス イ プ チ ン グ ・ シ ス テ ム

営 業 店 舗 数

・ 得 意 先 口 座数 ・・…

・ 取引データ件数 ・・…

総合オンライン

システム

95

750,000

120,000/日
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,〔2〕 シ ス テ ム の 構 成

(1)ハ ー ドウ ェ ア

総合 オンラインシステムの機器構成 としては,ま ず中央処理装置として,本 店(東 京江戸橋 ピル分

室)に,UNIVACllO8(196k語)2台 を設置 してい る。2台 の うち1台 は,リ アルタイム

・システムの信頼 性を高めるためのバ ックア ップ用であるが,通 常は,総 合システムの一環 として,

バ ッチ処理 を担当す る。 ファイル としては,高 速,中 速,大 容量の磁気 ドラム計21台 を使用 してい

るが,と くに,FASTRAND9大 容 量 ドラムは,「総合口座ファイル」として活躍 してい る。 これ ら

周辺装 置 も,信 頼 性 を高めるため,す べて二重化され,そ れぞれの機器が相互 にスイ プチングで きる

よ う配慮されている(第 ス5.2図)

通 信 回線は,主 として200ボ ー 回線 を採用 してい るが,ネ ットワークの効率 を高めるため,大 阪

(2カ 所),名 古屋,福 岡,仙 台の5カ 所 に,中 継装置 を設 置し,コ ンピュータ と中継装置の間は,

2,400ボ ーで結んでい る。1支 店 当bの 回線 を原則 とし,デ ータ量の多い支店 につい ては,2～5

回線 を割 当ててい る。現在の回線数 は,200ボ ー124回 線,2,400ボ ー10回 線 と左 ってい る。

全国の支店 には,OMR(オ ン ライン ・マーク ・リ・-S')と テ レタイプが,通 常各2台 づっ配置さ

れ,タ ー ミナル ・コン トロー ラを介 して,1本 の 通信回線 に接続されている。OMRは,富 士通株式

会社の協力 を得て,こ のシステムのために新 しく開発 し在もので,マ ーク 〔'カー ドの読取送信機能 と,

コ ンピュータよりのアウ トプ ットを受信する機能 をかね備えている。 この装置に より,セ ールスマン

をは じめ全ての社員が,、コン ピュータと対話 で きる。 ●

全国か らの株式注文の うち75%は 東京証券取 引所 に,20%は 大阪証券取引所に集中す るため,

注 文の迅速な伝達 を目的 として,2.400ボ ーの高速注文受信専用機 を両取 引所 に設置した。 このプ

リンタには,OCRフ ォン トが使用され ているため,約 定成立後の伝票は,そ のまs,UNIVAC

1108へ の インプッ ト・ゲ 一夕 となるe

●

亀
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第7r5・2図 ハ ー ド ウ ェ ア の 構 成
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2}ソ フ}ウ ェ ア

リアルタイムのソフ トウェアは,EXEC-8を 中心に,六 つのコンポーネン トか ら成 っている

(第 ス5.5図)。 す左わ ち,

①EXEC-8・ ・… エ グゼクテ ィブ ・ルーチン

② リアルタイム ・スーパーバイザー ・… ・リ ア ル タ イ ム ・プ ロ グ ラ ム の 効 率 的 左 実 行

を図 る。

③ 通 信 制 御 ル ー チ ン ・・… 通信 回線か らの入出力データのコン トロール を図る。

④ トランザクシ コン ・アナライザー ・… ・入 力データの種類の判別 と必要なユーザ ●プ ログラム

のローデ ィングを行な う。

⑤ ユーテ ィリテ ィ ・ルーチン … ・・ユーザ・プ ログ ラムの うち共通化 し うる部分 を全て このルーチ

ンにまとめた。

⑥ アプ リケーシ ・ン ・プログ ラム ・… ・業務処理 プログラム

この うち,EXEC〒8以 外の5要 素は,野 村 オンラインのために,新 規 に開発した ものであるが,

② と③ はNOMURA-TOPS(NOMURAT】EtANSACTIONORIENTEDPROGR、AMSYS-

TEM)の 名称 で,UNIVAC1110シ リーズの標準パ'ケ ージ として登録 した(第7・5・4図)。

■

`

◆
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第7・5・3図 りアルタイム ソフ トウ ェアの構成

◆

EXEC8

」

リア ル タ イ ム ス ー パ ーバ イ ザ ー

ユーテ ィリテ ィ.ル ーチン

・1/0エ デ ィ ト

・フ ァ イ ル ハ ン ド ラー

・ジ ャ ー ナ ル 処 理

トラ ン ザ ク シ ョン

ア ナ ラ イ ザ ー

通 信 制 御 ル ー チ ン

・キ ュイングコン トロール

・ リモ ー ト デ パ イ ス

ハ ン ドラ ー

'

'、

、

'

ノ

＼

、
、

ノ 、

、

業 務処 理 プ ロ グ ラム

・ メ ッセージ スイ ヲチング

・ 証 券 売 買 処 理

・ 総 合 口 座 管 理

・ 得 意 先 情 報 提 供
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θ
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・有 フ ・5・4図NOMURA-TOPSの 構 成
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■

`

{3)信 頼 度 の 確 保

オンラインシステムの生命線 ともい うべ き信頼度 を確保す るために,ハ ー ド,ソ フ ㌧ オベ レーシ

.ン の三つの側面か ら,最 大限の考慮 をは らってい る。なおシステム設計上,

① 注文関係のデータについては1件 のロス も許さない こと,

② ダ ウン後1D分 以 内にシステム を復旧させる,

こ との二点 を目標 とした。

t)ハ ー ドウ エア

CPUを 始 め必要 な周辺装置は全て二重化 し,手 動による切替 を可能 とした(第7・5・5図)

2)ソ フ ト ウ ェ ア

システム ・ダウン ・リカバ リープログラムを特別 に開発 した主な機能

① マスター ・フ ァイルの復旧

② リアルタイム ・プログラムのステイタス ・テーブルの復元

③ 最終有効データの各端末装置に対す る通知

5)オ ペ レ ー シHン

コンビュ_タ.オ ペ レ_タ とは別 に,シ ステムの運用管理面 を専門的 に担 当す る組織 として,ハ

ー ド,ソ フ ト,通 信等各専門分野のスペシャ リス トを集めたチーム を設置 し

① オンラインシステムの正常かつ効率的運用の維持

② 異常事態発生 に際 して必要 な諸対策の実行

な どの基本 機能の遂行にあた らせ てい る。

■

◆
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●

●

〔5〕業務 処 理 の概 要

(1}業 務 フ ロ ー

証券会社 の全業務領域 をカバ ーするだけに業務 のフロー も多種類 にわたるが,そ の一例 として,

株 式売買処理の流れ を第 ス5.6図 に示す。

また,リ アルタイム;デ ータの一般的ft流 れ を示 したものが第 ス5.7図 で ある。

■

◆
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第7・5・6図 株 式 売 買 処 理 の 流 れ
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(2)フ ァイノレ・マネジメン ト

総合 口座 マスターフ ァイルの設 計にあたっては,

① 大量(75万 口座)の マスター ・フ ァイル に対 し,高 速(1秒)の レスポンス ・タイムを保証

す る。

② システムの変更によって発生す るフ ァイル構成 アイテムの変動 に対し,十 分なフ レキシビリテ

ィをもつ こと。

この二点 に最重点 をお き,具 体的 には,次 のような方法 を採用 した。

① 処理時間のスピー ドア ップ と,ラ ンダム ・アクセス ・メモ リーの効率的な使用のため,オ ンラ

イン中は,マ スターファイル(FASTRAND-ll)を り一 ド・オン リー ・メモ リと.した。

② そのため,オ ンラインによるファイル更新 を最小 限にとどめ,更 新結果は,テ ンポラリー ・マ

スター ・ファイル(FH-880)に 記録 した。 なお全マスター ・ファイルの更新は,夜 間のパ

ッチ作業で行な う。

③ マスター ・フ ァイルはインデ ックス ・シーケンシャル ・ファイル とし,テ ンポラリー ・マスタ

ー ・ファイルは,ラ ンダマイズ法 を採用 した。

④ 処理時間を速 めるため,マ スター ・フ ァイル を前後半 に分け,CPUの チ ャンネルにそれぞれ

接続 した。

(3)使 用 言 語 と プ ロ グ ラ ム ・サ イ ズ

総合 オン ラインシステムの中核となる部分は,も ちろん リアルタイム処理 を前提 としているが,コ

ス トの低減 を図るため,許 す限 りバ プチ処理 に落す よ う心がけた。その結果,プ ログラムの規模は

リアルタイム

パ ヅ チ

・ζ貿こ籔>

200モ ジ ェー ル

600個

〈ステ ップ数〉

10万

40万

●

とな った。

使用言語は,開 発効率,オ ペレーシ.ン 効率,メ ンテナンス効率の三点 を考慮 して決定 した。

リアルタイム ・プログ ラムでは,ア セ ン ブ ラー を採用したが,プ ログラ ミングの容易性を図るた

め,リ アルタイム ・スーパーバイザーやユーティリテ ィ・ルーチンを開発 して成果 を挙げ た。

バ ッチ ・プ ログラムでは,COBOL,ronVRANを 採用 したが,そ の他 に,米 国CSC社 の プロ

グラム ・ジ ェネ レータCOGENT/8を 購 入 して,効 果 をおさめた。

〔4〕シ ス テ ム の 推 移

総合 オンラインシステムの建設は,41・ 年4月 に決定 し,7月 か ら開発に着手 した。爾来4年6カ

月,延3,000人 月 のメ ンバー を投入 して,45年 末 にそのすべてが完成 し,46年2月 の最終切替

えによ って一 切の作業 を終了 した(第 ス5.8図)。ftis並 行 して進めている経営情報システム(MIS)

の開 発は第1期 を46年 末 に終える見込みである。

一一196一

●



`

●

システム開発のプ ロセスと開発要員数の推移 を第 ス5.9図 に示す。

43年 末 までの2年 半の間は,電 子計算部門 を中心鴎 各関連部門が作業 を分担する形式で進めた

が,開 発のス ピー ドを上げるため,43年12月 に,必 要なすべての機能 を一元化 したプロジ ・ク ト

チーム(オ ンラインシステム推進室)を 編成した。 チームは,野 村証券,野 村電子計算 センタ,日 本

aニ バ ックの3社 によって構成 され,単 一の指揮系統の もとに活動 した。 メンバーは,ピ ーク時105

名,平 均8・ 名の大世帯であ。たが,45年 末 をも・て任務 を完了 して離 し・"テ ナンス ●チー

ムに引継いだ。

●
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第7・5・9図 開 発 の 経 緯 と 要 員 数 の 推 移
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5.お わ り に

50億 円 のバーntドウ ェア投資 と,10億 円のソフ トウェア開発費をかけて建設 を急いだ総合オンラ

インシステムも,よ うや くここに完成 しち 証券会社の総合オンラインシステム としては世界で初め㌻

ての ものである。 オベ レーシ ョナル ・システムとしては,全 業務領域 に及ぶ ものであるだけに・ シス

テ ムの大 巾な追加や修正が今後早い時期 に生 じる ことは考え られない。野村証券のシステム化構想は・

このシステムをペースに,MISぺ の道 に大 きく前進 してい くもの と思われ る。前述のごと く,MI

Sも 今年度中に第1期 開発計画 を終えるが,引 続 き第2期,第5期 と歩 を進め,よb高 次の情報 シス

テム を.目指 してい くこととなろ う。

■
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7・2・6日 産 自動車 に おけ るオ ン ライン ・シス テム

〔1〕オンライン化の背景と対象業務

自動車の市場における競争条件は,ユ ーザの好みの多様化 と相 まって,近 来とみに激烈 さを加えて

いる。さ らに製品の優秀 さや,ユ ーザの色やスタイル に対する好み と,同 じ程度 に 「信用」が重視さ

れる ようにな ってきているo

「信用」とは,長 い間の製 品の性能 品質,サ ー ビス,価 格,安 全性等への企業の努力によって培

わ れ る ものであ り,し たがって競争がたん に自社製品の一時的売れゆ きのみ に留まらず,納 期の短

縮化及び厳守,ア フター ・サービス等,製 品の優秀さ をバ,ク ・ア ップす る態勢の強化が,必 要 とな

ってい るのである。さ らに,変 化す る市場の動向 を的確にとらえ,社 会全体の動 きの中で,ユ ーザの

期待する製品 を作b出 すことが必要 となる。 この様な多 くの要 望に対応 して,い くっかのサiブ・シス

テムの連けいの上に,日 産 自動車の情 報システムは構成されてい る。 この うち,と くにオンライン ・

システムとしては,

1)車 両 管理 システム,

2)部 品管理システム,

5)購 買管理システム,

4)販 売 情報管理システム,

の4つ があげ られ る。後二者は,ビ デオによるインクワd
.ア リが主体である。 一方,前 二者は,ロ ジ

ステ,t－クス を担当 し)リ アルタイムでの現場作 業の指示 ・進行 を行な っている。 ここでは,主 に車両

管理システムを中心 に述べてい きたい。'

ユ ーザが,ど こで も容易に同様の製品 を買 うことができる場合には,各 販売店は常に適当な量の製

品を確保 してお く必要がある。ユーザか らの注文が常に販売店の在庫車両で引充て ることが可能であ

れば,多 くの問題は解決され る。 しか し,現 在ユーザの好みに対応す るため,セ ドリPtク でS2,000

種 類,ブ ルーバー ドで5,000種 類 の多 くを数えるに至ってい る。従 って多 くの場合,ユ ーザの希望

納期 に間 に合わせ るためには,販 売店の仕 入計画のみな らず,発 注か ら納車までの期間 を短縮する こ'

とに迫 られ ている。一方,当 社では工場がその設備や人的工数の関係で規制され,毎 月容易 に変更さ

れ るものでは ない。 このように,市 場の弾力性 と生産の硬直性 との間にあって月間10万 台以上 もの

生産 一販売 を行な うとき,ま たそれが表面上 自動車 とい う単一製品であ りなが ら実際は何万種類 とい

うおよそ互換性のない製品 を扱わねばな らないと き,在 庫管理の重要性が クローズア ップされ て くる。

ここでい う在庫管理 とは,ど うい う種類の車両が どこに,何 台 あり,そ の うち何台が引充済であるか,

またいっ何台在庫 となる予定か を把握する ことである。 このことは現在 オフライン工場だけで も90

以 上 あ り,さ らに南は九州か ら北は北海道 に至る輸送拠点 を持 っている場合,即 時的にその台数 を把 ・

撮するととは,オ ンライン ・システム以外では考え られない。

従来,生 産された車両は,工 場か ら営業渡 しとな り一端在庫され,月 間の出荷計画 に従い,ま たは

緊急のオーダに応 じて遂次現場担当者が該 当車両 をさが し,引 充先 を決定 し,販 売店 に輸送 して来た

が,こ の方法によると,生 産 一販売台数の増加,車 種 の増加 に伴ない在庫場所 と人 とがほS'比 例 的 に
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増加せ ざるを得なか った。そ こで人による引充作業 を軽減 し,生 産側か ら引渡 しのあった時点で直接

販売店 に出荷す る方法 を検討 した。

ヒれは,当 然出荷されるべ き車両が中間工程として在庫され ること を防 ぎ,流 通在庫を削減すると

同時に車両の搬出作業 を軽減す ることが目的であ った。 しか し,こ の ヒとにより,在 庫車両が長期化

し車両の 「先入れ ・先出し」の原則がある程度無視され てしま うし,出 荷のタイ ミングと生産のそれ

とが一致せず,在 庫か らの引充 をする必要 もあ り,あ る一定期間以上在庫された車両 の搬出を可能に

す る様に在庫 出荷指示 も考慮 しち それ に伴 ない,在 庫搬出を容易にす ることと,在 庫エ リアの有効

利用のため在庫搬入の際搬入場所の指示 をす るこ ととした。

また,一 方では販売者か らのオーダの追加変更は,本 社営業部門か らオ ンライン ・ギャザーされ,

バ クチでマスター ・フ ァイルが更新され る
。 従 って,従 来以上 に正確で迅速 な処理 を可能にし,計 画

の頻度な変更による現場部 門の混乱 を防 ぐことが 目的 である。

との よ うに車輌 に関する情報が必ず コンピュータに仲介される ことにな り,情 報が集中化され本社

営業部門の計画 ・指示機能と現場の作業進行管理 との一元化が可能 となった。情報の集中化 に伴ない,

関連書類の作成が必要 に応 じた時間タク トで作成され る。

この車両管理 システムは,次 の ように要約することがで きる。

イ.ユ ーザ及び販売店に対するサー ビス を改善す るヒと。

ロ.現 場作業の人員 を削減す るとと。

ハ.流 通在庫量 を削減すること。 一

〔2〕シス テ ム の構成

このオンライン ・システムでは原則 としてインプ ットされた内容 をセンター ・コンピェータでチェ

ック し,編 集後必ず返信 しプ リン トす る応答 モー ドを使用 している。 従って,入 力側端末の誤動作

(読み とりミス等)や 回線上の 「化げ」 についてはセンタ側 のみ左 らず入力側で もプ リン ト内容でチ

ェックされ る。端末は半二重の200ボ ー 回線に接続され,多 くはカー ド・リーダとキイボー ド・プ

リンタの複合端末である。1端 末か ら複数端末へのスイ ッチングは行なわず,セ ンタ側か らのみ複数

端末へ 「一斉送信」 とい う形 でロッ ト情報の同時送信 を可能にした。 この場合1200ボ ーの紙テー

プ受信機 を設 置し,オ ンラインで紙テープ ・り一ダ付 きのタイプ ライタに接続し,拠 点の出荷指示,

出荷明細書 ・完検証の作成 を行な っている。

センタ側のコンピュータは,部 品管理 をHITAC5010に て昭和40年2月 か らその後,III

TAC8400に て昭和45年10月 か ら拡大展開を行なった。一方,車 両管理 システムは,昭 和44

年4月 にHITAC8400に てスター トしたが,そ の後購 買管理及び販売情報管理の各問合せ シス

テムが,車 両管理 システムの一部 に付随する形で追加され,さ らに輸 出車両管理システムが,開 発さ

れ る予定 にな抄,HITAC8500が 導 入された。 この様に一つのコンビ=・一夕で複数のシステム

を同時運用す ることは,そ の管理維持は非常 な困難 を伴 な う。 従 って,セ ンタ側の信頼度の確保 の為

に別図の如 くデ ュプレ ックス とし,常 に切換えの準備 を行ない,通 常は予備機にて他のパ ッチ ・シス

テムを運用 してい る。 またダウン時の リランは,当 初い くつかの場合 を想定 しプ7種 類 もの リラン ・
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プログラムを作成 したが,そ の後運用如何 では現場作業 を一時的 にス トププさせる方が,複 雑な リラ

ン処理 を行な うよりもメ リヲ トがあると判断された。そ こで,リ ラン対象 を限定 しデータ ・ギャザー∫

一斉送信
,問 合わせ等 は,リ ラン対象か らはず し,再 度インプ ヅ トす ることで解決 した。 これはダウ

ンの頻度 とタイ ミングを考慮す る時,リ アルタイムにファイル更新 を行な っているもののみ を リラン

対象 にし,リ ラン時間 を短縮することが得策であると判断されたか らである。

つ

〔3〕業 務 処 理 の 概 要

オンライン ・プロ グラムとしてEXEC,MCR(コ ミュニケー シ ョン関係 をコン トロールする),

TCP(タ ス クの管理 を行 な う)の 下 に八つのセグメン ト構造 を持つ 業務処理 プログラムが継がる。

入力データは,そ の種類 をLINIKERに て分析 し,チ ェックし,各 システムの業務処理プログ ラムに

連 結す る。 購買管理 ・販売情報管理の問合せシステムは,車 両管理の問合せ システム と同 様,八 つ の

セグメン トとは別のサブシステムとして構成されている。

入力は主 にカー ドで,車 両のスペ ック情 報が記載され,各 車両毎 に工場オフ ライン時点で搭載され

る。スループ ットは,約20秒 で各種指示が出され る。 ファイル構成は次の とおりである。

1)ス テ イタス ・フ ァイルISAM

－ 車 ごとに
,受 入 ・出荷 ・出門の各ステイタス と出荷先 ・移動先 ・在庫 ロケーシ ョン等各状態 を

記録す る。

2)在 庫 フ ァ イ ルISAM

車 種 ・塗色 ・仕 様別に各在庫場所の実在庫台数 と引充済t朱 引充台数を管理す る。

5)ロ ケ 一-oreン ・フ ァイルDAM

車 両 の優先搬入 ロケーシ ョンと各 ロケーシ ョンの収容能力及び現在台数 を記録する。

4)受 入 アクチ ュアルDAM

工 場か らの受入車両の出荷先 もしくは搬入ロケーシ 。ン を指示する。

5)出 荷 ア ク チ ュア ルDAM

本 拠地 の在庫で,す でに出荷準備指示済の車両の具体的出荷先 を指示する。

6)出 荷 明 細 フ ァ イ ルDAM

出荷 実績 を記録 し,関 連書類 を作成する為のマスターとする。 また,オ ンライン終了後 にこのフ

ァイル とステイタス ・ファイルで,実 績の照合 を行な う。

7)出 荷 計 画 フ ァ イ ルISAM

オーダNo単 位 に出荷計画を管理す る。本社 よbの 緊急 オーダ又は変更は,こ のフ ァイルに行な

われ る。

〔4〕将 来 の方 向 と問題 点

現在の市場の動向から考えても,い ま以上の販売へのバ プクアップが必要 となろう。車両管理のシ

ステムがスター トしてか ら2年 を経過し,日 産自動車社内の情報サービスから販売店,ユ ーザに対し

て直接サービスをする必要があると思う。直接販売店が当社の在庫を問合せ,緊 急のものについては
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即座 に予約 をし,納 期の回答 を受ける。そのよ うなシステムを目ざし,情 報システムの整備 を急い で

いる。 またコンピュータ利用か ら考えて,拡 大の余地の あるプログ ラム構造 を常に考慮 してお くこと

が,オ ンライン ・システムの硬直性 を避ける道 となろ う。 とか くオンライン ・システムは硬直的にな

りが ちである。 しか し外界の変化 に対応 しえないシステムは,ど ん なに華麗 に作 られていて も一時的

なものにす ぎない。 古 き皮袋 に新しき酒 を注 ぐ楽しみを味わいたい ものである。
●

9
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7・2・7新 日鉄 君津 製 鉄 所 にお け る オ ン ライ ン ・シ ス テム

〔1〕オ ン ライ ン化 の 背 景

(1)オ ン ライン化 の 目的 とね らい

新日本製鉄君津製鉄所は,ま ず昭和40年 にその一部 をなす冷延工場が建設された。続いて45年

4月 に厚板工場,同 年11月 には,第1高 炉が火入れされ,同時に製鋼 ・分塊 ・熱延の各工場が稼働を

開始して鉄鋼一貫の生産体制が整った。また44年 秋には第2高 炉とその関連設備が動き始め,現 在

は第5高 炉関連の増強が進められている。その建設に当っては,同 社の戸畑製造所(昭 和53年),

堺製鉄所の建設以丸 各所に蓄積されてきた,全 社の管理および製造に関する技術を結集し,新 しい

設備 を一体化 したものとするため陥 本社に君津推進本部をもうけ,十 分な企画検討が進められた。

新製鉄所の基本構想としては,

① 関東地区への鉄鋼供給体制の確立

② 需要家本位の供給体制の確立

③ 最新鋭の設備と効果的管理方法の実現'

④ そのための一つの手段としてのコンピュータ利用の極限追及

が決定され,全 社各分野をあげての最優先の大型プロジ ェク トとして発足した。

なかでも,④ のコンピュータ利用については,無 人製鉄所への第一歩として,省 力化 を重点とし・

納期管理の精度向上をねらって世界でも初めての試みである,製 鋼以降全工程のオンライン化の方針

が打ちだされ,同 プロジェクトの重要な部分をしめることとなった。

② 対 象 と な る 業 務

コンピュータシステム設計に際しては,上 記の方針をうけ,

① 設計開始か ら,シ ステム全体の稼動まで2年 しかないこと。

② 省力化,納 期管理の面か らは,工 程管理,な かでも,生 産の指示,実 績収集をオンライン化す

ることが最も効果的であること。

③ オンラインコンピュータの効果 をあげるには,設 備 ・要員,運 営などにコンピュータが完全に

組みこまれ,最 初か ら,コ ンピュータが生産ジステムの主要部分として確立されている必要があ

ることo

④ 設備レイアウトと直接関係のないデ般事務のコンピュータ化は設備稼働後でも可能なこと。

な どの理由か ら,コ ン ピュータ化の対象範囲 を工程管理 システム最優先 とし,そ の余力で一般事務 を

進めるとととなった。

{3)組 織 等 の 概 要 と特 徴

従来の製鉄所では,工 程管理 を行宏 う組織 とコンピュータ部門 とは課の レベルで別の組織 をとって

いた。 しか し,同 所では,

① 後述の ように,工 程管理部門 にとってコンピェ一夕が,「 部分的なデータを提供す る・あれは

便利な もの」では左 く,「 それなしでは同部門の業務遂行が不可能な もの」 となる。

② そのためのシステムは販売環境の変化,生 産設備の増強,変 化 に伴 って,ひ んぱんに変更の
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必要が生 じる。

③ そのプログラムが何千 ランとい う多数にお よぶ。

などか ら,コ ン ピュータ部門 を生産課の中に位置づけ,プ ログラムを組んだ人が,そ れ を使 って工程

管理の実務 も行 ない,ま たその分担す るプログラム をメンテナンスす る,「 実務プログラマ」 と称す

る制度が とられた。 また設備増設など に 伴 う大がか りなシステム変更や,コ ンピュータ運営に備え

てのグループ も,か か りの単位 として生産課の中に設置 し,実 務 に密着 したシステム を設け,運 用効

率 よ くおこなわれ る組織 とした ことは大 きな特徴 といえよ う。

〔2〕 シ ス テ ム の 購 成

(1}シ ステムの全体構成

コンピ ュータシステム としては,図Z7..tVC示 す ように,四つのハ イアラーキーか らなってい る。 その

うちの上位三つの レベルのコンピュータ,す なわ ち,総 合管理用,工 場 日別管理用,各 工場オンライ

ン用は,全 部IBM560/40の 同一構成機に統一 し,当 初の6台 全てを中央の管理 センタに設置

した。そ して,Cレ ベルのオンラインコンビz.一 夕は,セ ンタか ら数キロはなれた各工場内の,CR

T,ニ クシ一管,電 光表示,特 殊インプ ジト端 末に1200ボ ーt200ボ ー な どの回線 を通 じて接

続され ている。 またCレ ベルのオンラインコンビ"・:一夕は,工 場操業に合わせて,昼 夜フル年稼働 し,
ぎ

そのダウンは工場休止につながることか ら,メ ンテナンス,お よびグウン対策 として,同 じセジタに

設 置されてい る,A.B.レ ベ ルのバ,チ コンビ"一 夕と容易 に切換えが可能な ようにしてある。そ

の後,Aレ ベル コンピュータはIBM560/65に 替えたが この考え方は同 じく貫かれている。 ま

たDレ ベルのプ ロセスコンビs－ 夕は,回 線速度 の問題 もあb,プ ロセス制御,自 動運転の機能 を果

すた め,各 工場 に分散設 置されてい る。費用の面か ら特 にバ プク アプブ用の コンビ晶一タは も〔てい

ないが,そ のダ ウンが全体 につなが らない ように,上 位工程管理 コンピュータへは,プ ロコンを通 ら

ずに情報が各端末か ら直接 に戻るよ うに設計 してある。

ぶ
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国 業 務 処 理 の 概 要

{1)業 務 フ ロ ー

鉄鋼業vaSts`ける生産工程管理システムの特徴の第1は 自動車などの組立作業のそれが
,個 々の部品

を幾つかずつ組合わせ最終的に1台 の成品として完成させ るのに比し,次 のような違いがある
。すな

わち,製 鉄工程をへて・製鋼工場で精錬された一杯の鋼湯が数個の銀塊とウリ
,そ れがさらに分魁工

場で数枚の鋼片となる。その鋼片が圧延工場を通って成品となる時には数多 くのロットに分けられ出

荷される。 しか も各工程での歩留りはかなりの巾で変動し,造 ってしまわねば成品の量が厳密にはわ

か らないとい うことである。また第2の 特徴は石油 ・化学などのプロセス産業が連続プロセスの管理

であるのに比し,加 工が工程ごとにバタチ的に運搬 ・加熱,圧 延などの作業が加えられ
,そ の能力は

バ タチを構成する材料,品 種,サ イズなどで大巾に変わること
。またこれら工程間の能力を計算しそ

の同期化 をはかることがむずかしいことにある。 このような困難を克服して,工 程管理を少人数で定

め られた納期 どおり,無 駄な く行なうには,

① 各工程の所要工期,作 業チャンスをうtく 同期させる巧妙なロジ,ク の開i島

② そのロジ・クぬ る工程緬 櫨 味あらしめ軽 めの,そ の初期概 しての実績のり万 タイ

ム的収集,

⑤ 歩留りその他の差による変更も含めた作業指示の即時化。

が必要となる・当システム⇔ いては第スz咽ABC各 レベルのコンビ。一夕がヒの業務 を分担す

る。すなわち・A硲 〃の総合管理コンビ・一夕は旬単位va本社から送付される注文フ。d,,の 中の

受注製品を要望の品質,納 期に合わせて顧客に届けるため,鋳 鋼一貫の各工場が
,い つどのように製

造するかを上記の麟 加 ジ ・クで計画し,あ わせて必要情 理レポー ト雄 供する
。Bバ,t,@工

場日別管理コンe・ ・一夕は・敏1回 ～数回,cレ ペ・・よ肛 程髄 の情報 履 けとb,Aレ ベルの

予定と合わせてその 口 あるい鮫 代番ごとの厚板,ス トリ。ブなど各工場,工 程別の生産,出 荷の

実行スケ"'u-一・レを作成すると共vaエa品 質,能 率reeeす る管理速報を作成する
。cレ ベルのオン

ライン'ン ピs－ 夕はBレ 初 からの実行スケi7-一 ・・を
,そ れぞれ分担の厚ec熱 延,冷 挺 ど各

工場の工程に設置されたCRT,電 光表示盤
,等 の端末を通じ,工 程,品 質,能 率の管理用データを

刻々収集すると共に・適切友製造指示をリアルタイムに各工程に伝達する
。 これら各レベル間のデ_

タ授受はコンピュータの間で前記のサイクルで行なわれる
。プログラム言語としては,オ ンライン関

連はアセンブラーが・パ ・撲 務(A・B・ レベ・・)は,」esを 齢 てC・B・Lが 採用されている
。

またDVペ ルのプロセスコンビa'一夕は,転 炉,分 塊,厚 板,熱 延などの各工場で,Cレ ベルよb必

要な情報を受け,操 業をコントロールする。
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L4」 シ ス テ ム の 推 移

前述 のように,シ ステム検討が,昭 和42年 秋 か ら開始され,45年 初春か ら設計 に入 った
。1高

炉関連設備までのシステム完成 には,コ ンビ」一夕,工 程管理,計 装 ,組 織要員,IEな ど各部門から激

された要員 を,い くつ ものサブグループに分散 し,イ ンタデ ィスシプ リナリ的 に配置 し推進 した
。そ

の間・約100名 で二年の労力 を必要 とし,現 在ひぎつづき
,第 スス1図 の点線部分に相当す る,5高 炉

関連 システムへの拡張 にとカくん でい る。 このシステムの採用 により,省 力化効果がコンピュータレ

ンタルお よび一時経費 に見合 う以上のもの とな り,そ れ に加 うるに
,需 要地立地 の製鉄所 に要求され

る工程管理上の精度 を,人 手では到底実現 しえ左い レベルで行なってい る
。

＼

'
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7・2・8海 運 企 業 のオ ン ライン シ ステ ム(川 崎 汽船)

〔1〕オ ン ライ ン化 の背 景

コンテナが輸送機器として登場したのは古 くは陸上における,い わゆる国鉄コンテナがあるが,最

近では産業経済界の常識として海上コンテナが一般化し,運 送用の容器としてのコンテナはむしろ固

有名詞化した海上コンテナと同義語と解釈されつつある。例えばコンテナ船,コ ンテナ航路,コ ンテ

ナ・サービス等々。 これらはすべて国際的に規格化されたサイズの容器を用いた海陸一貫輸送システ

ムの強力なツールすなわちコンテナを中心にした輸送手段を意味する。

1968年 秋わが国主要海運5社 が米国に次いでフルコンテナ船(コ ンテナのみを積載ナる高速船)

を太平洋航路に就航させたわけであるが,そ れによって発生する問題点すなわち世界中の内陸地に散

在することになるコンテナの管理 と高速輸送に耐え うる集荷活動のコン}ロ ールは従来にも増して重

大な課題としてクローズア,プ して来たヒとはむしろ当然のヒとであった。ちなみに当社が保有する

コンテナ個数は現在約t万 個に達している。

(1}オ ン ライン化 の 目的

以上簡単に背景を述べたが,i万 個ものコンテナ機器を保有管理 し常に最適配置を考慮する場合,ヒ

れらトランザクシ冒ンが常に動き廻っている状態では,マ ニ晶アルによる在庫情報管理は不可能に近

いと判断し,t968年 秋コンテナ ・ナーピス開始と同時にバvチ 形によ9コ ンテナ機器のコンビs

－夕管理業務を開始した。

しかしながらパッチ形の処理では当然レポー トのタイミングに限界があり,毎 日毎時アトランダム

に生ずるコンテナ移動情報の管理にもおのずから限界がある。従って当社オンラインシステム開発の

第一の目的は増加し続けるコンテナの管理運営を中心におくことにあった。 もちろん全社的な トータ

ル ・システムへの布石,グ ローバルなインフォーメーシ.ン 網完成への布石も当然考慮に入れた。

(2}オ ン ライ ン対象 業務

当社第一次オンラインシステムの主たる内容を第7.8.1図 に示す。

当初各システム間は相互に独立のシステムとして稼動したが徐々に改良を加え最近では相互に関連

し合いながら運転されているものもある。

船舶動静:船 会社の商品であり数千人の船員が乗務している生産工場群でもある船舶の運航実態と

予定 を毎時アップデイトし,社 内外に対する情報提供並びに関連するシステムの基本データ ・ベースと

して管理する。

コンテナ機器在庫管理:海 上においてはイコール船舶動静として捉えられるので,内陸における管理

が主体 となり次の集貨情報とのコンピネーシ。ンにより対荷主ナーピスの向上にも役立っている。

集貨情報管理:日 常のSALES活 動の結果はデイリーにファイルされ集貨店にフィー ドパ,ク さ

れると同時に,コンテナ貨物の集配センターであるコンテナターミナルに毎朝通信回線を通じて連絡さ

れ荷受の準備に備える。

コンテナ船積付プランニング:コ ンテナ船に積み込まれたコンテナは,各 揚地ごと馬 またコンテ

ナ船はそれ自体にアドレスをもっているが,ヒ のアドレス毎に横付内容を分類作表しワ行く先々の港

一215-' ..



における荷役の便に供する必要がある。また一方太平洋を航海ナる船舶故
,積 付上のパ=ン ス(安 定

度)計 恥 汲 である・ヒれ等の計数作表をター ミナ咋 らのコンテナ積込報告(イ ンf,")を も

ってセンタのコンピュータで処理 している。

L

第7・8・1図
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コンテナ機器

在 庫 管 理

Rea1 Batch

対象個数約1万
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＼1こ

＼、

▽
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{
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・
＼
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、

シ ス テ ム
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ベ
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管 理

Rea1 Batch

対 象船250隻

各 種 デ ー タ 集 収

メッセ→ ン・スイッチング

ReaI
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{3)組 織 の 概 要

海運会社の組織は概略第7.8.2図 によるが,特 徴 とし強調され るのは,大 手商社と並んでグローバルな

支店,代 理店網を持っている事 である。 その一例 として当社通信網 を第 ス8.5図IC示 す。

◆

第7・8・2図
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〔2〕シ ス テ ム の 構 成

(1)オ ン ラ イ ン 回 線 網 第7・8・4図

(普5第1種 ・IBM2780・1200bp8)

↓1
o

大阪分室(新 設場所増設)東 京 分 室

ぐ普5第1種 ・1】EM2848/2260・1200bps)

セ ン タ

」
東 泉 分 室

本 社

(神 戸)
(普2・IBM1050・1545bp8)

よ ↓
東京コンテナ ・横浜本牧分室

ター ミナ ル分室(普
2・IBM1050●1545bp8)"

IBMシ ステム

/560
↓

・.東 京 分 室

モデルG40 (普2・IBM1050・1545bps)

2シ ス テ ム

よ
横 浜 分 室

(普2・1正M1050・1545bp8)
コ ン ト ロ ール

ユ ニ ッ ト ]
名古 屋 分 室

2701
(普2・IBM1050●1545bp8)

(1200b)
↓ よ

2702
大阪分室 大 阪南港分室

(200b)
(市 内 ・IBM1050・134.5bps)

'

よ
神戸 コンテナ ・

ター ミナル分室(市内
・IBM1050・1545bp8)

よ
神戸 コンテナ ・

(IBMラ インアダプター回線)タ ー ミナル/κ2
一 一 ー ー ー ー ー ー 一 一 一 一 「

1

本6社

来 実線部分が開通テス トの対象 に在 ります。
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② 端末の種類と数

'T「

大阪コンテナ ・

ター ミナル

OCT
1050

店

ー

N

↓
。。
1

「一二 ラタ_構 内(本社)

ー

l

l

」

2848

CTR米
1050

神
戸

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

L___

(99・
n。2,

(025)
～ ～ _

MA

1050

KCT

1050

(025)

(026)

霊

㌻

O
N
R

(027)

AG

1050

__一

一一]

TOK

※1050

_.___.____」

計

1050

2780

2260

21)(o

0

2

8

f

口5

(029)

(028

TCT
1050

YCT

loo

K

50

0

0

Y

1

東京コンテナ ・

ター ミナル

横浜コンテナ ・
ター ミナル

横浜支店

名古屋支店

凡 例

○
物
<一 一ーー一

電 公々社MODEM

〃 伝送回線

構内(ビ ル内)回 線

1050SYSTEM

1051:CONTROLUNIT

1052':KEYBOARDPRINTER

1054:PAPERTAPEREADER

米1055:PAPERTAPEPUNCHCI()K・CTPのib{)

10561CARDREADER

2260DSSYSTEM2ア80SY8TEM

2848:DSCONTROL'UNIT1442:CARDREADER

2260:CRTDISPLAY1443:PRINTER

1053:PRINTER

` 第7・8・,5.図
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◆

・{3}:使 用 機 種

①IBMシ ステム/560モ デルG40

オ ンライン専用システム

名 称

第7・8・t表

型

型

型

型

型

型

型

型

型

型

型

型

型

　

ぐ
　

G

7

B

2

2

2

4

A

1

3

1

4

i

－

一

「

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

〇

2

1

↑

5

5

1

4

1

8

0

5

0

4

5

0

2

0

0

0

f

1

4

6

5

8

0

0

5

8

4

8

4

5

9

8

2

0

7

2

1

2

2

1

2

2

2

2

2

2

1

2

中央 演算 処 理 装 置(CPU)

印 刷 鍵 盤 装 置(TYP)

カ ー ド読 取 装 置(CR)

入 出 力 制 御 装 置(10C)

印 刷 装 置(LP)

磁気テープ 制 御 装 置(MTC)

磁 気 テ ー プ 装 置(MT①

磁気ディスク集団装置(GDPU)

手 動 切 替 装 置(MSW)

遠 隔 表 示 制御 装 置(VDC)

遠 隔 表 示 装 置(VDID

印 刷 装 置(SP)

データ伝送 端 末 装置(RTM)

ム
ロ

ム
ロ

ム
ロ

ム
ロ

ム
ロ

ム
ロ

ム
ロ

ム
ロ

ム
ロ

ム
ロ

ム
ロ

ム
ロ

ー

1

1

1

1

1

5

1

1

2

8

2

2セ ッ ト

IBM2701--1型 デ ータ・アダプター装 置(CCU)

IBM2702-t型 伝 送 制 御 装 置(CCU)

1台

1台

IBM1050 デー タ 通 信 システ ム

ら

'名 称

●
型

型

型

型

型

り

　

　

の　

　

一

一

ー

一

一

1

2

4

5

6

5

5

'b

5

'0

0

0

0

0

0

り

べ

　
オ

　

り

来

制 御 装 置(CCU)

印 刷 鍵 盤 装 置(TYP)

紙 テ ー プ読取 装 置(PTR)

紙 テ ー プ穿孔 装 置(PTP)

カ ー ド読 取 装 置(CR)

米1055は 東 京支社のtO50,お よび本社内の構内回線 に接続され る

1050の み に接続 されるo
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◆

{5)信 頼 度 に つ い て

海運の場合は銀行,国 鉄等のオンラインと比較 してシステムの信頼度確保 ばはさほ ど重点 を拾いて

いない。従ってセンタ構成図の とお り2911形 マニ ュアル ・スイ'チ ング機構によるシステム'ダ

ウン対策 としたが,実 質的 にはCPU及 び ファイルのダウン ・リカバー以上の ヒとは期待 出来ない。

む しろ二重化 システムと してよりも,バ プチ専用,オ ンライン専 用おのおののシステムとして利 用し

ているのが実情である。

●

●
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5業 務 処 理 の 概 要

{1)業 務 フ ロ ー

STOREDINFORMATION

,顕顛動静 要港在港船

マ ス タ ー マ ス タ ー

＼/・

〈 船舶動静情報〉<

コ

lR・ ・1B・t・h

)

ご 鞭 動⇒
@繊 情葵 繊 ・ヲ

ll

6要 港在遍(バ ・カーレポー・

コンテナ機器

静マスター (蕪 巖
蒐 貨情 報 蒐 賀 状 況 各 業 務

マ ス ター 照会マスター バ7チ処理用

け

画
・タ

付

一

積

計

デ

万
劫

コ ンテ ナ 機 器管 理 情報

Rea1 Batch

コ ンア%

別 スティタ

酬惣

ヲ㌘ リメ τ

コ万 ナ在庫警告

コンテナ明細情 ンテナ

BYINFOR.

/

コンテナ コシテナ

明 細 情 報ASCEDSRQ

蒐 貨 情 報

Batch

バ ッチシステム蒐集 データ

Rea1

輌 ・遍 ⑬繁理り
ll

@新 ㌘キン《)⑫ 勢 ⑳
1

③ で⑳
1

唾貨情報魎)

CALC

Bateh

空コンテナ情報

%集 計結果報告

その他データ集信

」

電 子 計 算 機 IBMシ ステム360モ デル40型'

λ⇔
ρ
O
へ
o

'一%

IBM2780

入 力 伝 送
制御装置

z
Z

/

曙

出

IBMIO50

力

蜘
一
2260

IBM2260

〆
/

、

レ

し

・
ゾレ
∴

W
乙

・
?
/

レ

/

乙 一 一 こ一/

R)IBM2780

IIMIO52/

》
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・F第7・8・2表

＼.

'{2}オ
ンラ イン シ ス テ ムFILE-一 ・覧 表_

適用業務名

FILEDEFINITION

注 記

FILE名 称 編成
ACCESS
TrPE

RFC
LENGTH

KEY－
皿 ボ リ ュー ム トラプク所要数

VSL
船 舶
動 静

VSI、OIM

オ ンライン船舶動静マスター IS
nWA 1,000 11

'

500×5 200

VSL]虹PT

オンライン主要潜在港給?ス ター DA
酬 1,000 5 1

CON
コンテナ

機 器

CONIMS

コンテ ナ機 器動 静 マスタ ー Is
斑VA 600 11 15,000 1960

CONLOC

コンテ ナ場所別配 置マスター IS
酬 1,000 5 50 20

CONPAT

コンテナ機 器 明 細マスタ ー Is
R 620 11 15,000 1960

BKG

貨物情報

BKGE4ST

蒐 荷 情 報 マ ス タ ー
IS RWA 700 で1 10,000 140

EKGINQ

蒐 荷 状 況 照 会 マスタ ー
IS 酬 260 11 15 20

MAS b鵬COD

コ ー ド マ ズ タ ー
IS R 100×10 9 15,000 280

STW

づンテナ船

貨 物 横
付 プ ジ ン
ニ ン グ

S∬VMST

ストウェジ&ア ドレスマスター
18 ＼ 550 11 4β00 540

S¶V「rNK

タ ン ク コ ン デ ィシ ョ ン
1S で50 11 150 20

STWTBL

ス トウ ェジキャパシテ ィ&

横付係数テーブル
IS ＼

＼

550 11 5 20

KOL

シ

ス コ

テ ン

ム ト

ロ

|

ル

関

係
「

.

KOLDSP
,

2260パ ター ンテーブル
DA R

'

寓000 100 18

KOI、BIQ

BTAHエ ラーディスク.BTAM
toQTAMMSGフ ァ イル

DA 酬 MAX2,
tOOO

KOLDSS

2260デ ータエントリーパプファー
DA 蜘 1,000 10

'

KOLDLG

APPロ グ フ ァ イ ル
DA 冊 ぱ

500

INV5.000
BKGtoOO
USLtoOO

ち

KOLINQ

2260照 会 フ ァ イ ル
IS R toO.0 11

KOLSTA

ステイタステーブルエントリー SD
酬 t650 1 1

KOLDSQ

QTAMデ ィス ク キ ュ ー＼ ぽ 92

KOLGHK

QTAMチ ェ,ク ポイン ト＼ 即 578 1 1

kOLTLG

汎用DATAGATHERING
ファイル

MT W
ぱ
1,050

KOI.QTR

QTAM伝 送 テ ー プ
]虹T R 420

KOL蜘

BTAM伝 送 テ ー プ MT
R 415

KOLSTW

STOWAGEロ グ テ ー プ
MT W

蹴
to50

1,000

.

、▼

!
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第7・8・8図

{3}FileUpdate入 出 力 様 式

2780

(カー}℃み)

26ア1

2260

表示装 置のみ

2540 2780よ

メ 七 一ジ

バッヲ糎 皇データ

ONLINE

鰍

伝送回線上の

エラづ 『エプク

端末 よりの

INPUTDATE

c1ffエvク(Hカ ード)

22

セ ージ

伝送回線上の

エラーチェプク

1050

1050

050よbの1

tセ ーソスイッチング

伝送回線上 の

エラーチェプク

バプチ

デ一夕ー

INPUT

TAPE

問Aせ

コンテナ動静

BOOKING

端末 よりの

INPUTDATA

チェックCフ ォーマット)

入力メジセージの

待行列 を作る

メプセージの

フォーマプ ト

を統一化する

メ,セ ージの

種 類 の 識 別

デ ータ収集

横付%デ ーター

該当 ファイルヘ

プ タ

OUTPUT

ファイル更新

'ンコ醐

BOOKING

フ^一 夕

エラーチ ェクク

端紅 りのINPUT

DATAの チ=Ptク

ク ォーマプト賊

出力メプセージの

待行列を作る

1050へ の

メ 七一 ジ

各 種フ ァイル

更 新

1050

伝 送 用

テ ープ

r三26・ へ.

出口端末 の機

に合 うよ うにフ

ォーマット誕 る

1050ヘ

セ」一'

0502260よ

の デ 一夕 ーエ ラ

ア80よbの

デ ーターエラー

2ア80

エ ラーディスク

2ア80

伝 送 用

テ ー プ

2780へ の

セ ー ジ

一224一
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(4}CPULAYOUT

－1-×,20000,・ …

十 ×,15800….

第7・8・9図

QTAM

MESSAGECONTROLPROGRAM

reserve

WTC1052CONSOLE

ABENDEXITMODULE

ISハ⑩D(IJH)

DAMOD(IJI)

㎜OD(IJF)

FILEOPERATIONINPUTソOUTPUTAREA

FIIＬEDTFTABLEMODULE

FILEOPERATIONEXECUrOR

BTAMLINECONTROLM疋)DULE(BTMOI)

BTAMMESSAGEPROCESSOR(READWRIT】D

QTAMMESSAGEPROCESSOR(GET・PUT)

MESSAGEANDPROGRAMTABLE

ONLINESYSTENSTATUSINDEX

MESSAGEERRORANALYEER

MES8AGETRANSMITTOR

MESSAGERECEIVEANALYZER

MONI邪DRMAINCONT盈OLAM)SCHEDULER

APPLICATIONMODULE(MAX8K)

DOSREL22/乏3SUPERVISOR

＼

FI(42K)

之

BG(66ゆ

－F×,07100,・ ・"

/『

+・ ・。5S・ ・・・… ∠..I

SP(20K)

/一 」
十 ×,00000,・ …

来 使 用 言 語Maim(CantrolProgram,APP・ReaI):ASSEMIBLiER

BatebPlloce8s用:主 と し てPL/1

-225一



、.

、

、

寸

、

、

第7・8...1.0」 図

倒 システム関連図(業 務ソフトA－ ド)

事搭処理に於けるオンラインの役割
'

業務(事 務処 処理情報の 回 線 制御 システム副砲.

外部 理)㊨ 発生 入 力 受 信 機能 受信解析機能

の提供

(通信回線)

空 情当一空 情竺:灘 ㌫:御
〒..'

s$/56DM40128Kシ ヌテム

事
)
理

(
理
処

務
処
械
能

業

務
横
抱

'

情 報
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1050シ ステム

NQ

200ボ

八一ド.コピー

要のとき
INQ

」ンテナ正NQ

ブッキングINQ

－

㎜/

220シ ステム
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1

QTAMMCP
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・通信回線入出力逆鰹 モジュ「〃(QTAMの み)
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基本テーブルフジステち.ステイタス,・テーブル
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、
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〃
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〃

回線制御関係"
'

"

MPMTRANSIENT

PPC坐 プログラム群

MSGUEUI】&DOG

QTAM

メタセ→ク待合せ

き 膨,。一字

適用業務

メプセ→ ン・ログ
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Realと しては
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シ
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動静マスタ

潜在港船マスター
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蒐貨状況照会マスタ
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コンテナ機器

動静管理マスター

1050

伝籾 テープ
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明細マスター
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(6)デ ー タ ・コー ドに つ い て

データ ・コー ドについては海運統一 コー ド委員会 を共同で運営し業務 コー ドを開発 し,他 の関連業

界の共同利用 を進めてい るので,別 の機会 に紹介 したい。

(7)業 務 処理の概要 をほ とん ど図解 によb紹 介したが,す でに述べた とbb海 運 のシステムは常 に

動的な物体の管理 を中心 としてコンピュータ化 を図る ところ とな り,オ ンライン ・リアル タイム処理

を採用することとな った○ もつと も横付プ ランニングシステムの如 く船舶の入 出港ごとに処理する リ

モー トバ ッチシステム も採用することとな り全体的にみて非常に複雑なシステムとな った
。

〔4〕シス テ ムの推 移

に)プ ロ グ ラ ム 数

1970年10月 稼働開始時点 よりみて適用業務 プpグ ラムが徐 々に増加 している
。

(第z8.5表 参 照)

Batcl1 Rea1 Total,

APPlication

Program

70年10月 85本 21本 106本

71年3月 108〃 25〃 151〃

System、Control

Prograln

70年10月 13〃 33〃 46〃

71年3月 15〃 33〃 46〃

TotaI

　　

70年10月

　　

98〃

　

54〃 152〃

71年5月 121〃 56〃 177〃

第7・8・5表

'

w

{2)業 務 上 の 質 量 の 変 化,

稼 働開始時点 と比較 し トラフィック量には全 く変化がみ られない。 これはあ らか じめ業務の内容 を

コンテナ航路の管理 とい う新規の業務 にしぼ ったことによ力業務 内容がフ ィプクスされていたことに

よる。 しか しなが ら質的 には,コ ンピュータシステム運 営面において,従 来個 々別々に独立 した シス

テムとして処理 して きたパッチ業務が,次 第にオンラインの影響 を受けシステム間の総合 へと向いつつ

ある。
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③ 開 発 プ ロ セ ス(そ の1)

開 発 タ イ ム テ ー ブ ル
第7・8・11図

,θ1
2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

11111 lll lll 11

l

CONTAINER
1
0NLINE用

1
0NLINE

1

東京一神戸間

I

N
N

Φ
1

COINEPU'TEER化

SYSTEM

完 成 の為のプロ

ジ ェク トチーム

編 成

(SYSTEM分 析

と新提案)

CONTAINER

COMPUTER化

SYSTEM

の提案

(ONLINE

SYSTEM)

M-40.2号 機

導入ORDER

(含端 末設 備)

SYSTEM

ONLINEPROJECT

PROGRAMMERTEAM

教 育 開 始 編 成

27800NLINE

稼 動 開始

(リモー ト・バ ッチ)

701 2 5 4 5 6 7 8 9 10 11 12

PROGRAM開 始

ONLIMESYSTEM

PROGRAMER

指 名

端末操作員

教育 開始

M40電 々公社

2号 機開通試験

系導入並びに

ONSI「r冗

TEST開 始

"K"LINEONLINE1

稼 動 開 始

● ■ ト



■

'

w

開 発 プ ロ セ ス(そ の2)

開発 プ ログラム総ステ ップ数

第7・8・4表

1970年t月 よb1970年9月 迄 に開発されたオン ラインシステム関係プログラム

項 目サブシ
ステム 総ステ〉プ数 繍 一 日当リ

スチップ数
備 考

オンライン以ス

テムバッチ処理

適 用 業 務

船 舶 動 静 11,300 ・180

コ ン テ ナ イ ン ベ ン トリー 11,000 50
現行じステムより《鍍 換に
て80%撒)も の使用

蒐 貨 管 理 6,000 100

積 付 計 画 10,000 180

マ ス タ ー コ ー ド 5,000

112・'コ ン テ ナ 明 細 ス000

そ の 他

L・

オンラインシス

テムリアル処理

適 用 業 務

船 舶動 静ファイル更新 5,500 90

コ ン テ ナ イ ン ベ ン トリ 〃 2,800 60

蒐 貨 管 理 〃 2,900 60

照 会応 答 プ ログ ラム 5,500 90

そ の 他

オンラインシス

テムリアル処理

適 用 制 御

回 線 制 御 関 係 4,000 150 QTAMMcpabt
1,000

モ ニ タ ー プ ロ グ ラム ス500 200

フ ァ イ ル プ ロ グ ラム 6,000 150
リアルAPP用 マクロ

開発含む

オ ペ レー タ コ ン トロ ール 6,500 120

そ の 他 5,000 30
EXTR瑠 のSUPP-
c冊 蜘 嚥CEな ど

一 　

計 92,000 1,580

(注1)

(注2)

(注3)

主たる言語は,ア センブ ラーであるがPL/1使 用 もある。

比率は75%ア セ ンブラー25%PL/1

コ形 ナインベントリーの11,000の 開発はほ とん ど現行のCONVERSION

故,総 ス テ ップ数への加算は考慮され な くてはな らない。

開発所要 日数は,プ ログラム ロジ ックダイアグラムよリテス ト完了,

ドキュメンテーシ 。ン完了迄のことである。
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{41シ ス テ ム 開 発 要 員

1)部 内 要 員

システム ・アナリス ト

システム ・デザイナー

プログラマー

皿)端 末操作員教育期間

皿)外 部か らの参加者

V

、〆
」

154人 月

28人 月

t8人 月

～

/-ー

ー

計200人 月

4

ほかにMAKER側SEが 開発中常時約0.8人 程度参加した。

〔5〕将 来 の方 向 と問題 点

(1}通 信 網 の 拡 張

すでに一般に公表されているよう鴎 電々公社の回線自由化には国内ネットワーク充実のために最

大の関心をはらっているわけであるが,さ らに海外ネクトワークとの結合にも国際輸送業として無関

心ではあり得ない。すでに当社では全米10ポ イント聞及び東京を結ぶ国際専用電信網を保有してい

るが,コ ス ト的に見合えば国際専用線化率はさらに拡大されるであろうし,オ ンライン・システムと

の結合もそう遠い将来ではないと見込んでいる。

② 業 界 と しての 問題 点

帆船時代より続いてきた海上貨物輸送の理論と方式がコンテナリゼーシ冒ンの波に洗われ,急 速に

革新の道を歩き出したが,運 輸業界の保安性が完全に除去されたわけでは左い。

また国際海運の問題点の一つ として国情の差異,先 進性と後進性のギャップがある。積荷受渡のた

めの ドキ治メント作成一つをとりあげてみても,な かなか標準化,協 調化が計れないのはコンピェ一

夕担当者 としても悩みの種である。

●

'
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7・2・9西 友 ス トアーEDPSの 現 状

〔1〕西友ス トアーEDPSの 現状

{1}シ ステ ム の基本 的 な考 え方

小売業のシステムの基本は,

① 必要な商品を

② 必要左時に

③ 必要左場所に

⑤ 必要な量だけ

供給することにある。

従って銀行に於ける預金と貸付,メ ーカーに於ける生産と販売のように,小 売業に於いては,仕 入

と販売が二大業務である。そ してこの二大業務を通じての商品の流れがシステムの中心と在り,小 売

業の全業務量の約9割 を占めている。

EDPSの 利用方向としては,

① 売れ筋,死 に筋商品動向の把握

② それに伴 う適正な在庫管理

③ 物流に於ける省力化及び事務の合理化

の以上5点 に絞ってシステム化を進めている。'

(2)単 品 管理 シス テ ム にっhて

1)当 社の扱い品種は約4万 アイテムといわれており,そ の内の約tO%がEDPS化 されている。

残 り商品も殆んどコー ド化されており,取b扱 い量の増加 とともに,EDPS化 の方向で検討を

進めてい く予定である。

2)一 方,百 貨店の扱い品種はス トアーの約10倍 といわれてtOb,単 品管理による物流省力化の

メリプトより,顧 客動向把握のためのシステム化が優先する。当社は少種大量販売の量販店故,単

品管理化による省力化のメリジトは店舗数の増 加 に伴い扱い量が増加するため大きくなる。

5)物 流業務の省力化とは,

① 店島 本瓠 配送センタからの商品発注

② 配送センタの集品作業

③ 配送センタの検収作業

④ 商品の店別仕訳け作業

⑤ 店舗の値付け作業

についてEDPSを 利用していることをいう。

4)店 舗在庫を必要量以上置かないようにするため,EDPS化 の4,000ア イテムについては発

注点不定期定量補充方式を採用している。

③ 販売動向,在 庫管理システムについて

売上時点か らの単品管理化は,デ ータの把握の上で正確臨 コス ト等に多 くの問題点がある。当社

一231←



では全商品を"230u分 類1,売 上 データはNCR21号OCRレ ジスターにて把握 し,仕 入 デー

タは インプ プト媒体 として従来のカー ド入力方式 をマークシー ト方式に切 り替え ることにょり,コ ス

トを約半分 にす ることに成功 した。

〔2〕 西友ス トアー-EDPS化 の将来

(1}店 舗← →配送 センタ← →取引先間 を有機的 に連動 した物流 システムの創造。

(2}単 品 管理品 目数の拡大。

(3)非 単 品管理商 品の仕入伝票 をコンピ ュータに直 接インプ ットするための手書 きOCR伝 票 の開

発。

④ 扱い商品の多様化 に伴 ない,フ ァッシ 。ン,ア イテム動向把握のための売上時点か らのデータ

ギャザ リング手法の開発。

⑤ ナシ 。ナル チェーン化実現 の際の全国的デ一夕 センタネ ジトワークの開発。

(5〕 ・j・売業に鮒 るオンラインシステムについて

一般 にオンライン ・リアル タイムシステムの目的は次の2つ である
。

① データ収集の一元化迅速化

② コンピュー タ ・ファイルの即時処理 による応答時間の短縮

現在 オンライン ・リアルタイムシステムを採用 している企業は金融機関の預金 ・為替業務 ・国鉄 ・

航空会社等 の座席予約業務,メ ーカーの在庫管理業務等が あげ られ る。 これはいずれ も顧客サー ビス

の向上 を第1の 目的 とし,コ ス ト採算に関 しては,そ れ程厳密に考慮され ていない と思われる。オン

ライン ・リアルタイムシステムは一括処理方式に比べその機器の コス ト及びソフ トウ ェア開発コス ト

が相当高 くつ くことも事実である。

小売業の場合には,オ ンラインの必要 性が考え られ るのは次の2つ である。

① クレジ プ,ト業務

② 遠距離間のデータの授受

クレジ ッ トについては,今 後の販売方式の変化 に伴 い 順 次 検討 を進めていか なければな らないが,

必 らず しもオンラインでなければな らないとい うことではない。

遠距離間のデータ伝送 については,ナ シ 日ナルチエン化の際,当 然 でて くる問題ではあるが,オ ン

ライン化 して必要 とされるデータはそれ程多 くない。 コス ト面か らは,地 域別データセ ンタの設置に

よる方が安 くつ くと思われる。

オンラインを実施す るか否かは,小 売業のシステムの特色 である。

① データ量が非常 に多い こと

② 一件 当リデ一夕の金額が比較的安い こと

を考慮 した上で,費 用対効果で検討す る必要が ある。

7・2・ 何 気 象 業 務 に お け る オ ン ラ イ ン シ ス テ ム

〔1〕 オ ン ラ イ ン 化 の 背 景

気象業務の重要な体系の一つに,必 要左観測情報をすみやかに収集し,こ れを解析し,予 報や警報
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を発表するという流れがある。最近の会社の要求はこの体系の情報の流れに対じて,よ り早く,よ り

正確鴎 そしてより多 くのものを要求している。会社の事業が基本的な計画と調査にもとついて実施

されるためには,長 い期間の天気の変化の予想を気象業務に要求される。2週 間ぐらいさきまでの,

天気変化の予想の概要が必要なわけである。 このためには半球的スケールで必要な気象情報を集め,

これを解析する必要がある。その反面 きわめて地域的な現象である集中豪雨の注意報や警報のために

は,国 内の観測点網を密にした迅速な情報収集が必要である。'

気象事業の中核をなすこのような仕事は最近始まったものでな く,明治の中頃から行なわれているの

である。 これには当然通信のサービスが関係してくるので,気 象の仕事の発展の過程は通信技術の発

展に負 うものが非常に大きかった。第2次 大戦を契機として,気 象通信専用回線が生まれ,戦 後これ

がテレタイプ回線網に発達し,そ の能率をあげてきたが,情 報の整理,編 集の作業は人手によってい

たわけである。情報を解析する流体力学の数値計算はコンピュータを用いることが最 も能率的である

ことは当然である。それに用いる情報データの収集,配 布も処理機構としてシステム化すれば効率が

よくなる。またこれらの手足となる通信機構 と結びつけて,こ の三つの組織をオンライン,リ アル ・

タイムのシステムにすれば最も経済的になる。 との考え方で整備されたものが気象のオンライン ・シ

ステムであb,こ の概要を図示すると,第ス10.1図のようになる。こXでは回線か らの情報データをオ

ンラインで処理する気象資料自動編集中継装置(ADESS)に ついて述べる。

'
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国 内気象 専 用回線

<

∈ 〉 ξ ⇒

〉'

国 際気 象専 用 回線
<

1第7 ・10・1図 気象業務のオン ライン ・リアル ・タイム ・システムの概要

〔2〕シス テ ム の構 成

気象の場合通信網構成はすでに長い歴史を経過して実施されているものであって,中 央制御システ

ムを考慮して作られた ものではない。 したがって中央システムは現存の通信機能に合うようにシステ
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ム化されなければならない。ぼ う大に展開されている通信網機構を新しい中央システムの概念の

新しくやりなおすことが経済的に不可能ならば,と れの"シ ワ袖よせは中央システムでカバーするこ

とになる。システムの機能を全面的に発揮する上には若干の障害となることは事実である。

(1)通 信網の構成,形 態,機 能

国内的には札幌から鹿児島までの重要10地 点にtO個 所の地方通信中枢を設定し,そ こか らさら

に端末の数は約150官 署である。これ らはすべて有線テレタイプである。

国際的には国際幹線と国際地域回線に閉 て構成されており・国際幹線は東京一ワシントン及び東京一

メルボルン間で,高 速通信2400BPSで 結ばれる。前者は昭和45年11月 から運用されており,

後者は現在準備中である。国際地域回線は,東 京一ホノルル来,香 港*,バ ンコク*,ニ ューデリー

米,ソ ウル,台 北,バ バロスクで,米 印はすでに完成,あ とは昭和46年 度内に完成予定である。他

は無線放送回線の受信 を直接入力しているもので,そ の形態は非常に複雑である。回線数とその種類

を第スtO.1表 に示す。

'

▲

7・tO・ †表 回 線 数 と そ の 種 類

き 50BPS 75BPS 1200BPS 2400BPS

5単 位

(欧文 コー ド)

通 信2

放送受信10
通 信4

6単 位

(和文 コー ド)
41

7単 位

(十1パ リティ)

ワシントン1

@ラ コン)

米軍府中1 ワ シ ン トン1

メルボルン来1

計
53 5 1 2

総 計
61回 線

`

同 じ6単 位の中に も2種 類 ある。それは気象回線 と電 々公社の一 般のテレ プクス回線 の6単 位がコー

ドを異 にしているためである。同 様にソ連は5単 位であるが,一 般の国際形式(CCITT侮2コ ー

ド)と は気象の場合若干違ってい る。入力 したデータは編集 と中継の機能 をはたすためには,シ ステ

ムの中において,こ れ らが入 りまじるわけである。 したがってコー ド転換の最 も能率 よい方法 を考え

る必要がある。第 ス10.2図 に コー ド変換の順序 を図示す る。
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第7・10・2図 コ ー ド変 換 の 順 序

φ

ぷ

(2)デ ー タ 伝送 の形式

気象データの交信を行なう場合に,一 定のフォーマットが必要である。これは電 気 通信により交

信を開始した当初より国際的に協議され決定されていた国際気象通報式であり,す べての情報を数字

化して組み立てられているものである。年々改訂され最 も都合よいものとして現在用いられている。

このフォーマ.ト は手作業でも必要であって,気 象の世界では非常に古い歴史 をもっている。このこ

とはデータ伝送を近代的なシステムによって実行する場合においても,非 常に有効な武器であった。

各国の気象データ伝送システムが着々成功しつ〉あるのは,こ の国際気象通報式がすでに完備してい

たとい うことが非常に太き主力であったと思 う,し かしシステムにとって大きな問題点はその種類が

相当多いとい うことである。地上の観測,ゾ ンデによる高層の観測,船 舶による洋上の観測,飛 行機

による観測のための形式など約tOO種 類におよんでいる。

データ伝送の形式の次の問題点は誤り制御の方法である。 これにっいては次のように計画 した。

←f)有 線回線にょる低速伝送(50Bと75B)に は考慮 しない。

回 短波回線による低速伝送にはARQ方 式を用いる。

内 高速回線(1200BPSと2400BPS)に は誤b制 御を実行させる。その方法は,プ ログ

ラムにょって,垂 直及び水平のパ リティをチェックする方式を採用した。

(3)信 頼 度 の 確保

以上述べてきた気象の仕事は1日24時 間,1年365日 一瞬の停止も許されない。特に日本 にts

いては気象の仕事の中に地震と津浪の情報処理が入っている。との条件でシステムを確保するために

は二重化(デ ュアル・システム)以 外にない。 もちろん計算機システムのほかに,電 源及び空調の施

設の二重化 を計ることも当然である。24時 間終日連続運転を行なうシステムを確保するための,ハ

_ド ウェア及びソフ トウユアの慎重な準備には相当な時間が費いやされち これらの条件を背景とし

て,TOSBACシ ス テム を採用して'気 象庁におけるADESSが 誕 生 したわけである。

ADESSの システムの原則 を示す概要 図を997.10.3図 に示す。こeWxテ ムで最 も重要な ことは,こ

のデ ュアル ・システムを運用する管理プログラムを完全 に作 ることである。ハー ドの障害は二重化 に
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よ9て 救われ る。 しか しソフ トの ミスは二重で あっても,三 重であって も障害 となってス トップす る。

二重化管理プログ ラムはプ ログラムによって動 く,ペ リフ ェラル ・ス イッチの機能 によって決定 され

るo

DISK-460

TOSBAC

DN-340

TOSBAC

DN--540

TOSBAC

5400/30

TOSBAC

5400/30

×5

頃 ペリフェラル
スウィッチ

×3

'

32KU

(1VVF-18ピ ット)

1.4μ8

760M×2

1字 …=6ビ ット

80ms

32K胃

1「帷=24ビ ット

2.7μs

前に同じ

第7・10・3図ADESSの システムの概要

オンライン ・リアル ・タイムの場合の次の問題点はデ ィスクの機能である。 容量が大 きく,1/0

時 間 の早い ものが よいのは原則である。

このシステムで前述の総計61回 線 の仕事がほぼ完全 に実行されてい る。

〔5〕業 務 処 理 の 概 要

(1}業 務 フ ロ ー

第7.10.4図 に業務 ローの概要 を示方詳細 力点ほ図 を参照されたい。重要 な点 を述べる と,フ ァイル

として前側デ ィスクと後側デ ィスクにわけてお り,前 側 においては入出力処理 を容易にするため に・

入力で1時 間,出 力で1時 間の情報データを蓄積することがで きるようにな っている。また前側の段

階において,最 も優先度の高い非常報入出力処理 を行 な うよ うに左ってい る。 この非常報は地震 と津

浪 の情報データで あって,レ スポンス ・タイム を極力早 くす るための工夫である。

② フ ァイル構成

後側デ ィスクをセンタ ・フ ァイル としてい るが,こ のデ ィスク3台 の容量で約18時 間 分のデータ

を保持す ることがで きる。 したがっ てこの時間内 に再送要求があれば,リ アル ・タイムで答える こと

がで きる。 これ をつ ないだデータを6時 間分ま とめて,ジ ャーナル ・デー タとしてMTに 移 すが,1日
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分 として2400フ ィー ト1本 を必要 とす るe

(3)使 用 言 語

オンライン ・リアル ・タイム ・システムの現状においては,ア センブラを用い る以外にない。 これ

がこのシステムの 弱 点 である。 人のプ ログラマが作成 したアセンブラによるプログラム を他のプ ロ

グラマが追 う場 合,理 解す るのはなか なか 困難である。将来オンラインにおいて も基本的 なコンパイ

ラをもつ ように推進すべ きだと思 う。

〔4〕 シ ス テ ム の 推 移

このシステムを開発するための作業期間 としては約2年 間 を必要 とした。 これに携った人員はユー

ザ側か ら約10名,メ ーカ側か ら約20名 の大人数 を必要 とした。tた 後半においてはオペ レータの

要員教育 を別 に行な った。 このシステムの完成によって人員の省力化は勿論で あるが,省 力された体

勢 において作業量がeas'2倍 に増加 した もの を実行で きたことが大 きな 成 果 である。75Bの 回線

や1200Bあ るいは2400Bの 回線は このシ,ステムによって初めて使われたが,と れだけで も相

当の量である。 また質的には情報あピークの解消に大 きな役割 を演 じたわけである。

〔5〕将 来 の方 向 と問題点

情報化社会の要求はますます増大しつ 」ある。 これ らか ら くるものは回線の増とそのスピー ド・ア

ププ にあると思 う。 また別 な情報伝送系体で あるアナログ通信(フ ァクシ ミリ通信)の 制御 もこのデ

ジタル通信制御 と同 じシステムで実行するのが便利である。 この可能性は十分あることで,い まこの

問題 ととりくん でい る。いずれ にせ よこの ようなシステムにとり組む技術者の不足は・ どこの機関に

おい て も一番のなやみの種であると思 う。 ζの養成が最 も重要 な点ではなかろ うか。

7・2・11京 都 大 学TSS

@オ ン ラ イ ン 化 の 背 景

全国大学間 の共同利用施設 として,44年t月 にサー ビス を開始 した京都大学大型計算機 センタで

は,従 来のパ プチ処理に加えて,TSSに よるオンライン利用や大容量フ ァイルの利用 を行な うこと

を特徴 としてい る。当初計画 され た頃は,大 学 におけるオンラインの共同利用は,我 が国ではまだ新

しい ものであったが,遠 隔地か らの計算機の使用 とターン ・アラウン ド・タイムの短縮・ デバプグや

計算 に拾ける試行錯誤的な,人 間側の効率良い計算機利用,マ ン ・マシン ・コミュニケーシ 冒ンの研

究な どの観点か ら,オ ンライン利用 を可能 にする必要 性が大であった といえ る。 当センタで計画され

た システムは,汎 用TSSと いわれる もので,中 央の計算機の諸機能 を十分利用で き,か つ独立左計

算処理 を各端末か ら同時に行 なえるよ うにし,っ ぎの よう利 用形態が考え られる。

(nリ モ ー ト・バ プチ処理

ジ 。ブ処理に関 して,ジ.ブ 制御文,プ ログラムお よびデータの入力 と計算結果の出力に端末 を

使用す る。入出力以外のモニターによるジ.ブ 制御は,バ,チ 処理 と同じである。

(ii)デ マ ン ド処理(会 話型処理)

リモ_ト ・バ ジチ処理では,バ タチ処理 と同様に,入 出力がすべてのセンタ内のファイルにスタ

.ク され,ジ.ブ の実行中に端末 とプログラムの会話は不可能であるが,デ マン ド処理 では,端 末
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か らの要求 により即時 にジ ・プが開始され,そ の実行中に端末 とプログラム間で平均数秒以内程度

の応答時間 による会話 を可能 にす る。 ・

伽 リアルタイム処理

種々の実験装置などを端末 としてオンラインに接続 し,応 答時間 をさ らに短 くかつ きび し く制限

して計算処理 を行 な う。

ev)計 算 機複合体

リモー ト・ステーシ ョンとしての衛星計算機 ではな くて,独 立 したオペ レーテ ィング ・システム

(OS)の もとに動作する二つ以上の計算機 を通信回線な どによb結 合 し,OS間 の会話 により,

装 置,機 能,情 報な どの共用 を可能にする。

現在,リ モー ト・パ ッチ処理 とデマン ド処理はす でに一般 利用 に供せ られ てい るが,リ アルタイム処

理や計算機複合体 についてはまだ研究開発中であ り,実 用化 していない。

当センタに坑 三つの独立 した システム(そ れぞれシステム1,皿,mと よぶ)が あ り,現 在つ ぎ

のよ うに使用されている。

システム1(FACOM250-60×2,コ ア192K語)バ プチ処理専用。

システムll(FACOM230-60×2,コ ア192K語,大 容量低速コア(LCM)128語,

大 容 量ファイル(IBM2314)TSS処 理 とパyチ 処理,特 にバ,チ 処理は,TSSの バ,ク ・

グラウンドとして行 なわれ,主 としてフ ァイル使用ジ.ブ や長期間ジ ・ブ。

システム 皿(FACOM270-50,コ ア52K語,グ ラフィタク ・デ ィスプレイ,X-Yプ ロ

プタ)図 形処理専用。'

なお,シ ステム 皿と皿は,計 算機複 合体などの実験のため に,チ ャンネル間結合装置により接続さ

れ ている。以下では,現 在システム 皿で行なっているTSS(リ モー トバ ッチ,デ マン ド処理)に つ

いて述べ る。

② システムの構成

システム 皿の構成 を図7.11.1に 示 す。TSS通 信 回線は,通 信制御装 置(CCU)に よ り端末へ接続

され る。通信回線 としては,50B,200B,12QOBの 三 種類 を使用し(50 .B以 外 はMOD

EMを 使用),現 在 あるCCUVaは,60回 線(50B×56,200B×2,,1200B×2)ま

で接続可能である。 オ ンライン化 に際 して,セ ン タ と大学 構内電話交換局(PBX)の 間 に,デ ー

タ通信の100回 線 を新設 し,大 学構 内の端 末に対 しては,PBXか ら端末までを概設の構内電話回

線 にょb,ま た 構外の場合は,電 電公社専用回線 によ り接続 している(PBXで は回線 の交換は行な

わない。)現 在設 置され ている端末は,28台 あb,表7・11・1に 示す。200B,1200B回 線 は,

CCUに 接 続で きる線数が少ないのセ,利 用時間 を定 めて手動式 に切換えるTSS回 線 切換装置(C

CU側2回 線×端末側20回 線)が 用意されてい る。使用されてい る端末は,現 在の ところつ ぎの三

機種である。

F1592Aオ ン ライ ンタイプライタ ・',

50B用,紙 テープISO6単 位,全 二重通信方式
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Ft591A汎 用 端末装置

200B用,紙 テープISO8単 位,半 二重通信方式

FACOM-R小 形計算機

1200B用,全 二重通信方…鵡 紙テープ(ISO8単 位),カ ー ド,ラ インプ リンタなど使用

で きる。

現在のOS(FACOM250-60MONITOR-V,特 にTSS管 理 により制御される)で

は,い ずれの端末か らも,リ モー トバ プチ処理,デ マン ド処理 の両方が可能である。

第7・ ↑1・1表 端 末 の 設 置 状 況

50B

京 大 セ ンタ 内 ×9

工 学 部 ×6

理 学 部X2

医 学 部 ×t

農 学 部 ×1

数理解析研究所 ×1

原子 炉 実 験所 ×1来(大 阪府熊取)

京 都 工 芸 繊 維 大学 ×2米(京 都市松ケ崎)

200B

京 大

2台

セ ン タ 内 ×1

附 属 病 院 ×1

1200B:3台

京大 セン タ 内 ×1

工 学 部 ×1

電離層研究施設 × り来(京 都府宇治)

米:電 電公 社 専 用線 使 用

セ ン タ内端 末 は,CCUと 直 結
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〔3〕オ ン ライ ン処 理 の概 要

(1}リ モ ー ト・バ ッチ処理

端末か ら,TSSコ マン ドによb,リ モ ー}・ バ ッチの入力 を指定 して
,ジ 盲ブ ・デックを入力す

る・端末か らの劫 情報は・ ジ ・7・ パ ・フ ・・フ ・イ・レ(デ ・力 …
。クIBM2511) .va貯

え られ・1ジ ・ブ分の入力が終 ・鍛 階で・バ ・チ ・ジ ・ブ・と共通のシステム入力フ 。イ・レ(磁 気 ド

ラム)に スタ ックされ る。 ジ ョブの実行が終了すれば,シ ステム出力フ ァイル(磁 気 ドラム)に スタ

ックされた結果が端末またはセンタ内の出力装置(入 力時 に出力先 を指定で きる)に 出力され る
。 ま

た入出力時には・ 勧 の・マン ドにより・端末側で入出力 を制紛 ることができる
.リ モー ト・ノ・.

チ ・ジ 。ブの制御は,第7.11.2表に示す。使用言語は,バyチ 処理 と同様であb
,FORTRAN,AL

GOL,FASP(ア セ ンブ ラ)な ど各種使用で きるが
,ほ とん どFORTRANが 用 い られ ている。

モニタ側か ら見れば,入 出力の所 を除いては,パ
,ック ・グラウン ドのバ ッチ処理 と同様であ り,多 重

プ ログ ラミング処理(バPtチ 処理 に関 して通常は多重度5～5)に よ
って,端 末か らのタニン.ア ラ

ウン ド・タイムは,数 分～十数分 とな っている
。(ジ.ブ 実行の優先度 は;バ.チ よ リ リモー ト・バ'

ッチ を高 く設定 している。)

② デマン ド処理(会 話型処理)

端 末か ら・Tssコ マ ン ドva・b・ デ マン ド・ジ ・ブの開設 を齢 す鳩 即地
・ブカ・開始され

る・(ジ ・ブのイニシ ・一硝 バ ・チ ・ジ ・ブのそれ と期 して賜 ため
,・ ・。チ ・ジ.ブ の状況

によっては,20～30秒 の待が生 じることもある
。)デ マン ド処理プログ ラムでは,端 末の入出力

は,フ ァイル にスタ プクせず,TSS管 理 を通 じて直接行ない
,実 行中の端末 とプログラム間の会話

(現在の端末数では,応 答時間はほ とん ど2,3秒 以 内)を 可能にしている
。 現在使用され ている言

語は,BAccus(Basiccalculus,数 値 計算 向会話形言語
,イ ンタプ リタ方式)とLI

NED(LinedEditor,会 話型 ファイル編集プログ ラム)で あb
,ま もな く会話型LISPも

使用で きるようになる。 デマン ド処理は,モ 三夕か ら見れば,デ マン ド・ジ
冒ブを行な っている端末

数 を多重度 とする多重プログラ ミング処理であ り
,コ ア容量の制限か ら,端 末入出力毎 に磁気 ドラム

上ヘ ロール ・ア ウ トされ る。 カンタム ・サー ビスにより応答時間の平均値 を小さ くするよ うにしてい

るが,そ のタイム ・カンタムは現在100msで ある
。また,BACCUSで は,端 末か らの指定 に

よb,LCM上 に大 きなユーザ ・エ リアをとれるよ うにし
,イ ンタプ リタ本体は高速 コア上で処理 さ

れるので,人 間が感 じる程 には応答時間 を遅 らさず に
,コ アの有効利用 とロールイン/ア ウ トの回数

を少
、な くすることを試みている。 デマン ド・ジ ョブの制限 を第7.11.2表 に 示す。

(3}フ ァイルの利用 について

システムllで は,大 型デ ィスク ・パ,ク(IBM2514)4台 をn－ ザ ・ファイルに使用 してい

るが,特 に,TSSで は ファイルの更新の頻度が高いので,・そ の内の1台 をTSS専 用 とし,二 日に

一度磁気テープへ のダンプ を行な
っている9イ ンク リメンタル ・ダンプは行なってい左いので,フ ァ

イルの障害時 には二 日前まで もどるととがある。)こ のファイル を使用 して,リ モー ト・バ プチの入

出力,BACCUSの プ ログラムが実行途 中状態の保存,LINEDに よ る編集作業が可能で あ9,

-242一
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,に同 じファイル をパ.チ ・ジ 冒ブによっても使用で きる。特 に,当 センタのTSSで は,50B

の低速端末が多 く使用され ているため,フ ァイル をで きるだけ使用 して,端 末 との入出量 を少な くす

ることにより,オ ンライン利用の効率 を上げ るよ うにしてい る。なおTSSに よる磁気テープ ・フ ァ

イノレの使用はオペレータの人手不足な どにより現在禁止 している。

〔4〕 システムの推移・問題点 など

リモー ト・パPtチ 処 理は,44年10月 よb,デ マ ン ド処理は,45年10月 よb開 始され,現 在

は,毎 日午後の5時 間をTSS利 用 時間帯 としてオンライン'サ'ビ ス を行な っているが,シ ステム

の安定 性も徐 々によ くなbつNあ るので,パ.,チ 処 理の減少する46年4月 よb,全 日のオンライン

・サー ビス を予定 している。

当センタのTSSで は,利 用者側の負担(公 社線の場合回線使用料 も含めて)に よb端 末 を設置す

ることにな っているが,今 後さ らに50Bと1200Bの 端 末が増える傾向にあb,特 に1200B

端 末は,46年 度 中 に6カ 所以上 になる見込みで あるので,46年6月 には,CCUが さ らに1台

(1200B×4),50B×24)増 設 され る。

現在のシステムには,ま だ多 くの問題点があるが,そ のほ とん どは,現 システムが,ハ ー ドウ ェア

的 にも,ソ フ トウ ェア的にも,オ ンライン専用 に構成,設 計および運用されていない ことに原因 して

い ると考え られる。例えば,ハ ー ドウ ェア上 の障害 に対 して対策が十分なされ てい左い とし(予 備機,

二 重化 などは考えてい ない),モ ニ タ を主 とす るOSの 構 造や機能は,基 本的にはバ,チ 処理のため

に設計された もの を利用 してい るた めに,オ ンライン処理 に必要とされるファイルの完全なバ ック ・

ア ジプや リソースのより動的な割付け左 どの点が十分ではない。 また,現 在 当センタの利用の大部分

を占めるバ クチ処理のた めに,バ ジク ・グラウン ド・ジ ・ブによる負荷が大 きく,オ ン ライン処理の

向上 を阻んでい るとい うよ うな見方 もで きる。 ソフ トウ ェア上で解決で きる問題 につい ては,今 後モ

ニタなどの改良がい ろいろ と計画されてい る。 しか し,い ずれにして も,近 い将来,大 学 に本格的な

オンライン ・システムを設置 しなければな らない時,現 在 のTSSは ・ その実験的 システム として・

多 くの貴重なデータや経験 を残 して くれる もの と期待 してい る。
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7・2・12DRESS(販 売 ・在 庫 管 理 シ ス テ ム)

〔1〕 オ ン ラ イ ン サ ー ビ ス の 背 景

{1)オ ンラインサービスの目的とね らい

昭和42年 を基礎とした昭和60年 の情報量は70倍,ま た電子計算機は,超 小型を除いて20倍

余りに達すると見込まれている(新 全国総合開発計画)。 このような情報革新時代に白ける新しい電

気通信の確立は,公 社に与えられた重大な責務であり,公 社は国益におよび国民の要望に応じ,わ が

国情報化社会の急速かつ健全な発展に寄与することを目的として,長 年にわたって蓄積 した電気通信

技術から得た電子技術力を十二分に活用し,電 気通信網の効率的使用等によってわが国の情報産業

コンピュータ産業の振興に寄与すべく,デ ータ通信サービスを推進している。

(2}対 象 とな る業 務

販売在庫管理サービスの対象 となる業務は,一 般的な販売管理業務,在 庫管理業務である。すなわ

ち,売 上業務,仕 入業務,入 出金業務,移 動業務およびこれに付随する統計業務などである。

㈲ 組 織 の概 要

データ通信を扱 う組織 として,本 社にデータ通信本部があり,各 地方の管理機関の電気通信局にデ

ータ部,現 場機関にデータ通信局がある。センタ設備(ハ ー ド)の建設およびシステムプログラムの

作成は本部に拾いて担当するが,個 々のユーザごとに作成する利用者プログラムは,原 則としてデー

タ部で作成する。センタ設備の保守はデータ通信局で担当するが,端 末機器の設置および保守は,電

信設備の保守を受持っ電信施設所が担当している。

〔2〕シ ス テ ムの構 成

{1)通 信 網の形態,構 成,機 能

販売在庫管理サー ビスは,一 部既在 の電話網 を利用 してお り,番 号計画等 に従って網構成が作 られ

てい る。通信網の構成は,図7.12.1,図 ス12.2の 通bで あ り,データ着信交換機(DIS)に より,定 形

計算,科 学技術計算等 と振 り分け られ,販 売在庫管理 システムのセンタに接続される。 データ呼びは,

電 話呼び に重畳されて疎通 され るが,市 内接続 におい ても課金上の理 由により,TOS階 梯(市 外交

換系)を 経 由す ることが電話呼び と異な っている。

、
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■

② データ伝送の形式 伝送速度,端 末の種類等

'端 末機器 としては5種 類あ り
,そ れぞれ表 ス12.1の とtsbで ある。
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第7・t2・1表 各 端 末 機 器 の 機 能 等

機 種 伝送速度. 通式方式 使用コー ド 誤 り訂正
ク リー ン

アウ トプ ット

不在

通信機構

Endto

End

端 末 数

(酷t末 東京)

i
l
l

200C型 200ビ プト/秒

全二重

半二重

IS(レ ℃CITT

7ビ ジ トコ ー ド

十 パ リテ ィピ,ト

自 動 可 あ り 可 5

200B型 200ピ ット/秒 半二重 同 上
センタからは自

動 端末か らの
再送は手動

不 可 あ り
」

可 21

100A型 100ビ ット/秒 半二重 同 上 同 上 不 可 な し 可 4



㈲ コンピュータの機務 台数および信頼度の確保

販売在庫管理Vス テムは,J2060型 情報処理装置を2台 設置しデs-"プVvク ス構成をとb,

↑台を即時処理用に,他 の1台 は一括処理用11・よび即時処理の予備としている。

各周辺装置の障害対策としては,

① ジャーナル情報を書 き込む磁気テープ装置は,別 系統のチ ャネ ノレに各i台 接続し二重書きす

るとともに,予 備装置を設置した。

② 利用者ファイルとして用いる磁気デ ィスク装置は,各 々2つ のチ ャネルに接続してチャネル

待ちを緩和し,チ ャネル 障害に備えた。また,予 備機も設置した。

③ 即時処理のシステムファイル用の磁気 ドラム装置の二重化をした。

④ 即時システムとの会話用のタイプライタ装置は,別 系統のチャネルに予備機を設置した。

⑤ 即時処理の障害情報を打ちだすための印刷装置は,別 系統のチャネルに予備機を設置した。

等の措置により信頼度の向上を図った。

なむ,セ ンタに収容する回線数に,終 局時200:ピ ヲト/妙 用およびtOOビ ッF/妙 用回線あわ

せて約500回 線となる。

〔5〕 業 務 処 理 の 概 要1'

{1)フ ァイル構成および処理方法

センタの磁気ディスク装置の一定領域に,対 象業務の基本 となる台帳類利用者専用のプログラムを

登録する次のようなオンラインファイルを準備している。

① データファイル

商品の在庫状況,荒 利益等を記録する商品ファイル,得 意先への売上状況多売掛金残高を記録す

る得意先ファイル,仕 入先からの仕入状況,買 掛金残高等 を記録する仕入先ファイル,担 当別の管

理資料作成等に用いる担当ファイル等がある。

② メールボ ックスファイル

出荷指示書,仕 入伝寿 よぴ醐 等を一時格納し合 くもので,宅 内装置からの諮 だし要求に

ょって出力される。

③ プログラムファイル

対象業務の処理に必要なプログラムを格納しておくためのファイルである。

上記の利用者ファイルを中心として,次 のようなサービスが提供される。

ス 伝票の作成

伝票は業種によって若干相違があるが,一 般に売上伝票,納 品書,受 領書,出 庫指示等・請求書・

入金伝票,支 払伝票,入 庫伝票等 を作成する。

イ.問 合 せ

伝票作成と同時にセンタの利用者フ.イ ・レ瀬 新されるので,利 用者は手元に売上抽 船 幅を

抽 て記録する必要斑 い.従 。て在駒 ・いくらであるかを知城 賜 合は・宅内装置から問合せ

コマン ドを入れてやれ ば即座にセンタか ら回答が得られる。
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ウ.フ ァイルの更新

台帳に記載 された 内容の追加,削 除は,レ コー ド,ま たはアイテム単位 に行 な うこ とがで きる。

エ】 メールボ ックスサー ビス

セ.タ 随 いて,特 定の利用者フ 。イ・噸 域 を擬 してメー・・ボ ・タ ス として・ こ ζに書 き込

まれた情報を,出 力 を必要 とす る側が随時問合せ と同 じ手順で取 り出す。

尤 日報,月 報等 の作成

鴫 月癖 の管麟 料は,セ ンタの利用者フ ・イル とジ ・一ナ・け 一プ を齢 てセンタで作成

される.こ の作成は,あ らか じめセンタに臆 した利賭 プ ・グラム は ・て行ない・結果はメー

,レポ。クス方式に、。て宅内鑓 へ馳 だす ・とも,セ ンタでライガ リンタに出力 させ ることも

で きる。

(2)利 用 者 プ ロ グ ラ ム

利用者プ。グ ラムは,公 社 が個々の禾・]用都 対 してアセンブ ラ言語 を用いて作成 している・ これは

アセ。ブラ言語糠 行解 の高いプ・グラムが徹 ること融 通性癌 いこと・システムプログラム

とのインタフ。一スがとりやすいこと等の理由による。利賭 プ・グラムは対象業務ごと酢 成され・

即時処既 要求される哺 業務を処理する昼時 処理プ・グラムと定期的囎 蛤 料を作成する弔 処

理プ。グラム嫁 けられる.購 処理プ・グラムの中でフ・イ・・内容醐 合せや・変酷 の定形的な

機能を果すプ。グラムは,全 利用都 嫡 に使用さ品 ものであり 供 通コマンド」としてあらかじ

め輔 されてい。.現 在利賭 プ・グ・ムは,,1利 賭 当bl・ 数本のプ・グ・ムカ端 成されt・'

b,合 計でio～20Kス テ ップである。

(3}と の形態(リ アルタイム方式)を とった理由

繍 化の進展に伴な。て,時 ・刻・変化す・経営儲 や市場の動向をいかに繊 的確に把握して

日常業務願 映させるかが企業の齢 硅 右するポイント時 るので・鵬 処理晒 在 企 業 にと・

て必要不可欠のものである。また,一 括処理によって日報,旬 報,月 報等が自動的に作成できるよう

にな。ているので,こ れらの管理資料により企業の動向を的蘇 把握することが可能である・

従って上記のような社会的要求に答え,オ ンラインリアルタイムサービスを実施できるシステムを

開発した。

〔迫 シ ステ ム の推 移

(1)開 発プロセスkよ び開発時期

公社が外部情勢に対応して,今 後データ通信サービスを積極的に提供してい く基本的方針を決定し

たのは41年2月 であb,販 売在囎 理システム旅 用化すると発表したのは42年7月 である・同

年1。nvaは デ_樋 信本髄 発足さ痕 蹴 告纏 厳 然 り鹸 討を動 て45年 秋には方式検

討を終了し,仕 様の決定,工 事設計等搬 ・に行なわれた・霞ケ関局へ繊 搬 入は44年snで あ

り,44年6At/cは 工諒 験も終了し,シ ステムブ・グラムのデ… グが完了したのは45年3月 で

あ。.サ ービス開始は,45年 ・月16日 … ユーザ・略 してスター トし・46年f月 末には15

ユーザに増加している。
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② システム作成に携 わった人員構成

販売在庫管理 システム作成に要 した人員は,お よそ1000人 月 であ蛎 その内訳は,基 本設計

150人 月,プ ログラム作成700人 月,総 合試験150人 月である。

〔司 将 来 の方 向 と問題点

販売在庫管理システムは,東 京のほか に大阪で46年1月t1日 にサー ビス開始 してis・b,名 古屋

では46年 度 下期 にサー ビス開始する予定である。 中小都市への拡大 にあた っては経済性 を確保する

ため,必 ず しも個 々にセンタ を設 置せず,マ ルチプレクサ等 の技術 による市外回線 を介 しての大都市

センタ能力の活用 も考慮する。

通信網 としては,現 在それぞれ単独 に存在する電話網,加 入電信網,公 衆電報網等 さらに新サービ

ス も含 めて総合的 に勘案 し,経 済的かっ能率的な網構成の総合通信網の構想があ り,将 来の多彩なサ

ー ビスに対処 できるよう検討 中である
。

注)DRESS(DendenkoshaRealtimeSa.1esmanagementSystem)

7・2・15電 話 計 算 シ ス テ ム(DIALS)

〔1〕DIALSの 目的 と内容

(1}DIALSの 目的

日本電信電話公社では情報処理装置の共同利用方式 としてい くつかのシステムの開発 を進めて来た

が,こ の一つ に電話計算 システム ΦendenkδsshaImmediateArithmetic&Li-
～ ～ ～ ～

brarySy8tem)が あ るo
　

サー ビスの 目的 は,電 話加入者が特別の契約な しに情報処理装置に自由に接続し,広 範な数値 計算

を可能 ならしめることである。

(2)DIALSの 内 容

電話計算 はプ ッシ ュホン(押 しボタ ンダ イヤル電話機)を 持つ加入者が あらか じめDIALS用 マ

スクを置き電話計算センタ番号 をダイヤル し,セ ンタに接続す る。接続後指定された ボタン操作 によ

り計算式 を入力 し,回 答 を即時 に音声で得 るものである。

計算 の種類は直接計算,定 義計算,お よび ライブラリ計算の5種 類でその内容 を表7.15.'1に 示 す。

4

◆

第7・13・1表 電 話 計 算 の 種 類 "

計算の種類 計 算 の 内 容

直 接 計 算 数値等からなる計算式を入力することにより,回 答

を求める ものである。

加減乗除算,2乗 ・平方根 ・べ き算のほか三角関数

対数などの基本関数および,円 周率の値などの基本

定数 を用いた計算 を行な うことがで きる。

一一250一



■

定 義 計 算 あらかじめ変数を含む計算式を入力し情報処理装置

に記憶させておいて,あ とから変数の値 を入力する

ことにより,計 算式の値 を求 める計算である。同一

計算式にっいて変数の値 を種々指定し,操 り返し,

計算 を行な うことがで きる。

ライブラリ計算 複利計算,統 計計算,数 値積分等の計算実行のプロ

グラム(ラ イブラリプログ ラム)を あ らか じめセン

タで用意しておき加入者が使用するプログラム名と

その計算 に必要なパ ラメータ を入力することによっ

て解答を求める計算である。

プ ッシ=ホ ンのボタンとDIAL8用 マスクの対応 は図Z15.1の と☆りである。

第7・15・1図 ボ タ ン と 文 字,記 号 の 対 応

●

つ

(A口

・[口

⑬

⑬

旦

口 ・F

卵
唖

[]墨 画

代表的 な計算例 を表 ス15.2に 示す。
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第7・15・ ・2表 計 算 式 例

l

N

頓

N
ー

計種の種類 求 め る計 算 入 力 計算 式 と指示
1

回 答

直 接 計 算

定 義 計 算

32十42

-X
y=1-4e

の 式 において

x=2お よびx=3

の と きのyの 値

(32+42)● ●◎

y:1-4×F1←x1)③ ■◎

D(2)●O◎

D(3)● ●◎

お答えは5で す

定義 を終 りま した

お答えは0.4586589で す

お答 えは0.8008517で す

ライブラリ計算 x4-2x3十5x2-3x-1=0 L21(4/1,-2,5,-3,-1)OO㊥ お 答 え は1

次 は 一〇.2552295

次 は 〔16166147十H,976717

次 はe.6166147-i1,976717で す

吟 ■ 方



ら

声

センタと端末との対応は半二重方式で,セ ンタからセンタ音が送出されているときに端末は入力を

,開始することができる。

端末がププシュホンの機能ボタン◎ を入力することにより端末入力は終了するが,種 々の処理命令

(指示)は 口口◎の3タ ッチで行なわれる。代表的左指示を表5に 示す。センタは◎の入力によb処

理を開始し,回 答を音声で出力する。出力が済むとふたたびセンタ音を送出する

第7・t5・5表 指 示 の 例

名 称 指 示 内 容

計 算 指 示 ○ ● ◎ 入れた計算式 を計算させる指示

14桁 指 示 14◎ 14桁 計算 を行なうときに使用する指示

全文復唱指示 go◎ 入力した計算式全文を復唱させる指示

全文消去指示 oo◎ 入力した計算式全文を消去する指示

再 送 指 示
A◎'

(01◎)
計算結果をもう一度聞きたいとき使 う指示

・

② システム機成の概 要

(1)網 構 成 と課 金 方 式

DIALSは 電 話交換網 を一部使用 し,そ の構成 は図7.'13.2に 示す とSs・りである。

φ

1
プ ッシ 凸ホン

(繋)

データ通信用 電話計算
センタ

交換機

電話交換機

データ通信用回線

第7・15・2図 網 構 成
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センタの前位スイッチであるDISは データ通信専用のものであるTS(TIS)階 梯に位置して

いる。センタの番号は・1・ ・111で ある・な練 習サービスとして0・100911の 番号も用意

してある。

電話計算サービスの課金方式はセンタ処理料と回線使用料を合せ一括して度数計に登算するKシ フ

ト方式をと。て劫,ナ ーピスエリア内均一で回線保留時間2梛 あftb-7円 である・また練習サー

ビスは1回7円 の度数料のみで,時 間による課金はしない。

(2)シ ステ ム構 成

センタ装置は儲 処醗 置,通 信制繊 置,回 線対応装置濫 雛 齢 よび試験鮒 鑓 から構成

される。システム構成 を図715.3に 示す。

欄 処鞍 置部分では現用と待機の2台 のJ3・5・ 桝 央鑓(CPU)を 中心購 成される・

使用の方は。れに撒 される周辺装置とともに鵬 系 として臨 計算サービ・を行ない・撒 のCP

Uは それに接続される周辺装置とともにセンターバ ジチ系としてセンタ業務を処理する。

2台 のCPU間 には本欄 結合装置が置かれ,CPUの 糎 へ・・スチ・・クに利用される融 鵬

系障害時の強制自動切換え,自 動平衡切換え等に重要な役割をはたしている。

回線対応装置部分ではプ。シ。ホ・からの接敵 対し着信 トラ・クでの課鐙 算哩 センタ音送

出,多 周波受信器による入力の変蛙 よび音声応答羅 は る音声の出力を行なう・

通信編 鐘 紛 では多周波受信器からの入力信号をCPUに 転送し・CPUか らの出力儲 鯖

声応答装置に転送する装置である。

監視装置はセン烙 装置の動作状態を集艦 祝し,泣 回線閉塞・切断・ トーキー送出・センタ音

送出の制御を行な う。

試験鮒 鑓 は利蹄 からの問合せに対する案内と回線対応装置の接硫 酸を徹 う・

'

角

◎

'
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図3シ ス テ ム の 構 成
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(3)シ ス テム の能 力

オンラインリアルタイム処理の電話計算ジ'一ビスは計算内容と音声出力と言 う面からも考えてきわ

めて早いレスポンスを求められるとともに,シ ステムの共同利用の効果を発揮するために多数回線の

同時接続 を可能とさせる必要がある。 このために諸装置の開発,専 用モニタの開発等を行ない同時接

続回線数おむむね500回 線のもとで,平 均レスポンスタイ'ム約1.2秒 を得ることができる。 この

ときのCPU使 用率は約70%と 見込まれる。

(4、システムの信頼性S1・よび障害対策

信頼性は応答時間と同様にシステムの中核となるものであb,CPUを はじめ主要装置の2重 化を

行ない,シ ステムのMTBFが 数万時間となるように設計されている。

この他オペレーシ冒ンミスの防止障害発見および対策の遅延を防止するためにほぼ完全な自動運転

方式を採用し障害による影響を最小限にかさえるように設計されている。

一方障害時の保守に当っても電話計算サービスを提供し,セ ンタバ,チ 業務を処理しながら障害装

置の保守を行なえるように設計されている。運転方式のなかで特筆されるものは次のとおりである。

① 即時系CPU障 害時の自動切換え

② コミ邑ニケーシ.ン バgフ ァ(磁 気 ドラム装置)障 害時の自動平衡切換え

③ 即時系操作装置障害時のシステムの平衡切換え

④ 過負荷時の自動閉塞措置

〔司 処 理 の 概 要

{1)処 理 の 条 件

即時系では電話計算ナー ビス を提供す るとともに障害の検出,障 害の自動的 リカバ リー を行な う。

待機系では即時系 との相互ヘルスチ ェックの実施,即 時系障害時の 自動的 リカバ リーを行な うほか

にセンタバ ッチ業務の処理 および障害装置 に対 し保守 用プ ログ ラムによるオンライン保守 を行力 う。

このために即時系で は電話計算 用モニタ を開発し,セ ンタバ ッチ系では汎用モニタの改造,追 加 を

行 なった。

(2)電 話 計算用プログ ラムの構成

電話計算用プログラムは即時系プ ログラムとセンタバ プチ系プログラムか らで きている。 即時系プ

ログラムは約6万 ステ ップでテーブルお よびバ ッファ類 を含めて必要 なプログラムエ リヤは524K

字 とな っている。

即時系プログラムの構成 を図 ス13.4に 示す。
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も

鎗

即時系プログラム 　 ムτ1繕 言li
:

支援プログラムτ 翼翼 ㌫:

応用プログラム ライブラリプ ログラム

第7・13・4図 即 時 系 プ ロ グ ラム の 構 成

③ 処 理 の 流 れ

電話計算サービスに対す る処理の うち,最 も単純な処理である直接計算 に三)いてその処理の流れ を

図7.155に 示 す。

着信 トランクを通 し計算式が入力され る と,多 周波受信器,通 信制御 を経てCPU内 の ラインバ プ

フ ァに転送され る。 ライ ンパ.フ ァ内ではMFRコ ー ドをCPU内 部 コー ドに変換 し,コ ミュニケー

シuン バ タファに順次保持する。 計算指示 の入力 によb計 算式はCPU内 の メ ジセージバ ッフ ァに書

き移され,処 理の順を待 って計算領域(コ ンパイラ)に て計算 し,回 答がARUコ ー ドとなって編集

され,メ ッセージバ ッファに書 き込まれる。

次に回答はコ ミュニケーシ.ン バ ッファに保持 され,コ ミュニケーシ.ン バ ッファの出力情報は ラ

イ ンバ ッフ ァに転送す ることにより音声出力が着信 トランクを経て送 出される。

■

■

一257一



ンホユシツ
プ

l

N
O
c。
1

発
信

(ICT)

多

周

波

受
信

器

助PM(

応
答 信

置

(ARE)

第7・15・5図 直 接 計 算 の 処 理 の 流 れ
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㈲DIALSの 推移

昭和42年 に開発を開始し,東 京都内加入区域に対し昭和45年9月26日 サービスを開始した。

引続いて大阪市内加入区域に対して昭和.46年3月 サービスを開始する。

第2期 として昭和47年 に名古屋市内加入区域にサービスを開始する予定であ九 他区域に対して

も逐次サービスを拡大してゆく予定である。

端末種別についても現在はプ プシュホンのみであるが,印 字出力の可能なもの等も開発を予定 して

hる0

7・2・14国 際 デ ー タ 通 信

国際間のデータ通信については目ぼしいものはほとん ど見当らず,ま だ揺らん期にあるといえよう

大企業の自営システムを除いては,業 として情報サービスを提供しているものは二,三 の例にすぎな

レ㌔

すなわち航空,観 光,証 券,金 融等の業者が本社の中央電算機システムと海外の支店,営 業所等の

端末機器とを国際通信回線で結んで,自 社の営業活動の武器として利用している例はあっても,外 国

の顧客を対象として情報の処理,案 内,検 索その他のナーピスを提供しているものはきわめてまれで

あるo

〔め 通信事業体 とデータ通信サービス

{1)米'国

米 国の電気通信事業者はFCCの 中間裁決 によb,デ ■ タ通信サー ビス を直営することがで きない。

しか しATTを 除 き第二会社にょる提供が可能で ある。

例えばITTの 子 会社ITTDataSelviceCo.(ParamusN・ 」)は 政府,民 間企業

を顧客 とする国内向けオンライン計算サー ビスを提供 しており,ま たWUTはWU℃orp・ 傘 「 に

WUComputerUtilitiesCo.(ソ フ トウェア及びバ ッジ処理),International

DataTerminalCo.(端 末機の開発 とリース),SecurityInfotmatio.n

CommCo.(株 式情報)業 の子会社 を設立 して,デ ータ通信サー ビスの開発 と提供に社運 をかけて

いる。WUTは またISCS(注1),INFORCOM(注2),SICOM(注3),BANK

WIRE(注4),AUTODIN(注5),ADS(注6),NASCOM(注7)等 の ナー ビス

を開設 してい るo

しか しこれ らはいずれ も国内サー ビスの範囲 を出ず,国 際間のサー ビス を提供 してい る通信会社は

,ない。わずか にこれ に準 じる もあ として国際ス ㌧ クチ ・カーサー ビろ 培 び醜 マーケ ・ト・ク

ォーテーシ 。ン ・サー ビスがある。RCA(globcom)は これ を1964年 に米 ・欧間で創設 し

たが,ITT(Worldcom),WUI(ウ ェスターンユニオンインターナシ ・ナル社)も 続いて同

様業務 を開設 した。 これ ら各社の外国側端末 もロン ドンのほかベルン,パ 九 ブ ラッセル,フ ランク

フル ト,ア ムステルダム,.サ ンフ ァン(プ エル トリコ)等 に拡張されている。

(注1)電 報,TLX,TWX,INFORCOMの 総 合通信

(注2)専 用通信交換
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(注3)

(注4)

(注5)

(注6)

(注7)

株式情報

銀行通信

国防通信

米調達局通信

NASA通 信の各システム

国際ス トプクチ タカーサー ビスは,ニ ューヨーク証券取 引所および アメ リカン証券取引所の株価 と

取 引状況 を海外の証券業者 に6単 位900字/分 の速度で定期的 に通報す る。国際マーケ プトク ォー

テーシ.ン サー ピスは上記両取引所の特定銘柄の株価,取 引関係等 にっい て,海 外特約者か らの照会

検索に応 じるものである。 しか しいずれ にして も電気通信事業者は伝送路 を提供するだけで株価情報

を自ら収集貯蔵 してい るわけではない。

(注)最 新の情報によればRCAは ニ ュヨークの証券情報サー ビス をADP社 に売b渡 し,今 後は

証券会社にハー ドウェアを売 り込む ことに専念す る模様。

② 欧 州

欧州では電気通信主官庁が情報サー ビス に進出す ることを抑制する ような政府規定はない。英郵政

公社はNDPS(NationaIDataPlocessingSelvice)と 称 する情報処理部問をも

ち,公 社部内の給与計算,物 品需給,電 話番号簿の管理等 のデータ処理 を行 な う一方,ヒ ース ロウ空

港 の荷物,税 関システム(LACES),tsよ び一部民間へ計算サー ビス を提供 してい る。 また西独

では1969年9月 郵政省40%,民 間(ジ ーメンス,テ レフンケ ン,AIG等)60%出 資 による

資本金300万 マルクのDDG社(DeutscheDatelGesellschaft)を 発 足させ,民 間

中小企業へのオンライン情報処理サー ビス を提供 しようとしている。

そ の他 の主官庁はこの分野へ進 出す る計画は もっていない。

いずれ にせ よNDPS・DDGと もまず国内サー ビスの開設 を目標 としてお・り,国 際間にまでこれ

を拡張 しよ うとす る意途 は現時点では もっていない。

〔2〕民間企業の国際データ通信サービス

(1)GEの 国 際TSS

GEはMARKIと 呼ぶGE235を 中 心機 とす る小形TSSシ ス テム,MARKHと 呼 ぶGE

655を 中心 とす るシステム,Sii`よ びTSSユ ーザ とリモー トバ ッチユーザの両者を通信回線 を通 じ

て接続す るGEResourceと い う三種 のTSSを 提供 している。

このほか米,英,カ ナダ3カ 国 にまたが るTSSサ ー ビスMARKll--AXを 運 営している。 これ

はク リーブラン ドにGE655と プ ロセス制御用コンビn}一 夕GEPAC4020を 結合 したスーバ

センターを置 き,2400BPS回 線 を通 じて遠隔集配信装置.(米 国 内に7台,ロ ン ドンに1台)と

接続 してい る。近 くパ リにもt台 設 置 を検討中である。

1971年 中 にはスーバセンター をロスアンゼルス,テ ィネ ック(N・ 」)に も増設 し,ま た19

74年 までの間に太平洋,太 西洋,イ ンド洋上D通 信衛星 を仲介 してグローバ7tzttネ.ト ワークの形成

を計画 してい る。
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太平洋地域に対してはサンフランシスコから次の図のような回線構成を企画している。

■

◆

P

クアラルンプニヲレ

香

北台
○

ピ
ジャカルタ

横浜神戸

←

♂
メルボルン

サンフランシスコ

○

第7・14・t図GEの 太 平 洋 地 域TSSネ 、、トワ ー ク 計 画

(1970～1974)
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このシステム を通 じて利用で きるTSSサ ー ビス としては,

① 工学的利用

② 統系資料解析

③ システム計画 とマネージメ ン ト

④ 企 業予測 と計画

⑤ 生産計画,生 産管理,品 質管理

⑥ 財政分析

⑦ そ の 他

が あるo

(2}株 式,財 務 分 析 情 報

ロイターはニ ュース提供 を本業 とす る会社であるが
,モ ン トリオール,ロ ン ドン,二 昌一 ヨークに

コンピ ュー タセンタ を置き,こ れ に世界の主要証券
,商 品取 引所の株価情報,商 品市況 をス トア し,

米,英,仏,西 独,そ の他の ヨ一口Ptパ 諸 国,香 港,メ キシコ,ベ ネズエラ等27カ 国 の特定顧客に
再 ・

これ を提供 している。

これ に類似す るのは英国のインター ナシ ・ナル ・データ ・ハ イウェイ社のSCANサ ー ビスがある
。

SS.ANは(StockMarketComputerAnsweringNetwork)の 略 で,欧 米各国

の主要会社の財務 分析,企 業情報 をロン ドンの同社コンピュータに蓄積 し,特 定顧客か らの照会 に応

じて,そ の会社の株価診断,投 資相談 をオンラインでサー ビスす るものである。(な おこの種サー ビ

スは米 国内ではバ ンカーvモ,ス キャン トロン,ウ ル ト四二 プクの5社 が提供 してい る
。

{3)旅 行 情 報

初 アメ ヅクス社(ア ノ リカン ・エクスプレス社 の子会社)は 米 国に本拠 を置 く世界的な旅行業者で,

航空座席,ホ テル,乗 車券,レ ンタカー業の予約,手 配等 のオンラインシステム を開設 してお り,

そ の営業範囲は北米,欧 州 のほか アジアにも及んでいる。

日本では東京有楽町の同社支店お よび交通公社本社内の出算所 に窓口が あb,下 図 のような75

BPS専 用線でメンフ ィス(オ ハ イオ州)の 同社の中央 コンビ。.一一タシステムにアクセス し,予 約

サー ビス を営ん でいるo

■

▲

◆

東京

ホンコ∫(・5BP・)=・

○
シ ンガポール

○

シ9-○ 台北

第7・14・2図

メンフィス

米

匂
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㈲ テレマ ヅク社は旅行業社,ホ テル,モ テル,レ ンタ カー業者のた めに共用コンピュータを提供 し

てい るいわゆ る旅行情報,予 約情報提供業者で,米 風 ハ ワイ,カ ナダ卦よびカ リブ海地域 に専用

通信網 を通信業者か ら賃借 し,オ ンラインで予約サー ビス を行左 っている。

〔3〕民間企業の自営国際データ通信システム ー』

国際間 に自営データ通信システムを運 営しているものは,航 空,観 光　海運/石 油,証 券,電 算機

メー カ等 の世界企業 である。

{1}国 際 航 空 業 界"

この業界は 自営路線の積取 り率 を上げ る必要か ら,い ち早 くオン ライン座席予約システムの整備拡

充に力 を注いで きた。

この面でのパイオニ ア的存在 はアメ リカy航 空のSABRESiqtテ ム であoて,今 日世界各国の航

空会社で採用されているPNR(PassengerName&ReCOrd)に よる旅程管理 システム

の手本 とな った。

SABREの 開発 を担当 したIBMは,そ の後パ ンアメ リカン航空のPANAMAC,デ ルタ航空

のDELTAMATIC等 のプロジェク トを手がけ,そ の経験 と航空業界の強い需要 に支え られて,

各 エ アーラインが共通に使え る汎用システムPARS(注)/IPARSシ ス テムを開発 した。

(注)ProgrammedAirlineRe8ervationSystem'

IPARSは そ の国際版.

今 日世界のオンライン航空座席予約システムの過半数はIBMのPARS/IPARSy.xテ ム を

採用 してtsb,残bはUNIVACの シ ステムに牛耳 られ ている。(別 表参照)

これらのシステムは本国の中央電算機 と世界主要都市 の支店,営 業所の端末機 とを国際専用線(2,

400ビ ッ ト/秒 以下,時 には5,600ピ ット/秒 もある)で 結び,5秒 ない しは6秒 以内の レスポ

ンスタイムで窓口の顧客 に座席の有無その他 の情報 を返答で きることを目標 としている。

◆

夕

一263・ 一



,:喜7・14・1表 国際航空会社のオンライン座席予約システム

AIRL、INES シ ス テ ム 名 中央 電 算 機. 端 末設 置国 開 設 年

AMERCAN SABRE

'

CDC3100×5台i
,64

くIBM7074×1 {

IBM7090×2 ミ

IBM36〔 レ細 く2
ト

PAA

:
PANAMAC

PANACHECK )器 腸灘
世 界161都 市 ,64

SAS SASCO皿 UNIVAC
,66

MESCO 494×3 =,

DASCO ) 418×7

AF ALP㎜

L

ノu・wぷ
1108×3

＼IBM360ろ0×2

:

欧18都 市

北米4都 市

v

,67

BOAC BOADECIA IBMi弘 〔ン都 ×5 世界50都 市 ,68

SWISS IBM ,68

AII IBM ,68

BEA BEACON UNIVAC414×2

,67 -
,71

皿 CORDA IBM

AIRLORD 360乃5×2 こ

TROPICS

AIR RESERVEH' UNIVAC

CANADA 1108×2

NWA
,

UNIVAC 米 アラスカ ハワイ

494×2 日本
-

JAL JALC(ハM皿 IBM

;

36〔ン名5×2 日本
,7111

:

:

一264一
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4

(2)コ プピs-一 タ ・メーカ

e}IBM

IBMは 世 界各地 に散在する同社の各事業所 を結ん で一元的な 自社内データの収集処理 を行 うた

め,子 会社IBNInformationServiceLtd.を 設 立 し,英 国ハパン トにセンタ を置 く

専用通信網 を建設 した。それは主 として4800BPSま た は2400BPS回 線 か ら成b,近 く

太平洋地域 にも拡張す る計画である

IBMの デ ー タ 通 信 網

◆

オ ス ロ ー

グ リー ノ びク

ヘ ル シ ン キ

八 一 ズ1ノ ー ロ ン ドン ス トPtク ホ ル ム

＼
、ン,一 　 ンハーゲン

:彩
シ蒜 べ之 二

二.一 ス

P

第7・14・5図

同UNIVAC

ス ペ リー・ラン ド・ユニパ ック社 はミシガン州 トロン トにコンビn-一 夕 を置 き,世 界96カ 所(米

17,欧76,日 本5)の 同 社事業所間 を低速度専用網で結び経営管理の手段 に利用 している。

またこの網で交換され るメッセージはすべて48時 間 トロン トのコンピュータに蓄積され・同社

の どこの事業所か らもとれ を自動的 に検索で きるようになってい る。
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ユ ニ バ ガク の デ ー タ 通 信 網

ペンシルミネソタ

＼一 ぷ・・
/

コネチカツト

ニユ ヨーク

ワシン トン
テネシ一

策7・14一 ・6図

フ ィ ン ラ ン ド

ス エ ー ア ン

ノ ー ル ウ エ ー

デンマーク

オランダ

伊

オー ス ト リア

A

7・5オ ン ラ イ ン ・ ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 今 後 の 動 向

7・5・1オ ン ラ イ ン ・ア プ リケ ー シ ョ ン の 実 例 に つ い て

第2節 にあげ られた実例は,日 本航空の座席予約システム,運 輸省の車検登録システム,富 士銀行,

近畿相互銀行,野 村証券な どの金融システム,日 産 自動車 新 日鉄君津製鉄所 などの販売あるいは生

産管理システム,あ るいは川崎汽品 西友 ス トアなどの輸送物流管理 システムな ど,オ γライン ・シ

ステムの代表的 な もので ある。 このほか,特 殊なケース として
,気 象庁の気象情報のメ プセージ ・久

イッチ ング,さ らに今後の普及が予想 されるユーテ ィリテ ィ ・システ ムの例 として,電 々公社のDR

ESS,DIALSな ど もあげ られてい る。'面

これ らの実例 を通 じて,共 通的なこ とは,前 に も述べたが,シ ステムの開発に多大の時間 と人手が

かか っているこ とが ある。 また,シ ステム相互間 に類似性が少ないこ とも,現 在のオンライン ・シス

テムの特徴 とで もいえ るのではなかろ うか。 これは,オ ンラインが依然 として開発発展の段階であり,

.いろいろ・な試行錯誤が行 なわれ ているととの証拠 とみ ることもで きよ う。 この ような試行錯誤的開発

は,特 定 のメー カの機種 について,そ のアプ リ.ケーシ.ン を追跡すう と,さ らに明確 になってくるも

の と思われる。

一 方
,シ ス テムの規模 についてみ ると,官 公庁,金 融システムが比較的大規模であるのに反 して,

●

q
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●

◆

台

製造業や流通業のそれが中規模であるのは,や は り採算性 を重視 しているため と考え られ る。すなわ

ち,金 融システムな どでは,企 業自体の立地条件か ら,省 力化 によるコス トの節約が大 きいばか りで

な く,オ ンラインが直接サー ビス につながることなどが,大 規模でも採算がとれ る一つの理由であろ

う。

また,全 体的 にみて非常 に興味 をもたれ ることは,す ぺてのシステムがMISへ の アプローチ を目

標 としている ことであカ,さ らに情報交流のための企 業間 あるいは業界間のネ ットワーク形成 を指向

していることであろ う。銀行システムでは,地 銀協システムの例 にみ られるよ うに,す でにそ の傾向

が実現 してい るが,日 産自動車,川 崎汽船,あ るいは西友 ス トアな どに も,そ の傾向がみ られ る6ヒ

うした意 図か ら,業 界が積極的 にコー ドの標準化 を進 めてい る例などが,海 運統一 コー ドの開発な ど

にみ られ る。

このほか,注 目すべ き事項 としては;富 士銀行の例 にみ られるよ うな,障 害処理がオンラインでは

著 しく不 便である とと,あ るいは 日産 自動車にみ られ るよ うな,一 つの コンピ ュータで複数業務の管

理が困難であるζとな どは,新 日鉄君津製鉄の複数コンピュータ ・システムあるいは野村証券その他

にみ られ るデ ュプ レ ックス ・システムな どと考え あわせて,今 後のオンライン ・システム の開発方向

の一指標 となるのではなかろ うか。

さらに,日 本航空 におけるNEAC5200の よ うな ミニ コンピェー一夕 を端末制御装置 に使用 して

いる例 も'あり,あ るいは野村証券 におけ るデータ ・ベースの管理技法 なども注目すべ きであろ う。

寛 々公社のDRESS,DIALSは,3年 にわた る開発の後 にナーピスが開始された,わ が国初

のユーテ ィリテ ィ ・システムであ り,今 後通信回線 の開放 にともなって,普 及す るであろ う民営シス

テムの手本 とも在るものであるが,わ が国の現状 のなかで,ど の程度の規模で,ど の程度 のサー ビス

で,ど の位のユーザがあれば採算が とれ るか とい う実験台 として も興味が もたれ る。

7・3・2ユ ー テ ィ リテ ィ ・シ ス テ ム の 発 展

オンライン ・システムを区分す ると,特 定 の企 業な り企業グループ を対象とする専用システム

q)edicatedSystem)と,不 特 定多数 のユーザ を対象 とする共用システム(Utility

Sy8te司)に わけ るヒとがで きる。 このa－ テtリ テ ィ・システムはさ らに,.コ ン ビss－ 夕のパワー一

を共用す るコンピ ュータ ・ユーテ ィリテ ィ.と,情 報 を共同利用するインフ ォーメーシ 冒ン ・ユーテ ィ

リテ ィとにわけ るヒとがで きる。

わが国では,前 述の制度上 の問題か ら,ほ とん どのシステムが専用であるが,制 度の改正に ともな

って,近 くユーテ ィリテ ィ・システムの発展が期待されている。 しか し1.ア メ リカなどに比べて,T

SSな どの研究開発が遅れてい ることは否めない。わが国のユーテ ィリテ ィ ・システムが今後どのよ

うに発展するかは,先 駆的な電 々公社 のシステムの状況 をみ なければ判 らないが,ア メ リカの例 安ど

を参考にす ると,ど の程度の 費用な らば普及するか,そ の限界 と,事 務用にユーテ ィヲテ ィ'・システ

ムがどの程度利用できるか,ミ ニ コンビ捧一夕との競合 において,中 小企業や個人の利用が どの程度

になるか とい うことが,技 術 の開発 とあわせ て,発 展が急速であるか否かの問題点 となるだろ う。

一一方i
,イ ン フォー!一 シvン のユーテ ィリテ ィでは?官 庁 ・民間 を問わず,

.デー タ ・パ ンクの構想
・・-267一



が多 く・出され ているが,こ の研究開発 も,今 後の問題が多 く残されてお り,利 用技術面,大 容量ラン

ダム装 置の開発など,現 状では不十分 な点が多い。 しか し,す でに特許情報,科 学技術情報,交 通 ・'

旅 館な どの レジ ャー情報,不 動産情報など,イ ンフ ォーメーシ ョン ・ユーテ ィリテ ィの実用シス テム

も開発 されてはい るが,従 来か ら情報に対す る価値 感の低いわが国で,と れ らのシステムが どの程度

発展す るかは,今 後の研究開発に待たなければな らない。

いずれ にして も,TSSや リモー ト・バ,チ の技術は,利 用面で もハー ドウ ェア,ソ フ トウxア の

面でも,発 展途上 の ものであ り,ア メ リカに蟄け ると同 じよ うに,技 術の進展 にともなって,盛 衰 を

くbか えしなが ら定着 してい くべ きもの と考え られる6こ の意味か らも早い機会 嶋 公社のシステム

ばか りでな く,小 廻 りの きく民営システムが多数出現 して,競 争をす ることが,技 術の発展に役立 っ

であろ うc

7・5・3ネ ッ トワー ク 構 想 の 展 開

専用 システムの多 く.がネ,ト ワーグ ・システムへの参加 を指向 しているととは前 にも述べたが,M

ISへ のアプ ローチのため には,内 部情報は もちろん,外 部情報の利用条件 を満す機能 を欠 ぐととが

で きない。 このため,企 業間の情報交流のニーズが高まっている。 これ らのニーズを満足す るシステ

ム として,い わゆるNIS(NationalInformationSystem)の 発達が予想されてい

るo

こ うしたNISに よ るネ ットワーク構想は,個 別システムか ら自然発生 的に発展結合 してい くもの

と考え られ る。 この構成体 となる個別システムは,分 化,専 業化による高密度なシステムであ り,と

れ らの個別システムが相互に補充 しあ うよ うな働 きをす ることになるであろう。 このような最適化さ

れた個別システムが,ネ'ト ワークを構成 した ときに,最 適化 されたネ'ト ワ⊥クになるか ど うかは,

試 行錯誤的な離合集散 をくカかえした後になるであろう。 とのためにも,各 システムは柔軟 性を持ち;

将 来のためのコンパテ ィピリテ ィを持 った,開 かれた ものでなければ ならないだろ う。

また,個 別企業におけるシステムが,巨 大化集中化の傾 向があることは,前 にも述べたが,こ の こ

とが 必 ずしも効果的か どうか は問題が あり,君 津 の例の ような複数システム もあるが,ネ ワトワー

ク ・システムも,こ のよ うな巨大化集中化 をた どるかは疑 問で ある。 む しろ・現在の技術か らみて,

情 報の蓄積で きる限界はおのずか らあり,多 数の情報プールがたがい に助けあ う方式の方が現実的 と

考え られ る。

いずれにして も,ネ ガ トワーク ・システムはアメ リカにおいてもごく少数しか なく,そ の効率 につ

いて も論議が残 され てい るので,ネ"ト ワークの発達には未だ多 くの実験が くりかえされる必要があ

るo・
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7・5・4オ ン ラ イ ン 技 術 に 対 す る 需 要 側 か ら の 要 求

現在のオンライン技術は・いずれ にして も未だ発展途上 にあることは間違いない といえよ う
。個別

システムにしろ,ネ がトワーク ・システムにしろ,ユ ーテ ィリテ ィ・システムでさえ も
,今 後数多 く

の試行錯誤 をくりかえ して発展することが必要であろ う
。 こ うした時期 にあ っては,完 全設計形でシ

ステム開発 をすすめるよ りは,フ ィー ド・バ ヅクによる追加修正方式のよ うな経験主義 にもとついて

い く方がノ システムの発達 を促す上 でも普及 を促進す る上 で も有効 と考え られ る。

一方,、需要者側 にとって㍉ このような段階に鉛けるオン ライン ・システムの導入は
,相 当の リス

ク を覚悟 しなければ ならない。 アメリーカの大手航空会社が,コ ンビz-一 夕 ・メーカ との間で契約の取

消しや,訴 訟問題 を起 した話は まだ耳新 しい ものであ り,こ のほか,メ ーカや ソフ トウェア会社 との

間でいざこざの あった例は枚挙 にいとまがない程である。 こうした事情の もとでは,需 要者側 として

も,オ ンライン技術に対する明確な見通 しと,要 求 を持つ ことが非常 に重要 になって くる。 この こと

はもちろん,需 要者側がメーカに対 して過大な要求 をする とい うことではない。む しろ現実 をふ まえ

て最適 のものを作 るとい うことである。 『

このよ うな場合,技 術発達の可能 性や,適 用業務 の拡大性は,ク ローズされ た もの より,開 放的 な
,

競 争の原理 に基づいた選択'と参加の 自由の可能 性が高い程大 きい と考え られ る。 したが って,需 要 者

側か らのオン ライン技術に対す る要求は,最 少限,拡 大性,コ ンパテ ィピリテ ィに対する柔軟 性とい

うことがで きるだろ う。

このほか,技 術面 に対す る具体的な要求 としては,こ れ までに述べ られて きたよ うな問題点の解消

す なわち,高 信頼 性の確保,プ ログラム作成の容易さ,ス ループ ぽトの増大な どが要求 され,ハ ー ド

ウ ェア面では通信 制御装置の多 様化,高 速アクセスで安価かっ大容量の記憶装置の出現1/0イ ン

タ フ ェ ー スの標準化 による入力装置等の選択拡大性 などが望まれてい る。

なお,ソ フ トウ ェア ・システムとして,デ ータ ・ベース管理技法の確立,高 能率で汎用性の高い オ

ペレーテ ィング ・システムの開発にも多 くの努力がは らわれ なければ ならない
。

◆

ひ
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8.海 外 調 査 報 告

(ア メ リカにおけ るオ ンライ ン ・システムのソフ トウェ アお よび オ ンライ ン ・サー ビス)
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&海 外 調 査 報 告

(ア メ リカにおけるオンラインシステムの

ソフ トウ ェアお よびオ ンラインサ ービス)

以 下の報告は当財団オンライン ・システム技術動 向調査委員会が派遣 した調査団の報告である。

調査団の概要はつ ぎの とお りである。

1.調査 団の名称

海外オンライン ・システム技術動向調査団

2調 査団の目的 』'

アメ リカにおけるオンライン ・システムの実態お よび動向 を把握 し,わ が国における情報処理技

術の発展に資する。

5.調査団の構成

(団員の氏名 ・所属)一

(敬称略50音 順)

㌘ 団 長 林 一 郎 エレク トロニクス協議会

'団 員 荒 津 謙 二 三菱電機株式会社

伊 藤 栄 康 東京芝浦電気株式会社

桜 井 正 夫 富士通株式会社

野 上 .邦 茂 株式会社日立製作所

細 川 孝 行 日本電気株式会社

境 良 夫 肋 日本情報処理開発センター
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4調 査 期 間

昭和46年2月21日 ～5月9日

5調 査

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

(18日 間)

先

ComputerSciencesCorp.

XerOxData-SystemsInc.

WisconsinstateEmployment.

Univer8ityComputingCo.

Csrnegie-MellonUniversity

InteractiveDataCorp.

WesternUnion

MckinSey&CompanyInc.

QuantumScienceCorp.

IBMWorldTradeCorp.

U・S・.DepartmentofLabor

SmithoniallIn8t・itutio11

ServiceDi・vision

声

.

◆
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8・1総 論

8・1・1オ ン ラ イ ン シ ス テ ム の 技 術 動 向

Mckinsey&eompanyInc.の 見解に よれば,最 近IBM/570シ リ ーズが発表された

が,ア メ リカの業界 では.こ れは決 して期待された ような革命的な システムではな く,従 来 のシステ

ムよりもかなり進歩 したシステムであるとい うように受取 られてい るとい う。第四世代の コンピュー

タの現われるのはまだ数年先の ことと考え られる。

このように革命的 な感 じを与 える ような機種が現 われないのは.必 ず しも現在革命的 な新技術が存

在 しない ということではない。その一つの原因 としては,従 来 の機種のために作 られた プログ ラムが

新機種に も使えるよ うに しなが ら前進 しなければな らないとい う制約が考え られる。 また,IBM/

570シ リーズ のみな らず.最 近の新機種 はいずれ もハ ー ドウェアにおい てもソフ トウェアにおいて

も,新 技術が導入されてお り,コ ス ト・パ フォーマンス も著 しくよ くなっている。特にオンライン情

報処理技術 の進歩が見 られる。 しか しこれ らの技術はす でに8～10年 前 か ら導入可能の技術 として

とりあげ られていた ものであり.今 日漸 くこれ らの技術が経済的に実用に供 し得 るものとなったのだ'

とい うことができよう。同様に今 日すでに発表 されているような新技術が数年後 には実用に供 され,

そ の時 にこそオ ンライン情報処理技術 が革命的 な進歩 を示す もの となるであろ うと考え られ ている。

8・1・2オ ン ラ イ ン シ ス テ ム サ ー ビ ス の 動 向じ
QuantumScienceCorp.や,DatranてDataTransmissionCo.)な

どがオンライン情報処理サ ービスのマ ーケ プ トの将来 予測 を行 なっているが,何 れ もこれが急速に大

きな発展 を見るもの としている。たとえばQuantumscienceで は.NIS(Network

Information8ervice)の 売」二げは,1970年 現 在年間5億4,ら50万 ドル(1,240

億 円)で あるが,1975年 に は この約5倍 の18億 ドル(6,480億 円)に なるであろ うとしてい

る。このNISは 科 学技術およびビジネス用.TSSや 財 務 情報 サービス ・ 航空座席予約 なとのデータ ・パ ン

ク ・サ ービスを含んでいる。Datranで は,1970年 の端末装置がー185,000台 で あるのに対

し.1974年 には820,POO台,1980年 に は1970年 の15倍 の.2,425,000台 となる

と予想 している。..・

TSSの 今 後 の動向 として注 目すべ きことは,現 在 このサ ービー?〈の大宗 をなす ものは科学技術計算

で,サ1ビ ス全体の48%を 占めているのに対 し,ビ ジネス計算は僅か15%に 過 ぎないが,19ア5

年 には これが逆転 して,科 学技術計算 が25%,ビ ジ ネス計算 が40%を 占めることになるだろ うと

QuantumScienceは 見 ている。

なおUCC(UniversityCompu .tingdo.)で は.将 来,科 学技術 とビジネスのアプ

リケーションの領域の比率は1:10位 となるであろうと予想 としている。 ビジネス ・アブ リクーシ

ロン ・プログラムの開発に力を入れることは.今 後のオン ライン情報処理サ ービスの発展 のために最

も重 要なこととなる。 ・
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現在 ビジネス ・コンピューティング ・サ～ビスだけ を手掛けvcい る会社は少 なく.Keydata

Corp.とAlIen-BabcockComputingCo.の2社 が これ らを代表 している。

KeydataCorp.は 最 初か ら事業不振 で相当の累積赤字 をかかえ,こ の種のサ ービスの前途に暗

い影 を投 じた ものであったが,最 近漸 く黒字経営が実現 し,ビ ジネス ・サ ービスの将来に大 きな期待

をかけ られる ようになった。 ビジネス ・コンピュ ーテ ィング ・サ ービス事業が最初に直面す る困難 な

点は セールスに大 きな投資 を要する ことである。このサ ービスを提供する会社はユ ーザ と一緒になっ

てアプ リケーション ・プ ログ ラムを改善 し,・この利用がユーザに利益 をもたらす ものであることを理解

させ るのに時間がかかることがわかったのである。

8・1・3TTSの 動 向

TSSは 前項 オンライン情報処理 サービスの中に含 まれるサ ービスであるが,こ こでは特に これに

っい てその動向を見ることとする。

現在アメ リカには150社 に近 いTSS会 社 が ある。 これ らはコンピュータ・ユ ーテ ィリテ ィの将

来性に望み をかげ てこの業界に参入 したのであろ うが,過 当競争の激 しさに加え ・,最近 の景気後退 が

災い して,小 さい会社が20社 も倒産 した。合併.事 業縮少 も続け られている。

=こ
の よ鱒 輔 に』 わ らずG・ ・CDC・C・C・ ・BCな ど大手 の・SS会 社 はいずれ もサ

nyビ 入 〔ネ ブトワークの拡充を計画 してbb
.と れ らが実現すれば,ア メリカのTSS業 界 の面 目を

噺 し1そ の発展 の第1期 を迎えた如 き姿 となるであろ う。

T8Sは コ ンピューテ ィング ・パ ワーの地域的配分を行な う一つ の姿 であるが
,そ の経済的な配分

の方法 として.簡 単な仕事 はその地域に配置された小形 コンピュータで処理させ
,複 雑で小形 コンビ

ューそでは処理 できない ような仕事は中央に配置され た大型 コンピュータで処理させる とい うことが

行 なわれるであろ う。そ してコンピューテ ィング ・パ ワーを伝送する ものは通信網 であ ク,コ ンピュ

ータと通信網 を結 合 したシステムが最適 のもの となるよう設計 されなければならない
。

か ようにTSSの 普 及は,一 方においてコンピュ ータの大形 システムを要求 し,他 方において小形

シス テ ムi量要 求 す る 。 後 者 の 例 と し て はDEC(DigitalEquipmentCorp
.)のPDP

-8やHewIett-Packard'の2000Aな ど の 専 用TSSが 生 まれLれ らが そ の 偉 力 を 発 揮 し

て い る 実 例 が 見 ら れ る 。

ロ ス ア ン ゼ ル ス 郊 外 でHobbsAssociatesが 経 営 し て い るTSS会 社 を視 察 した が
,こ こ

で はHewlett-'Packardの2000Aを 使 い ,40名 ば かbの 顧 客 を 収 容 し て い る 。San

DiagoやBeverlyHil1な ど の 遠 距 離 の 顧 客 は 専 用 の マ イ ク ロ ウ ェ ー ブ と市 外 ケ ー ブ ル で

結 ば れ,そ の 間 に マ ル チ プ'レ ク サ が 入 っ て い る 。 回 線 はPa'6ificTelephoneCo .か ら借b

て い るoな おL2000Aの 言 語 はBASICで あ る 。

と と ろ で こ の コ ン ピ ュ ー タ の レ ン タ ル 料 は2,000ド ル/月,回 線 借 料1,500ド ル/月,収 入

7,000ド ル/月,限 界 コス ト6,000ド ル/月 で 少 な い な が ら収 益 を あ げ て い る。 も しIBM

360/65な ど の 大 形 コ ン ピ ュ ー タ を使 え ば.レ ン タル 料 は50 ,000～100,000ド ル/月 を
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払わねはな らず,同 じ仕事 をするのに高い コス トがかかる。Hobbs氏 の話に よれば20eOAを 使

11え
ば,GEで や っている場合 と比較 して,同 じ仕事が 一－A～ 一ーーーー一一 の料金でサ ービスする ことが

25

で きるとい う。

Mckinsey&CompanyInc.で は,TSSの 料 金は年 々安 くな ってお り,過 去2年 間 で

25%位 値 下bし たといえるだろうとい う。 とれは過当競争に よるもので,こ のTSSを 提 供 してい

る会社は殆ん ど赤字に悩んでいるのが実状 である。

しかし,TSSを 利 用 しようとする者は,何 社か のサ ービスの うち適当なサービス を選択する こと

ができる時代 になった。同 じ仕事な ら安 い料金でやれる会社を選んでや る,ど の仕事は どの会社 のサ

ービスを利用すれば よいかな どを調べ ている
。すなわ ち利用者は特定 のサ ービス会社だけを相手 とす

るのではな く.複 数のサ ービス会社に加入 し.仕 事の内容に よりどの会社のサービス を利用するかを

決めることができる。 サ ービス会社は料 金の点でも,提 供する業務内容の点 でも特色を もたねば生 き

残れ ない。現在の ところ,あ らゆるサ ービスを最 も安 い料金で提供 し得 る ようなTSSは 存在 しない.

の で,今 後 もこの業界には新 しい企業が続 々と誕生 し,新 陳代謝が景気 とは関係な く進め られ てい く

ことであろ う。そ して優秀な技術力,市 場開拓力,経 営力,金 融力を もつ もののみが勝 ち残 るであろ.

う ことは現実の世界がそれを物 語っている。

8・1・4TTS会 社 の 成 功 例

今回われわれの訪問 したlnteractiveDataOorp.は1968年12月 に設立 された新

会社 であるが,こ の会社の会長 も社長 もMIT出 身,幹 部にもMIT出 身者が数名いる。社長の

Arnow氏 はSAGEの 開発やIBM560/67.を 使 っての多 目的TSSの 開 発に参加 し,指 導的役割を

演 じた ことで有名であb,会 長 のGal氏 はMITを 卒業 してか らハ ーバー ド大学経営大学院 をでた

優れた経営者 である。

この二人のコンビでこの会社は創立早 々す でに異 色の ものとして注 目を浴 びている。そ してGEの

考 えている ような全国的規模のオンライン情報処理 サービス を提供 しようとする計画 を会長GaI氏

がわれわれにも語っているのである。

この会社 の業務内容は.現 在科学技術計算サ ービスが全体の3分 の1.ビ ジネス ・財務サ ービスが

5分 の2を 占めている。その特徴は この会社が設定 した巨大な財務関係 のデ ータ ・ベ ースに当社の開

発 したFFLと い う言語でアクセスでき,投 資な どに必要な資料が得 られることである。当社の提供

する諸サ ービスの利用者は相当の数にのぼ ってお り,経 営基盤が強固 なもの とな りつつあるので,数

年後には当社はTSS業 界 ではかkb上 位(現 在は20位)の ものに飛躍す るものと考え られ る。 こ

のことは将来における ビジネス ・TSSの 発展にかける希望 をさ らに大 きなもの とするであろ う。

8・1・5デ ー タ 通 信 専 用 の マ イ ク ロ網

UCC(UniversityComputingCo・)の 子 会社のDatran(Data

TransmissionCo、.)は,全 米 にわたるdigitaldatatransmission

皿etworkを 建 設 し,と れを運用する 目的 で設立 された会社である。そ してこの計画Z)建 設許可願

いを1969年11月FCCに 提 出 した。
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UCC当 局 者の話 では.こ の申請に対 して1971年7月 頃FCCの 裁定が下bる 見込みだとい う。

.同 社 としては これが許可 されるこ とはほぼ間違いがない もの として準備 を進 めているように見受け ら

れた。

周知 の如 ぐ,こ の計画 はアメリカの通信業 界に大 きな衝撃を与え,ATTやWUか ら反論 がでた。

この ようなデジタル ・ネ プ トワーク建設のために新たに通信会社を作 る必要はな く,ATTが 十 分そ

の将来の需要に応ず ることができるといい.ま たその ような拡充計画 のあることを示 した。 これに対

してFCCはATTに 同 調する気配を見せず,む しろ冷 たい態度が とられている ように世間では受取

っているo

さ てUCC(Datran)の 計 画は,11GHzの マ イク ロウェ ーブ中継網を建設 しようとするも

ので.差 向き10か 所 に交換所 を設けs35の 都 市にデータ通信サ ービスを提供する。初期の建設費

として5億5,000万 ドルが準備 されてtsb,建 設 の許可が下bる と,5年 以 内に業務の開始ができ

るとい う。 このマイク ロ網は1974～1975年 におけるアメリカ全国のデ ータ伝送量の約10%

をさば くものと予想され る。

この新 しいデジタル通 信網は各種伝送速度 の回線を準備 し.信 頼性が高 〈 、短時間 で回線 の接続が

完了 し 、課金最低時間が短 か く,全 二重伝送方式 となってい る。モデム も音響 カプラーも不要である。

通信網の使用料金 も従来に比 し著 しく安 くなるとい う。

との通信網は端末装置か ら端末装置迄 デジタルでデータが伝送 され,回 線交換 もコンピュータ制御

に よるデジタル交換 、ローカルの部分 も低電 力の 川GHzの マ イクロとケーブルを使 うのでrア ナ

ログ ←〉デジタルの変換部分がない。 これは電話通信網か ら独立 したデ 〔タ通信専用のデジタル通信

網 である。 もしこの ような通信網 で一部のデ ータ通信が実施 され ることに なると,ATTの 供 給する

通信網 で行なわれるデータ通 信 との間の優劣が論ぜ られるのは当然で.そ の結果 デ ータ通信技術の進

歩 を一層促進 させることになるか も知れ ない と見 られてい る。

8・1・6通 信 網 と コ ン ピ ュ ー タ と の 結 合

通 信 網 と コ ン ピ ュ ータ とを 結 合 して行 な うデ ータ通 信 は,そ の 結合 の 部分 の機 能い かん

が デ ータ通 信 の能 率 に大 きな影 響 を与 え るので ,こ の 結合 部 分の 性 能 を最 適 な もの とす る

よ う多 くの 会社 で 工 夫 を 凝 ら して い る。 た とえ ばUCCで は
,独 自でCOPE(Comm-

unicationOrientedProcessingEquipment)を 開 発 したが
,こ れは通信網とコン

ピュータの プロセッサとの間でバ ッファーの役割を行ない
,プ ロセッサの効率をあげ,ひ いてはデ ー

タ通信 システム全体の能率 をよくするための ものである。 これは高速回線 を対象 として作 られた もの

であるが,同 社はまた低速回線 を対 象 としたFASBAC(FulIyAutomaticTime

SharedBatchandConversationaIProcessing)を 作 った。

UCCの 説 明では,通 信網 とコンピュ・・タの結合部分につい ては,と れまでまだ同社が満足するよ

うなシステムが できてい ない と考え,上 記の ようなものを開発 し,自 社 でとれ を製造す ることに した

とのことである。

UCCの 視察 で感 じたことは,ア メ リカでは通信 とコンピュータの両領域 にわたb十 分の知識経験
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をもった優秀な専門家が育ってお り.こ の新 しい領域におけるシステム開発 の能力が増大 しつっある

とい うことであった。

またCSC(ComputerScienceCorp.)の 視察 でも同様 なことが感ぜ られた。同社で

は通信網 とコンピュ・・タを結合 した全 システムの効率を あげるため最近RCC(RemoteComputer

Cont「olle「)を 開発 したが,こ れ によ力従来の コンビa－ 夕を使って'.TSSを 行 なう場合

サ ービス可能 なユ ーザの数 を50%も 増 加で きるとい う。

8・1・7デ ー タ ・パ ン ク

この報告ではデータ・バンクとは,一 つの総合データ ・ファイルがあり,こ れに対 して多 くの利用者が 自由

にアクセス できる ようになっている ものをい う。そ してデータの重複防止.更 新 ・訂正,検 索.秘 密

保護等の効率的に行なわれるためのデータ ・マネジメント・システムが整備 していなければならない。

わが国では このデ ータ ・バンクやデ ータ 。マネジメン ト・システムの整備 ・開発が遅れ てお り"

そ れだけデ ータ通信の需要が抑圧 され ているわけで,速 やかにその対策が とられ ることが望まれ る。

さて,デ ータ ・バ ンクの作 り方であるが,こ れにっいてMckinsey&CompanyInc.

で聞いた話 を紹介する。デ ータ ・バンクには二つのシステムがある。一つはinterrelated

transacti¢nsystemで.航 空座席予約 システムのようにtransactionが 互 に関連

してデータ ・バ ンクの分散をほ とん ど不可能 とするシステムである。 もう一つの システムは,

LooselycouPledtransactionsystemで た とえば倉庫や図書館 などが,各 地に

分散 して存在する場合 で,transactionを 一 ヵ所 にまとめてお くことが却って不利 となる もの

である。す なわち.デ ータ ・パ ンクは相互関連の濃密の程度に より 、集中か分散かを決めるべ きもの

なのである。

しかるに 、アメリカではデ ータ・パンクの ことがやかま しくいわれだ した当初の頃は.コ ンピュ ー

タ。メ ーカやその道の技術者は一 カ所に巨大 なデータ・バ ンクを作 り.そ れを多数のユーザで利用す

る ことが よい ように宣伝 し,そ のとお りにやって失敗 した会社がい くつ もある。 日本 もその ような誤

ちを犯さない ようにすべ きである。

8・1・8コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク

今度訪問 したCarnegie-MellonUniversityで は コンピュータ・ネ ッ トワークすなわ

ちコンピュータを相互に通信網 で結 ぶ ととについての基礎的研究を行 なっている。 コンピュ ータ 。ネ

ッ トワークに より.コ ンピュータの信頼性の向上,各 コンピュータの余 力の融通,プ ログラムの共用.

フ ァイルの共用.特 殊ハ ー ドウェア,ソ フ トウェアの利用等が考え られるが.こ れ.らについての研 究

は,い ずれ もまだ検討 または実験 の段階 である。 またアメ リカの国防省が資金を出 し.A耳PA.一

(A、 。。ncedR。 、ea,chP,bjec,Agency)が,ア メ リ・各所 の大戦 どの・ジ～≡

タ ・センタ20カ 所 を連結 して,コ ンピュ"タ ・ネ ッ トワークについての研究 を始めたことは有名

である。

わが国は将来 この ような コンピュ ータ ・ネプ トワークを作成す るのには好適 な条件に恵 まれている

のでは あるまいか。そ してコンピュータ 。ユ ーテ ィリテ ィの発展期には この ようなネ プトワークが有
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効に利用 されるであろ うことは疑 う余地がない。電電公社のDIPS開 発 と並行 して このような研究

を進 めるヒとは,わ が国のために有益 なことであろ うと思われた。

8・1・ ・9最 近 のMIS動 向

Carnegie-MellonUniversityのGraduateSchoolofIndustrial

Administration(経 営 管理大学院)で はMIS(ManagementofInformation

SysteIn)やTSSに よるCAIの 分野 で先端的 な研究活動 を行 なっている。そ こにはMISの 大

家で,最 近にMISの 講 演 を依頼され て日本に きたことのあるMr.R.VanHornがk・ られるの

で,最 近 のMISの 動 向について聞いてみたら次のように答えた6

近年 トップ 。マネジメン トに役立つアプ リケ ーションとして,capitatinvestm:ent,

corporatesimulation.economicmodelsな どに コンピュータが使われてきた。

最近 トップ ・マネジメン トの新 しい方法 として.attentiondirectingsystemと い

うものが重視 され るようになった。 これは トップに対 して何か新 しい注意すべ き事項があればそれを

トップに示す方式である。エ レク トロニクス関係 の事業 をやっている会社 を例に とれば.主 要部品 の

価格や供給の事 情が変 った場合それが他 にどんな影響をお よぼすかを検討する。そ してこれにマ ーケ

ッ トとの関係を探究す る。 このように して2～5年 あるいは3～4年 先 のことを予測 し,こ れを トッ

プ ・マネジメントに反映 させ る。 この ような予測には多数の モデルを作 って見る ことが有効である。

とれまでの ような単純 な統計 などに よる予測は余 り役に立 たなかった。また これまで トップ ・マネジ

メン トに役立 たせ ようとして,displayな どで種 々の情報 を示す ような ことをや ったが
,効 果は

それ程 なかったとい う。 やはbト ップ ・マネジメン トで最 も大切 なことは,例 え ば新製品を出す2～

3年 前に しっかbし た予測を行 な うことであると。

8・1・10職 業 紹 介 業 務 等 の オ ン ラ イ ン化

日本の労働省が職業紹介関係お よび失業保険 関係の業務 を機械化 しオ ンライン化するために労働市

場 センターなる ものを世界にさきがけ て作 りあげたのであったが,こ れ と同 じよ うなシステムが最近

アメ リカでも全国的規模で実現され ようとしている。 ただ しアメ リカでは これに要す る予算は労働省

から出すが ・計画 と実施は各州が行 なうことになっており.処 理業務の内容は州に より多少の相違が

ある。 この関係に使われる コンピュ ータとしては,IBMを は じめRCA,UNIVAC等6社 の も

のが入 っているが,プ ログ ラムはCOBOLに 統 一されてい る。 これか ら5年 後位に統一 システ ムの

決定を行 ない,10年 後位 まで各州に この システムを普及させかつ各州相互 のシステム間 を接続 する

予定 であって.と の労働 情報処理全国網に より.職 業紹介業務 、失業保険業務その他 が リアルタイム

で処理 され ることになる。 また,こ の全国網はATTか ら借用する広帯域伝送網 となる筈である。

8・1・11生 れ 変 っ たWU

1969年 に設立され たWesternUnionCorp.は 古 い伝統 を もつWestern

UnionTelegraphCo.の ほ とん ど全部の株式を取得 して,～ これを新Western

UnionCorp.の 子会社 とした。それは1970年1月 の ことである。 ～二の新会社WUは す でに

WesternUnionComputerUtilitiesInc .と い うサ ービス ・ビューロを設立 して
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お り,さ らにATTか らTWX網 を買収,1971年4月 か らこれの運用に入る との ととである。

1969年 ア トランタに新設され たコンピュータ 。センタと従来 のニュ 二三ーク,シ カゴtsよ びサ ン

フランシス コに あっ たコンピュータ ・センタを相互 に結び.全 国的規模の.電 子データ通信 サ ービス

(Electronicdatacom;'municationsservice).が で きるようになった。

TELEXサ ー ビス.TWXサ ービス,TCCSサ ービス(TelexcomputerCoMMuni-r

cationservice).INFO-COM・SICCM各 サ ービス.電 信専用線 サービス,FAX

サ ー ビス等が この電子デ ータ通信サ ービスの内容である。 。

さ らにまた近 くMAILGRAMと い うものが電子デ ータ通信サ ービスの一員に加わる ことになっ

ている。WUは これを特に将来性のある イノーペ ーションであるといってい る。 これ は ア メ リ

カの郵政省 とWUと が共同で開発 したシステムで電報 よbも 安 く,航 空便 よbも 早い全 く新 しい郵便

と電信 との中間 の通信サ ービスである。当初は12の 都 市のTELEXとINFO-COMの 加 入者

だけに このMAILGRAMが 送 られるが,最 終的にはr般 公衆 もこれを利用できる ようになるであ

ろ う。MAILGRAMは た とえばTELEXの 加入者が郵便局のテレプ リンタに直接電文を送れ ば

郵便局ではその電文 を封筒 に入れて配達す るとい うものである。料 金は電報の5分 の1位 だ とい う。

WUは この ようなデ ータ通信は,WestrnUnionTelegraphCo.が 受持 つのであるが,

TSSな どのEDPサ ービスはWestrnUnionComputerUtiliti-esInc.が 受 持つことに

なって;bり,WUは コ ンピュータを使用す る汎用.専 用のエレク トロニクス ・デ ータ通信サ ービスに

おいて指導的な会社 として1970年 を迎えた とい っている。

8・1・121BM-WTCの 意 見

IBM-WTC(WorldTradeCorp.)は 現 在の端末装置 と通信網 とに対す る要望事項 と

して次の諸点をあげている。

8・1・15

ア メ リカのオン ライン情報処理 サ ービス事業は,景 気後退 のため一時 これ までの活気を失ったかの

如 き姿を呈 したとはいえ,そ れは短かい期間の現象であって間 もな くこれが回復するであろ うとの見

方が一般的である。

オンライン情報処理業界では,近 年通信会社は ソフ トウェアの能力の充足に懸命であり.情 報処理

1)端 末 装置の処理ス ピードをさらに高めること。

ij)端 末 装置の信頼性 をもっと上 げること。

の 誤 り訂正 の技術を もっと進歩 させ ること。

iv)通 信 網の通信速度は低速か ら高速に至 るまでの利用選択 の幅を もっと拡げる ようにする こと。

V)全 二 重サ ービスが可能な ような通信網 を構成する こと。

Vl)機 能 診断 のための技術 をもっ と向上 させる ～二と。

vii)通 信 コス トがなるぺ く安価 となる よう工夫 されたい こと。

測)情 報処理 サ←ビスの提供者 と通信 サ ービス提 供者 との間の実務上 の関係を もっ と密な もの と

すること。

む す び
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サ ービス会社は通信に関する能力の充足 を急いでい る。 またマイク ロウェーブに よる全国的 デジタル

通信網があ らたに設け られ ようとしてお ク,こ れがATTやWUの ような通信会社に挑戦す ることに

なれば,デ ータ通信の発展 を促進するとい う効果が考 え られている。

オン ライン情報処理技術 はハ ードの面で もソフ トの面で も,日 進 月歩 を続 けているとい うことがで

きよう;そ してこれについ て見逃せ ないことは,ア メ リカの大学 や研究機関が 情報処理産業 の発展 の

ために大 きな役割 を演 じつつあるとい うことである。例えば,TSSを 行 なうのに必要 なハ ー ドとソ

.フ トは大概大学 とコンピュ ータ会社 とが協 同で開発 した ものであり.XDS社(XeroxData

System社)のXDS-940む よびそれに続 くSigmaシ リ ーズ な ども同社 とカリフォルニや

大学 との協力に より開発され,実 用化された。産学協同の実績 である。

今回,マ ジソン市の職業紹介サ ービス.WUの 証券 情報サ ービス,SmithonianInsti-

tutionの 科 学情報サ ービス等 では,情 報検索(IR)が 主要業務 となるので あるが.入 出力 のチ

ェックや出力を もとに しての判断等に専門家が必要である ことの実例を示 していた。
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8・2ComputerSciencesCorporation

調査 先ComputerScierceCorporation

所在地650NorthSepuIvedaBlvd.ElSegundoCalifornia90245

調査年 月日1971年2月25日

面接者Mr.OliverC.Hinkle(DirectorofProgramDevelopment

Div.)

Mr.DanSmith

Mr..RovertE.Sha.rpton(.ManagerofInformationNetwork

Div.)

Mr.PhilipA,TenkhoffてInformationDiv,)

調査 者 林,桜 井,荒 津,伊 藤.細 川,野 上.境

1・ 概 要

CSCの 活動範囲は.各 種の ソフトウェアの開発,コ ンサル タン ト,TSSサ ービスと広 く.,い わ

ゆる ソフ トウェア会社 と して最大 の規模 を誇 っている。 また,メ ーカとは独立 であるか ら,機 械にで

はな く.顧 客の方を向い て客観的に最善 のシステ ムを作 ることを 自負 している。

最近の活動について,不 況 自体は.CSCに は 大 きな影 響が潅 かった としたが,か って成功例 とし

て.評 判 の高かったOomputicketの 失敗の分析をし,投 資を集中す るこζに したinfornetに

新 しく採用 したFrontEndComputerの メ リットの紹介が あった。

また業界の今後の動 きにつi"'て,IBMの ソフ トウェアの価格分離は影響が大 きいが,ソ フ トウェ

アの作成では・」・廻bの きかないIBMに くらべCSCが 有利 である。RCAの 新 しいオンライン ・フ

ァイル 。マネジメン ト・システ ムが うま く動 くと影響 が大 きいな どの観測が述べ られた。

2.会 社 の概要

CSCの 活動範囲は教育,シ ステム設計,コ ンサル タン ト,ソ フ トウェアの開発,TSSサ ー ビス

と情報処理 のあらゆる分野にお よび,米 国ならびに カナダだけでも,約20の オ フィスを持 っている。

1968年 度 のCSCの 収入は$80,000,000で1969年 度 は$108,000,000で あ っ

た。本年度は,第3四 半期までで15%の 成長 を示 している。 この4半 期は11%で あった。 しか し

年度の終bま でに政府は予算上 あまっている金を使わねばならず,収 入の90%を 政 府関係にた よっ

ているCSCと しては,決 して成績不振 とは考えて,いない。

5.オ ン ラインシステムの財政上,マ ーケテ ィング上の評価

r般 にtソ フト業界の不振の原因は,1時 に 多 くの競争会社が集中 したことに よる と考え る。TS

S自 体 は成功 していると思 うが,競 争会社が多す ぎた。

Computicketの 失敗 について;ソ フトウェアは開発に3年 を要 したもので非常に良い もので

あった。 しか し劇場等のチケ ッ トの販売は一般 の人は喜んだが,劇 場側の支持が得 られず,ま た,1

会社 が適当な程度 のマーケッ トに競争会社が表われた ことも原因である。(競 争会社;Ticketronは

まだ商売 を続けている。)
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4.オ ン ラインシス テムの開発 とユ ーザに関す る技術的評価

4・1オ ンラインの ソフ トウェア作成には5つ の設計方向がある。

(a)非 常 に大 きなシステム;汎 用 目的の システムを採 り入れ て,で きるだけ特殊性を無視 して開

発 してい く方法,特 徴はマルチ プログ ラミング等,一 般的使い方が できることにある。パプチ

処理を基礎 として,そ れにオンライン機能 を付け加え た形 でで きあがっているものが多い。

(b)既 存 のシステムを大 き くかえ て使 うもの。

例;PA.RS(航 空 券予約用.オ リジナルはIBMのDOS)

(c)多 数 のコンピュータを使 うもの。

(d)1つ の システムに専用の もの

例;ユ ニパ ック418の 病 院用のアプリケ ーション

(e)オ ン ラインのジョブ ・プログラムだけに使 うもの

(generalpurpose)

例;CSTS(最 初 力≦らオ ンラインを基本 として開発 した)

◎ コンピュ ータを沢山使 うより(e)の方 が良い と思 う◇

4。2オ ン ラインシステムに対する1anguage

将 来 の方向はアセンブ ラーよbコ ボル等の高 レベル ・ランゲージが使われる。 しか し.現 在のCS

Cは2つ を使いわけて,応 答を早 くす るには,マ クロ ・・ア センブラで記述 し,応 答の遅 くて良い場合

に コボルを使用 している。

4。5ア プリケーションの新方向

5つ にわかれ る

(a)DedicatedSystem

例;オ ン ライン ・航空予約,Cargoハ ン ドリング 。システム

(b)ラ イ プラリイ ・アプリケ 〔ション

例;SmailaccountingPackage構 造 解 析

システムの4～5%の リソースを使 う程 度の ものである。

(c)銀 行,保 険会社等 にサービスする大 きなシステム

システムの リソースの50%を 使 うようになるであろ う。

4。4オ ンラインシステムを作成する'基準 と して,次 の五つの考えがある。

①CPU～CPUお よびCPU～ 端末間の言語の互換性について考慮する必要が ある。一般に

全 くといってよい程互換性はない。

② ソフ トウェアの費用が高い。すなわち15000ド ル位の コンピュ ータになると将来は,ハ

ー ド/ソ フ トの費用半 々にな
って しま うだろ う。

⑨Frontend型(前 置 コンピュータ)の コンピュータとして.ア クセス ・タイムの早 くて

安いsmallcomputerの 使い方が考えられる。 これは,多 岐にわたるJobを 行 なう

MainComputerの オ ーバ ーヘ ッ ドを少 くする のに有効 である。

一一282一
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④ 大 きなCPUは,レ スポンス タイムが秒 単位 で早い方 が よい と考え られ ていたが遅 いもの も

考えた方が よい。すなわち.応 答時間の遅いアプ リケーションを考えた方が.コ ス ト的に安 く

良いのでは ないか と考える。

⑥ は じめか らコ'ミュニケーション・ネタトワークが あるもの としてOSを 作 成する方が よいので

は な い か 。

51nfonetSystemに つ い て

5。1構 成

セ ン タ は ユ ニ バ ッ41108を 使 用

所 在 地 ロ ス ア ン ゼ ル ス,ワ シ ン トン,ニ ュ ー ヨ ー ク,シ カ ゴ,リ ッ チ モ ン ド,

(カ ナ ダ)カ ル グ レ イ,ト ロ ン ト(オ ー ス ト ラ リ ア)シ ,ドニ ー

通信線 一般の自動交換電話線

低速;500b/秒 以下

高速;2400b/秒 以下

専用線2400b/秒 ～4800b/秒

Center

またはBranch

電話局

交換機 一

専用線 一 ■

MODEM端 末機

●

0

●

●

図8・2・1

セ ンタ～端末間の通信量が,あ る量 をこえ ると専用線 を使 う。

センタ～使用区域 の専用線 を設定 し,ユ.一 ザの負担を低 くすることもしている。

海外 とは ピセンタ～ センタ間の接続はない。

●
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図8・2・2 .
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U-1108
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＼
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＼

'
RCC

とこ
る
く
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2400B/S
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DS;DataSet(MODEM)

RCC;RemoteCompute.rConentrator

(ミ ニ コ ン)
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＼
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5・2RCC

(RCCの 利 点)

各 種の低速サ ービスを うま く処理 できる

例 110B

134.2B

150B

500B

テ レ タ イ プ55,55

1BM2741

テ レ タ イ プ57

DCT500

(端 末数の変化)

RCCの ない時RCC使 用時

ピ:)三
戸00B二1:働

(RCCの 機能)

-

∩∠

5

TerminalHandling

Co㎜unicationthruput

IncrementalFrontEnd

(回 線 の 増 加 に 伴 うCPU側 のRCCの 増 設)

RCC

Center

－ ー ー ー 一 一 ー 一 一}一 ー－T

U-1108

RCC

●

,

図8;2ご5

5・3保 守

(a)セ ン タ か ら信 号 を送 り 出 し折 返 し テ ス トが で き る 。

(b)ハ ー ド ウ ェ ア は メ ー カ が 行 な う。

(c)切b分 け はCSCの 責 任 。

61BM370とRCAの 新 シ リ ーズ に つ い て

。IBMが370を 出 した 一 つ の 大 き な 理 由 は,56Dに な か っ たCommunication機 能 の

充 実 に あ る 。

TimesharingOption

(}㌧,s)灘 灘:〈 　　 　
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機器の対比

370/

i4s"<<II1:

15560

16561

刊〔〕ASpectra70 NewSeries

ウ
‥

5

6

7

370と 互 換性 を持 つ

表8.2.1

・RCAは560そ の ままの ソフ トウ
ェアでは570は 動か ない とみてい る。そ こに賭けている。

・RCAは 新 しlaOn-Iinefilemanagement
systemを 発 表 しているが とれが うま

く動 くと影響は大 きいであろ う。

。RCAはIBMの 機械 とのコンパ ⇔ トを保証 している とい
っているが ピ 費用を徴収 しているの

であまり有効 とは思われ ない。

膚

,

■
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1要

XeroxDataSystems社 は カリフォルニア大学 との共同研究に よって1966年 にXD&-

940(旧 名SDS-940)タ イ ムシェアリング ・システムを開発 した。

このシステムは,米 国の幾つかのTSS会 社,大 学.研 究所等vatsい て使われ ている。 この後継機

種 としてSigmaシ リーズが開発された。 タイムシェア リングの観点か らこれ らのSigmaシ リーズ

の特徴 、使用 している ソフ トウェア,XDSの 社 内TSSで の使用状況な どが説 明された。

2Sigmaシ リ ーズのハ ー ドウェアの特徴

Sigma5/6/7/8/9は 中型か ら大型 ク ラスの計算機 でSigma5/8は 主 として技術用,

Sigma6/7/9は 汎 用 である。(表1)い ず れ もほぼ同一のア ーキテクチャをもち,性 能は種 々

異なっている。 これ らは タイムシェアリング処理の点か ら次 の特徴が ある。

(1)演 算 と入出力の同時並行処理

主記憶装置は独立 してアクセスす ることが可能な ように複数個のPORTを もって:bり.メ モ

リと中央処理装eWtsよ び,入 出力処理装置(チ ャネル)は それぞれ独立 の母 線(bus)に よっ

て結合 されている。中央処理装置 と入出力処理装置は全 く独立 して動作する ことが可能であ り,

タイムシェア リング処理 で頻繁に行 な う必要が あるプログ ラムのス ワッピングに よるオ ーバ ーヘ

プ ドは減 少される。

(2)ダ イナ ミックなメモ リ管理

主記憶装置は2048バ イ ト単位のペ ージに分割され ていて,ロ ジカル ・ア ドレスは メモ リ。

マ ッピング機構に よってフィジカル ・ア ドレスに変換 される。

えロ

タイムシェア リング処理においては絶えず各ユ ーザのプログ ラムをス ワヅプす る必要が あるが ,

こ の機構に よってプ ログ ラムはペ ージ単位で任意のメモ リにロー ドし,任 意に分割 して実行 でき

る。

(3)高 速 ディス ク装置

Sigmaシ リーズはRAD(RapidAccessDataFile)と 称 する高速 のディス

ク装置を特徴 としている。 これは主記憶装置の速度に近い5～4MB/secで デ ータを読 み書 き

8・3Xerox』DataSystms,Inc .

調 査 先XeroxDataSystems

所 在 地701SouthAvicationBoulevardElSegundo

California90245

調 査 年 月 日{971年5月25日

面 接 者Mr.HowardN.Sacher(DirectorInformationOperationS)

Mr.JohnO「Brien(ProductLineManager)

Mr.NormBryga(Software.ProductManager)

Mr.DaveEscoffery(MarketingSpeciallist)

調 査 者 林,桜 井.荒 津.伊 藤,細 川,野 上,境

概
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す・能加 鋤 ・・ア・モリの拡張・取 る・とができ… の鑓 は・・ムシ・アリ・グ鯉

におけるス ワッピング用,シ ステム ・プ ログ ラムの収容 、お よび入出力バ プファ用に使用される。

表,.、.1,HE,、 ㎜ 。。Mb。 。、R。AM、LY

漂M5』INT漂CED。ng-mml。llll.2'..'ll、 。1,、f、。m晋1:、e
Si'gma61970generalpu'rposemuIt丘use

Sigma71966generalpurposemultiuse

Sigma81971engineering/scient輌ficmultiuse

Sigma91970generalpurposemuIiiuse

■

、

田

●

ふ
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図8・5・1

■

■
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5Sigmaシ リ ーズ の タ イ ム シ ェ ア リン グ 用 ソ フ ト ウ ェ ア

(1)オ ペ レ ーテ ィ ン グ ◆シ ス テ ム

タ イ ム シ ェ ア リ ン グ に 使 用 して い る オ ペ レ ー テ ィ ング ・ シス テ ム に はBTM(Batch

Timeshari。gM。nit。r)とUTS(U・iversalTim・ ・hari・gSy・t・rrD

とが あ る 。 これ らは 次 の 処 理 を 同 時 に実 行 で き る 。

・ タ イ ム シ ェ ア リ ン グ 端 末 装 置 か ら会 話 形 式 で プ ロ グ ラ ム の 作 成.デ バ ッグ.実 行,フ ァ イ ル

処 理 を 行 な う。

・タ ー ミ ナ ル ・パ ッ チ

・ ロ ー カ ル 。バ ッ チ

。 リ モ ー ト ・バ ッ チ

・ シ ン ビ オ ン ト

端末装置か ら指示 して中央のパ ッチ処理 を行 なわせ る。

一般 に中央の計算機 で行 な うパ プチ処理 である。

遠隔のバ ッチ入力装置か らデータの入力 を行 ない 、バ ッチ処理 を して結

果 を遠隔のバ ッチ出力装置に出す。

カ ード・リーダ.ラ インプ リンタ等の低速の入出力装置に対する入出力

パ プファ処理 を行な う。

同時に タイムシェア リング処理の可能 な端末数はBTMで 約64台 、UTSで は 約128台 で

あるo

(2)言 語 プロセ ッサ ーと一般 の応用 ソフ トウェア

BTMk・ よびUTSの タ イムシェアリング処理で実行で きる ソフ トウェアとして次のものがあるe

匂

亀

●

●

●

●

4XDSに お けるSigma

XDSの 会 社構内には数台のSigma

テ ィング ・システムを使用 している。端末装置 としては主にキーボ ード・プリンタが使用 され ・これ

は移動可能になっていて構内外の任意の電話器 から音響 カプ ラに よってSigma計 算機 と接続 できる。

現在は64台 の キーボ ード。プリンタまで同時 にサ ービス しているが将来は128台 に拡張する とい

う話 である。タイムシェア リングの使用 目的は プログ ラムのデバ ッグ.社 内の情報 サービス,一 般計

算処理 となっている。計算セ ンタにある カラー ・ディス プレイか らは刻 々とタイムシェアリングの使

用状況(ユ ーザ後.各 待 ち行列のユ ーザ数,平 均応答時間な ど)を 表示 していた。

以上は社内用であるが.一 般 ユーザ用のタイムシェア リング ・サ ービス としては,XDSの 子会社

で あ るXCS(XeroxComputerServices)社 が ロス ア ン ゼ ル ス 地 域 で オ ン ラ イ ン ・ア

カウンテ ・ングサ ービスを行な・てい・・計繊 はS・gm・7で ・ユーザのターミナルと巨 船 蝿

話回線 を使い,ダ イヤルする ことに よって接続 される。
-290－

FORTRANIV

BASIC

SYMBOL.META-SYMBOLア セ ンブラ言語

EDITフ ァイルの生成 と更新用

DELTA,FDPデ バ ッグ用

MANAGE汎 用 フ ァイル管理 システム

シリーズのタイム シェア リングの使用

シリーズが設置 され,BTMとUTSの2通 りのオペレー

唱



ぷ

愈

◆

●

8・4

調 査 先

所在地

調査年月日

面接者

調査者

1概 要

ウィス コンシン州のESOPS(EmploymentServiCeOn-1inePlacement

System)は,コ ン ピュ ータをつかって職業紹介 を行な うのにWTG(Workertrait

Groupe) 、の概念 を使 う実験 であって.全 国的 シス テム開発を 目指す ものの一つである。 この シス

テムは全 て連邦政府か らの費用の支出を受けているもので,州 政府は.統 制はす るが 費用は全然支出

しない。ESOPSの 実 現には約4年(準 備2年.製 作1年 試行1年)を 要 している。主要 な目的は

次の2つ である。

a)全 職 業分野 について,求 職者 や求人をス クリーンに映 し出す ことがで きるオ ンラインの職業

紹介 システムである。 このシステムは活動報告 ・統計 ・管理 情報 システムを含んだ完全 な集積

雇用サ 「ビス ・データ処理 システムの中核を形 づ くるであろう。

b)雇 用 サ ービスの面接者κ)t柔 軟 な道具 としての職業紹介 システムを作る・すなわち.面

接者の コン トロールに従い,フ ァイルの検索,求 職者 の特性 と求人条件の比較 の場 合に,面 接

者の判断や想像に応える。

ESOPSは 次 の2つ の主要 な技法 を使 う。

a)分 類 システム

b)① 標 準の選択要素のセッ ト,お よひ③求職者 と求人のキ ー・ワー ド記述に基 く選択処理

2分 類

全ての求職者.求 人者は.次 の要 素か らなる3部 分の分類 コー ドを割b当 て られる。

(1)雇 用 期間

a)Full-Time(F),ま たは

b)臨 時IFull-Time(T)ま たは

c)パ ー トタイムと日雇(P)

(2)管 轄 の地方区域

例:MD－ マ ジ ソンウィス コンシン成人局

MYエ マ ジ ソン ・青年局

WisconsinStateEmploymentServiceDivision

WisconsinStateEmploymentServiceDivisionofthe

DepartmentofIndustryLaborandHumanRelations.

HillfarmStateOfficeBuiidingMadisonWisconsin

1971年2月25日

Mr.HartreyJackson(ProjectDirector)

Mr.Dayton(SystemAnalystChief)

林,桜 井.伊 藤.野 上,細 川,境
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図8・4・1
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(3)WorkerTraitGroupe(労 働 者 を特性 でわけたグル ープ)

コンピュ ータ ・ファイルを構成す る方法 として,DOT(Dictionaryof-

OccupationaITitles)の 冊A(WorkerTraitsArrangement)

の テ ス トを行 なっている。

WTAは 労 働者 の特性や求人条件 を一般 の教育,特 別 の職業補導,適 性.興 味.気 質.身 体条

件 の用語で表わ したときの分類法である。

21,000DOTがtれ に よb114グ ル ープ4わ け られ,コンピュータ・ファイルを分割する理

論的方法 を与える。114のWTAは ぺrジ 番号で識別 される。

～二の結果,コ ンピュータ ・ファイルは期間 ・場 所sWTF(WoちkerTraitFactor)

で8.4・.1図 の ように構成 される。

職業紹介担当者は.彼 の裁量 で任意のセグメン トを探す ことがで きる。

5選 択過程

5・1選 択要素

とのシステムで選択は求職お よび求人記録に あるキー ・ワー ド記述 と選択要素の比較 でなされる。

これには次の選択要素が使われる。_.、

1.年 令2.性5.身 長4.体 重5.軍 の地位6.希 望地位Z教 育 レベル8.運 転 免許9.自 動 車

の保有10.給 料14.時 間12.テ ス ト結果15.仕 事 の場 所14.開 発(訓 練 の必要,不 完全就

業 等)15.退 役軍人16.ハ ンデ ィキ ャップ17.値 入 特性指数(全 ての求職者は4.oの 尺度 で計

られ(8.4.2図)球 人側は紹介担当者が指示 した尺度 のみ指数 をのべる)。

5。2キ ーワー ド記述

コンピュ ータ内に,求 人,求 職両方 とも240キ ャ ラクタのキー ・ワー ド記述のスペ ースを持 って

いる。 ここに教 育,経 験.興 味,個 人的特性 をのべ る任意の4種 の言葉が入 る。ジョブマッチングの

とき,コ ンピュータは求職者 と求人 記録の全 ての語 を比較する。求人側の一つの言葉が求職者側の同

じ言葉 と,そ れが教育,経 験.興 味 のどこにあろうとマ ッチする6例 えば.統 計に興味が あって教育 ・

経験のない入は教育か よび/ま たは経験のある他の求職者 と一緒に考慮される。このようにして経験

のない もので も他 の面 で適 していれば,よ く訓練され強い興味 を持つ人が先行 して選択 される。さ ら

に もし経験 者が ファイルになければ,コ ンピュ ータは 自動的に訓練お よび/ま たは興味 を もつ求職者

を選ぶ,し か し.経 験 を絶対的条件 とす ることもで きる。

5・5絶 対的条件

この システムでは.あ る選択要素,キ ー。ワード.記 述 カテ ゴリーを絶対条件 とする ことができる。

キー ・ワー ド他の選択要素を求職者 と求人 につい て比較 し,適 合の度合 を決定 し,端 末 には,結 果 を

5件 までデ ィス プレイす る。 このとき最適なものが最初 に示され る。

4操 作

オンライン業務 と して,求 職,求 人業務 をCRTデ ィス プレイ装置 を利用 して行なっている。例え

ば,求 職の場合を とる と次の ようになる。

-296一
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① 求職者は,17項 に わたる個人属 性をCRTデ ィス プレイよb登 録 する。

② 求人があると,前 記17項 目をキーワー ドに よb検 索する。デ ィス プレイに表示されたその結

果に基づ き.労 働局係員が求人 一一 求職者 の間 を成約に もってゆ くようにする。そ して成約にな

れぱそれに必eSft手 続 きもCRTデ ィスプレイか らの操作に よって行な うことができる。

⑧CRTデ ィスプレイ装置 の操作は,操 作員が キー 。ワー ドを入 力す ると.そ のキ ー。ワー ドに

該当する画面 がコンピュータか ら出力され.,そ の画面はペ ージ単位 になってい て,登 録 されてい

る限 り,め くることがで きる。また画面の一部に空欄が ありそこにサブ項 目が入力可能な ように

なってい て再質問,成 約 などの諸条件 を付加 し,展 開可能な ようになっている。

5機 器構成

8.4.5.図,8.4.4図 に.マジソンの二つの雇用サLビ ス1・オフィスに使われている機器 を示す。後述

の ミル ウit－ キ ーの付加 のためには.デaス クと端末 の増設を要する。(図 は1部 非現行)

IBM560/40(メ モ リー595KB)1セ ッ ト

2514集 団 デ ィスク2〃

2701-1通 信 制御装置1・ 〃

2260-1CRTデ ィスプレイ24〃

そ の他周辺装置MT.LP,CRな ど

(注)OSは 標 準DOSを 用 いる業務 の同時並 行処理ができる ようになっている。

■

つ

Foreground1'

(最優先256KB)

Foreground2

ESOPS

(Emp}oymentService

PlacementSystem)

失業保険給付証作成

On-Iine

(第2優 先,73KB)

Background在 庫 管理,編 集,試 験 システムetc

図8・4・5

6そ の他

(1)ESOPSは 現 在 ウィス コンシン州の うちマジ ソン市のみ実施。 ミル ウォーキ ー市の実施は

まだ先のこ とになる。』まず マシンの拡張が必要 となる。

(州人口は450万 人 ・内雇用対 象労働人 口の40%は ミル ウt－ キー市にい る。)

(2)現 在 求人登録者1000件

求 職(失 職お よび職場移動)5000件.

照会 最繁時 トランザク シrン1… 件/蒔

レスポンスタイム 約7秒

成約件数1/照 会10件
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(5)稼 動時間は5シ フ ト/1日 で24時 間稼動

(4)夜 間はバ プチ処理。失業保険業務が多大である。

(5)

の有償 コンサルタン トをうけた。

(6)州 政 府のかかえてい るシステムアナ リス トtsよ び プログ ラマ ー

プログ ラマの月給 未経験(学 卒)$700

1～2年 経験$800～900

トップクラス$1000～1200

シス テム設計.ソ フ ト作成は1年IBMの 無 償 コンサルタン トお よび総額$1 ,400($55mo

340入 ～400人

これは 、メ ーカのプログラマに比 して初任給 は同 じだが,ト ップクラスではメ ーカの方がやや

高給 である との ととであった。

勺

●

～

●

、
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8・5UniversityComputingCompany

調 査 先 『UCCInternationalInc.

所 在 地t949NorthSte㎜onsFreewayDallas.Texas75222

調 査 年 月 日1971年2月26日

面 接 者Mr.F.R.NicholsonJr(SeniorVicePresident)

Mr.DonMarsh(Manager1108SystemSuPPort) 　グ
Mr.JamesM.Willie(GeneralManagerSys.Development

Div.)

調 査 者 林,桜 井,荒 津.伊 藤,野 上.細 川.境

1概 要

UCCは.MultiNational.MultiFunctionaIな 会 社 と し て コ ン ピ ュ ー タ 。ユ ー

テ ィ リテ ィを 目 ざ し てComputerPbwerを 問 題 の あ る と こ ろ に 提 供 す る こ と を基 本 理 念 と じて

い るo

したが・て・ン‥ 一夕 ・メーカと違・て ・業務 を第一に考え て適当な機器を選定 しシステムを構

成す る。適当な ものが見つからない場合は,自 社で開発す る。 この ような理由に より,い くつかの周

辺機器が開発され てtsb.ま た購入Lた コンピュータも積極的 に改造 し業務にあわせて使用 している。

以上の基本的考え方か ら①デ ィジタル回線網建設計画(マ イクロ回線),③COPE端 末 製作(リ

モ ートバ ッチ用端末).⑨UCCUniversalInterface(IBM/25←>65

お よびUCCの もっUNIVACの1/0全 て をU-1108に 接続 できるインタフェイス)が 出てき

てい る。

図示すると次の ように なる。

Chni)uterUtility

コ ン ピ ュ ー タ パ ワ ー

の電 気 ガ ス 水 道 な み

の 利 用

Hardwate

Software

・COPE端 末/十 のCo㎜onCarrier端 末

の7倍 の 性 能(4800*'一)

・ メ ー カに と らわ れ な ㊤ イ ン タ ー フ ェ ース 技 術 の 保

有

・U-1108のOS改 造UCC .EXEC作 成

FORTRANで2倍 ～5倍 能力upし ている

Oommuni恒tion・ データ伝送にあった全 デジタル伝送 を目指 している

マイクロ回線網建設計画

図8・5・1
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現在UCCはUNIVAC-1108(21シ ス テム).IBM-560(156シ ス テム),

HoneyweI1(12シ ステム).GE(5シ ス テム)と 大量のく・一 ドウェアを購入 し,オ ンライ

ン ●リアルタイム'バ ッチ処理 とあらゆる顧客の要請に応 ずるべ く .米 国,カ ナタ㌦ 英国は もとよリ

ドイツ.フ ランス.ほ か.ヨ 一回プパ7カ 国,ア イル ラン ド,メ キシコ,ベ ネズ エラ等全世界にわた

って活躍 している(図8.5.2)

新 しい伝送網 として話題 のDateranに よるデ ータ伝送網のFCCに 対 す る申請は,71年7月

に結論がでる見込み とのことでデ ィジタルな伝送方式 を採用 し.現 行の伝送路の欠点を除去 して第3

の通信会社 となるのだ と意気盛んな ものがあった。

2ユ ーテ ィリテ ィ・ネッ トワーク

2・1現 状

現在は図8.5.2の とおり,洛所にセンタを設け.オ ンラインによb.サ ービスを提供 している。 なおこ

の外に.メ キシコ市に新 しくセンタを建設中である。

亀

'

鷲

一一=二y-

RttmteBatch端 末

COPE

－ ∨一 ーー!

T8S端 末

110ボ ー

図8.5.5

各 センタに あるU-1108を 中心に,リ モ ートパ プチ用 のCOPEシ ス テム及びTSS用 の

FASBACシ ス テムが接続 され ている。

との ようなUCCは ハ ー ド及びソフ トの インターフェイス技術が特徴であb
.そ れ は前述 のUGC

コン セプ トか ら発生 している
。

ltts.UCCは,機 器 の接続,構 成において ある特定 メーカーの機器毎に購入 し組み合せ るのでは

な く,メ モ リー.デ ィスクの皿,プ リン ト機構な ど各 ユニ ヲ ト部品毎に一番 よい もの を購入
.再 構成

している7U"1108・PDP8・9で 部品だけを取b替 え信頼度を向上させた例 があると

SystemDevelopmentDivisionのEquiptManagerが 述 べていた
。

◆

■
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2●2'Fasback(FullyAutomaticTimeShared'Batchand

ConversationalProces8ing) .。

Fasbackは 基 本 的 に は 標 準 の テ レ タ イ プ を 端 末 機 と して 使 用 す る 低 速 回 線 を 対 象 と して い る
。

セ ン タの 機 器 構 成 は;「(PDP-8)+(PDP-9)+大 型 プ 回生vサ 」 とい5ノ ・イ ラ ー-d『キ カ ル に

な っ てS'b、PDP-8が 通 信 回 線 と の イ ン タ ー フェイス を・.PDP"9が 会 話 処 理.入 力 デ ータ の 前 処

理 を受 け 持 つ,使 用 す る 言 語 は,COBOL,FORTRAN'IVT・-V,AI,GQL.BASIC,お よび 特 殊 な 言 語

CASHで あ る0

2・ ・5eOPE(Communicati'onOrientedProcessingEquipment)

COPEシ ス テ ム は ・コ ン ビ ・ 一 夕 ・ユ ーテ ・ リ テ ・ ・ネ ・ トワ ー ク の タ ー ミナ ル シ 巧 ム,通 信
ソ

制御 システム,周 辺装置 制御 システムの総称である。 とくにCOPEタ ー ミナルは高速 の リモ ート・

ターミナル として開発されておク.カ ー ド・リーダ.ラ インプ リンタ
θコン トローラなどか らなる。

COPEコ ン トローラには,セ ン トラル ・プ目土vサ=.イ ンテグレイテ ッ ド1/0マ ル テ ィプレ

クサ ー ・.オペ レータ・コン トロール ・コンソール,キ ーボ ー ド/プ リンタbよ び1Z288語 の コア

・メモ リを含ん でいる。'

①通 信インターフェイスは,完 全2重 の4800b/S,9600b/S .(電 話 回線用)と

10.eKb/S,14.OKb/Sお よび20.OKb!/S(同 軸 伝送)、 半2重 のダ イアル ・アププ回線に対す

るものがある。 これ らを任意に混合 して50端 末 まで結合可能 である。

COPEシ .リーズの端末機 の性能を下に示す。

TheCopeRemoteSystemTerminals

●

■

r

Wut/(htput
Cαmunications r㎏viceSpeeds Optiona1
Mode 仙ximum) Devices

FuIい

恥minaI Half COPE ,Reader 1ヤinter 随xi皿m Magnetic Other
乃pe 1㎏Dlex M・de'C・ 耳M L.P鉱 ㎞ry Phnch 霞pes 脱vices

C.50
'ATT'

201嬢
No「 200 240 4K Yes 品

品 凡

C.32 NO Yes;! 200 360 4K Yes 畑 馳

C.34 q)tion Yes
i
500 560 8K 撫 Yes Yes

C.56 qption YesI 300 480 8K Yes Yes Yes

C.58 Cbti㎝ Yesl .600 480 8K Yes Ybs Yεs

C.41 Qption
…Yes

:
600 1250 12K Yεs 悔 悔

`

C.45 qption Yes, 1,500 1250 12K Yes お ㌔
1

表8.5.t
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2・4将 来 の構想

現在各tン タにあるfileを 集 中する ことを考えている(CornmonDataBase)

これ がDATRANネ プ トワーク建設の1つ の理 由である。またセ ンタ間 を図の ように結 ぶ と.3時

間 の時間差 を有効に活用 し,コ ンピュ ータ ・パ ワーを融通 し合 うことがで きる。現在業務の90%は

午 前8時 ～午后5時(PrimeShift)に 行 なわれている。

"

`

■

/
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図8.5.4

UCCは,各 セ ンタに2台 目U-1108を 設 置 しようとしている。その場合 の機器間の接続は,

図 の ようになる。 前述 の二つが実現 したとき本当の意味の コンピュ ータ ・ユーテ ィリテ ィが実現する

と考えている。

●

●

メモ リー メモ リー

65K65K

メモリ

65K

図8.5.5

3Datranに よるデジタル通信網 の建設

UCCの 子 会社DatranがFCCに 申請 した マイクロウェ ーブ網 の建設は71年7月 までに回

答が判明すると語 り.そ の許可 を確信 してい るように感 じた。

申請の伝送路は,サ ンフランシスコーフェニ ックス ー(未 定)・ 一ア トランター東海岸 にわた り,許

可後2年 間で3億8千 万 ドルを建設費 として投 じ完成する との ことであった。'

この通信網 は,デ ィジタルな通信の専用 でありs・一一般 にも使用させ,第3の コモン ・キャ リヤ ーを

目指す とい う意気 ごみを示 していた。デ ィジ タル な通信路 を計画するに至 った理 由としては.高 伝送

速度 の必要 とディジ タル ーアナ ログ変換の除去に よる経済性が あげ られた。 しか し伝送速度 にっいて

例示 したのは14.4Kb/Sで ある。

4.ソ フ トウェア

UCCソ フ トは,ComputerUtili.tyと い う考え方に もとついて}す なわ ち顧 客の

欲す るようなものを作成 している。それ を実行 するために,各 分野のエキスパ ートをス カウトじてお

り,ま た各分野 で成功 した特徴のある会社を合併 とい う手段 をつかって才能 のあるものを集めている。

OSlanguageprocessorに っ いて輝 処理または市場開拓(IBMユ ーザの獲得)が

行なえ るように している。即 ち;

U-1108のOS/EXEC－ 皿 を改造 し,FORTRA .Nベ ースで能力を2倍 以.上に している。
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とれには1日 に1200～1500JOBを 行 な うことを目的 とし,Overheadtimeを 徹 底

的に減 らす ように努めた。ζれには1年 で125人 を 費し,大 改造 を行 ないUCCEXEC.を 作

っ た。

COBOL4.5に お・い ては,100%IBMCompatibleで あ り.コ ンパイル時間でIBM

560/65の6～24倍 のスピー ドのあるものを作 っている。 これはIBMCOBOL市 場 を狙

い.デ バッグをRemoteBatchでUCCの システ ムを っ くらせ ようとい うも・のであるdリ リ

ニ スは2月 第4週 の予定 との ことであった。)

5市 場 について

(1)現 在UCCで は,ソ フ トウェアのマ ～ケPtト を,次 図の ように考えている。

ScientificEngineering

CommerciaIDataProcessing

図8.5.7-一 一■1シ フ ト90%集 中 一一一

●

τ

す なわちCDPに おいては応答時間が遅 くてよくしかも1シ フ トに ピークが集中す るものに関

しては,前 述の ように時差 を利 用す る処理CommonDataBaseが 有 効になるであろ う。

なお,セ ンタの運 用を考える と,運 用 コス トは$105,000/1台 に 対 し$155,000/2

台 で ある。 ここに もNetVi'erk.の 意味が見 出され る。

(2)IBMSystem5は2～3年 の うちに20,000台 は 出荷されるとUCCは 見 込んで前述

のUOCUniversalInterfaceを 現 在つ くっている。

6そ の他(質 問回答 など)

(1)デ ジ タル通信網 の狙 い(補 足)

① 接続までに要する時間が短い(5秒)。

② 最低課 金時間 を短 くする。(現 在5分 を6秒 へ)

⑧ 低料金

② 通信回線料金 とTSSの 関係

UCCはATTの 現 料金の もとで も.UCCのTSSは 企業 自体の行 な うinhouseの シ

ステムど←;分競争で きる。

(3)ア メ リカの景気

70年12月 ～71年1月 初めが.景 気の底 で.71年 は上向 きに推移 するであろ う。UCC

の 収入は68年,69年 ほ どの伸びは,期 待 できない。

第3四 半期は,初 めての赤字であった。全体 として70年 は 停滞 の年 と考えている。

(4)IBM570等 新機種の影響は少ない とみている。

(5)研 究 部門 で購入 し端末機 として検 討中のインク ・ジェッ トプ リンタをみたが,非 常に音が小 さ

く小型 であることが注 目される。 しか し複写の とれない ことは欠点 である。

`'3・07一



8・6Carnegie-MellonUhiversity

調 査 先Carnegie-MelIonUniversity

所 在 地Pittsburgh,Pennsylvania15215

調 査 年 月 日1971年3月1日

面接者

調査者

1.概 要

Carnegie-MellonUniversityは.コ ンピュ ータ関係 の教育,と くにMIS等 の事務

的分野に特色を もつ大学 である。 また.ARPA計 画 による コンビュ ー・一夕 ・ネPtト ワ ークに も参加 し

て,そ の研究 も進め てい る。

前者 につvaて は,ト ヲプ ・マネージメン トを対象 とする9週 間の訓練 コース.社 会に密着 した問題

のとり上 げ方を しているビジネスゲ ームなどの説明があった。

後者 については 、全 くの実験 的段階であり,ア イデアが正 しいか否かを含め,今 後の問題 とのこと

であった。

センタ施設の見学 に当 っては,学 生の コ.ンピュ一夕使用可能時間の豊富 なことが 目をひい た。

2コ ンピュータ関係の活動機構
●

2・1機 構 図

Mr.RichardL.VonHorn(AssociateDeanofGraduate

SchoolofIndustrialAdmini-

stration)

Mr.C.GordonBelI.(AssociateProfessorofComputer

ScienceandElectrica1玉 】ngineering)

Mr.RonaIdM.Rut.1edy(DirectorofComputationCenter)

林 、桜 井,荒 津,伊 藤.細 川,野 上.境

1・.M.U.

、

GradllateSchooI

ofIndustrial

Administration

SchoolofScience Computation

Center

ComputerScience

`

●

宮

Department

図8.6.1
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2・2GraduateSchoolの 研 究 活 動

主 と し て.ア プ リ ケ ー シ ョ ンに 関 す る 研 究 活 動 で あ っ て.MIS

端 的 活 動 を行 な っ て い る 。

2・3

1)

2)

3)

4)

,TSSに よるOAIの 分野の先

ComputerScienceDepartmentの 研 究 活 動

NetworkofOomputer

Language

EquipmentDesign

Simulation

以 上 の 分 野 に わ た っ て い るが,一 番 力 を 注 い で い る の はComputerNetworksで あ り㍉ コ

ン ピ ュ ー タ の 接 続 に お い て ネ ッ トワ ー ク の 可 能 性 の 限 界 な どの 研 究 で あ る 。

2・4ComputerCenterの 研 究 活 動

現 在,IBM360/67,ユ ニ パ ッ グ1108各 一一台 を持 ち,TSSに 関 す る研 究 を 主 と して い

る。

IBM560/67TSS用

U-1108パ ッチ 処 理 用

3.CMUのMIS教 育(GradttateSchoo1)

5。1CMUの 教 育 は,シ ス テ ム ・ア ナ リス トや シ ス テ ム 設 計 の 専 門 家 の 育 成 が 目的 で は、な く,

コ ン ピ ュ ー タ を 利 用 し て い か に 経 営 を 行 な うか が 狙 い で あ る。

MISコ ース の 一 例

1)

2)

3)

4)

5。2

対 象はマス ター・コースの学生で

一トし高度 の競争的条件の もとで トププレペルの方針決定 を経験 させ る。1チ ー・一ムは4～5名,4産

業12チ ームにわかれ,各 チ ームが企業の トップ 。スタッフとして活動する。

ゲームは第2,3,4の 学 期に行 なわれる。各チ"ム は報告書 を教授 と学外 のエグゼグテ ィプか ら

構成する指導委員会に提 出する。方針決定は,価 格,料 金,材 料 の発注.雇 傭,超 勤.投 資,工 場 の

建設.新 製 品の導入,広 告等広い範囲にわたる。経済的環境は.ゲ ーム調整者 と競争会社に より作 ら

れ,ま た実際の労働組合のユニオ ン,銀 行 の貸出係 との接触,法 律的紛争 を聞 く特別の法廷 もある。

5。5ProgramforExecutives

実社 会の トップマネージメン トを対象 としたもので,9週 間行 なわれる。現在50数 名 が参加 して

いる。

内容は 最初の5週 間 講議

SimulationTechniques

InformationProcessingSystem

ManagementInfbrmationSystemDesign

SeminoronInformationRetrieval

ManagementGame ,

,コ ン ピ ュ ー タ を 使 用 す る 実 践 教 育 で あ る 。 主 要 産 業 を シ ュ ミ レ

一309一



っぎの3週 間 自由研究

最後の 〃 ま とめ か らなり,

講師は 大学 のほかに,有 名会社の ㌧ プが参 加す る。

3・4SystemEngineer.SystemAnalyst教 育

将来,シ ステム ・エンジニヤ 、システム ・アナ リス ト等に多 くの人間が必要 となるので.低 コス ト

の教育が必要であヵ,こ れに備えての研究を行 なっている。 自分のパ ヲク ・グラウン ドを入力 し.コ

ンピュータか ら勉強法について指示 を得 るシステムについて,プ ログラムを現在研究中で,IBM.

フ ォ ード財団か ら資金援助が来ている。

4.MISの 発 展段階について

米国のMISの 発展は下記 の5段 階に分類 される。

表8.6.1

ア プ リケ ー シ ョ ン の 内 容

(り 最近の動向 a)CapitalInvestment Attention

cropManagement) b)CorporateSimulation
Directing

System

c)EconomicMode1

(2)Operations a)ProductionContro1

(1965～1969) b)InventoryControl

c)SalesForecasting

d)FirユancialContro1

(3)StandardData a)Payroll

Processing b)Accounting

(ig65頃 ま で) c)Perso旦alRecords

4・1最 近 の動向

(a)AttentionDirectingSystem;
』ト
ヲプが どこに注 目すぺ きかを指示する システム。非常に・困難はあるが取 り組んでいる。

(b)市 場 が例えば10%成 長 した ら,自 分の会社は どうすべきかをプログラムに よb出 す ものな

ど。(従 来はたんに指数平均法.移 動平均法 のプログラム)

(c)Combiningforecastingmodels'が 特 に発達 し,多 くの要素を入れて予測す

る ように変わってきている。'

(d)ト ブプが直接 コンビュー・一夕をアクセスするのは.現 在まだ成功 していないが.将 来はそ のよ

うになるであろ う。

一310一
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5コ ン ピュータ ・ネプ トワーク

5・1コ ンピュeタ ・ネ プトワーク

コンピュ 一夕 ・ネ ッ トワークと呼ばれるものには.

a)ロ ーカルなもの

b)ARPAに 代表 され る地域的な拡が りを もつ もの

とがある。

ARPAの ネ ットワークの研究には.C.M.U.も 参加 してい るわけで あるが,ARPAは

lordaharingを 狙 ってはいない。 アイデアが正 しいかどうかを決 める研究段階に あり.経

済的に成立するかどうか等 については未だ相当先の問題であるとの見解 であった。

5。2CMUの コンピュ ータ ・ネッ トワーク研究 フ'ロジェク ト

(1)制 限 された 目的のネ ット・ワーク;

PLN(PurposelyLimitedNetwork)

C.M.U.で は一つの初歩 的ネッFワ ークを建設中である。その狙いは,経 .験を積 み このプ

ロジェク トの他の フェース(分 野 ・部分)の 資料 を得 ることであり.汎 用 目的の ものではない。

しか し.あ る種のハ ー ドウェアのインタ フェース設計や,疑 似負荷に よるシステム動作 の研

究には適当なものである。

その機器構成 は,PDP-10(C10)2台 をハイブリッド・コンピュータ(ch)と し,

PDP-8(C8)1台 をメ ッセージ 。コンセン トレータとし,PDP-8(C8TS)1台

を タイム ・シェアで接続する ものである。機械 の接続 を図に示す。

C・hybrid

/

■

●

T

C10C10

/NM、(fi1。)/

C8TS

l＼Ms(fi1・)
T

1

C8

T

l

Interconnectionofcomputers.

図8.6.2
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②NetworkInformationTransmissionResearch

ネ ッ ト ワ ー ク は,一 つ の 場 所 か ら他 の 一 つ の 場 所 へ 物 を移 す 一 つ の 構 造 で あ る 。 情報 ネ ッ ト

ワ_ク は.情 報 を 運 ぶ 点 で 他 の ネ ッ ト ワ ー ク と似 た 点 を持 っ て い る 。 す な わ ち'送 水 や 送 油 の

パ イ プ は 連 続 的 な 輸 送 で あ っ て 送 ら れ る 実 体 は 行 先 指 定 が な く,タ ン カ ーや タ ン ク 車 に よる 輸

送 で は 不 連 続 で あ る が 行 先 指 定 が あ る 。 情 報 ネ プ トワ ー ク で は 不 連 続 だ が 行 先 が 明 確 に され

た 商 品 を 運 ぶ 。 同 様 な ネ プ トワ ー ク と し ては,ト ラ ッ ク輸 送 ・郵 便 ・電 話 な どが あ る。

電 話 網 と コ ン ピ ュ ー タ 。ネ ッ トワ ー ク で は い くつ か の 点 で か な り異 な っ て い る 。 電 話 網 は 数

オ ーダ 規 模 が 大 き く.電 話 網 の 重 要 な 部 分 は ス イ プチ ン グ と ル ーチ ング に 関 係 す る 。 コ ン ビ`

一 夕 ・ネ プ トワ ー ク で は.し は しば コ ン ピ ュ ー タ の 情報 ル ー チ ン グ(ま た は ス イ ッチ ン グ)に

よ っ て 固 定 した 構 造 と な っ て い る 。 他 の 一 つ の 差 異 は コ ン ピ ュ ー タ に 必 要 な よ り広 い 範 囲 の デ

ー タ伝 送 速 度 で あ る 。 これ を 表 に 示 す 。

TerminalData-rate(inbits/sec)

typewriter-110～500

scope1200～2000

1ine-printer/1400～10,000

card-reader

レ

●

表8・6・2

Link,

asynchronOUS

(verylowspeed)

asynchronous

(1・wspeed)

lowspeed

・y・ ・h・ ・
、n・us

mediumspeed

synchronous

highspeed

synchronous^

veryhighspeed

synchronous

0～300

500～2000

2400

2400～10,0DO

5
40.8,50,230,460×10

61
.5×10

InformationCarrying

Terminal●andLinks

`♪

Capacitiesof

◎
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これ ら端末の リンクの各 々は.情 報quanta(メ プ七 一ジ と呼ばれ る)を 処理 するので ・

重要な特性は メッセージの長さ.お よび相 当す る遅延である。図に メブ七一ジ伝送時間対メ ッ

セ ージの長 さを種々のデ ←タ促進度についてプ ロッ トし,種 々の仕事について受容で きるパ フ

ォーマンスを示 した。 ・・…,・・

、 frpmtind

100e

{25伽bb■)
tpeoe(anxso)10:cnxso,tteww'tO)

10P旬"

Figure15Responsetime(t.r.}v8.lnformationTransferred(i.m.}

forvariousSpeedlines(r:i.}

図8・6・3

■

●

ネヲトワークは,運 ばれ る トラフィックに注 目した理論的ネ ットワークと多数の変形がある

実際の物理的 ネプ トワークの間の差 を考えなが ら解 析され なければな らない。理論的 なネ ッ ト

ワークは フロー ・,マトリクスで示す ことができる。

ネッ トワークの解析に使 う方法は必ず しも新 しい ものでは ない。平均値 を使用 した リニヤ ー

・プログラミング.待 ち合わせ理論な どt。

それぞれ有用で,シミュレーションは最終

的段階に特に有用である。

・,。Ac1C、 砺 ・・

C1 一 2 3 4

'C
2 0 一 0 0

α 1 0 一 '0

α 0 2 0 H

図8.6.4
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(5)ControlStructureResearch

ジ ョブの実行は一般に数個の機能の実施(す なわ ち,数 個のプロセスの活動)を 必要 とする。

プロセスは コマン ドに よって活性化され,も しもPiがPjヘ コマン ドを出す とき.我 々は.プ

ロセスPiは プ ロセスPjを 支配する とい う。 この支配 の概念は プロセスに関係するノ ードを

示 したグラフで明確に表わ される。プロセスPiか ら プロセスPjへ の 弧はPiがPjへ 出

す コマン ドの充実 したサブセッ トを表わす。

制御構造の一つの例 として.主 コンピュータ(C1)と 二 つの従属 コンピュータ(C2お よ

びC3)か らなる一つの簡単 なネ ットワークを想定 してみ よう。条件は,① エデ ィテ ィングは

CtとC2の 上 にのみ生ず る。②従属 コンピュータの どちらもFORTRANジ ョブを実行で き

る。③全 てのファイルは主 コンピュータを通 してのみアクセス 、(または蓄積)さ れる。

プロセスは次の ように表示する。

CLIl

Ftn2お よびFtn5

Ed1〃Ed2

Fet

Sto

関 連 の コ マ ン ドはrun

run

お・よび

Fortran

editor

fetch

stnre

コ マ ン ド言 語 イ ン タ ー プ リ ン タ(Clの み)

FORTRAN(C2お ・よ びC3)

エ デ ィ タ(Clむ よびC2)

フ ァ イル を と っ て くる 。(Cd)

フ ァ イ ル を 蓄 積 す る 。(Cl)

;RF(file)

;RE(file)

afile;F(file)

afile;S(file)

頁

㌃,

/RE/

CLI1/(邸

⑭⇔ 乙/

■

■

図8.6.5

この簡単なネッ トワークの可能 な制御構造は.図 に示ナ ような ものかもしれ ない。 とれはま

た次の接続 マ トリスクで も表わされる。

一514一



4

CLI1 Ed1 Fet1 Sto1 Ed2 Ftn2 Ftn5

CLI1 0 RE 0 0 RE RF RF

Ed1 0 0 F S 0 0 0

Fet1 0 0 0 0 0 0 0

Sto1 0 0 0 0 0 0 0

Ed2 0 o F S 0 0 0

Ftn2 0 0 F S 0 0 0

Ftn3 0 0 F S 0 0 0

5・5現 在 のCMUの コンピュ ータ構成

表8.6.5

1PDP-io

IMP

■

,

＼
●タイプライター1

>×20
・デ・スル づ

DISK

ARPA

PDP-10

パッチ用

1108

Speech PDP-1{

(}raphic PDP・-11

Vision PDP-11

PDP-8

PDP-11

電 話線360/67

TSS用

Prinston

大 学

小規模の
TSS

560/67

プログ ラム ・シェア

の研究のため

Ocnputation

図8.6.6(le・ter

6そ の他

ソフ トウェアの価格分離 にっいて

ソフ トウェアについ て.ソ フ トウェア会社は十分の知識がないか ら,メ ーカの主体性は これ まで と

大 き く変わ らないであろ うとの見解であった。
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8・71nteractiveDataCorporation

調 査 先InteractiveDataCorporation

所 在 地48bT・tt・ ⇒ ・dR・adW・1th・mMassa
.chuse"sO2154・

調 査 年,f]日1971年5丹2日

面 接 者Mr.JosephJ.Ga1(ChairmanandChiefExecutivcOfficer)

調 査 若 林,桜 井,荒 津,伊 藤,細 川,野 上.境

1.概 要

IDCは,1968年12月 にComputerCommunicat輌onCenterとInteractive

DataServiceDivisionofWhiteWeld&Oo.の 合 併 で 創 設 さ れ た 。 現 在 の

従 業 員 は,160入 で あ る 。

こ の 会 社 の 特 徴 は 財 務 関 係 の ア プ リケ ー シ ョ ン で そ の 主 な も の は 次 の とお り で あ る 。

AnalystiCS

Xport

Cobug

－ 般 の 科 学 計 算 も行kっ てい る が,収 入 の2/5は 上 記 の 事 務 財 務 関 係 で あ る 。

2Analystics(財 務 サ ー ビ ス)
■

Analysticsは ピIbcの 財 務生産物 をセッ トした もので大量 のデータの迅速iア クセスに よ

h投 資機 関にサービス し,ま た迅速正確な数学的解 析の手段 を与 えることが でき ・一 つの大'きなオン

ライン財務デ ータ ・ペ ース と完全 なF。rtran能 力 と.投 資関係 プログ ラム と,FFL(Fil'rs.'t

FinancialLanguage)か らなる。

2・1Analysticsの 機 能

Analysticsの 加入者は,(a)タ イム リーなデータを速 やかにアクセス し(b)簡単 な計算 から複雑

な数学的計算まで広い範囲のデータ解 析を行 なう。(c)=L－ ザが指定 した領域につい て,ど の会社が満

足 し,ま たは不満足かを映 し出す。(d)デ ィスプレイは読 みやすい様式 で柔軟 なバ ラエテ ィがある。(e)

有価 証券 目録の毎分 ごとの報告 を得 る。

A。 。iy、ti。 、 眠 たユ ーザ 朗 のデ ータを〃 ラインで離 し 溶 易vaeの デ ー・ ・価齢 よ 『

びその他の利用可能 左公 的データを使い積上 げ計算を行な う。

2・2デ ータ。ベ ース

このデ ーータ ・ベ ースは現在次の情報 から成 り立 っている。100の 公益事業 と1800の 企 業につ

いて.バ ランス シ・・Fか らの60の 年 間項 目,収 入記述,過 去20年 間 のCompanyratio。

1800の 企業 について,16の 財 務4半 期項 目,お よび過去5年 間の月ごとの価格K報 。

ニュ ーヨーク証券取引所 の全共通株,ア メリカ証券取引所の全共通株 パ800の 店 頭株につい て.

毎 日の価格 と量.(そ れ が適 当な場合),資 本 の変 化を反映する分割指数。

次 のマ ーケッ ト指数について毎 日の 情報

一516一
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■

ひ

ニュ ーヨーク証券取引所

アメリカ 〃

ダウ ・ジョウンズIndustrials

〃Utilities

〃PailS

StandardandPoor425

価 格 と量 情報は毎 日更新され,年,四 半期 情報は毎週更新 される。週.月,四 半期 の経済時 シリ

ーズは追加され .新 財務 データは,利 用可能になるに従い組み入れ られる。

2・3FFI、(AnalysticsLanguage)

FFLは,財 務分 析者,有 価証券管理者,お よひコンピュータ未経験者 を対象 とし作成 された。 こ

の言語を使って,分 析者 は直接通信 し,容 易に検索 し.分 析計算 し,財 務デ ータを デ ィスプレイで

き.結 果 を容易に読める形に印刷 できる。 この言語 の習得は1日 以 内の短時間 でで き.容 易に使用で

きる。会社は.そ の証券取引 シンボルで問合わされ,1株 当bの 売b上 げ,総 費用,所 得税は,そ れ

ぞれEPS,CEXP,ITAXに よb,問 合 わせが され る。特定の 日のClosingPriceを

得 るには(例May.1,1969),ユ ーザはCPRC,Y69,M5,Dlと タイプす る。 もう一つ

例をあげる と,EPS.GRW(Y65.Y64,Y65.Y66,Y67.Y68)が1963～

1968年 の間の1株 当bの 売上げの対数 直線最 少自乗成長率を作成す る。

このFFI,を 使 って.ユ ーザは特定 の条件が満足 されるか否かをみ るため結果をス クリーンに出す

ことができ,容 易に指定 の統計的函数 を得ることができる。平均統計,成 長率等の出力様式を制御 し

広 い範囲 の様式 を得 ること声で きる。

加入者 が,FORTRANの 知識 を持つ とき,IDCで 開発 したGRABル ーテ ィンに より,

FORTRANを 使 用 し複雑 な仕事 をさせ ることができ.そ の結果 もグラフ出力が可能 である。

5XPORT

XPORTはTSSの オ ン ・ライン有価証券 目録評価 システムで以前には.TOPAXと 称 してい た

サ ービスである。デ ータ 。ベ ースには毎 日4,500の 株 の価格を維持 更新 しているが,こ の中には,

=ユ ーヨーク証券取引所.ア メ リカ証券取引所の全ての株 と,1800の 店 頭株を含 んでいる。

か くして,有 価証券 目録の評価 と報告は 〔一ケプ トの閉店後 ごく短時間に可能である。ユ ーザは,

ま た,デ ータ ・ペ ース内では,利 用で きない私的情報 をいれ ることもできる。

(a)Quick-TimeResponseforCompleteand日Mini・Report.40

Securitiesを 含 む平均 の詳細報告 は,高 速 プ リンタで2分 以内に打ち出される。オ プショ

ンでは管理者の端末 に15分 以 内に同 じ報告が打 ち出される。 この他.速 報(eミ ニ.レ ポー ト)

を打 ち出すことが でき,個 々の株価について.数 秒以 内に管理者は生 きた情報を入手 し,電 話に

よる客の質問に答え 、売買の決定 を助けることが できる。

(b)コ マ ン ド

XPORTに は.更 新,蓄 積.編 集,デ ィス プレイ,bond,株 価 報告に使 う12の 簡単 なコ'
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マン ドがある。(例;S肌L株 が売れた とき,そ の他,BUY,Display.ADDな ど)。

情報が トランザ クションと調和 しない ときは,エ ラー・メッセージが出るので完全正確 さが保証

され る。

(c)Tailor-MadeReport

XPORTは 通 常の情報のほか,特 注に よる手直 ししたサ ・・ビス も提 供可能である。

(d)数 百 端末が可能.現 在大銀行20社 の うち15社.生 命保険等の投資機関が加入 している。

4COBUG

COBUGはIBM360シ リーズの プログ ラマのためのデバ ッグ用語で.IBMで や る よりも5

～5倍 の早 さでできる もので9ヵ 月前にサ ービスを開始 した。料金は1時 間当b約30ド ルで ある。

内容 として.COBOL-F,.ANSCOBOL,ISAM,な どを含んでい る。

5機 器 とサ ービス範囲

コンピュータセンタはボス トンお よびサ ンフランシス コに あり.そ れぞれIBM560/67の2

台,1台 を設置 している。 サ ービス エリアは 、サ ンフ ランシス コ.ロ スアンゼルス,シ カゴ,ピ ッツ

バ ーグ,フ ィラデル フィア,ハ ー トボ ー ド.ニ ューヨーク である。

A

ぜ

、

サンフラジシスコ ボス トン

客 電話線

凶
、専用線32回 線

図
1甑

Ｔ

Data

Base
Na2

図8.7.1
ボス トンでの構成

端 末 機 の 伝 送 速 度 は300ボ ー

150〃

110〃 』;.'

6そ の 他..,lt、 ・・ ■'J-・'、-一 ・・'

。 通 信 回 線 の 料 金 に つ い て の 質 問 に 対 し

ボ ス,。 一一一京 間 の,2回 線 の 月 当 畑 繊 は ・ ・,…$で,・ ン ピa－ 夕 ・ ス トの1/・

で あ り気 に な らな い 。 む し ろ,専 用 線 と一 般 の 交 換 電 話 線 の 接 続 が 日本 で 認 め られ て い な い 点

が 重 大 で あ る と強 調 し た 。

。 デrタ ペ ース の た め の 情報 は.ニ ュ ー ヨ ー ク ワア メ リ カ証 券 取 引 所 や メ ル リ リ ンチ 証 券 会 社i

StandardPporS・ な ど か ら提 供 を 受 け て い る 。. ,

・TSSの 見 通 し に つ い て

景 気 は71年2月 頃 よb上 昇 に 移b・,'TerminalInformationSystemの マ ー ケ

ッ トは.年 間 売b上 げ が,2,000M$に な る 年 が1975～1980年 の 間 に 来 る とい わ れ

てい る と語b.図 示 の よ うに 今 後BusinessUseが 上 昇 す る と話 し た 。

●

■
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BUSユneSS

75
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80年

図8.7.2
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8・8WesternUnion

調 査 先TechnologyCenter.WesternUnion

所 在 地82MckeeDriver,Mahwah,NewJerseyO7430

調 査 年 月 日1971年3月5日

面接者

調査者

1.概 要

Mahwahで は,MessageSwitchingお よびComputerCommunication関 係

の業務を行,乏ってfO・り.約2,000人 の従業員がいる。

ここでは,WUの 新 サ ービスSICOM,ORDERMATCH.MAILGRMお よびそれ らの総合ネ ッ

トワークISCSの 現 状 と将来構想の説明を受けた。WUの 他 にみ られない特徴は,設 計上 で障害に

対する配慮 が明確になされ,ま た運 用上の管理 も厳 しくなされてい ると思われた ことである。か って

典形的斜陽 と称 され,そ の後不死鳥,奇 跡のWUと 云 われる この企業は,い まや活気にみ ち規律正 し

く職員は陽気に活達に業務 に従事 しているように見受け られ た。

2.事 業 所の概要

Mahwah事 業所 の従業員は約2,000人 でMessageSwitchingお よびComputer

Co㎜unication関 係 の業務縦 事 している。 コンビ。一握 にはISCSI(Information

SystemCommunicationService)・ お・よびSICOM(Securities

IndustrialCommunication)用 の ユニパ ックのコンピュ ータが設置 されていた。

また説明の1部 で利'用Uヒ会議 室にはSICOM,ISCSの 毎 月センター毎 の障害状況が表記されてい

た。

5.ISCS

5・11SCSの 将 来構想

ISCSは 現在 個別に行 枇 れ「paるサーピxを総合ネジトワークに収め,新 しい通信サ ービス を狙 い,か つ

設備 コス トの有効化をはかろ うとしていると思われる。(基 本的には,メ ッセージ 、・ス イプチングで

ある。)

Mr.RobertG.Finney(Vice-1)resident)

Mr.S.Wernikoff(Directoradvancedtechnicalplanning

&engineeringoperation)

Mr.J.Walter

林,桜 井.荒 津.伊 藤.細 川,野 上.境
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A

Input

1

1975

MAILGRAM/PMS/TCCS Output'

TEI、EXN]i】TWORK

.

I

S

C

S

TELEXNETWORK

TWX ㎜.

DedicatedTelep孟inte 1㎞icatedteleprintetelelines

I)irectorized

INFO-COM

L

FA)(teleline

Agencies Class1 Classloffices

MaiIgram
PUblicQpi垣on

RegionalBlock-Oenter

.

「

Agencies MailgramSPOIS
.

・AUTOD叱N/ARS

GeneralPublic Centralized.

・・1・ph・n…p幽 TelephoneBureau . CentraIizedlrelephoneBureau

InternationaI

Carries

一 International

Interfaces

InternatiOnal

Interface

→ International

Carries

図8.8.1
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5・21SCSの 現 状(第1ス テPtプ)

(1)一 一 ・ウ ・ ア の ネ ・ ・ ワ ー ・ 回

PC

CCChicago 国
Sa:百 ㌧:FranciscoPCNew

PCCCCC

回
CC

CC

回TLX国 ㎜PLX

NetworkNetWorkNetwork

AtIanta

面]P,。cessi。gC。mp。ter

閲F。i1BackC。mp。,er

@一 一ーーー－C・m…ica・i・nC・m,・ ・er(u-4t8)

PLX;公 衆 電報網

図8.8.2

(2)セ ンターCPUの 機能

CCPC

－

工

(F,。ntE'。dC。mp。t。,)

図8.8.5

-322－

York

・ キャラクターアセンブ ル

・ コ ー ド/ス ピ ～ ド交 換

。 簡 単 な 方 向 指 定

etc

U-418皿

一

≦

・Storing

。Billingfunction

etc

U-418皿1

'

●

■
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(5)tr・ ・ビス 機 能 の ネ ッ ト ワ ～ ク

〈－TELEX－〉＼ ・肌 ・X

Releyto;Telex'TVVX'PMS'SPO〈 一
㎜
〕 〉

罵 憲「嶽 鴻 欝欝ご⑰
⑳/・N・ ・C・M
Releyto;

PMS,BookMessage

NigthlettersSPOは 実 験 段 階(elec .tricalmai1)

図8.8.4

3・31SCSの 第2ス テ ッ プ(ISCS-H)

(1)1972年ISCS-Hサ ー ビ ス の ネ ッ トワ"ク

[1'ELEXTEPE

－
/

ISCS-H

＼
telegraph

office

NewPMS

Netw.Ork

図 8.8.5

UNIVAC・-1108

㎜
、

＼
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(2)ISCS-Hの センタ機器構成

㎜

Network

TLX

Network

INFO-COM

〃

PMS

〃

L寸 レ 「 L一 」一 ∫

COLMUXH(SCS)寧

ON-LINE

418-HI

151K

FALL

BACK

418一 皿

131K

BULK

CORE

2621〈

〃

262K

ON-LINE

418一 皿

BlK

〃

262K

国 ICS ICS

ON-LINE

1108

196K
}

ON-LINE

1108

196K

w

FALL

BACK

1108

Sy

Co

v

{196K
1

SPI,S

ONLINELINEPERIPHERAL

同
」

PERIP田 畑L}}・FF

い ラ・(

、

1 ll

(ド ラ・( ○

System

Console

●

戸

485DRUMS

1782〃

FASTRANDDRUMS

図8.8.6

亭

繊 は,図8・8・3に 示 した@用 として.U-418皿 をオン ライン用va2セ,ト,胎 を

FALLBACKと しF・ ・n・END型VaeSく ・ 後に 国 用 とし・,U・-11・82セ ・

トをオ ンライン用に,t台 をFALLBACK用 に設置す る予定である。通信回線 インターフェ

イスCOLMUXUは,現 在 新規作成中のものである。
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4SICOM(SecuritiesIndttstrialCommunication)

証 券 情 報 サ ー ビ ス で あ り,証 券 投 資 家 の判 断 基 準 と な る 情 報 を.投 資 家 に 証 券 会 社(ブ ロ ー カ ー)

経 由 で 提 供 し よ う とい う もの で あ る。 図 示 す る と 、,次 の よ うに な る 。(3年 前 に 開 始)

OrderProcess'

STOCK

EXCHANGE
CUSTMER 叫BROKER

剖
SICOM

－F

∈1 ∈ ←

ExecuteProcess

図8.8.7

4・1SICOMの 機 能

・SharedM:essageSW
.System

。DedicatetoSecurity

Industry

・M』eetingtheSpeed

Reliability

Integrity

Validation

(多数証券会社を並列収容するので,自 社

スイプチング網は不要となる)

ekロ

ク

匙

■●ワ

e

ト

dコ　

ッ

W

ネ

n

の

oのス

M

t

O

a

10

N

S2●4

、◎

DALOODE

集信 装置

LOWSPEED(75B)

26回 線

現 在;12bloker加 入

90,000件/2月 ・71

(200,000件/月 通 信 能 力)

ComputerCenter

(SICOM)

Wireroom

Exchange

fIoor

図8.8;8
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493SICOMの 機 器構成

#1

DEL

CODE

寺26

FroutEnd

PrOcessor

4t811

64K

MeSSage

Processor

418皿

64K

'

FASTRAND

L_

FallBack

Processor

418■

64K

30

DRUM

⑨

1004

PUNCK

1004

Processof ○

、Front

図8.8.9

4・40RDERMATCH(SICOMの 追 加機能)

とれはSICOMの 証 券 情報交換機能に加え,株 の売買依頼 お よび成約情報 ・成約 レポー トを付加 し

たものであb,:最 近 サ ービスを開始 した。現在1 、2ブ ローカが加入 しているbそ のためにSICOMの

ハ ードウェアに
,ORDERMATCH用 の コンピュ■タを追 加 している。次図に示す。

FalIBackEquipment

End及 びMessageProcessor双 方 に 使 用

す る。

ORDER

MATCH

Report&

.A¢ounting・Match

Cin3t・o[ter,・ Broker SICOM Stock

Exhange

㊨ 馳

FrontEnd MS(}. itching

1

File

Processor

4181i

0

圃
FASTRAND

'

SICOM ORDERMATCH

図8.8.fO
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頃 .

ORDERMATCH用 のFILEProcessorで は 次 の 処 理 を 受 け も っ て い る。

・St'oreOrder

・PriceValidation

。MatdhExecution(FiFo)

・MatcllOrder/ExecutionMessage

・FiIeInquiry

。FileAdjustment

・FileMaintenance

5.Mail-gram

書 信電報を低料金化 したもの としてMailgramサ ービスを郵政省 と結 んで実験 中であb,FCC

の認 可 を受けようとしてい る。 ～これはテ レタイプに よりWUが 受信 したMassegeを 受信者の最寄

bの 郵便局までWUの ネ ッ トワークに より送b.そ こからプ リン ト・ア ウ トしたものを郵送 するもの

である。セ7ル スポイン トは低料金で,Telegram(夜 間 で も配達す る)のS/5を 予 定 し,対

象は1般 の会社 である。(図 次ペ ージ)

機 械は ユニパ プク418を3台(1台 はfalIback用,1台 はFrontEnd)で ある。

6.WUの 保 守態勢

WUで は,シ ステムの設計 のみを行ない,設 備施設の保守は行 なわ ない。Computers

leasedLine,termina1は そ れぞれのメ ーカに保 守を行なわせている。

保守に対する姿勢は上述 の如 くで あったが,コ ンピュータセンタには,WUの 設計 になる

TeletypAnalyzerと 称 するかな力汎用的な試験装置が設置され ていた。 これはチャンネル.

ス ピー ドセ レク トお よび コー ド単位を選択する ロ一夕リースイヲチ.電 圧電流計.モ ニタープリン ト

出力端子左 どを もつ ものであった。

すなわ ち,WUで は基本的態はその言葉の とtsbで あるが,難 しい システム的 な事故に対 しては.

そ れなりの発見手段鉛 よび施設をシステムに組み入れていると思われる。
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〔Mailgramの テ ス ト文 〕 これ を封 筒 に い れ 郵 送 す る

一こ の 部 分 が 封 筒 の 透 明 窓 に 出 る

ISCSO3/05/71062MG21505901:22PESTシ

MGMSVCMAWA

ZCZCO60SUSPECTEDDUPLICATEPDMAHWAHNJ-→ く

ZIP66104

HAROLDH.HERRINGTON

5815GEORGIA

KANSASCITY.KS66104!

BT

TESTTES[VTEST

THISISATESTMESSAGEINANEWSERVICENOWBEINGTESTED

JOINTLYBYWESTERNUNIONANDTHEPOSTOFPIeEDEPARTMENT .

WEWOULDAPPREOIATEYOURCOOPERATIONINHELPINGUSEVALUATE

THISPROGRAMPLERSECOMPLETETHEFOLLOWINGITEMSANDRETURN

THISMESSAGEINTHEENCLOSEDPOSTAGE-FREEENVELOPE .THANK

YOU.

DATEOFDELIVERYg,.!re,ee:

IFTHISMESSAGEWASNOTRDCEIVEDONTHEDAYFOLLOWINGTHE

LATESHOWNINTHETOPLINE,ISITPOSSIBLETHATITCOULD

HAVEBEEND肌IVEREDPREVIOUSLYWITHOUTYOURKNOWLEDGE ,1.E.

YOUWEREONVACATIONORDIDNOTCHEσKYOURMAIL?

YES.....◆...NO.........

WASTHISMESSA(}EDELIVEREDTOTHEADDRESSABOVE? .........

ORFORWARDEDTOANEWADDRESS?...........(CHECI(ONE)

HOWWASTHISMESSAGED肌IVERED?(CHECKONE)

A.TOHOMEADDRESS?...■ ■...・

B.TOBUSINESSADDRESS?.. ....

C.PICKEDUPATPOSTOFFICE? ......
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MAILGRAMTESTCENT日R

NNNN

●

4

AeCEPTED

OOO60

MG

7そ の他

(1)WUの システムのOSは 全 てWU自 身 で開発 した。

(2)フ ァクス関係は.現 在米 国ではあまbの びていない。それは,次 の理由に よる。① コス ト高,

⑨ユ ーザ側 で適当な利用法が解 らない.⑨ 品質 が よくない。

(5)EDPSの 利 用に よるCommunicationは,米 国 では現在学 ひつつ ある段階で,今 後fO

年 の うちに利用法が明 らかになるであろ う。

(4)IBMの ソ フ ト向の価格分離は,回 線.端 末の広範な選択可能に よb通 信 との結 びつ きで促進

するであろ う。

(5)DATACOMは,1音 声chを 低速 の多数chに 時 分割するものである。

(6)各 サ ービスの運用状況

実験 的段階の もの も含め次 のとおりである。

a)infocom

端 末数70416社

b)Sicom

端 末 数27815社 メ ッセージ件数56×105/伯

■

c)

d)

(7)TWXは1971・

ISCS

メッセ乙ジ件数 障害発生

(加 入者に影響)
ニ ュ ー ヨ ー ク20×1000

サンフランシス コ15×"

ア ト ラ ン タ16× 〃

シ カ ゴ19× 〃

MAILGRAM

稼 働 率99%が2月 に2回

メ ッ セ ー ジ4000件/月

4・1にATTか ら 吸 収 予 定

TWX110B8単 位

TeIex50B5単 位

一529一
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8・9Mckinsey&Company,Inc.

調 査 先 』Mckinsey&Company,Inc.

所 在 地245ParkAvenue.NewYork,N.Y.10017

調 査 年 月 日1971年5月4日

面 接 者Mr.HarveyGolub(Principa1)

Mr.DavidB.Hertz(Director)

調 査 者 林.桜 井.荒 津.伊 藤 、野 上.境

1概 要

Mckinsey&Company,Inc.は ト ッ プ ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・コ ン サ ル テ ィ ン グ の 会 社 と し

て 世 界 最 大 と思 わ れ る 。 こ の 会 社 の コ ン サ ル タ ン トに あ た っ て の 基 本 的 方 針 と実 際 の 方 法 に つ い て 説

明 が あb,そ の 後,TSSの 動 向,ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ の 役 割 に つ い て質 疑 を 行 な っ た 。

そ の 中 で

①TSSに1ユ ーザ で 数 シ ス テ ム加 入 し低 コ ス トに な る よ う使 い わ け る 。

② デ ー タベ ー ス の1律 集 中 は 誤 り で あ る 。

③ ミニ コ ン ピ ュ ー タ に つ い て の 特 異 な 見 解 左 ど が 述 べ られ た 。

2会 社 概 要

(1)組 織 等

トッ プ マ ネ ー ジ メ ン ト ・コ ン サ ル テ ィ ン グ の会 社 と して 世 界 最 大 の もの で あ る と考 え て お り,

650人 の 専 門 的 コ ン サ ル タ ン トと,1 ,800人 の 従 業 員 を か か え て い る 。 世 界 各 国 に 合 わ せ て

17の 事 務 所 が あb,そ の 所 在 は 次 の とお り で あ る 。

ニ ュ ー ヨ ー ク ,ワ シ ン ト ン.ク リ ー ブ ラ ン ド,ロ ス ア ン ゼ ル ス.サ ン フ ラ ン シス コ,シ カ ゴ,

ト ロ ン ト.ロ ン ドン,パ リ,デ ュ ヲ セ ン ドル フ,ア ム ス テ ル ダ ム,チ ュ ー リ ッ ヒ,ミ ラ ン ド,

メ ル ボ ル ン,シ ドニ ー

日本 に は ま だ 正 式 の 事 務 所 は 認 め られ て い な い が す で に 活 動 を 始 め て い る 。

(2)コ ン サ ル タ ン トの 領 域 は 次 の と お りで あ る 。

Marketing

Operations&ProductionManagement

Goverment&PublicInstitutionManagement

Organization〃

Persone1〃

ManagementInformationSystem

ManagementofReserch&DeveIopment

CorporateStrategyandLongRangePlanning

SystemAnaly8is
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4

⑲ 基本方針 と実行

(a)企 業 の トップに対 するコンサル タン トをする。

(b)そ れ ぞれ の会社の実状に基い た解析をす る。

(・)Clea・&Sig・ifica・tRec・ ㎜ ・nd・ti・n・fA・ti・n

(d)Implementation

(e)秘 密 の厳守

650人 の うち約100人 は パ ートナーと呼ばれ,こ の会社を もっている。(持 株 制度)

外部には この会社 を持つ人はい ない

また別会社は持 たず.全 て事務所である。^㌔.

マ ネ ージ ングデ ィレクタが事務所の責任者 であb.少 な くとも1人 のパ ー トナ～が各事務所に

いる。

(4)ConsultingProcedure

(a)パ ー トナーがそれぞれのJOBに 責任 をもつ'

(b)チ ーム編成 しJOBに 当 る。1～10人(平 均5人)

(c)顧 客側に もClientteamを 作 らせ て活用する。

(d)コ ンサルタン トの期間

国に よb差 が大 きい。(ラ テンアメ リカ.日 本は長い)日 本 は最低6ヵ 月 平均1年

例 としてJALの 場 合 の説 明が あった。

し

equencyUS

:

;

|

:
|

:

US㎏ 外
1

|
{
11

|
}
| `

.

1
ろ69121518

Month

図8.9.1

5.質 疑 応 答

5・1TSS会 社 の 浮 沈 の 差 の 原 因 に つ い て

TSSの 性 質 上.会 社 間 の 差 は 少 な い 。PriceとMarketingの 差 で あ る 。(BASICと

FORTRA.Nが 主 力 でCOBOLは 稀)

した が っ て,ユ ニ ー ク な サ ー ビス と してQuickサ ー ビス.LowPriceslowresponse

等 も あ る 。

あ る会 社 は 大.小 のComputerを 有 し さ らに,数 種 のTSSサ ー ビ ス を 受 けCoStmi.nに な
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るような使いわけをしている。

5e.2ネ ッ トワークの大小につい て

(a)中 心 化;CPUの 大 きい程 コス トパ フォーマンスが よい

(b)時 差 に よるピークのずれの活用

(c)オ ーバヘ ッドが高 くなる ような ら分散 した方が よい。

通信 コス トの問題 もあるが,上 記5つ が より重要 と思 う。

(時差を活 用すれば通信 コス トを補え る)

5・31BM370等 シ リーズの影響について

技術的に革命的変化は ない。経済性が高まった ことに より.従 来 その面での制約に より不可能 とさ

れた ものが可能になった。

3・4デ ータ・ベ ースの集 中について

2種 にJOBを 分けて考え る。

(iL)interrelatedtransactionSys・

例airlinereservationdemanddepo8itesys.(小 切手等の 口座処理)

全 てがAns.を 求める。他 の場所か らの入力 による変化 を知る必要が ある。

decentralizationは 不 可能

(b)LooselyCoupledTransactionSys.

先 行 したcHangeを 知 る必要のないもの も ほ
例MultiWarehouseinventorySys.お ・よ ひ,LibraryRetrieva1

他 のWarehouseの 変 化 は 知 る必 要 が な い 。

他 のWHに あ る か ど うか はContro1セ ン タ を介 して 他WHに 問 合 わ せ れttよ い 。

`

ControI

Center

Lobal

Database

図8.9.5

「般にはこの範囲にある

very

図8・9・2tight

(1)

従 来 なんでも集中 した誤 りの原因はつ ぎの ような ものである。

鷲;_

very

Loose

(o)

■

4
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5・5ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ の 役 割 に つ い て

次の よ うに 定 義 し た い 。

(メ モ リ100Kbyt買 収 価 格$20,000以 下StandAlone)

こ の よ うな 「もの が{976～1980頃 に は 出 現 す る と思 う。 そ の と き

LooseCoupledSys.に 大 き な 影 響 を す る で あ ろ う。

Re'cordsof

TapeFormats

Distributor

Formlat

Contro1

CentraI

MemoryTOP

FormatsMANAGERIAL

information

asneed&Required

　合,。 一,。pe

SMC

Location

SMC

Function

SMC

dedicated

Application

この ようなSYSは1976～

1980に 実現 されるであろう。

新技術でな く経済性のみ である。

ご1)
SMC(SupPerMicroOomputcr)

図8.9.4

.÷

〉

`

一333一



1要

、.、QUantum社 は電子産業のみ を対象とする専門調査研究機関 であb.約100人 の テクニカルス

タッフと研究員がいる。

Quantum社 の特徴は,Maptekと 称 する電子産業に関する情報 を蓄えたDataBaseを.

もっ ている ことである。すなわちそ のDataBaseを も とに電子機器k・よび産業の将来予測.技 術

予測 に力 を入れ ている。無論marketing'も 行 なっている。

75年 の予測 を中心 として話が進め られた。

2組 織

President

8・10QuantumscienceCorp.

調 査 先QuantumScienceCo「P.

所 在 地250EastHartsdaleAvenueHartsdateNew・Yor'kN;Y.

10550

調 査 年 月 日1971年3月4日

面 接 者Mr.宜ainesB.Gaf.fner(VicePresident)

Mr.JamesA.Stone(VicePresidentPlanningDiv.)

Mr'.BarryJ.Keagy(DirectorComputerTechnoiogyDiv・)

Mr.LaurenceD.Paulet(StaffScientist)

調 査 者 林,桜 井.荒 津,伊 藤,野 上.細 川,境

概

,「.

Marketing

Service

MARKETING
Operating

Div.

一
Finance

&㎞11istratiOI1

一

'

MAPTEK

DataBa8e

Div.

ADVANCED

Technology

Di'v ●

Computer

Tech.Dほ

Technology

Planning

Div ■

Economic

Div
●

Investment

Div
●

図8.tO.1
./

.
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5・ コ ン ピ ュ ー タ の将 来 動 向

・コ ス トパ フ ォ ー マ ン ス は 次 の よ う に な ろ う
。

1960年1971年1980年

1000回 のC・mp・ti・M1ト ル10 ,000回/ト ◆ル100,000/ド ル

・DataProcessingのComputingのComp
uter費 用 は1975年300億 ドル

に な り,そ の うち わ け は 次 図 の と お り

RC;RemoteComputingDataProcessing

BOL;On-Li・eD、t
。Pr。cessi。g

B;BatchDataProcessing

D;DirectedOn-Line

図8.10.2

レ

b

●1980年 に は ・Machin・L・ ・g・ ・g・ レベ ル で の 他 機 種 間 のC・mp、libilityが 可'

能 に な る と 考 え られ る。

マ イ ク ロ プ ログ ラ ム 技 術 の 発 展 に 伴 い
,各 機 種 のNativeLatiguageはIBM560/570

言 語 に 統 一 さ れ る で あろ う。

先 週 各 コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ に 会 っ た と ころ に よ る と,マ イ ク ロ プ ロ グ ラ ム に は 各 社 と も興 味 を

示 して い る 。GBが 一 番 遅 れ て い て.そ れ が1980年 に 統 一 さ れ る 段 階 に い た る も の と 思 わ れ

る0

4.Comrnunication⇔ け るCPU偵9の 問 題

Co㎜unicationlineを も つ と き DCPUに と っ て次 の5つ が 問 題 と な る 。

① ア プ リケ ー シ ョ ン ソ フ トウ エ ア

② シ ス テ ム ソ フ トウ ェ ア

③ コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン プ ロ セ ッ サ ー

⑧ に 関 し て は,最 近 妥 当 な も の が 出 て き て い る の で 、① ② が 問 題 に な っ て き て い る
。

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン プ ロ 七 夕 サ ーの 発 展 過 程 を 次 に 示 す
。

1964年

1966

1968

IBM-2701.2702

1BM-2703

COMSET会 社

TEMPO会 社

Bourroughs(B700)

32回 線接続

200〃

250〃

6～400〃

?

HardOriented

〃

SoftOriented

〃

〃

最 近 で は20社 がProgrammableのFrontEndProcessorを 出 しZveる
。

5.画 像 伝 送

画 像 伝 送 に は.次 の よ う な も の が あ げ られ る が,Alphan"me-ricタ イ プ で も 始 ま
っ た ば か
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bでgraphicの も の に つ い て は,1975年 頃 か ら始 まb1980年 頃 は 市 場 が 可 能 とな ろ う。

①CATV②Piuturephone③GraphicDisplay④Fax

6.新 しい 通 信 会 社 の 設 立 に 二)い て

問 題 点 は.・ 一 カ ル ・ル ーtプに あ る.現 在 の 電 話 中 継 線 は ・カ・入 轍 の1・%'し か ・t・・が 、・デ ー ・

通 信 で は27～30%を 要 す 。

DATRANは ロ ー カ ル ・ル ー プはATTか らの 借 用 で 考 え てvaる の で 解 決 に な らな い 。MCIは ・ロ

ーカ ル ・ル ー プ の 建 設 を 考 え て い る が,多 く ¢)ユ ーザ の ピル に そ の 余 裕 が な い 。

7.Highlevellanguage

。FORTRANCOBOLPL/1でHighLovelLanguageは 終 りに 近 づ い て い る 。

。PL/1は あ ま り うけ 入 れ られ て な い よ うで あ る。

。ALGOLは,米 国 で は.衰 退 傾 向 で あ る 。

・HighLovelLanguageでTSS使 用 ナ る に は,ユ ーザ か らす れ ば ①JOBConttol

Language② 仕 事 内 容 の 記 述 を す る1anguageと 二 つ の 言 語 性 格 を もつ か.そ れ が 焚 く

い っ て い る の は,BASICだ け で あ る。

8.1975年 のNetworkInformationService(NIS)

掲 題 に 関 して は 次 の と お り

① 現 在 のScientificComputationか らBusinessOrientedな も の に な

る 。

②DataBaseの 普 及

⑧ そ の 他 オ ン ライン・ア プ リケ ー シ ョ ン サ ー ビス(医 療,交 通.チ ケ フ ト.etc.)

④S・i・n・lfi・ の も の と し て 特 殊 な計 算'こ ・ ケ ー ジ

91BMの ソ フ ト ・ハ ー ド価 格 分 離 政 策 の影 響●
と くに な い と,思 うo..

CornmercialBaseのTSS

。1970年 のTOPTwentyNISOper'atorの う ちKeydata社 が 唯 一 で 孕 る 。

・1965年MITのTechnicalPeopleに よb設 立

。業 務 はOrderEntryを 行 な っ て い る

請 求 書 発 行

顧 客 は.中 小 企 業 、特 に 卸 業 に 精 力 を つ か っ て い る 。

。機 器 構 成U-4942セ ヲ ト

端 末500台,(ASR,TTY28.NKS28)

DedicatedLine使 用

'
。業 ・績

1969年$3,0million17位/TOP20

1970年$5パ 〃15位/"
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良

t

t・

$5.'1millionを 稼 ぐのは.7年 か かってい る。末zE累 積 赤字 を もっている1971年 には

黒字に転換 しよう。赤字の原因は,コ ンピュータの概念 を売るセールスに費用がかかったことが

その赤字要素 となった。

10.ComputerFを 端 末 とする一般電話線の料 金

イ リノイベルで計算 センター側から+100%の 料 金を徴 収 しようとして問題 となっている。

(GE.ADAPSO等 が反対 している)

11.将 来 予測

19701975

パッチ17

ファシリ

テ ィ マネ
ージメント

17%

1・7Billion$

ComputerService

1970

48

科学技術計算

データ

ベース

－

Revenues

図8.10.5

1975

＼ 、G
eneral

Business

aPPlication

speclallty

(医 療,NCテ ー プ)

545mi川ion$

図8.10.4 NISRevenueS

5・9BilliOn

C

5

ノ

、軟

Q
u
6

A

1

B

O

G

4

12.TSS会 社 に 対 す る 戦 略

。generaluseに 重 点 をtoけ 。

・ 個 人 信 用 情報 が 伸 び る 。

・ 銀 行 ・医 療 ・輸 送 に 重 点 を 。

。Computation特 色 あ る サ ー ビ ス を 。
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COMPETIUONINTHEMARKET

TOPTWIENTYNISOPERATORSFOR1970

金

THEINDUSTRYIFADERSFOR1970

Rank

殉

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

88

9

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

　%

1

5

2

1

6

4

8

9

7

0

5

9

7

4

5

一

2

一

6

一

-

|

'1

'ー

1

1

1

1

1

*Division

#*Division

NISRevenues

($Million)
1970

GeneralElectricCompany390

CT&刀InformationSystems24 .O

BunkerRamo21 .O

ControlDataCorporation15 .O

Se「viceBureauCorPoration14 .O

UniversityComputing120

Tymshare10 .5

McDonne11-DouglasAutomation90

NCR8 .O

ITTDataServices8 .O

Scantlin8 .O

NationalCSSス5

Keydata5」

Comshare、5.O

Interactiv・eDataCorp.5 .O

Rapidata5 .O

Telemax*5 .O

TicketReservationSystems、lhc.4.2

HoneyweH5 .8

B・ ・1i・gt・nM・P・g・m・ ・t
,S・ ・vices⑨ ・5・4

THE1970TOP2〔 〕215 .5

1970NISREVENUESOFR氾MAINING

OPERATORS-(t35FIRMS.)132.O

TOTALNISREVENUES-1970345.5

0fWellingtonComputerSystems

BurlingtonIndustries

㌘

椥
駕

;

三

〇

鵬

裟

㍑

;

部
材
枷1

.`

.つ・

図8.10.5
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図8.la6 ネ ヲ トワ ー ク ・イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・サ ー ビ ス に お け る 業 務 別 売 上 げ(総 括)、

」

①15

1968年 売上 げ

1972年 〃

1975年 〃

019756pvaas'け る順位

④

⑯

⑮ ⑳ ② ⑰ ⑲ ②

⇔⑫⑧⑨⑥⑲

「
ー

 ⑭⑬

②

⑦

⑪ ③

 

⑤
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1975年 総 需要 総額140億6000万 ドル
↓

4

小規模製造業

13。7%

4.5

小規模卸売り&配 送

オフィス・サービス

小規模銀行

そ の他

小規模小売り

1975年 売上 げ

小規模卸売'り&配 送

小規模製造業

総 額8憶8500万 ドル

21・5%6 、4%

8.8%

2.3%

ト規模小売り
'

図 ・・1… 柑 ワーク ●インフ・メーシ・ン ●サービス『 る灘 霧 ㌃ 。ス)
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'

糞

婆需総年5791

トツジレク

げ上売年7519

ク レ ジ ッ ト

総額21億 ドル

その他

15.0%

広告 研究 ・製品情報

10.7%

56・8%5・1%娯 楽&旅 行予約
,

14.4%

金 融

総額5億3600万 ドル

その他

広告研究・製品情報

娯楽&旅 行予約

52.4%

金 融

図,8.10.8ネ ッ ト ワ'一ク ・イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・サ ー ビスvatsけ る業 務 別 売 上 げ

(デ ー タ ・ペ ー ス 専 用 サ ー ビ ス)
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1975年 総 需要 総 額24億 ドル

4i.4%

医 療16 .6%

4・6%24 .8ea

輸 送12.6%

鉱 工 業 オペ レーション

1975年 売 上 げ 総 額2億2500万 ドル

鉱工業オペレーション

その他

∴

＼
その他

図 ・.1・.・ネ。 ・ワー・ ・・… メーシ・ン'サ"ビ ス醐 驚 鷺裂纂 竺 。ス)

一342一



・
オ

⇔

ロ

⑳
中 央
ハー ド

ウェア

戸シング
シスア ヤピタル

オペ レー

ション

技術者は詳細 左ユ ーザの要求:

には コンタク トしてない

図8.10.10

/
ぷ

ターミナル

・一 ドウ ェア リケ

ー ショ ン

'フ トウ
ェ

マーケフ

テ ィング

技術者は特殊 なユ ーザの要求

に も応 じている

ネフ トワーク ・インフォメーション ・サ ー ビ ス に お け る 戦 略 的 関 係
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1要

(a)通 信 会社の規 制の変化 について,カ 一夕ホン事件 などを含 め歴史的変遷の説明が され たが,興

味深 く.ま た.TARIFFが た んに料金でな く申込契約書 を意味するとの ことであった。

(b)IBMの 国際的TSSの 紹介 と見通 し,～二の中でIBMは デ ータと音声 とを組合わせ たフレキ

シブルなネ ッ トワ吟クを希望 し 。コンセン トレ一夕の使用を推奨 している。 衛星回線 を使

用 しての実験結果につい て.地 表の回線に比 し何 ら支障がな く,た んに経済性 の問題 で使用 しな

いだけで あると語 った。

(c)ア メ リカの通信環境については,FCCはMCI.DATRANな どの新会社数 を限定 して認 め,

過 当競争 を排除 する方針 との推測が語 られた。

(d)そ の他 、IBM560/67のOSの 説 明があったが,新 味はな く,僅 かに改良の結果2台 動

作時に1台 に比べ2.7～4倍 のパ フォー・■マンスに達するとの話 が注 目され た。 また.通 信料金に

つい て.各 国の比較が図示 され,米 国のTWXが 高 く、日本の市外料金の高いことが指摘 された。

2.通 信会 社の規制の変遷

2・1米 国の通信会社には次の5つ がある。

①ATT;100milIionの 電話,17Billion$の 売上げ .,24の 下 部電話会社をもつ,

研 究機関 としてBe川Laboratory,メ ー カとしてWesternElectricが ある。

④2,000以 上 の独立 電話会社

最大 のもQはGTEで1,500万 の電話 を持つ.こ の中には子会社にデ ータ処理の営業をやら

8・111BMWorldTradeCorporation

調 査 先IBMWorldTradeCorporation

所 在 地219East42StreetNewYork.N.Y.10e17

調 査 年 月 日1971年5月5日

面 接 者Mr.T.Takeshita(AdministrativeAssistanttovice

PresidentDataProcessing)

Mr.G.T.Lissandrello(ManagerDataCommunications

ReIations-IBMwTHQ)

Mr.D.L.Mordy(ManagerofDataCenterServices

AdvancedSystems-IBMWTIIQ)

Mr.1.Rezucha(TimeSharingSystemsManager(Large

Systems)一 ・IBMWVHQ)

Mr,J.E.Merke1(ManagerofCo㎜onCarrierRerations

-IBMCorp .)

Mr.D.R.Bacon(DataCommunicationsAdviser・-IBMCorp.)

調 査 書 林,桜 井.荒 津.伊 藤.野 上.細 川.境

.概
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せ ているものが ある。

⑨ ウエスタン ・ユニオン

本来は電信会社であるが.子 会社によってコンピュータ界に進 出 している。

W.U.C・U.TSSの 提供

W.U.D.S.C端 末機器 の製造

(ニュース)DestrenicInformaticCorp.を 買 収 した一一産業 会に コンピュー

タライズ した情報 を販売する。

④ 国際的 な業務を営む会社

RCA.ITT,W.U.

⑤COMSAT;衛 星 通信会社

2・2規 制の権利

①FCC;4つ 内 部委員会 を有 し.州 間の問題についての規 制の問題 を取b扱 う。

②PロblicServiceCommissions;州 内 の問題 にっいてFCCに 相 当する機関,

ただ し,'通 信 以外 に電気,鉄 道 をも規 制している。

2。5TARIFFS;こ の場合には申込書,契 約書 のようなものを意味 し,サ ービス内容,料

金.規 制.責 任範囲 を含んでいる。

2・4過 去 の状況

(1)1940年 以 前;タ リフに よる制限が非常に きつ く.電 話以外の ものは接続 されなか った。 テ

レタイプ等は,電 信会社が提供 した。

(2)1940年 代;よb速 いデータ伝送 の必要が認識され連邦政府 の要求に よb.は じめて電話以

外の施設IBMO47/065(カ ー ド～ テ ープの装置)が 接続 された。

(5)1950年 代;デ ータ通信が商業的に必要 となった。

IBMO65/066

(テ レタイプを除 いてカード・リーダか ら直接 ラインに送出するようになった。)

Line

図8.11.1(
4)Hush-A-Phone

電話 で話す 自分の声が周囲の者に聞えない よう送話器に取付ける器具である。電話会社は,こ

れを付ける ことに抗養 したが,Fecは これ に反対 し電気的接続以外な らなにを付けてもよい こ

とに した。

(5)1957年;デ ータ伝送に電話網を開放する ことをATTが 決 定 した。

(6)1960年 代;タ リフが緩 め られ,種 々のものが付 加できる ようになった。

一545一



電 話 線(75B);IBM7750(メ ッ セ ー ジ 。ス イ プチ 用 コ ン ト ロnyラ)

Twx;ピ 蒜 麟 二:㌫;竺 三
一。

Chahelizing;IBMの ラ インアダプターで一音声を4』chに 分剰す る

(7)Oarter.Phone;無 線 回線 と電話線を音声結合 したもの,当 初問題はテ キサス地方裁判

所に持 ち込 まれたが.無 線に関する問題 として.FCCに 移 管 されたCこ の問題 の決定に よb通

信 システムの相互接続 が認め られ ることになった。

(CarterPhoneDecinsion)

この決定 は,① 現在 の契約は違法である。

@無 害 なものの接続は制限 できない

⑨有害 なもののみ制限で きる

とい うものであった。

(8)ATTの 新 しい タリフ

次 のものを認めてい る。

① 直接の電気的接続

② 音声結合

③ 誘導結合

④ 相互接続

⑥ マイク ロウェーブに対するエン トランス設備

(注)マ イクロウェ ーブは24マ イル以上町か ら離れる よう規 制され ている。

2・5デ ータ 。アクセスの装置

(1)次 の ような ものがある。

a)

b)

c)

d)

e)

電気的結合

音声結合

音声のみ/デ ータのみ

ネッ トワ《ク保持(プ ロテクテ ィプ ・カップラ)

信 号装置(ネ プトワークに必要なダイアル ・監視装置等)

(2)デ ー タ セ フ ト

115A

115B受 信

202M/N送 受

送嬉司

り

500bit/s

1200B/S

l蛭 ⇒図
150B/S

－346一
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⑲ そ の 他

INWA.RDWATSTSSに と っ て 非 常 に 都 合 が よい サ ー ビ ス で あ る 。

ForeignExchage

(4)Datrax;^下 図 の 三 つ(Line.L.C.Trunks)を 組 合 わ せ て 売 る サ ～ ビス が あ り非

常 に 経 済 的 で あ る 。

.ず

Gl蒜e)
Line

ConcentratorComputer

図8.11.2

2●6AdditionalNeeds

①DuplexService

②2WayWats

⑨RapPidConnectTimes

④AdministrativeDetails;もvと 回 線 に つ い て 情 報 が 欲 しい 、た とえ ば ピ ジ

タ イ ム 。 レ イ トな ど

⑤DirectWideBaJndAVtachment.'

⑥IncteasedSharin9;音 声 以 外 で は 左 い が,Wide旦andで は 同 一 企 業 内 に 制

限 さ れ て い る 。FCCの 動 き に 期 待 で き る 。

⑦ShortHaulT-1Servlce;デ ジ タル な伝 送 方 式 回 線,非 常 に 期 待 し て い る 。

⑧One/Multi-NumberDialers

⑨SecurityFeatures;自 動 的 に 発 信 場 所 を確 認 す る

⑩ デ ィ トレ プ ク ス の 拡 大

距 離.音 声.広 帯 域

⑪Diagnostics(診 断 法);IBMは 自 分 で や っ て い る が 電 話 会 社 が 行 な う こ とを 要 求 し て

い る 。

Trunksへ
○
○/

○

○

3・ タ イ ム シ ェ ア リ ン グ とオ ン ラ イ ン シ ス テ ム の 国 際 的 展 望

5・1サ ーービス の 現 状

(1)APLサ ー ビ ス

内 容 は 算 術.数 学 等 で 現 在,デ ン マ ー ク,フ ィン ラ ン ド,ド イ ツ,ア ル ゼ ン チ ン.チ リ ー,ス

イ ス で サ ー ビス し て い る 。

(2)Ca11/360サ ー ビス

Basic,Fortran.PL/1の5つ の 言 語 を扱 う,現 在 サ ー ビス し て い る の は,オ ー スFラ
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リア,ペ ルギ ～,カ ナダ.フ ランス.ド イツ.オ ランダ,英 国で ある。

国によって違 うが.代 表的な料金は.接 続時間一時間につ き9ド ル,CPU時 間1秒 について

25セ ン ト.DiskStorage55セ ン ト/1000バ イ ト/月 である。

(3)RAXサ ー ビス

言語 としてFortranを 使用する もので,3年 間 多 くの国にサービスを提供 して来 ている。

現在ベルギー.フ ランス,オ ランダ 、スペイン βス エーデン,ス イス,イ タリー 、ドイツにサー

ビスを提供 している。

(4)RJEサ ー ビス

小型 コンピュータに適用するもので2400Bit/S,4800Bit/S等 でサ ービス している

現在 の提供はベルギ ー.カ ナダ,フ ランス,ド イ ツかイタリ㍉ オ ランダ,ス イス,英 国である。

5・2端 末機 と通信 に望む方向

端末機な らひに通信 に将来 の方向 として期待するのは次の とお りである。

(1)端 末 機初高速化360～8eキ ャ ラクタ/秒

(2)〃 の信頼度 の強化

(3)回 線 の信頼度;通 常は良品質であるが,と もに非常に雑音の多い回線に接続され るととが ある。

(4)よbよ い誤b訂 正技法;電 話会社 も努力することを望 む。

(5)よ り よい診断 用機器 と技法;新 機器 の開発に率めている。

(6)監 督 官庁(PTT)と サ ービス提供者の間によb密 接 な作業関係 を営む。

5。`デ ータ通信 において不確定 なもの

次 のものをあげ説明が あった。

(1)交 換 機器 と回線 の設置 の遅れ

(2)電 話 料金構造 の変化;ラ インコンセン トレ一夕を使用時には差を設けるべ きである。

③ 国内標準;国 に より異 なる。

.(4)Tariffに よる制限。

3・4ネ ッ トワークについて

最初の要求は小さかったが,だ んだん大 きくなってきて パダイナ ミックな変化がある。最大 の問題

として,音 声 とデ ータ両方 を組合わせたネッ ト・ワークが経済的 で,柔 軟性を有 し.最 大のユ ーザを

獲得 できる。い くつかの国では,容 量が不適当であり.音 声対 デ ータのネッ トワークに対する投資の

順位に対するPTTの 優 先順位に疑 問が ある。

5・5コ ンセン トレ一夕について

(1)コ ンセン トレ一夕の目的は施設 の効率的利 用で あり.IBMも そ れを望む。PTTの 設 定する

コンセントレ一夕の使用を希望する。 これは ,タ リフに関係する ものである。伝送速度 を変換 し

回線数 を減 少する ものもコンセン トレータと考えたい。

例:音 声回線$6000/ms

24電 信回線$4500/ms×24-$108,000

一348－
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4.米 国 の通信の状勢について'

デ ータ通信 に関連するFCCの 態 度について以下の話が あった。

(1)通 信 とデ ータ処理

FCCは デ ータ処理 と.通 信 を分離 してや らせる方針 である。問題のデ ータ通信専門の通信会

社については,DATERAN,MCIな ど,個 別に,ま 、たそ の応用 として問題を解決 するのではな

く.国 家的標準の作成を行 なっている。その方針 とみられるのは.過 当競争 を排除するため数を

ある程度 しぼ って認可する。また同 じサ ービスであり畢 が ら地域に より費用の異 ならない ように

する。

(2)国 内衛星通信 について

目的は,良 質な回線を割安に作ることにある。計画はFCCに6～8シ ステムにあがっている。

しか し 、衛星 自体には,そ れだけの容量は ないから,FCCは1～2シ ステムの全米 をカバ ーす

るサービスに したい と考 えている。

(5)CATVに つ いて

a)CATVが 拡 がる と小さな町では.ロ ーカルなTV局 をみな くなる と思 われるので小TV

局 同士がTV局 間 のネッ トワークを組み始めている。

b)1Wayか ら2Wayに 変 化させる試みがなされている こと。広帯域特性を持つか らデ

ータ伝送 にも使用 できることが興味深い。

5.360/67のOS

560/67のOSは 当 初は あまb良 く働 かなかったが改良に よb良 く動作す るように『な り,2台

設置す るときには.2,7～4倍 の能力を発揮 させる こともできる ようになっている。

6.世 界各 国のデ ータ通信環境

各国の専用線料 金,電 話料 金,電 報料金の図示比較説明がなされ た。

とくにアメ リカでは,TWXの 料 金が高い.日 本 では市外電話料が高い点が指摘 された。
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8・12U・S㌧PepartmentofLabor

調 査 先U.s.p6δartmentofLaborManpowerAdministration

所 在 地Washingion,D.C.20210

調 査 年 月 日1971年3月 ・8日

面 接 者ManpowerAdministrato・r.s

調 査 者 桜 井.伊 藤.細 川,野 上.境

1.概 要

(1)ManpowerAdministrationで は 次 の 業 務 を 行 な っ て い る 。

階 ∴ ∵㎞旛 羅:籔;:.
(2)EmpIoymentArea

直接 には各州が行なってお り.連 邦政府は予算 の支出のみである。機械費用は全州で$50

million/yearで.種 別 は次の とお りである。

IBM(35セ ット).RCA(10).Univac'(5).GE(・1),Barroughs(2).』

Honeywel1(1)

これ らは全てレンタルである。 また使用言語は全てCOBOLで あ る。

2.失 業 保険関係

失業保 険関係は、,機械化 してか ら20年 位 の歴 史が あb.失 業者 が窓 口にきたら給付証を発行する

システムである。 マサチュ ーセッツ州 とニュ ージャージー州では この業務をオ ンライン化 しており'

マサチュ ーセッツ州では57のofficeで 端末 を使用.そ の端末機にはエ プジ ・カー ドをテ ープに

変換 する機構がつ くよう改造 したIBMの キ ーボー ド・プ リンタが使用されている。

ニュ ージャ■・■ジー州ではRCA7045(262kb)を 使 用,集 配信には ミニ コンの ようなパ ヲ

ファをおいて制御 している(50端 末)。 これをLoops(LocalOfficeonLine

PaymentSystem)と 称 している6

3.ESARS

ESARSは 求 職者 の氏名.年 令.特 技,探 す仕事等をマーク ・シー トに書 きOMRで 読 み込 ませ,

fileを 更新 し,定 期的 にプリン トア ウトするものである。(JobBank)各 州 のデータの集計

は磁気テ ープを送 らせて行 っている。オン ライン化 してい るのはニューヨーク(対 象;未 熟練労働者),

カ リフォルニア州LINCS(LaborInventoryCommunicationSystem.対 象

は熟練労働者お よひ技術者)が あり 、いずれ も実験的 なものであるが,今 後大都市には とのような

」⊃b工 ・"..;.を 拡 表 レS1{↑ こらいに し二い。 )

、,
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4・JobMatcnlng

コン ピュータを使用 してJobMatchingを 行 な うシス'テムは,ユ タ.ウ ィス コンシン.カ リ

『フ
ォノレニア.ニ ュ ーヨーーク(AMDS;AreaManpowerSystem,)の4州 で開発あるいは試

行 中である。

aタ 州は,州 内に8～10のofficeを 持 ち一般電話線 にMODEMを 接続 して使用 している。

センタは ソル トレーク市にあって,機 械はRCA7045×2(260kb、1台 は 予備)基 本 的な検索

法はDbTコ 白 ドとその他 の求職,求 人 の詳細に よっている。オ ンライン動作は,ロ ーカル ・オフ ィ

スのビデオ ・デー占端末 とプ リンタを通 して行 なわれ,コ ンピュータか らの出力は要求者 の選択に よ
)

リ ピデオまたは プ リンタになされ る。・

ウィス コンシン州は,検 索 をDOT-W[VG(WorkerTraitGroup)の 職 業記述 によb行

ない'.適 合度 を判定 しペス ト5を 選ぶ もので ある。1969年7月 よbマ ジ ソンの成人局11・よび青年

センターで動作 中である。

5.そ の他

a)今 後5年 くらい後 に統一 システムの決定 を行 ない.標 準化 して10年 後位 までに全米に普及

させ,各 州間 も接続 したい。

、b)機 械 決定は競争 入札制に よっている。

げ
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8・15SmithonianInstitution

調 査 先SmithonianInstitutionScienceInformationExchange

所 在 地209MadisonNationalBankBuiIding1750,MstreetN.W.

Washingtion,D.C.20056

調 査 年 月 日1971年5月9日

面 接 者Mr.MonroeE.Freeman(Director)

Dr.FrankJ.Kreysa(AssociateDirector)

Mr.JohnJ.Park(ScienceStaff)

調 査 者 桜 井.伊 藤.細 川.野 上.境

1・ 概 要 .・

SIEは,進 行 中 の 研 究 の 国 家 的 登 記 所 で あ っ て,誰 が.ど こ で.な に を研 究 し て い る か を 入 力 し

た デ ー タ ・ベ ース を 維 持 し て い る 。 研 究 者 や 管 理 者 か ら質 問 が あ れ は,こ れ を検 索 しそ の 結 果 を 提 供

す る こ と に よっ て.研 究 の 重 複 に よ る 損 失 を防 ぐ こ と に 貢 献 し て い る。

入 力 す る デ ー タ件 数 は 年 間 約1・0万 件 で.問 合 わ せ は 昨 年 約5万5千 件 で あ っ た 。

使 用 の コ ン ビi－ 夕 はIBM560/40で,補 助 記 憶 装 置 の 中 心 は デ ー タ ・セ ル(IBM2521

-1
,4eO,000KB)で あ る。 基 礎 資 料 の 入 力 の方 法 は.政 府 関 係 の 大 量 入 力 に 磁 気 テ ー プ が 使 わ

れ て い る ほ か に.BankerRamoDisplayTermina1約10台 が あb.ス ク リ ー ンに 表

わ れ る 文 字 を 見 な が ら タ イ プ ・ イ ン を 行 な っ て い た 。

入 力 デ ー タ と質 問 は.一 一度SIEの 各 分 野 の 専 門 職 員 に よっ て な か だ ち され る の"e,外 部 の 利 用 者

は.用 語 に 特 別 の 配 慮 を す る 必 要 が な い 。 しか し,こ の こ と が 将 来 こ の業 務 の ネ ック と な ら な い か 疑

問 を 持 っ た。

2 .ス ミ ソ ニ ア ン協 会 の 創 立 とSIEへ の 発 展

・SmithonianIustit凹tionは.約200年 前 に 設 立 さ れ た 団 体 で あ る 。

。SmithonianIustituti6nは.国 家 的 見 地 か ら見 て.研 究 の 重 複 に よ る 損 失 を な く

す た め に,現 在 進 行 中 の 研 究 のIRを 、医 学 の 分 野 に 限 っ て 、20年 前 に 始 め た 。 経 過 を 次 に 要

約 す る。

1950年MedicalResearchのIRを 開 始

MedicalScienceInformationExchange

1961年BioiogicalScienceInformationExchange

1970年ScienceInformationExchange

こ の よ うにSIEは,当 初 医 学 分 野 か ら ス タ ー ト した も の が.順 次 他 の 科 学 分 野 ま で も カ バ ーす

る よ うに な り.近 年SIEと し て,現 在 進 行 中 の 研 究 プ ロ ジ ェ ク トの 総 合 的 デ ー タ バ ンク と な っ

た 。

5.SIEの 入 力 デ ー タ

一354・ 一
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現在スミソニアン協会 のSIEの デ ータバンクに入 る情…報は,年 間に約80,000件 ～100,QOO

件 の研究 プロジェク ト情報で,科 学の全分野にわたって入って くる。入力デ ータの情報 は次 の要素か ら

構成されてい る。(別 紙1参 照)

① 研究テ ーマ(タ イ トル)TITLE

② 研 究支援団体(研 究費の出資団体)

③ 研究団体名teよ び研究者名WHO

④ 研 究団体の所在地 ・。。。・WHERE

⑥ 研 究期間(開 始 。終了時期)・ ・…WHEN

⑥ 研究 テ ーマの要約(約200語 以 内)

10万 件 デ ータの うち,7,5万 件 が政府 関係に よるデータである。なts,秘 密 を完全に要す るもの

は,発 表され るまで入力されてい ない。

4.SIEの 組織

'

β

匡
Director

putyDirector
、`

Adlninistrative

officer

Fiscai&Persona1

Excutive

officer

1 1
LifeScience

Div

Assoc.Dir/chief

PhysicalScience

Div ■
Assoc.Di罵/chief

DataProcessing
Div

Assoc.Dir/chief

BiolsgicaI

Sciencers

Chemistry .

Sciencers

Engineering

Sciencers

Report's一

9'

System&

Progra㎜ingBehaパa1〃 Earth〃 Materials〃 1

ElectroniCS〃

Computer

OpuationsMedical〃 Physics&

mathematics〃

Science

Support

Agrecultura1"

図8.15.1
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5.SIEe(tsけ るIRシ ス テム

SIEを 利 用 しt,現 在 進行 中の研究 プロジェク トを知ろ うとする場 合には .利 用者は 、手紙,電

話 また直接訪問に よbJス ミ ソニア ン協会SIEのScienceStaff(Sciencess)に 質

問醐 を提起する.そ れVaXb.尋 問科学 分野 ごとにいるS。ienceS,、ffが.そ く祈 解読 し

て,デ ータバンクに問い合わせ うと云 うIR組 織 をもってい る。 とのように複雑多岐にわたる問 い合

わせに関 して,満 足な結果 を得るには.こ のScience .staffの 制度が重要 である と考 え てい

る。 .'

以 下 にそのシステムを簡単に図示する。

SIEScienceStaff

↑
手紙,電 話.直 接訪問

図8.15.2

SIEScienceStaffに よるコン

ピュ ータに対 する問い合せ。その結果 を

検 討 し,要 約 したものを質問者に解答す

るo

6.SIEデ ータバ ンクの ファイル保存期間
.、 ・ ・

情報入力後r年 を経過する と.ス ミソニアン協会SIEの 方 か ら,そ の情報発生元 たる研究 プロジ

ェク トに対 して,そ れが なお継続 される研究かど うか の質問状 を出す。そ して.そ の研究 プロジェク

トが継続 しない旨の解答を得た ときには.そ のデ ータはHistoricalFi'Ieの 方 に移され る
。・

7.SIEデ ⇔ タバンクのmaintenance

●

9

全INDEX表(T'itleの 分類項 目表)の プ リン トアウ ト

INDEXのUPDATE

(Alphabet三 ¢IndexListの プ リン トアウ ト)

INDEX別 の件数表

(これに よbINDEXの 追 加削除の判断基準 としている)

1/

10ケ 月

1/

2週 間

1/

2週 間

以 上 の 作 業 を.ScienceStaffお よ ひComputerOpratorが 行 な う こ とに よb

SIEデ ～ タパ ン ク を維 持 して い る 。

8・SIEのINDEX例

LifeScienceDivisionの 例 を以 下 に あ げ て み る 。

・MOTORINDEXESINUSE

IMedicalSciencesIndexes

IIBiologicalSciencesIndexes

－556－
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皿 やIAgircvlturalSciencesIndexes

IVBehatioralSciencesIndexes

VS■cialScienceslndexes

WCo㎜ 。nIndexeS

TotalnumberofIndexes-164

上 記 のMajorIndexesセ ク シ ョ ン ご とにTopicsと い う形 で さ らに 細 い イ ン デ ッ ク ス カi

つ い て い る が これ は 省 略 す る

9.SIEへ の 問 い 合 わ せ とそ の結 果 例

毎 日SIEに 対 し て大 学 、病 院,政 府,個 人 研 究 所 の 研 究 管 理 者 や 研 究 者 か ら何 千 と い う質 問 が く

る が,以 下 に 環 境 科 学 に 例 を と っ て あ げ てみ る 。

環 境 科 学(BehavioralSciences)例;

・CAI(ComputerAssist .edInstitution)に つ い て

SIEは14の 異 な っ た補 助 手 段 に よる83の 研 究 を 見 い 出 し た

・ 薬 常 用 者 の 常 態 研 究 に つ い て

SIEは51の 異 な っ た 補 助 手 段 に よ る121の 研 究 を 見 い 出 した

・ 栄 養 失 調 と心 理 学 的 発 展 に つ い て

SIEは15の 異 左 っ た補 助 手 段 に よ る22の 研 究 を 見 い 出 し た

・Groupdicisionmakingに つ い て

SIEは12の 異 な っ た 補 助 手 段 に よ る66の 研 究 を 見 い 出 した

10.SIEの コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム

・OPUIBM360/40131KB

接 続 チ ャ ン ネ ル2セ レ ク タ ー チ ャ ン ネ ル

1マ ル チ プ レ ク サ ーチ ャ ン ネ ル

カ ー ド読 取/穿 孔 装 置 リーダ1000tw分.パ ンチ300枚/分

プ リン タ ー1100枚Uax/分

デ ィス ク 装 置IBM2318-1ド ラブ229.17万 バ イ ト

テ ー プ 装 置60KC×2台

50KC×2台

デ ータ七 嘆 置IBM2521-1400,000KB

CRTデ ィスプレイ 装 置BunkerRamoVideoDisplayTechnical'1

・ ソ フ トウ ェ アDos(12KB)を 使 用 し て い る ・

11.出 版 物 ∵

SIEの デ ー タ バ ン ク を も とに し て.編 集 作 成 した い くつ か の 出版 物(カ タ ログ)が 出 さ れ て い る

。WaterResourcesResearchCatalo9

●BehavioralScienceinProgress .

-557-一



・SustainingUniversityPrograln
.NASA

。InternationaLTradeReserch

・MarineResearch

12.SIEの 料 金

SIEで は.各 種項 目についてのサ ーチを行な うが,そ の料金体系は .そ れ ら検 索項 目に よって異

なる。

一般サ ービス料金は
.次 の とお りである。

。 一質問 ごとに40ド ル .同 一注文時にその他の追加注文があればそれ らは50ド ルに なる。

。 四半期 ごとの研究課 目郵送は
.最 初 の注文時60ド ル。以下四半期 ごとの 自動郵送 ごとに50

ドル。

以上 のサ ーチは,100ド キ ュメン ト以 下の情報検索の場合をさ しτいる。一質問に対 して100

ドキ ュメン ト以上 になる場合には,越 えた分100ド キ ュメン トごとにZ5ド ルが課金 される
。

ただ し.通 常は一質問に対 して 、平均60ド キ ュメン トである。

そ の他.料 金体系 として次の検 索項 目がある。

●

O

●

O

AdministrativeContentSearches。 ・ ・国,州,団 体 別 サ ーチ

InnestigatirSearches。 ・ 。 。 。 ・ 。 ・研 究 者 別 サ ーチ

AccessionNumberSearches・ 。 ・ …SIENO .サ ーチ

StandardTabuiations… 。 。 ・ 。 … 指 定 基 準 に よる リス トア ッ プ

支 援 団 体.研 究 者.研 究 団 体.所 在 地,学 校,プ ロ ジ ェ ク ト名.等

そ の他 サ ー ビス

●
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禁 無 断 転 載

財団法人 日本 情 報 処 理 開 発 セ ン ター

東京都港区芝公園21号 地1番5

機 械 振 興 会 館 内

TEL(434)8211(代 表)

有 限会社 タ カ ミ ・プ リ ン ト

東京都港区芝1丁 目2番15号

TEL(451)6993番
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